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ごあいさつ

本市は、市域の 6割以上が周知の埋蔵文化財包蔵地であり、遺跡が眠る土地の

上で多くの市民が生活を送っています。そのため、家屋や居舗の新築や建替え等

に伴い、遺跡に影響を及ぼす工事が行われることも多くあります。このように、

私たちが日々の生活を送っていく上でやむを得ず失われる埋蔵文化財について、

記録を保存し後世に残すことは、現在を生きる私たちの責務であると言えます。

鎌倉市教育委員会では、昭和 59年度から個人専用住宅の建築等に係る発掘調査

を実施しています。本書は平成 23・24・26・2S，...._，30年度・令和元年度に実施した、

個人専用住宅の建築等に伴う発掘調査 12か所の調査記録を掲載しています。

本書に収めたひとつひとつの調査成果は様々な内容ですが、いずれも武家政権

発祥の地であり、今もその歴史を継承し、文化を発信する鎌倉の貴重な文化遺産

です。これらの成果を広く知っていただくとともに、研究資料として活用される

ことを願って止みません。

最後になりましたが、発掘調査の実施にあたっては、関係者の皆様に深いご理

解を賜るとともに、さまざまなご協力をいただきましたことを心からお礼を申し

あげます。

I 

令和 3年 3月 26日

鎌倉市教育委員会



例 言

1 本書は令和 2年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊急

調査に係る発掘調査報告書(第 1分冊)である。

2 本書所収の調査地点及び所収分冊は別表・別図の

とおりである。

3 現地調査及び出土資料の整理は、鎌倉市教育委員

会文化財課が実施した。

4 出土遺物及び調査に関する図面及び写真等は、鎌

倉市教育委員会文化財課が保管している。

5 各調査の成果は、それぞれの報告を参照されたい。
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第 1・2分冊掲載の平成23・24・26・28"-'30年度・令和元年度発掘調査地点一覧

第 1分冊

遺 跡 名 所 在 地 調査原因 遺跡種別 調査面積 調 査 期 間

1 若宮大路周辺遺跡群 小町一丁目331番 1 個人専用住宅 都市 61. 50 平成24年3月21日

(No.242) (柱状改良工事) 城館跡 ~平成24年5月31日

2 公方屋敷跡 浄明寺四丁目292番 1 個人専用住宅 城館跡 86.00 平成25年3月1日

(No.268) (鋼管杭工事) ~平成25年5月24日

3 名越ヶ谷遺跡 大町四丁目2370番 2の一部 個人専用住宅 城館跡 29.66 平成29年1月11日

(No.231) (表層改良工事) ~平成29年3月8日

4 材木座町屋遺跡 材木座六丁目647番 3の一部 個人専用住宅 都 市 44.20 平成29年7月3日

(No.261) (鋼管杭工事) ~平成29年9月13日

5 若宮大路周辺遺跡群 大町一丁目 1083番 1 個人専用住宅 都市 94.56 平成30年7月9日

(No.242) (鋼管杭工事) 城館跡 ~平成30年9月14日

6 
長谷小路周辺遺跡 長谷二丁目274番 1の一部、 個人専用住宅 都市 69.00 平成30年12月17日

274番 2、275番 6
(No.236) (基礎工事) 城館跡 ~平成31年1月25日

第 2分冊

遺 跡 名 所 在 地 調査原因 遺跡種別 調査面積 調 査 期 間

7 若宮大路周辺遺跡群 小町一丁目324番 4 個人専用住宅 都市 67.00 平成26年6月9日

(No.242) (柱状改良工事) 城館跡 ~平成26年9月19日

8 今小路西遺跡
由比ガ浜一丁目 163番 1

個人専用住宅 都市 216.79 平成28年11月1日

(No. 201) (杭工事) 城館跡 ~平成29年3月16日

9 横小路周辺遺跡 二階堂字荏柄引番 1 個人専用住宅 城館跡 68.25 平成29年9月4日

(No.259) (柱状改良工事) ~平成29年12月1日

10 山ノ内上杉邸跡
山ノ内字西管領屋敷344番 5

個人専用住宅 社寺跡 65.00 平成29年10月初日

(No. 170) (鋼管杭工事) ~平成30年2月7日

11 横小路周辺遺跡 二階堂字荏柄26番イの一部 個人専用住宅 城館跡 34. 77 平成30年10月15日

(No.259) (柱状改良工事) ~平成30年12月7日

12 多宝寺跡 扇ガ谷二丁目260番 1 個人専用住宅 社寺跡 74.90 令和元年6月12日

(No. 187) (基礎工事) 散布地 ~令和元年7月24日
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令和2年度調査の概観

令和2年度の緊急調査実施件数は5件であり、調査面積は400.43rrfであった。これを前年度の3

件、 278.78rrfと比較してみると件数が2件増加し、調査面積も 121.65 rrfの増加となる。ただし、

このうち、 1件は令和元年度から継続してきた調査で、 1件は令和3年度に紺搬する予定の調査で

ある。

調査原因は4件が個人専用住宅、 1件が集合住宅の建設である。これらの工種別内訳は、栓状改

良工事が4件、鋼管杭工事が1件となっている。以下、各地長の調査成果の概要を紹介する。〈調査

面積及び調査期間等については「令和2年度発掘調査地点一覧」を参照のこと。)

1 武蔵大路周辺遺跡 (No.194)

扇ガ谷三丁目に所在し、薬王寺から南へ約 10伽に位置している。地盤の栓状改良工事を行う個

人専用住宅の建築にともない発掘調査を実施した。調査の結果、 13世紀後半"-'14齢己前半を中心

とする遺構面が確認され、道路、井戸、木組み遺構等が検出されている。遺物はかわらけ、国産

陶器、金属製品、オせ製品、漆器等が出土している。

2 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

小町一丁目に所在し、鎌倉駅から南東へ約272mに位置している。 3と隣妾する。地盤の栓状

改良工事を行う個人専用住宅の建築にともない、発掘調査を実施した。調査の結果、 13世記前半

から 15世諸国こかけての生活面を確認し、柱穴、竪穴建物、土坑、溝、井戸を確認した。遺物はか

わらけ、国産陶器、舶載陶磁器、瓦、金属製品、石製品、木製品、骨角器、馬骨等が出土してい

る。

3 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

小町一丁目に所在し、鎌倉駅から南東へ約272mに位置している。 2と隣接する。地盤の栓状

改良工事を行う個人専用住宅の建築にともない発掘調査を実施した。調査の結果、 13世紀前半か

ら15世紀にかけての生活面を確認し、柱穴、竪穴建物、土坑、溝が検出されている。遺物はかわ

らけ、国産蹴号、舶載陶麟号、金属製品、木製品、骨角器等が出土している。

4 佐助ヶ谷遺跡 (No.203)

佐助一丁目に所在し、鎌倉税務署から南東へ約95mに位置している。鋼管杭工事を行う個人専

用住宅の建築にともない発掘調査を実施した。調査の結果、 13世記後半"-'14世紀前半を中心とす

る遺構面が確認され、竪穴建物、溝、土坑、柱穴構等が検出されている。遺物はかわらけ、国産

陶器、金属製品、木製品、漆器、獣骨、等が出土している。

5 鎌倉城 (No.87)

極楽寺一丁目に所在し、極楽寺駅から南へ約333mに位置している。地盤の栓状改良工事を行う

集合住宅の建築にともない発掘調査を実施した。次年度に継続する予定である。
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令和 2年度発掘調査地点一覧

遺跡名 所在地 調査原因 遺跡種別 調査面積 調査期間

武蔵大路周辺遺跡 扇ガ谷三丁目451番の一部 個人専用住宅 都市 96.35 令和2年4月l日

No.194 (柱状改良工事) 城館跡 ~令和2年5月8日

2 若宮大路周辺遺跡群 小町一丁目342番2 個人専用住宅 都市 41. 27 令和2年5月25日

No.242 (柱状改良工事) 城館跡 ~令和2年10月14日

3 若宮大路周辺遺跡群 小町一丁目342番5 個人専用住宅 都市 41. 15 令和2年10月14日

No.242 (柱状改良工事) 城館跡 ~令和3年1月15日

4 佐助ヶ谷遺跡 佐助一丁目601番6 個人専用住宅 城館跡 113.00 令和2年9月1日

No.203 (鋼管杭工事) 社寺跡 ~令和2年12月25日

5 鎌倉城 極楽寺一丁目 136番7、137番3 集合住宅 城館跡 108.66 令和3年3月15日

No.87 (柱状改良工事) ~令和3年3月31日

※1は前年度から継続。 5は次年度に継続
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若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

小町一丁目 331番 1地点



例面

1.本報告は、鎌倉市小町一丁目 331番 1において実施した、若宮大路周辺遺跡群(鎌倉市 No.242) の

発掘調査報告である。

2. 発掘調査は平成 24年 3月 21日から同年 5月 31日にかけて、個人専用住宅の建設に伴う国庫補助

事業として鎌倉市教育委員会文化財課が実施した。調査の対象面積は、約 61.5 :rriである。

3. 発掘調査体制は、以下のとおりである。

調査担当者 山口正紀(鎌倉市文化財課臨時的任用職員)

調査員 岡田慶子、吉田桂子(以上、鎌倉市文化財課臨時的任用職員)

作業員 片山直文、鯉沼稔、鈴木道明、田島道夫、根市真古人

(以上、公益社団法人鎌倉市シルバー人材センター文化財班)

整理作業参加者 石元道子、伊丹まどか、岩崎卓治、岡田慶子、岡本夏菜、押木弘己、

菅野知子、須佐直子、栂岡ケイト、松吉里永子、山口正紀、吉田桂子

4. 本報告の作成は、以下の分担で行った。

執筆・編集 押木

遺構挿図作成

遺物挿図作成

写真図版作成

押木

菅野

押木、神田

遺物観察表・カワント表作成神田、吉田

(以上、鎌倉市文化財課臨時的任用職員)

5. 本調査に係わる出土遺物および各種記録類は、鎌倉市教育委員会が保管している。本調査地の略称

は市教育委員会の統一基準に従って fWA1 1 0 7 Jとし、出土品への注記などに使用した。

凡例

1.挿図の縮尺は、遺構・遺物ともに図中に表示している。

2. 本書中に記載した国土座標値は、世界測地系(第E系:東日本大震災後の補正後)に基づいている。

3. 挿図に示した方位標は座標北 (y軸)で、真北はこれより 0
0

09' 25"ほど東に振れている。

4. 遺構挿図中の水糸高は、海抜値を示す。

5. 出土遺物の年代観は以下の文献を参考としたが、 筆者が各所見を理解し切れていない部分もある0

・かわらけ・遺物全体の様相:宗蓋秀明 2019 f鎌倉出土かわらけの系譜と編年一東国社会の変質と

中世の成立(後):かわらけの編年と中世社会JW鶴見大学紀要 第 56号第 4部人文・社会・

自然科学編』鶴見大学

。瓦質土器:河野虞知郎 1993 f中世鎌倉火鉢考JW考古論叢神奈何 第 2集』神奈川県考古学会

。輸入陶磁器 :W大宰府条坊跡xv-陶磁器分類編-j]太宰府市教育委員会 2000 

・瀬戸窯製品:藤津良祐 2008 W中世瀬戸窯の研究』高志書院

。常滑・渥美窯製品 :W愛知県史 別編窯業 3 中世・近世常滑系』愛知県 2012 
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第一章 遺跡の位置と周辺の発掘調査成果

本調査地は鎌倉市小町一丁目 331番 lに所在する。若宮大路周辺遺跡群は鎌倉低地の中心部を占め、

史跡若宮大路を挟んで東西に展開している。現在の鎌倉でも最も賑わう市街地に占地することから開発

行為にともなう発掘調査の件数も多く、現在までに約 190件が実施されている。それぞれの調査面積は

小さなものだが、その積み重ねによって遺跡範囲における地区ごとの土地利用の傾向も掴めるように

なってきている。

本地点が所在する若宮大路の東側でも、「二の鳥居」の以南は 13世紀中頃以降に竪穴建物が繰り返し

構築された地区で、特に小町大路に近い地点で良好な検出・報告事例が多い。竪穴建物は居住用よりも

収蔵施設としての用途が主体であったと考えられ 小町大路+滑川という陸・水運機能も組み合わさる

ことで、当地区が中世都市鎌倉における物資流通・集積の中心的役割を果たしていたと想定されている。

近隣の調査では、図ト地点@・@・@で竪穴建物が特に多く、その構造や変遷を把握し得る良好な

資料が検出・蓄積されている。その成果からは、大まかな傾向として以下の知見が得られている。①

13世紀中頃~後半を中心に木組み構造の竪穴建物が建てられ、②この次段階になると、凝灰質砂岩の

切石(鎌倉石)を土台や壁体として多用した竪穴建物が展開し、概ね 14世紀半ば頃まで存続する。①は、

道路や溝など区画'性を持つ施設の整備にともなって進められたようである。

①の 13世紀中頃~後半は鎌倉時代後期に当たり、これに先行する 13世紀前半には当地区北方に将軍

御所(幕府)が大倉から移転し (1225年の宇津宮辻子幕府→ 1236年の若宮大路幕府)、その滅亡まで

政治の中心として機能した。竪穴構築以前の遺構は中世基盤層である黒褐色粘質土上で確認され、井戸

やピット・土坑が検出されている。①・②段階で竪穴の構築が繰り返されたため遺構の残りは良くない

が、地点@では 3.3m間隔で若宮大路と平行して連なる大型土坑列が検出されるなど、公権力との関連

を想起させる成果も上がっている。画期①・②の年代観については報告書によって多少の違いも見られ

るが、建物構造の変化は斉一性が高いことから、土地利用形態の転換(再編)は漸移的にではなく一挙

に進んだと理解すべきであろう。

小町大路に面した複数の調査地点では、鎌倉時代に遡る同大路の前身道路と側溝が検出され、地点@

では 13世紀前半"-'15世紀に至る 7段階の道路面と西側溝が検出され、後章で述べる本地点の検出遺構

と一連の遺構になるものと考えられる。最古段階の道路面は中世基盤層上をそのまま利用し、次段階に

は泥岩粒や玉石・貝殻を用いた硬化面が構築される。これ以降、当初の側溝を埋め立てた上にも道路面

が広がり、最終段階まで泥岩ブロックを敷き詰めた舗装が連綿と構築される。側溝は、当初は素掘りで

あったものが拡張後に木組み護岸、次いで切石積み護岸へと造り替えられる。最古~第 2段階の側溝は

東肩のみの確認にとどまったが、地点@・@では西肩と思われる落ち込みが検出されており、これらを

総合すると上幅が 7m近くを測る大規模な溝であったことが推測できる。道路面からの深さは 2m以上

となり、現時点では溝底が確認された調査例はない。「河川遺構」と報告されている例もあるが、道路

に沿って直線的に延びている点や旧地形を勘案すると自然流路とは見なし難く、鎌倉初期に開削された

人工の流路と理解するのが妥当だろう。前後して開通したであろう若宮大路の側溝とともに、低地開発

には不可欠である排水機能の主要な部分を担ったことが推測でき、鎌倉の都市化に大きく寄与した遺構

と考えられる。

(本章は押木 2020の第一章を一部改変し、再掲載した)
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表 1 周辺の主な調査地点(番号は図 1に対応)

No. 地番
調査年度 面積

所収文献
(開始年度) (nf) 。小町一T目333番2 2011年度 62 本報告

@ 小町一丁目 325番イ外 1992年度 400 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 10(第 3分冊u鎌倉市教育委員会佐藤仁彦・小林重子 1994

@ 小町一丁目 322番 1992年度 685 『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書』若宮大路周辺遺跡群発掘調査団 宮田真・森孝子 1997。小町一丁目 331番 l 2006年度 180 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 36(第 l分冊u鎌倉市教育委員会押木弘己 2020

@ 小町一丁目 333番 15 2010年度 23 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 31(第 2分冊).1鎌倉市教育委員会押木弘己 2015

@ 小町一丁目 329番 1・10 2010年度ほか 213 『若宮大路周辺遺跡群 (No.242)発掘調査報告書.1(株)博通 宮田虞・滝津晶子・安藤龍馬 2014

@ 小町一丁目 329番 7 2013年度 22 『若宮大路周辺遺跡群 (No.242)発掘調査報告書.1(株)博通宮田虞・森健一郎 2016

@ 小町一丁目 324番4 2014年度 67 『第 25回鎌倉市遺跡調査・研究発表会発表要旨.1NPO法人鎌倉考古学研究所松吉里永子 2015。小町一丁目 329番 1・8 20日年度 120 『若宮大路周辺遺跡群 (No.242)発掘調査報告書.1 (株)博通小野田宏・森健一郎 2019

@ 小町一丁目 319番 l外 2017年度 706 『若宮大路周辺遺跡群 (No.242)発掘調査報告書.1 (株)斉藤建設三ッ橋勝・三ッ橋 E夫 2018

⑪ 小町一丁目 343番 2 2016年度 70 『若宮大路周辺遺跡群 (No.242)発掘調査報告書.1 (株)博通瀬田哲夫・安藤龍馬 2020

第二章 調査の方法と経過

第 1節調査の経緯と経過

本発掘調査は個人専用住宅の建設工事に先立つ埋蔵文化財の記録保存調査として、鎌倉市教育委員会

文化財課(市教委)が実施した。建設計画では基礎工事として土壌の柱状改良工事を行う設計であった

ことから、市教委では建設計画のうち埋蔵文化財に抵触する懸念がある部分については、工事着手前に

本格的な発掘調査を行う必要があるという判断に至った。

発掘調査には平成 24年 3月 21日"'5月 31日の約 2ヶ月半を要した。

第 2節調査の方法

今回の調査では調査区の分割は行わなかった。表土は重機で掘削し、以下の掘削は人力作業で行った。

今回は中世に属する 9時期の遺構面を捉えることができ、それぞれの面で遺構の確認と掘削作業を行い、

写真撮影・測量図作成などの記録作業を進めた。測量には調査区の形状に沿った任意座標軸を設定して

用い、現地調査終了後の資料整理段階において国家座標系に測量成果を最め込む方法を取った。

国家座標系の測量は、市道上にある鎌倉市 4級基準点の二点間関係を基点として開放トラパース法で

行った。
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第三章基本土層

本地点の堆積土層は、上・下で二種類の様相に大別することができた。上層は泥岩の粒・ブロックを

主体とする道路整地層で、所々に暗褐色土の間層を挟んでいる。下層は道路構築の前段階に機能してい

た南北大溝の埋没土で、暗褐色の腐植土をベースとし、多量の木片を含む箇所も見られた。概ね調査区

の大部分を遺構の埋土・構築士が占めていたが、東辺付近では中世基盤層である褐色シルト質土を確認

することができた。

以下、いま少し詳しく堆積土の状況について説明するが、土層に関する資料が現地図面の収納ファイ

ルから遺失してしまっていたため、図 3に示した層序個別の内容については詳述できない。以下に記す

内容は、報告者が記録写真を基に推定した結果であることを承知されたい。

0層灰 褐 色 土表土。

I層 暗褐色土 泥岩粒を含む。中世遺物包含層だが、所々 0層土が混入する。

E層 黄褐色土 泥岩の粒・ブロックを主体とする道路整地層。泥岩の疎密で細分できる。暗褐色土

の間層を所々に挟む。

E層 黒褐色土腐植土がベース。

N層 黒褐色土腐植土がベース。締まり弱い。木片を多量に含む。

V層 黒褐色土締まりあり。

VI層 黒褐色土締まりあり。

vn層 褐色土 シノレト質土。中世基盤層。

vn'層 暗褐色土四層土がベースの崩落土。

上記のうち、 III----V層が大溝の埋没土である。 VI層はより古い段階の大溝埋土であり、後には新段階

大溝の底面と岸ともなった。調査区内において、初期大溝の掘り方としての中世基盤層 (vn層)は東岸

でしか確認できなかった。要因として初期大溝が非常に大規模で調査区の西外に続いていたか、または

変遷過程で西に移動した可能性などが考えられよう。四層は標高 6 m前後で確認された。本来であれば

この上位に黒褐色粘質土の無遺物層も中世基盤層として堆積していた筈だが、手元に残る記録類からは

明確には把握することができなかった。

中世道路遺構の整地土である E層は表土 (0層)直下で検出される箇所も見られたことから、現行の

地表レベルよりも高い位置まで存在していたものが削平されてしまった可能性も考えられる。規模から

考えて現行小町大路の前身道路と考えて良く、中世鎌倉においても若宮大路に次ぐ重要度を持っていた

道路であったと考えられる。近隣での調査例を見ても本地点付近は中世基盤層の検出レベノレが若宮大路

沿いのエリアに比して高いことから、中世の「小町大路」は比較的安定した微高地を選んで通されたと

理解することができるかもしれない。
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第四章検出遺構と出土遺物

第 1節検出遺構

前章でも述べたように、本地点では大きく 2段階の中世遺構の変遷が見て取れた。上層の道路遺構は

さらに 5"-'7時期程度に細分でき、これより下位の 2時期では、調査範囲のほぼ全域が南北大溝の埋土

という状況であった。これら遺構群には、上層から順に I"-'IX期の時期区分を設定して全測図を示した

(図 4"-' 12)。

以下、各期の検出遺構について概略を述べて行くが、各期の設定は速報資料(松吉・山口 2013) に

順じず、概ね現地図面に付された名称に従った。

( 1) 1期

標高 6.7 "-' 7.0 m前後で検出され、調査区東側の方が検出レベルが高い。調査区の全域が泥岩の粒・

ブロックを敷いた道路整地面で、調査区東辺部では遺存状況が良好であった。西側 2/3程は上部が削平

され、土坑・ピットが検出された。現地記録における f1面」の遺構が概ね I期に属する。

土坑 7はプラン確認時点の規模を I期全測図(図 4) に、掘方規模を E期全測図(図 5) に示した。

図4上部に掲げた断面図は規模から土坑 7のものと推測できるが、セクションポイントの位置が平面図

と整合しなかったため、断定は避けておく。

I期に関係する出土遺物は、図 14-31"-' 40と図 17-68"-' 94に示した。これらは上記 f1面Jに帰属

する出土資料として取り上げられたものである。図 15-41"-'図 16-67も f1面」の溝 1出土として取り

上げた資料だが、速報資料では I期帰属遺構に溝は含まれないという認識であったので、これらは後述

する f1面J下"-'II期の溝 lに帰属させるものとした。

( 2) II期

I期と同様 f1面」で検出された遺構のうち、古い段階に属する。 f1面下層」ともいえる遺構群で、

確認レベルは標高 6.3 "-' 6. 85 mである。調査区の東辺部には泥岩を用いた道路整地面が良好に残り、

西辺付近には道路遺構に沿って南北溝(溝 1) が走る。溝 1の西岸は調査区外にあるため捉えることが

できず、上幅 3.9m以上、深さ 40cm以上を確認した。 E期以降、 f1面」形成までの聞に上幅 2.6m以上、

深さ 60cm程の南北溝が延びていたことが図化記録として残されているが、本報告では省略した。道路

整地面には貼り増し施工が行われており、溝 lに近付くほど泥岩による整地が弱くなる状況であった。

整地面上では、溝 lに近いエリアを中心に土坑、ピットなどの遺構が散見された。

E期に属する出土遺物は、図 18-95"-'図 19-139に示した。

(3) III期

標高 6.3 "-' 6. 7 m前後で検出され、調査区の東側ほど検出レベノレが高い。東側 2/3程は泥岩を用いた

道路整地面で、面上では小規模なピット 18基が検出された。一部は整地面の西辺に沿って並ぶ状況が

見て取れた。西側1/3はE期同様、道路側溝となる南北溝が走るが、 E期側溝に切られていたため規模

などの情報を得ることはできなかった。

E期に属する出土遺物として、図 19-140に瀬戸の卸皿 l点を図示した。
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(4) N期

標高 6.15'"'-'6. 50 m前後で検出された。 E期同様、調査区の東側 2/3は泥岩による道路整地面が占め、

整地面上には小規模なピットが点在して西辺沿いに並ぶ状況も見て取れた。調査区の西側1/3には道路

側溝である南北溝が走る。これも E期道路側溝に切られていたため、規模などは不明である。

N期に属する出土遺物は、図 19-141・142に示した。

(5) V期

標高 6.1'"'-'6.4 m前後で検出され、調査区の東側ほど検出レベルが高い。東側 2/3程は細かく砕いた

泥岩による道路整地面で、調査区中央近くの整地面上では小規模ピットがややまとまって検出された。

この段階でも西側1/3程は道路側溝となる南北溝が延びるが、やはり E期道路側溝に切られていたため、

規模などの情報は得られなかった。

V期に属する出土遺物のうち、図示できるものはなかった。

(6 )羽期

標高 5.8'"'-'6. 3 m前後で検出され、調査区の東側ほど検出レベノレが高い。東側 2/3程は細かく砕いた

泥岩による丁寧な道路整地面で、西側1/3には道路側溝となる南北溝が走り、杭で横板を抑えた木組み

護岸が遺存していた。杭・横板の多くは上部が炭化しており、火災に遭った可能性が考えられる。整地

面上には最大高低差 15cm程度の浅い落ち込みゃ、小規模なピットが点在していた。

VI期の出土遺物として、図 20-143'"'-'図 22-211を図示した。殆どが道路側溝のある溝 1の出土遺物で

ある。

(7 )四期

標高 5.4'"'-'6.2 m前後で検出され、調査区の東側ほど検出レベルが高い。泥岩による整地面は調査区

東辺近くのごく狭い範囲に限られる。西側 2/3程は道路側溝となる南北溝が走り、杭・横板など木組み

護岸の遺存状況から、造り替えによる 3時期の溝に区分することができた。護岸用材の一部は、焼けて

炭化していた。調査区中央部の平坦面では多量の箸状木製品を廃棄した土坑 1や浅い落ち込み、小規模

ピットなどが検出された。

四期に属する出土遺物を、図 23-212'"'-'図 28-318に示した。土坑 1で出土した大量の箸状木製品につ

いては、他の時期・遺構出土の同種資料とともに実測図による提示を省略し、両端が残る完形資料のみ

を抽出して全長分布を提示する方法を取った(図 39・41)。

(8 )咽期

標高 6.2m前後で検出された。調査区東辺沿いの狭い範囲で硬化砂による道路遺構が検出され、この

西は道路側溝となる 2時期の南北大溝が走る。土層断面の観察から、東側の溝 1が西の溝 2より新しい

ことが分かる。溝 1東岸の斜面では、走方向に沿って 4基の小規模なピットが並んでいた。溝 lの底面

標高は 4.3m前後で、道路面上からの深さは1.9 mを測る。

vm期に属する出土遺物は、図 29-319'"'-'図 37-441・448に示した。全て溝 l・2からの出土品であり、

その大部分を漆器を含む木製品が占めている。
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表2 出土遺物観察表

遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図13
在地土器

かわらけ
4/5 4.2 3. 1 1.0 やや粗 樫 ナデ 板状

1 ロクロ極小

図13
在地土器

かわらけ
4/5 7.3 5.0 2.0 やや粗 赤樫 ナデ 板状

2 ロクロ小

図13
在地土器

かわらけ
4/5 13.3 8.6 4.0 やや粗 黄灰 ナデ

3 ロクロ極小

図13
在地土器

かわらけ
3/4 16.3 9.7 4.1 やや粗 灰黄 ナデ

4 ロクロ大

図13
近世磁器

肥前系
1/2 9.2 3.3 4.6 密 白

5 染付碗

図13
近世磁器

肥前系
3/4 7.7 3.5 4. 7 密 白

6 染付碗

図13
近世陶器 水滴

ほぽ
1.9 3.2 4.1 密 黄灰

7 信7主ロu刀~

図13
国産陶器

瀬戸
口小片 [3.2J 密 灰/灰緑

8 折縁深皿

図13
国産陶器

常滑
口小片 [8.8J 粗 車灰/1頁褐~褐 日型式か

9 費

図13
国産陶器

常滑
口小片 [6.9J 粗 灰褐/褐

10 片口鉢E類

図13
瓦 宇瓦 瓦当片

瓦当幅 内区幅
やや密 黒灰色

11 (4.1) 2.3 

図13
瓦 軒平瓦 瓦当片

瓦当幅 内区幅
粗 黒灰色

12 (4.4) 2.3 

図13
土製品 土錘

ほぽ 長さ 中雇 厚さ
24.3 やや密 暗褐色 孔径1.2但

13 信y主己offlタ， 4.6 2.7 2.6 

図13
石製品 砥石 一部欠

長さ 中面 厚さ
上野仕上げ砥

14 [6.0J 2.6 1.3 

図13
石製品 砥石 一部欠

長さ 中高 厚さ
灰 鳴滝仕上げ砥

15 [5.5J 3.0 0.6 

図13
石製品 硯 小片

長さ 中面 厚さ
紫色 赤問

16 [5.2J [4.8J 1.4 

図13
石製品 砥石 両端欠

長さ 中面 厚さ
灰黒 天草中砥

17 [6.3J 3.3 2.5 

図13
石製品 砥石 一部欠

長さ 中面 厚さ
灰 上野中砥

18 [7.3J 3. 1 2.3 

図13
石製品 砥石 一部欠

長さ 中面 厚さ
19 [9.6J 4.6 2.8 

図13
石製品 砥石 両端欠

長さ 幅 厚さ
灰 天草中砥

21 [16.4J [5.7J [3.8J 

図14
銅製品 銭 フ右主ロ，1益ク， 直径 孔径 厚さ

3.5 
開克通宝(唐845年)

22 2.4 0.7 O. 1 槽書

図14
銅製品 銭 Yc-己，fflク， 直径 孔径 厚さ

2.6 
開克通費(唐845年)

23 2.3 0.6 O. 1 槽書

図14
銅製品 銭 信Y主己，fflク， 直径 孔径 厚さ

3.5 景徳元賓(北宋1004年)
24 2.4 0.6 O. 1 

図14
銅製品 銭 信Y主己offlク， 直径 孔径 厚さ

3.7 
皇宋通費(北宋1038年)

25 2.4 0.6 O. 1 槽書

図14
銅製品 銭 信Y主己u川益~ 直径 孔径 厚さ

3.6 
嘉祐通賓(北宋1056年)

26 2.4 0.7 O. 1 棺書

図14
銅製品 銭 信7主己u川益~ 直径 孔径 厚さ

4.4 
嘉祐克賓(北宋1056年)

27 2.5 0.7 O. 1 家書

図14
銅製品 銭 信Y主己u川~

直径 孔径 厚さ
3.2 

克豊通賓(北宋1078年)
28 2.5 0.7 O. 1 行書

図14
銅製品 銭 信Y主己u川Eク， 直径 孔径 厚さ

3.7 
天豊通費(北宋1078年)

29 2.4 0.6 O. 1 行書

図14
銅製品 銭 とy主己"川世~ 直径 孔径 厚さ

3.5 
寛永通費(近世)

30 2.4 0.6 O. 1 構書

図14
在地土器

かわらけ
信y主j;;f川Pクg 7.3 4.2 2. 1 49.3 やや粗 暗種 ナデ 板状

31 ロクロ小

図14
舶載磁器

龍泉窯系青磁
1/2 14.8 4.45 2.8 

緑
32 劃花文皿 透明

図14
舶載磁器

青白磁
底1/5 (8.6) [2. 1J 灰白

33 梅瓶

図14
国産陶器

瀬戸
口1/8 (11. 8) [4.2J 黒褐

34 天目茶碗

図14
舶載陶器

泉州窯系
口小片 [2.5J 緑

35 緑紬盤

図14
国産陶器

瀬戸
口小片 [3.0J 黄灰

36 卸皿

A
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴

口径 底径 器両 (g) 

図14
瓦質土器 香炉 1/5 (8.7) (7.0) (4.0) 暗桃灰 1面土坑出土資料と接合

37 

図14
石製品 砥石 信Y主己"川Eク< 長さ 幅 厚さ

黄灰白 鳴滝仕上げ砥
38 7.2 3. 1 1.1 

図14
石製品 砥石 両端欠

長さ 幅 厚さ
黄白 鳴滝仕上げ砥

39 [7.4J 2.0 1.6 

図14
銅製品 銭 1/2 

直径 孔径 厚さ
1.2 

開克通宝(唐621年)
40 (2.4) 0.6 o. 1 構書、背文なし

図15
在地土器

かわらけ ほぼ
7.4 4.5 2.2 53.8 やや粗 赤樫 ナデ 板状

41 ロクロ小 と7主己"川をク< 

図15
国産陶器

瀬戸
口小片 (22.8) [5.6J 黄緑

42 折縁皿

図15
石製品 砥石 上端欠

長さ 幅 厚さ
灰 鳴滝仕上げ砥

43 [5.3J 2.6 1.1 

図15
石製品 砥石 両端欠

長さ 幅 厚さ
淡黄 鳴滝仕上げ砥

44 [7.8J 3.2 1.6 

図15
石製品 砥石 両端欠

長さ 幅 厚さ
灰白 伊予中砥

45 [11. 3J 4.1 3.8 

図15
石製品 砥石 上端欠

長さ 中高 厚さ
赤灰 天草中砥

46 [7.0J 4.5 4.0 

図15
石製品 砥石 上端欠

長さ 中高 厚さ
黄灰白

上野(上唐)I[) 中砥
47 [7.2J 4. 7 4.8 16世紀後半以降

図15
石製品 火打石 小片

長さ 中高 厚さ
16. 1 石英

48 2.9 2.0 2.2 

図15
石製品 温石 一部欠

長さ 中高 厚さ
灰~呆褐 孔径o.3XO. 3佃(方孔)

49 8.6 6.8 1.3 

図15
石製品 温石 上端欠

長さ 幅 厚さ
赤灰 孔径1.0咽

50 [10.7J 7.7 2.0 

図15
銅製品 銭 ーy士¥of刀pラg 

直径 孔径 厚さ
3.4 

天聖元賓(北宋1023年)
51 2.4 0.7 O. 1 棺書

図15
在地土器

かわらけ
1/2~5J (7.3) 4.2 2.2 密 暗樫灰 ナデ 板状

52 ロクロ小

図15
在地土器

かわらけ ほぽ
7.4 4.3 2.3 41. 0 密 燈灰 ナデ 板状

53 ロクロ小 信Y主己"川Eタ< 

図15
在地土器

かわらけ
3/4 7.6 4.4 2.2 密 淡黄燈 ナデ 板状

54 ロクロ小

図15
在地土器

かわらけ
1/2 12.6 6.9 3.4 密 黄灰 ナデ 板状

55 ロクロ大

図15
在地土器

かわらけ
右Y主己"川Eク< 12.0 7.0 3.3 157.9 やや粗 黄樫 ナデ 板状

56 ロクロ大

図15
舶載磁器

龍泉窯系青磁
底1/3 (5.0) [2. 1J 灰緑 大宰府E類

57 蓮弁文碗

図15
国産陶器

瀬戸
底1/2 (8.4) [5.8J 密 灰白~緑58 瓶子

図15
国産陶器

瀬戸
1/3 (12.7) (7.7) 3.2 密 淡灰緑 底部除き薄く刷毛塗り

59 卸皿

図15
石製品 砥石 一部欠

長さ 中面 厚さ
灰白 鳴滝仕上げ砥

60 5.9 3.5 1.2 

図15
石製品 砥石 一部欠

長さ 中高 厚さ
黄灰、白 鳴滝仕上げ砥

61 [6.3J 3.2 1.0 

図15
銅製品 銭 と7主己"川益~

直径 孔径 厚さ
3.0 

至和克(通)賓
62 2.4 0.7 O. 1 (北宋1054年) 槽書

図16
在地土器

かわらけ
とy主己"川~ 7.3 4. 7 2. 1 42.4 密 明黄灰 ナデ 板状

63 ロクロ小

図16
舶載磁器

龍泉窯系青磁
底部 5.2 [1. 6J 暗灰緑 大宰府 I類か

64 碗

図16
国産陶器

瀬戸 口~体 (21. 8) (6.1) 明灰緑 中期後半
65 折縁深皿 1/6 

図16
国産陶器

瀬戸 口~体 (29.8) (5.8) 灰白緑 中期前半~中頃
66 折縁深皿 1/10 

図16
国産陶器

常滑
底1/2 11. 0 [5.2J 灰

67 片口鉢 I類

図17
舶載磁器

白磁
小片 [2.9J 白 大宰府X類か

68 印花文碗

図17
国産陶器

常滑
不明

長さ 中高 厚さ
69 転用研磨具 [9.8J [6. 1J 1.3 

図17
銅製品 銭 C7主巴"刀を~ 直径 孔径 厚さ

2.8 
担割寧JG宝 (北宋1068年)

70 2.4 0.8 O. 1 築書

図17
在地土器

かわらけ ζy主口，王刀監~ 13.4 7.3 3.5 166.1 明黄樫 ナデ 板状
71 ロクロ大
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図17
国産陶器

瀬戸 口1/2
3.8 3.8 3.4 黒褐

中期前半

72 小壷 ~底 被熱により器面荒れる

図17
国産陶器

瀬戸 底 ~ 6.8 [9.2J 黒褐
1 B類中期前半

73 花瓶 胴片 被熱により器面荒れる

図17
土製品 管状土錘 y信主ロu刀~

長さ 最大径 孔径
11. 1 淡樫 ほぼ球体

74 2.4 2.4 o. 75 

図17
在地土器

かわらけ
1/2 7.8 4.8 1.9 やや粗 灰黄 ナデ 板状

75 ロクロ小

図17
在地土器

かわらけ
1/2 7.7 4.8 2. 1 やや粗 灰黄 ナデ 板状

76 ロクロ小

図17
舶載磁器

龍泉窯系青磁
底1/3 (7.7) [1. 7J 灰緑 大宰府杯E類

77 双魚文皿

図17
国産陶器

瀬戸
4/5 8.0 3.9 3.3 灰

78 入子

図17
国産陶器

瀬戸
底2/3 4.5 [3.9J 灰緑 1 B類

79 花瓶

図17
国産陶器

瀬戸
底4/5 5.6 [3.0J 灰緑 1 B類

80 花瓶

図17
国産陶器

常滑
口小片 [7.2J 灰

81 片口鉢E類

図17
国産陶器

東播系須恵器
口小片 [6.5J 灰

82 片口鉢

図17
瓦質土器 香炉 1/4 (8.4) [3.2J 黒褐

83 

図17
瓦質土器 香炉 1/3 (9.9) 5.7 黒

84 

図17
石製品 砥石 上端欠

長さ 幅 厚さ
桃色 鳴滝仕上げ砥

85 [6.3J 3.2 [1. 2J 

図17
石製品 砥石 上端欠

長さ 中面 厚さ
灰緑 上野仕上げ砥

86 [8.2J 3. 1 2. 1 

図17
石製品 砥石 上端欠

長さ 幅 厚さ
黄白 伊予中砥

87 [21. 1J 3.5 2.4 

図17
石製品 砥石

表裏 長さ 中高 厚さ
黄白 伊予中砥

88 一部 [10.5J [7.0J 6.5 

図17
国産陶器

瀬戸
底1/2 6.8 [1. 3J 淡灰緑

89 卸皿

図17
国産陶器

龍泉窯系青磁
底1/4 (4.4) 1.6 灰緑 大宰府皿類か

90 碗

図17
石製品

滑石鍋 口~ 長さ 中高 厚さ
灰

91 転用砥石? 体片 [10.4J [9.0J 2.5 

図17
国産陶器

瀬戸 底 ~ (7.6) [2.4J 灰緑
92 香炉 体1/3

図17
石製品 火打石 とy主ロu刀益?42 長さ 中高 厚さ

26.2 白
石英

93 4.0 2.7 1.9 稜部に打撃による擦痕あり

図17
国産陶器

常滑
不明

長さ 幅 厚さ 褐~
94 転用研磨具 [6.2J [6.2J 1.1 茶褐

図18
在地土器

かわらけ ほぽ
7.5 4. 7 2.2 50.9 密 明樫灰 ナデ 板状

95 ロクロ小 Cy主ロ，王刀監ラg 

図18
在地土器

かわらけ ほぼ
7.4 4.3 2.0 35.9 密 淡樫灰 ナデ 板状

96 ロクロ小 とy主口u刀uラg 

図18
在地土器

かわらけ ほぼ
7.5 4.2 2. 1 44.5 密 明樫灰 ナデ 板状

97 ロクロ小 とy主口，王刀監3gP 

図18
在地土器

かわらけ ほぼ
7.6 4.4 2.3 46.8 密 淡黄灰 ナデ 板状 灯明皿か

98 ロクロ小 信y士口，王刀監3gP 

図18
在地土器

かわらけ ほ1;(
7.7 5.0 2.3 53.4 密 明黄灰 ナデ 板状 灯明皿か

99 ロクロ小 信y士口?王刀監ラg 

図18
在地土器

かわらけ
1/2弱 (11. 4) (7.0) 3.0 密 明黄灰 ナデ 板状

100 ロクロ中

図18
舶載磁器

龍泉窯系青磁 底部
5.4 [2. 1J 明灰緑 大宰府 1-2類

101 劃花文碗 のみ

図18
舶載磁器

龍泉窯系青磁 底部
5.0 [1. 6J 暗灰緑 大宰府 I類

102 碗 のみ

図18
国産陶器

瀬戸 底部
6.6 [2.5J 灰緑

103 四耳壷 のみ

図18
国産陶器

瀬戸
底1/4 (8.4) [1. 4J 淡灰緑

104 卸皿

図18
士製品 繍羽口 不明

長さ 幅 厚さ
黄灰 孔径3.0四

105 [9.1J 7.0 7. 1 

図18
士製品

かわらけ
一部欠 5.4 5.0 1.4 淡黄灰

106 転用円盤

円
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図18
石製品 砥石 一部欠

長さ 幅 厚さ
乳白 産地不明仕上げ砥か

107 [6.0J 3.3 1.5 

図18
石製品 砥石 一部欠

長さ 幅 厚さ
暗灰 天草中砥

108 [6.3J 3.4 2.5 

図18
石製品 砥石 一部欠

長さ 幅 厚さ
白

上野(沼田)か
109 [7.1J 3.0 1.7 16世紀以降か

図18
舶載磁器

龍泉窯系青磁 口~体
14.8 [4.0J 暗灰緑 大宰府H類

110 蓮弁文碗 1/8 

図18
国産陶器

瀬戸 口~体 (9.5) [2.7J 淡黄灰緑 後期前半か
111 緑粕小皿 1/6 

図18
銅製品 銭 とY主じ"川Eク< 直径 孔径 厚さ

3.2 
克宝通宝(北宋1078年)

112 2.3 0.7 o. 1 築書

図18
銅製品 銭 とy主じ"川Dクe 

直径 孔径 厚さ
3.6 

1台平克宝(北宋1064年)
113 2.4 0.7 o. 1 構書

図18
銅製品 銭 Cフ主己P王川監クg 

直径 孔径 厚さ
3.7 判読不可

114 2.3 0.7 o. 1 

図18
舶載磁器

龍泉窯系青磁 口~体 (10.6) [2.7J 緑灰 大宰府杯E類
115 折縁鉢 1/6 

図18
士製品 管状士錘 一部欠

長さ 幅 孔径
22.3 樫灰

116 5.2 2.2 0.5 

図18
国産陶器

常滑
不明

長さ 幅 厚さ
明茶褐

117 転用研磨具 [7.2J [4.8J 1.4 

図18
銅製品 銭 εy主iSf刀Eラg 

直径 孔径 厚さ
3. 1 銭銘不明

118 2.4 0.8 0.1 

図19
在地土器

かわらけ
4/5 7.3 4.5 2. 1 やや粗 黄樫 ナデ 板状 口縁数ヶ所打ち欠きか

119 ロクロ小

図19
在地土器

かわらけ 口1/5
(10.8) 6.6 3. 1 やや粗 灰黄 ナデ 板状 灯明皿

120 ロクロ中 ~底

図19
在地土器

かわらけ
1/2 (12.0) 7.2 3.2 やや粗 黄樫 ナデ 板状

121 ロクロ大

図19
在地土器

かわらけ
1/2 13.0 7.2 3.8 やや粗 樫 ナデ 板状

122 ロクロ大

図19
国産陶器

瀬戸 口1/3
(13.4) 5.6 3.7 淡緑灰 灰紬(ほぽ剥離)

123 卸皿 ~底

図19
国産陶器

瀬戸
口小片 [4.6J 淡緑灰

124 折縁皿

図19
国産陶器

常滑 口1/5
(17.5) [10.5J 褐

125 広口査 ~胴片

図19
土製品

かわらけ
完形

径 厚さ
樫 孔径0.4岨

126 転用円盤 2.9 0.7 

図19
国産陶器

常滑
費胴片

長さ 幅 厚さ
褐

127 転用研磨具 [6.5J [5.6J [0.8J 

図19
石製品 滑石スタンプ 小片

長さ 中園 厚さ
銀灰

128 3.9 [2.6J 1.5 

図19
石製品 硯? 上端欠

長さ 中園 厚さ
緑灰

129 [4.5J 3. 1 0.9 

図19
石製品 硯

長さ 中園 厚さ
赤間紫石懸子硯

130 [11. 5J [5.8J [2.8J 

図19
瓦 軒平瓦 瓦当片

瓦当幅 内区幅
灰 陽去uの上向き剣頭文

131 4.2 2.4 

図19
鉄製品 刀子? 両端欠

長さ 中面 厚さ
60.8 

132 [16.0J 2.0 0.7 

図19
銅製品 飾り金具 信y主己"川監ク< 径 厚さ

0.6 中央にO.1cmの貫通孔
133 1.3 O. 1 

図19
鉄製品 釘 一部欠

長さ 中園 厚さ
6.3 

134 [5.2J 0.7 0.7 

図19
鉄製品 釘 一部欠

長さ 中園 厚さ
4.6 

135 [6.0J 0.6 0.6 

図19
銅製品 銭 完形

直径 孔径 厚さ
3. 1 

皇宋通費(北宋1038年)
136 2.4 0.8 O. 1 家書

図19
銅製品 銭 2/3 

直径 孔径 厚さ
2.0 

皇宋通費(北宋1038年)
137 2.4 0.7 O. 1 築書

図19
銅製品 銭 とフ主ロ"川を~

直径 孔径 厚さ
3.7 

克祐通費(北宋1086年)
138 2.3 0.7 O. 1 行書

図19
銅製品 銭 とy主口，王刀監3gP 

直径 孔径 厚さ
2.8 銭銘不明

139 2.2 0.7 O. 1 

図19
国産陶器

瀬戸 口~体 [3. 1J 淡灰緑 中期前半
140 卸皿 小片

図19
銅製品 銭 と7主己"川eク< 直径 孔径 厚さ

3.6 
聖宋冗宝(北宋1101年)

141 2.4 O. 7 0.1 築書
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図19
国産陶器

常滑
費胴片

長さ 幅 厚さ
142 転用研磨具 5.0 6.5 1.2 

図20
在地土器

かわらけ 口3/4
8.0 5.3 1.7 やや粗 樫灰 ナデ 板状

143 ロクロ小 ~底

図20
在地土器

かわらけ ほぽ
7.6 5.6 1.9 66.8 やや粗 明黄灰 ナデ 板状

144 ロクロ小 信7主ロo%

図20
在地土器

かわらけ ほぽ
7.7 5.6 2.3 51. 8 密 栓 ナデ 板状

145 ロクロ小 信7主ロu刀~

図20
在地土器

かわらけ 口1/2
11. 2 6.9 3.0 やや粗 黄灰 ナデ 板状

146 ロクロ中 ~底

図20
在地土器

かわらけ ほぼ
11. 0 6.7 3. 1 122.2 やや粗 淡樫灰 ナデ 板状

147 ロクロ中 フ信主ロu刀~

図20
在地土器

かわらけ
1/3 (13.2) (8.8) 3.3 やや粗 黄灰 ナデ 板状

148 ロクロ大

図20
国産陶器

瀬戸
1/3 (20.6) (13.0) 6.1 淡灰緑 中期前半

149 折縁深皿

図20
国産陶器

瀬戸
底1/2 (8.8) [5.7J 灰緑

天地逆の可能性あり
150 用途不明 燭台か花瓶か

図20
国産陶器

瀬戸
底小片 [1. 3J やや粗 黄白 ナデ 板状 中期前半

151 卸皿

図20
石製品 砥石 両端欠

長さ 幅 厚さ
暗灰 天草荒砥

152 [9.2J 6.0 [5.7J 

図20
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
153 23.8 [4.3J 0.2 

図20
木製品 用途不明 Y信主己mタ< 

長さ 中面 厚さ
154 10.9 2.6 0.2 

図20
木製品 円盤状 1/2 

径 厚さ
155 (8.6) 0.6 

図20
木製品 用途不明 完形

長さ 中面 厚さ
156 15. 1 3.3 0.5 

図20
木製品 錐柄? 一部欠

長さ 中面 厚さ
先端部に鉄棒が残存

157 [12.3J 1.7 1.6 

図20
木製品 用途不明 右Y主己offlク< 

長さ 中面 厚さ
側辺に切り込み

158 13.8 0.8 0.7 

図20
在地土器

かわらけ
4/5 7.0 4.8 1.6 やや粗 燈 ナデ 板状

159 ロクロ小

図20
在地土器

かわらけ
4/5 7. 1 4.4 2.0 やや粗 灰黄 ナデ 板状

160 ロクロ小

図20
在地土器

かわらけ
右Y主己u川Eク< 7.5 3.9 1.7 やや粗 黄灰 ナデ 板状

161 ロクロ小

図20
在地土器

かわらけ
4/5 7.7 5.8 1.7 やや粗 黄灰 ナデ 板状

162 ロクロ小

図20
在地土器

かわらけ
4/5 7.7 4.9 1.9 やや粗 黄灰 ナデ 板状 灯明皿

163 ロクロ小

図20
在地土器

かわらけ
4/5 7.5 4.6 2.2 やや粗 黄樫 ナデ

灯明皿
164 ロクロ小 内面に炭化物付着

図20
在地土器

かわらけ
1/3 (8.2) (5.8) 1.8 やや粗 黄灰 ナデ 板状 底部中央に貫通孔

165 ロクロ小

図20
在地土器

かわらけ
4/5 10.4 6.4 3. 1 やや粗 黄灰 ナデ 板状

166 ロクロ中

図20
石製品 砥石 一部欠

長さ 中高 厚さ
黄灰

笹口か荒砥
167 5.4 3.0 0.8 端材、再加工

図20
石製品 砥石 と7主ロu刀左~ 長さ 中高 厚さ

黒 対馬仕上げ砥
168 3.6 2. 1 1.3 

図20
骨製品 用途不明

長さ 中国 厚さ
加工途中か

169 8.0 1.5 0.5 

図20
木製品 蓋。 と7主ロu刀金ア< 径 両さ

170 4.8 0.3 

図20
木製品

漆塗り
1/2カミ

長さ 中高 厚さ
171 用途不明 8.5 4.3 0.6 

図20
木製品

漆器
体小片 [2.3J 

172 椀

図20
木製品 草履芯 2/3 

径 厚さ
173 3.2 0.2 

図20
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
174 [20.2J [4.9J 0.3 

図20
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
175 19.8 [5.0J 0.3 

図20
木製品 草履芯 1/2 

長さ 幅 厚さ
176 25.5 [5.5J 0.4 
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図21
木製品 草履芯 3/4弱

長さ 幅 厚さ
177 24.6 [1O.4J 0.2 

図21
木製品 用途不明 信Y主己"川Eク< 長さ 幅 厚さ

178 27.9 3.3 0.3 

図21
木製品

曲物 端部 径 厚さ
179 底板 小片 [31. 2J 1.8 

図21
木製品 棒状 信7主己"川~

長さ 幅 厚さ
180 15. 1 0.8 0.7 

図21
木製品 棒状 信7主己"川~

長さ 幅 厚さ
181 16.4 0.8 0.6 

図21
木製品 棒状 信7主己.，川~ 長さ 幅 厚さ

火付木か
182 24.2 0.9 0.7 

図21
木製品 棒状 信Y主己.，川Eタ< 長さ 幅 厚さ

183 33.4 0.8 0.5 

図21
木製品 棒状 信7主ロ"刀~

長さ 幅 厚さ
184 33.3 1.2 1.1 

図21
貝

イタヤガイ
一部欠

長さ 幅 厚さ
35.8 径0.4咽の貫通孔

185 加工品 8.3 9.0 0.3 

図21
銅製品 銭 完形

直径 孔径 厚さ
3. 1 

開元通費(唐845年)
186 2.2 0.6 O. 1 真書

図21
銅製品 銭 完形

直径 孔径 厚さ
3.6 

皇宋通賓(北宋1038年)
187 2.4 0.8 O. 1 家書

図21
銅製品 銭 '7主¥of刀pラg 

直径 孔径 厚さ
2.3 

冗祐通賓(北宋1086年)
188 2.3 0.7 O. 1 行書

図21
銅製品 銭 3/4 

直径 孔径 厚さ
2. 1 開?通賓真書

189 2.3 0.7 O. 1 

図21
国産陶器

瀬戸
底1/3 (12.0) [2. 1J 淡灰緑

190 卸皿

図21
木製品

漆器
底1/2 (7.8) [2.3J 192と同一個体か

191 皿

図21
木製品

漆器
小片 [2.6J 190と同一個体か

192 皿

図21
欠番

193 

図21
木製品 用途不明 信y主己"川Eク< 長さ 中園 厚さ

中央付近に穿孔
194 6.8 4.6 0.3 

図21
木製品 用途不明 1/2115) ? 

長さ 中園 厚さ
195 [7.8J 2.9 O. 1 

図21
木製品 用途不明 下端欠

長さ 中園 厚さ
196 [14.5J 2.7 0.13 

図21
木製品 手押木か 右Y主己"川PクZ 

高さ 幅 厚さ
中央に窪み

197 1.7 17.5 1.0 

図21
木製品 用途不明 信y主己"川Pクg 

長さ 幅 厚さ
198 16.8 7.0 1.0 

図21
銅製品 銭 信y主己"川Pクg 

置径 孔径 厚さ
0.1 

克豊通費(北宋1076年)
199 2.3 0.7 3.2 家書

図13
石製品 砥石 一部欠

長さ 。面 厚さ
灰白 伊予中砥

20 [8.0J 4.5 2.7 

図22
石製品 硯 小片

長さ 中高 厚さ
鳴滝

200 [7.0J [3.5J 1.5 

図22
木製品

漆器
1/3 (7.4) (6.0) 0.9 

201 皿

図22
木製品

漆器
口小片 [2.0J 

202 皿

図22
木製品 円盤状 2/3 

径 厚さ
203 10.6 0.5 

図22
木製品 盤杖球 2/3 

長さ 中高 厚さ
204 5.3 5. 1 [4.0J 

図22
木製品

樺紐
一部欠

長さ 幅 厚さ
205 (桜樹皮) [8.3J 2.4 O. 1 

図22
木製品 杭状 とy主ロ"刀を3gP 

長さ 幅 厚さ
206 17.0 1.6 0.7 

図22
木製品 串状 とフ主ロ"刀を3gP 

長さ 幅 厚さ
207 15.8 0.8 0.4 

図22
木製品 棒状 とY主¥0王刀監3g〉

長さ 幅 厚さ
208 15.0 0.6 0.5 

図22
在地土器

内折かわらけ
一部欠 3.6 3.0 1.0 11. 0 密 明黄灰 ナデ

209 ロクロ極小

図22
在地土器

かわらけ
2/3 7.3 4.6 1.6 密 樫灰 ナデ 板状

210 ロクロ小
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図22
舶載磁器

龍泉窯系青磁 底部
3.4 [3.4J 明緑灰 大宰府E類

211 蓮弁文碗 完存

図23
在地土器

かわらけ ほぼ
8.0 6.5 1.8 63.8 やや粗 灰黄 ナデ 板状

212 ロクロ小 と7主己"川をク， 
図23

舶載磁器
龍泉窯系青磁 体~ (5.4) [2.3J 暗緑灰 大宰府H類

213 蓮弁文碗 底1/2

図23
木製品 栓。 と7主巴"刀をラ， 長さ 中高 厚さ

214 11. 7 2.0 1.8 

図23
木製品 栓。 と7主巴"刀を~

長さ 中高 厚さ
215 12.7 1.4 1.3 

図23
木製品 草履芯 1/2 

長さ 中高 厚さ
216 25.3 [5.5J 0.2 

図23
木製品 串状 と7主巴"刀Pア， 長さ 幅 厚さ

217 20.1 1.1 0.6 

図23
木製品 折敷 小片

長さ 中高 厚さ
218 19.2 [2.6J o. 1 

図23
銅製品 銭 "7主io'刀Eア， 直径 孔径 厚さ

2.6 
紹聖元賓(北宋1094年)

219 2.3 0.6 o. 1 行書

図23
在地土器

かわらけ
3/4 13.0 9.0 3.4 やや粗 淡檀 ナデ 板状

220 ロクロ大

図23
在地土器

かわらけ
4/5 11. 7 3. 1 粗 黄灰

221 手づくね大

図23
舶載磁器

音量泉窯系青磁 ロ1/10
[4.9J 緑灰 大宰府杯E類

222 蓮弁文鉢 ~体片

図23
石製品 砥石 上端欠

長さ 中雇 厚さ
灰 鳴滝仕上げ砥

223 [9.5J 3.3 1.3 

図23
木製品

曲物
1/4 

径 厚さ
224 底板? [27.6J 0.6 

図23
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 中面 厚さ
225 23.7 [5. 1J 0.3 

図23
銅製品 銭 "7士己"刀Pラ， 直径 孔径 厚さ

3.0 
聖宋元賓(北宋1101年)

226 2.4 0.6 o. 1 行書

図23
在地土器

かわらけ
3/4 7.6 5.3 1.7 やや粗 灰黄 ナデ 板状

227 ロクロ小

図23
在地土器

かわらけ
4/5 7.7 4.4 1.8 やや密 淡樫 ナデ 板状

228 ロクロ小

図23
在地土器

かわらけ
3/4 8.2 5.5 1.7 やや粗 灰黄 ナデ 板状

229 ロクロ小

図23
在地土器

かわらけ
3/4 8.2 6. 1 1.9 やや粗 灰黄 ナデ 板状

230 ロクロ小

図23
在地土器

かわらけ
3/4 12.8 8.2 3. 1 やや粗 樫 ナデ 板状

231 ロクロ大

図23
在地土器

かわらけ
9/10 11. 8 7.6 3.5 やや密 樫 ナデ 板状 灯明皿

232 ロクロ大

図23
在地土器

かわらけ
3/4 12. 1 8.0 3.0 やや粗 灰黄 ナデ 板状

233 ロクロ大

図23
在地土器

かわらけ ほぽ
12. 1 8.3 2.9 143.9 やや粗 灰黄 ナデ 板状

234 ロクロ大 Y信量己，~ク， 
図23

国産陶器
瀬戸 口~ (10.0) [4.2J 灰緑

235 四耳壷? 頚1/4

図23
木製品

漆器
1/4 (6.8) (4.6) [1. OJ 

236 皿

図23
木製品

漆器
1/3 (10.0) (7.0) 1.0 

237 皿

図23
木製品

漆器
1/2弱 (9.8) (7.0) 1.4 

238 皿

図23
木製品

漆器
小片 (10.0) (7.2) O. 7 

239 皿

図23
木製品

漆器
1/2弱 (7.6) [2.3J 

240 皿

図23
木製品

漆器
小片 [2.2J 

241 皿

図24
木製品

漆器
底小片 [1. OJ 

242 皿

図24
木製品

漆器
口小片 [2.0J 

243 椀

図24
木製品

漆器
小片 [3.5J 

244 椀

図24
木製品

漆器
底小片 [0.8J 

245 皿
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴

口径 底径 器画 (g) 

図24
木製品

漆器
小片 [3.0J 

246 皿

図24
木製品 板杓子 信Y主己"川Eク< 長さ 幅 厚さ

247 20.0 7.2 0.5 

図24
木製品 折敷 1/2強

長さ 幅 厚さ
248 19.0 [11. 4J 0.15 

図24
木製品 折敷 1/4 

長さ 幅 厚さ
249 19.3 [5.0J o. 1 

図24
木製品 折敷 1/3 

長さ 幅 厚さ
250 19.4 [5.9J 0.2 

図24
木製品 折敷 1/3弱

長さ 幅 厚さ
251 16.8 [5.0J o. 1 

図24
木製品 折敷 1/5 

長さ 幅 厚さ
252 18.9 [4.1J 0.2 

図24
木製品 折敷 1/5 

長さ 幅 厚さ
253 19.0 [3.9J 0.15 

図24
木製品 折敷 1/6 

長さ 幅 厚さ
254 18.0 [3. 1J O. 1 

図24
木製品 折敷 1/4 

長さ 中高 厚さ
255 19.2 [5.2J 0.3 

図24
木製品 円盤状 1/3 

径 厚さ
樺紐残る

256 (20.0) 0.6 

図24
木製品 円盤状

ほぽ 径 厚さ
257 完形 13.9 0.9 

図24
木製品 蓋

ほぽ 径 厚さ
鉄釘2ヶ所、木釘2ヶ所

258 完形 11. 5 2.2 

図24
木製品 円盤状

ほぽ 径 厚さ
259 完形 9.0 0.5 

図25
木製品 連歯下駄 一部欠

長さ 中高 両さ 鼻緒孔に模残る
260 [20.4J 8.3 [3. 1J 中心付近に鉄釘残る

図25
木製品 連歯下駄? 1/3 

長さ 中高 両さ
前歯、後歯ともに欠く

261 [16.2J [6.0J 1.4 

図25
木製品 草履芯 1/4 

長さ 中高 厚さ
262 [16.5J [3.0J 0.2 

図25
木製品 草履芯 1/6 

長さ 中高 厚さ
263 [16.2J [2.2J 0.3 

図25
木製品 草履芯 1/4強

長さ 中園 厚さ
264 14.0 [3.4J 0.4 

図25
木製品

糸枠
信Y主己"川Eタ< 長さ 中園 厚さ

265 枠木 20.6 1.0 1.4 

図25
木製品 建具? 右Y主己"川Eク< 長さ 中面 厚さ

266 15.0 2.5 3.2 

図25
木製品

用途不明
信Y主己"川Eク< 長さ 幅 厚さ

267 板 4.4 8. 1 2.0 

図25
木製品

用途不明
信Y主己"川Eク< 長さ 幅 厚さ

268 板 4.0 7.5 4.1 

図25
木製品

用途不明
信Y主己"川Eク< 長さ 幅 厚さ

269 板 8.8 8.8 4.1 

図25
木製品 用途不明 両端欠

長さ 。面 厚さ
270 4.2 [5.5J O. 7 

図25
木製品

用途不明 j三己.，川をクg 
長さ 中面 厚さ

271 板 15.6 2.5 1.2 

図25
木製品 盤杖? 両端欠

長さ 置径
両端部刃物による切断痕

272 19. 1 3.0 

図26
木製品

用途不明 j三己.，川をクg 
長さ 中層 厚さ

273 板 19.0 15.0 1.4 

図26
在地土器

かわらけ
3/4 7.8 4.8 1.7 やや粗 灰黄 ナデ 板状

274 ロクロ小

図26
舶載磁器

龍泉窯系青磁
底1/2 (4.4) [1. 8J 明緑 大宰府E類

275 蓮弁文碗

図26
舶載磁器

同安窯系青磁 体~ (5.0) [2.8J 明緑灰
276 櫛掻文碗 底1/3

図26
鉄製品 火打金

ほぽ 長さ 。面 厚さ
28.8 

277 宅y主己"川pクg 11. 0 3.4 0.5 

図26
銅製品

銭加工品
宅Y主口?王刀監ラ< 径 厚さ

0.9 孔径0.6cm
278 擦り銭 1.4 0.1 

図26
木製品

漆器
底小片 [1. 4J 

279 皿

図26
木製品

曲物
1/5 

径 厚さ
280 底板か蓋 (23.8) O. 7 

ワ
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図26
木製品

曲物
1/2弱

径 厚さ
281 底板 (16.0) 0.8 

図26
木製品

曲物
1/5 

径 厚さ
282 底板? [34.8J 1.0 

図26
木製品

曲物
1/3 

径 厚さ
283 底板? [26.0J 0.4 

図26
木製品 草履芯 1/2 

長さ 幅 厚さ
284 21. 3 [4.0J 0.2 

図27
木製品

漆器
1/6 (4.4) (2.3) 

285 椀

図27
木製品

漆器
1/6 (6.8) (4.8) 

286 椀

図27
木製品

漆器
小片 (3.0) 

287 皿

図27
木製品

漆器
底部片 [1. OJ 

288 皿

図27
木製品

漆器
底部片 [1. OJ 

289 皿

図27
木製品 円盤状 1/3 

径 厚さ
290 10.6 0.5 

図27
木製品 折敷 一部欠

長さ 幅 厚さ
291 [19.0J [14.3J 0.05 

図27
木製品 折敷 小片

長さ 幅 厚さ
292 [14.8J [3.2J O. 1 

図27
木製品 横櫛 1/2強 [5.7J [3.8J 0.8 

293 

図27
木製品 草履芯 一部欠

長さ 幅 厚さ
294 23.6 11.3 0.4 

図27
木製品 草履芯 一部欠

長さ 幅 厚さ
295 23. 7 10.2 0.3 

図27
木製品 草履芯? 1/2弱

長さ 幅 厚さ
296 [18.3J [5.6J 0.4 

図27
木製品

草履芯
小片

長さ 中高 厚さ
297 加工途中? 15.9 2.9 0.3 

図27
木製品 草履芯 小片

長さ 中面 厚さ
298 [15.6J [2.5J 0.4 

図27
木製品 草履芯 小片

長さ 中面 厚さ
299 [11. 5J [5.4J 0.5 

図27
木製品

糸枠
一部欠

長さ 中雇 厚さ
300 10.8 1.9 0.9 

図27
木製品? ササラ状 右Y主己"川Eク< 長さ 中雇 厚さ

301 17.8 1.0 0.3 

図27
木製品 棒状 信Y主己"川Eク< 長さ 中雇 厚さ

302 16.6 0.9 0.6 

図27
木製品 棒状 信Y主己"川Eク< 長さ 中肩 厚さ

303 17.5 1.0 0.7 

図27
木製品 用途不明 信Y主己"川Eク< 長さ 中肩 厚さ

304 17. 1 0.9 0.9 

図27
木製品 棒状 とY主ロ"刀益~

長さ 中国 厚さ
曲物底板を転用か

305 16.5 1.1 0.5 

図27
木製品 用途不明 とy主ロ"刀~

長さ 幅 厚さ
306 17.7 1.5 1.4 

図27
木製品 棒状 とy主ロ"刀~

長さ 幅 厚さ
307 21. 8 1.1 0.7 

図28
在地土器

内折かわらけ
1/2 4.6 4.0 0.6 密 樫 ナデ 板状

308 ロクロ小

図28
木製品

漆器
小片 [2.0J 

309 皿?

図28
木製品

漆器
小片 311と同一個体

310 皿?

図28
木製品

漆器
口小片 [1. 3J 310と同一個体

311 皿。

図28
木製品

曲物
2/3 

径 厚さ
312 底板 8.7 0.6 

図28
木製品

曲物
両端欠

径 厚さ
313 底板 22.1 0.5 

図28
木製品 草履芯 小片

長さ 中高 厚さ
314 [12.2J [2.5J 0.4 

図28
木製品 草履芯 1/2 

長さ 中高 厚さ
315 25.0 [5.9J 0.3 
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図28
木製品 草履芯 小片

長さ 幅 厚さ
316 [23.7J [3.2J o. 2~0. 3 

図28
木製品 棒状 信Y主己"川Eク< 長さ 幅 厚さ

317 21. 0 0.7 0.3 

図28
木製品 用途不明 とY主じ"川Eク< 長さ 幅 厚さ

318 26.1 1.1 0.9 

図29
在地土器

かわらけ
とフ主己P 王川監~ 7.2 5. 1 1.6 54.2 やや粗 黄灰 ナデ 釘明皿

319 ロクロ小

図29
在地土器

かわらけ
Cy主己P 王川監~ 7.8 5.3 1.6 52.2 やや粗 黄樫 ナデ 板状 灯明皿

320 ロクロ小

図29
国産陶器

常滑
小片 [4.5J 黄褐

321 洗ワ

図29
国産陶器

常滑
胴小片

長さ 中高 厚さ
褐色

322 転用研磨具 4.9 9.5 1.3 

図29
石製品 砥石 両端欠

長さ ~i 厚さ
灰緑 上野中砥

323 [5.8J 2.2 1.6 

図29
木製品

漆器
とy士E，王刀監ラg 2.4 5.5 3.2 

324 椀

図29
木製品

漆器
底小片 [2.3J 

325 椀

図29
木製品

漆器
底小片 [1. 1J 

326 皿

図29
木製品

漆器
底2/3 7.0 [3. 1J 

327 皿

図29
木製品

漆器
底小片 [1. 2J 

328 皿

図29
木製品

漆器
小片 [4.5J 

329 椀?

図29
木製品

漆器
底小片 [0.7J 331と同一個体

330 皿

図29
木製品

漆器
底小片 [0.7J 330と同一個体

331 皿

図29
木製品

漆器
小片 [1. 9J 

332 皿

図29
木製品

漆塗り
1/2弱

径 厚さ
333 円盤状 (6.2) 0.6 

図29
木製品

曲物
1/5 

径 厚さ
334 底板 (16.0) 0.7 

図29
木製品 用途不明 告y主己"川Eク< 長さ 中園 厚さ

335 36.2 4.1 0.5 

図29
木製品

曲物
1/4 

径 厚さ
336 底板? [33.2J 0.6 

図29
木製品 連歯下駄 一部欠

長さ 事面 高さ
鼻緒孔に木釘遺存

337 [19.7J 10.3 [1. 6J 

図29
木製品 連歯下駄 一部欠

長さ 幅 高さ
338 18.5 8.4 3.4 

図30
木製品 草履芯 1/4 

長さ 幅 厚さ
339 24.3 [8.2J 0.2 

図30
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
340 23.0 [5.0J 0.2 

図30
木製品 円盤状 一部欠

径 厚さ
中央に0.2cmの貫通孔

341 6.5 0.5 

図30
木製品 紡輪? 1/2 

径 厚さ
中央に1.Ocmの貫通孔

342 9.9 0.9 

図30
木製品 円盤状 2/3 

径 厚さ
中央にO.1cmの貫通孔

343 3.3 O. 1 

図30
木製品 棒状 信Y主己，~ァ< 

長さ 中面 厚さ
344 21. 1 1.1 0.7 

図30
木製品 棒状 信Y主己，~ク< 

長さ 幅 厚さ
345 24.3 1.0 1.2 

図30
貝製品 碁石 小片

長さ 幅 厚さ
3.4 

346 2.2 2.2 0.4 

図31
在地土器

かわらけ
信Y主己"川Eタ< 7.5 5.7 1.5 47.7 やや粗 黄灰 ナデ 板状

347 ロクロ小

図31
在地土器

かわらけ
信7主己"川~ 11. 4 6.7 3. 1 125. 7 やや粗 樫 ナデ 板状

348 ロクロ小

図31
鉄製品 用途不明 不明

長さ 幅 厚さ
349 5.3 4.1 0.4 

図31
木製品

漆器
口縁欠 6.4 [5.0J 

350 椀
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図31
木製品

漆器
一部欠 9.4 5.8 0.9 

351 皿

図31
木製品 円盤状 1/2 

径 厚さ
352 10.0 0.2 

図31
木製品 草履芯 一部欠

長さ 幅 厚さ
353 [21. 8J 9. 7 0.2 

図31
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
354 23.8 [5.5J 0.6 

図31
木製品 用途不明 フ信主ロu刀~

長さ 幅 厚さ
調度具の部材か

355 17.8 3.8 3.7 

図31
木製品

用途不明
不明

長さ 幅 厚さ
356 板 [17.5J 3.3 1.3 

図31
木製品 栓 信7主ロu刀~

長さ 幅 厚さ
357 4.0 2.7 2.8 

図31
木製品

用途不明
不明

長さ 中高 厚さ
358 板 [29.0J [7.4J 0.4 

図32
在地土器

かわらけ
ほぽ完形 7.1 4.7 1.9 45.2 やや粗 淡樫 ナデ 板状

359 ロクロ小

図32
在地土器

かわらけ
完形 7.8 5.0 1.9 69.2 やや粗 灰黄 ナデ 板状

360 ロクロ小

図32
在地土器

かわらけ
完形 8.7 7.5 1.9 73.4 やや粗 赤樫 ナデ 板状

361 ロクロ小

図32
在地土器

かわらけ
4/5 12.2 7.7 3.2 やや粗 灰黄 ナデ 板状

362 ロクロ大

図32
在地土器

かわらけ
4/5 12.1 8.0 3.3 やや粗 栓 ナデ 板状

363 ロクロ大

図32
在地土器

かわらけ ほぽ
12.1 7.8 3.3 183.5 やや粗 樫 ナデ 板状

364 ロクロ大 信Y主己u川Eク< 

図32
在地土器

かわらけ ほぽ
12.3 8.7 3.4 210.8 やや粗 燈 ナデ 板状 灯明皿

365 ロクロ小 信Y主¥5，川Eク< 

図32
舶載陶器

緑粕陶器
口小片 (4.8) [3.8J 緑

366 水注?

図32
国産陶器

常滑 口1/6
(31. 0) (14.8) (12.8) 暗赤褐

367 片口鉢E類 ~底1/2

図32
銅製品 銭 右Y主ロ51益ク< 直径 孔径 厚さ

3.3 
祥符通貨(北宋1008年)

368 2.5 0.6 o. 1 真書

図32
銅製品 銭 右Y主己u川益ク< 直径 孔径 厚さ

3.6 銭銘不明
369 2.3 0.7 o. 1 

図32
木製品

漆器
底小片 [5.2J [0.5J 

370 皿

図32
木製品

漆器
小片 [3.5J 

371 椀。

図32
木製品

漆器
2/3 (8.6) 1.2 

372 皿

図32
木製品

漆器
底完存 9.0 [0.4J 

373 皿

図32
木製品

漆器
底小片 [6.8J [2.9J 

374 碗

図32
木製品

漆器
体小片 [3.2J 

375 椀

図32
木製品

漆器
体小片 [2.2J 

376 椀。

図32
木製品

漆器
口小片 [1. 1J 

377 椀か皿

図32
木製品

用途不明
一部欠 14.8 6.0 0.5 黒色系漆著書漆

378 板

図32
木製品 板杓子。 一部欠

長さ 中高 厚さ
379 [19.6J 6.7 0.8 

図32
木製品 板杓子 柄欠

長さ 中高 厚さ
細かな刃物痕多い

380 [16. 1J 8.8 0.4 

図33
木製品 蓋。 1/2 

径 厚さ
381 28.8 0.7 

図33
木製品

曲物
2/3 

径 厚さ
382 底板? 10.2 0.8 

図33
木製品

曲物
1/2 

径 厚さ
383 底板 21. 0 0.9 

図33
木製品 連歯下駄 一部欠

長さ 幅 両さ
384 22.8 10. 1 3.3 

図33
木製品 連歯下駄 一部欠

長さ 中高 局さ
前歯、後歯左も焼け焦げ

385 17.5 8.5 2.4 
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴

口径 底径 器画 (g) 

図33
木製品 横櫛 1/2弱 [4.7J [4.0J 1.1 

386 

図34
木製品 草履芯 信Y主己"川Eク< 長さ 幅 厚さ

387 23.5 10.6 0.2 

図34
木製品 草履芯 1/2 

長さ 幅 厚さ
388 23.9 [5.5J 0.2 

図34
木製品 草履芯 1/2 

長さ 幅 厚さ
389 23.5 [5.3J 0.3 

図34
木製品 草履芯 1/2 

長さ 幅 厚さ
390 24.4 [4.8J 0.2 

図34
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
391 [23.5J 5.3 0.2 

図34
木製品 草履芯 1/2 

長さ 幅 厚さ
392 23.5 [4.7J 0.2 

図34
木製品 草履芯 1/2 

長さ 幅 厚さ
393 22.9 [4.0J 0.2 

図34
木製品 草履芯 1/2 

長さ 幅 厚さ
394 24.5 [3.7J 0.3 

図34
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 中高 厚さ
395 23.2 [3.2J 0.2 

図34
木製品 草履芯 1/4強

長さ 中高 厚さ
396 [15.0J [5.2J 0.4 

図34
木製品 刀形? 一部欠

長さ 中高 厚さ
呆色系漆望書漆

397 [19.0J 2.7 0.5 

図34
木製品

盤枚
一部欠

長さ 中面 厚さ
398 球 7.6 7.7 7.0 

図34
木製品 用途不明 ぞY圭i5~刀2フ< 

長さ 中面 厚さ
399 11. 1 6.4 0.6 

図34
木製品 用途不明 '7士i5~刀Pラ< 

長さ 幅 厚さ
400 15.4 6.8 0.7 

図35
木製品 円盤状 ーy士己"刀pラg 

径 厚さ 中心に0.2cmの貫通孔
401 3.4 0.2 402と重なって出土

図35
木製品 円盤状 一部欠

径
厚さ0.2

中心に0.2cmの貫通孔
402 3.4 401とは重なって出土

図35
木製品 栓? 完形

長さ 中園 厚さ
403 21. 6 0.6 0.4 

図35
木製品

用途不明
小片

長さ 中園 厚さ
刃物痕

404 板 [14.3J 1.5 0.4 

図35
木製品 串状 右Y主己"川Eク< 

長さ 中園 厚さ
405 21. 7 0.5 0.5 

図35
木製品 箆状? 一部欠

長さ 中面 厚さ
406 15.4 1.2 0.7 

図35
木製品 草履芯 1/4 

長さ 中面 厚さ
407 23.5 [2.0J O. 1 

図35
木製品 刀形? 一部欠

長さ 中面 厚さ
先端両面削り

408 [23.4J 3.0 0.8 

図35
木製品 用途不明 一部欠

長さ 中面 厚さ
先端を尖らせる

409 [24.7J 2.2 0.6 

図35
木製品 棒状 とY主己"川益タ< 長さ24.0 中高1.1 厚さ0.9

410 

図35
木製品 棒状 とY主己"川益~ 長さ26.1

中高 厚さ
411 0.5 0.4 

図35
木製品 棒状 信7主己"川益~ 長さ32.2 中高0.6 厚さ0.3

412 

図35
木製品 両端串状 信7主己"川益~ 長さ40.5

中高 厚さ
413 0.7 0.5 

図35
木製品 用途不明 信7主ロ"刀左~ 長さ7.8

中国 厚さ
414 2.6 0.4 

図35
骨製品

用途不明
信7主ロ"刀左~

長さ 中国 厚さ
415 加工品 29.3 1.1 0.7 

図36
在地土器

内折かわらけ
と7主巴"刀~ 4.2 2.3 1.3 15.6 密 明樫灰 ナデ 板状

416 ロクロ極小

図36
在地土器

かわらけ ほぽ
12.6 7.4 3.5 178.7 粗 暗樫灰 ナデ 板状

417 ロクロ大 C7主巴"刀を~

図36
在地土器

かわらけ
一部欠 12.2 7.4 3.2 118.2 やや粗 樫灰 ナデ 板状

418 ロクロ大

図36
木製品 板杓子 信7主巴"刀を~

長さ 中高 厚さ
形代か

419 15.0 3.6 0.2 

図36
木製品 円形木製品 2/3 

径 厚さ
420 10.0 0.7 
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遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 胎土ほかの特徴口径 底径 器画 (g) 

図36
木製品

曲物
1/2 

径 厚さ
421 底板? [16.3J 0.6 

図36
木製品

曲物
1/2弱

径 厚さ
422 底板 (15.6) 1.0 

図36
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
423 [23.7J [5.2J 0.3 

図36
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
424 [23.7J [5.2J 0.3 

図36
木製品 草履芯 1/4弱

長さ 幅 厚さ
425 [15.0J [4.7J 0.3 

図36
木製品 草履芯 1/2弱

長さ 幅 厚さ
426 19.8 [3.2J 0.25 

図36
木製品 用途不明 フ信主ロu刀を~ 長さ 幅 厚さ

427 39.5 3.8 1.0 

図36
木製品 盤杖球 一部欠

長さ 幅 厚さ
428 3.0 2.8 2.2 

図36
木製品

用途不明
不明

長さ 幅 厚さ
429 板 [12.7J [16.2J 1.7 

図37
在地土器

かわらけ
完形 8.3 5.5 1.7 58.9 やや粗 黄灰 ナデ 板状

430 ロクロ 4、
図37

舶載磁器
青白磁

1/5 [1. 6J 淡水
431 合子蓋

図37
国産陶器

東濃型
底小片 [4.5J 黄樫 高台端部に籾殻痕

432 山茶碗

図37
木製品

漆器
底小片 [1. 1J 

433 皿。

図37
木製品 用途不明 一部欠

長さ 中面 厚さ
434 [11. OJ [3.4J 0.6 

図37
木製品 折敷 1/3 

長さ 中面 厚さ
435 18.9 [6.2J o. 1 

図37
木製品 棒状 y信主己mタ， 長さ 劇画 厚さ

436 17.8 0.14 0.12 

図37
木製品 棒状 y信主己，fflク， 長さ 中面 厚さ

437 22.6 0.7 0.5 

図37
木製品 棒状 y信主己，fflク， 長さ 中面 厚さ

438 21. 0 0.5 0.4 

図37
木製品 火付木。 右Y主己，fflク， 長さ 中面 厚さ

439 19.2 0.6 0.6 

図37
木製品 火付木ワ 右Y主己u川Eク， 長さ 中面 厚さ

440 23.6 0.8 0.7 

図37
木製品 連歯下駄 一部欠

長さ 中高 両さ
鼻緒孔に木釘遺存

441 [20.0J 9.4 4.0 

図37
木製品 草履芯 とy主ロu刀益?42 長さ 中高 厚さ

442 16.2 7.8 0.3 

図37
木製品 串状 とy主ロu刀益ア， 長さ 中高 厚さ

443 17.5 0.6 0.4 

図37
木製品 箸状 とy主ロu刀益ア， 長さ 中高 厚さ

444 17.0 0.6 0.4 

図37
木製品 棒状 とY主\O~刀左~

長さ 中高 厚さ
445 17.2 0.7 0.4 

図37
在地土器

かわらけ ほぽ
12.2 7.0 3.2 164.9 粗 暗樫灰 ナデ 板状

446 ロクロ大 と7主ロu刀左~

図37
国産陶器

常滑
口小片 [7.6J 暗赤褐

447 費

図37
国産陶器

常滑
胴小片 [12.5J 灰白/褐

448 費

図38
鉄製品 刀子? 信y士口，王刀監ラg 長さ 幅 厚さ

[71. 9J 刃部長17.0咽
449 [17.9J 2.6 0.6 

図38
銅製品 銭 信y士口，王刀監3gP 

外径 孔径 厚さ
3.8 

450 2.4 0.6 0.1 

図38
銅製品 銭 とy土口，王刀監3gF 

外径 孔径 厚さ
3.8 

451 2.4 0.6 0.1 

図38
銅製品 銭 宅y主口，王刀監3gP 

外径 孔径 厚さ
4.0 口宋通賓

452 2.4 0.6 0.1 

図38
銅製品 銭

ほぼ
12.2 7.0 3.2 3.5 

453 宿y主口，王刀監ラg 

図38
銅製品 一銭硬貨

ほぼ
12.2 7.0 3.2 6.9 「明治二十一年」

454 Y信士口u刀をラ， 

円

L
n
h
u
 



表3 出土遺物数量表

種別
器種 分類 破片紋

重量
産地等 包J

瀬戸・美濃
袋物 2 123 

不明 l 11 

表土 志野 鉢 l 79 

25 291 

ロクロかわらけ
大 136 2736 

特大 1 280 

堺・明石 すり鉢 l 22 

不明陶器 不明 2 31 

I期 1面上

小片 31 192 17 270 

皿 E邑 2 3 ロクロかわらけ 大 49 775 

白磁 合子身 l 16 小片 8 31 

~ 2 14 白磁 皿 区 3 18 

青白磁 梅瓶 5 32 青白磁 梅瓶 1 29 

器台 l 18 龍泉窯系青磁 碗 IIorill 1 4 

折縁皿 5 41 舶載陶器 緑罪由盤 1 18 

龍泉窯系青磁
I 2 27 

IIorill 2 7 
碗

E l 6 

天目茶碗 1 13 

碗・皿 5 85 

柄付片口 1 32 

3 17 瀬戸 折縁皿 l 13 

舶載陶器 褐紬壷 2 22 卸皿 2 25 

天目茶碗 l 9 花瓶 l 17 

平碗 l 24 袋物 3 187 

入子 l 3 壷 l 65 

柄付片口 2 217 常滑 覆 36 2860 

縁粕小皿 l 11 片口鉢 E l 77 

瀬戸
折縁小皿 3 58 

折縁皿 12 237 

卸皿 3 107 

渥美 要 2 62 

瓦質土器
香炉 1 18 

火鉢 2 175 

碗・皿 15 293 瓦 平瓦 1 117 

瓶子 l 91 銅製品 銭 2 7 

小壷・水滴 2 94 

袋物 9 331 
石製品

鳴滝仕上砥 2 84 

鳴滝仕上砥 17c~ 1 27 

備前 すり鉢 4 392 アワビ 1 

片口鉢
I 7 255 

常滑
E 19 1215 

藩 85 5899 

自然遺物 ツメタガイ 1 

獣骨 3 

I期 1面撹乱1
転用研磨具 4 245 瀬戸 入子 l 13 

E l 27 不明磁器 皿 l 48 

瓦質土器
火鉢 W 3 193 

5 238 

風炉 1 197 

瓦
軒平 2 700 
平瓦 4 503 

鉄製品
釘 3 20 

板状 1 23 

I期 I面撹乱2

ロクロかわらけ 大 6 138 

龍泉窯系青磁 杯 E 1 11 

瀬戸 花瓶 1 41 

常滑 墾 2 122 

I期 I面撹乱3

銅製品 銭 9 33 

鉱津 スラグ 3 69 

滑石鍋転用 1 511 

西彼杵滑石片 3 107 
赤間紫石硯 1 55 

雄勝石硯石 1 5 

天 草 中 砥 4 846 

石製品
伊 予 中 砥 2 228 

上野砥沢砥 1 36 

上 野 中 砥 2 217 

ロクロかわらけ
小 1 3 

大 11 128 

瀬戸
卸皿 1 23 

碗 l 22 

常滑
片口鉢 2 14 

雪量 4 209 
瓦質土器 火鉢 l 37 

石製品
上野中砥 l 39 

笹口荒砥 l 345 

肥前系磁器 染付碗 l 21 

産地不明中砥 1 71 I期道路上

産地不明中砥 3 44 2 26 

鳴滝仕上砥 5 77 ロクロかわらけ 大 23 293 

石英火打石 1 10 小片 3 3 

土製品 土錘 1 24 碗 IIorill 2 8 

自然遺物 獣骨
11 

2 

龍泉窯系青磁 杯 E 1 6 

袋物 1 3 

土器
熔熔 1 27 

柑桶 1 145 
常滑

片口鉢 E 2 159 

蓮 9 256 

肥前系磁器 染付碗 7 233 瓦器 杯 1 1 

不明磁器 不明 2 70 瓦質土器 火鉢 2 84 

瀬戸・美濃
大皿 1 59 

染付碗・壷 6 35 

石製品 西彼杵滑石鍋 1 82 

自然遺物 パイ 1 
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土器 熔熔 1 43 瀬戸 袋物 1 5 

I期土坑1

ロクロかわらけ 大 5 82 

自磁 皿 X l 5 

白磁 四耳壷 l 19 

青白磁 梅瓶 l 2 

常滑 翠 8 109 

石製品 滑石鍋 l 84 

I期土坑3

片口鉢
6 121 

常滑 E 21 1340 

窪 26 1310 

渥美 蜜 3 106 

東濃型 山茶碗 l 8 

東播 片口鉢 5 192 

香炉 4 103 

瓦質土器 火鉢
E 1 90 

N 1 23 
ロクロかわらけ 4 45 その他 11 488 

瀬戸
入子 2 34 

卸皿 2 29 
瓦 平瓦 1 9 

銅製品 銭 3 7 
瀬戸 天目 1 10 伊予中砥 4 76 
常滑 雪量 3 240 

瓦質士器
香炉 1 5 

火鉢 2 57 

石製品
上野上唐川

16c後半~ 1 79 
砥石

鳴滝仕上砥 2 66 
自然遺物 獣骨 3 自然遺物 獣骨 1 

I期土坑4 土器 熔熔 4 171 

ロクロかわらけ 大 3 28 肥前系磁器 染付碗 4 28 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill 1 5 

瓦質土器
香炉 1 17 

火鉢 3 50 

瀬戸・美濃
すり鉢 1 34 

袋物 1 78 

不明陶器 宝古E 3 119 

瀬戸
卸皿 1 22 

花瓶 l 31 

I期ピット1

2 27 
常滑 者 2 31 ロクロかわらけ 大 11 105 

石製品
西彼杵滑石鍋 l 49 

天草中砥 l 80 
小片 4 15 

I期ピット2
自然遺物 獣骨 l 

I期土坑5 ロクロかわらけ
小 3 16 

大 4 51 
3 17 青白磁 水注 l 1 

ロクロかわらけ 大 28 760 瀬戸 皿 l 34 
小片 2 3 

ロクロ白かわらけ 大 l 6 
常滑

片口鉢 H l 39 

窪 l 21 
常滑 片口鉢 E 2 620 瓦質土器 風炉 l 63 
備前 すり鉢 l 79 鉄製品 釘 2 41 

瓦質土器 火鉢 l 60 I期ピット3
鉄製品 刀子 l 45 

銅製品 銭 2 7 

石製品 砥石 1 46 

堺・明石 すり鉢 1 32 

I期土坑6

ロクロかわらけ
6 21 

大 2 17 

瀬戸 折縁皿 2 25 

常滑 要 3 124 

鉄製品 釘 1 9 

ロクロかわらけ
ィ、 5 45 

大 5 264 
石 緑泥片岩 1 15 

I期ピット4
龍泉窯系青磁 主干 E l 6 

瀬戸
花瓶 2 461 

袋物 2 90 

常滑 蜜 4 505 
鉄製品 釘 l 15 

土製品 管状土錘 l 11 

I期土坑7

17 267 

ロクロかわらけ 大 103 1775 

小片 24 87 

白磁 皿 IX 1 8 

青白磁 梅瓶 1 9 

碗 IIorill 1 4 

ロクロかわらけ 大 2 16 

瀬戸 卸皿 l 78 

常滑 費 4 186 

瓦質土器 火鉢 2 148 

石製品 鳴滝硯石 l 17 

I期ピット5

ロクロかわらけ
4 22 

大 6 154 

常滑
片口鉢 1 25 

墾 1 46 

自然遺物 獣骨 1 

I期ピット6

龍泉窯系青磁 主F E 1 47 

碗・皿 3 10 

入子 1 60 

洗 1 9 

ロクロかわらけ
3 9 

大 4 38 

常滑
片口鉢 E l 26 

費 l 63 

折縁皿 2 29 備前 すり鉢 l 42 

瀬戸 折縁小皿 1 5 I期ピット7

卸皿 1 5 

碗・皿 2 5 
ロクロかわらけ

2 6 

大 6 33 

花瓶 2 141 鉄製品 釘 1 4 

- 64 -



自然遺物 獣骨 l 

I期ピット8
ロクロかわらけ

大 54 870 
小片 10 20 

ロクロかわらけ 大 23 448 白磁 皿 区 1 13 

龍泉窯系青磁
碗 E 1 15 

珂= E 1 3 

常滑
片口鉢 E 1 133 

雪量 2 94 

石製品 仕上砥 l 22 

漆喰 l 13 

I期ピット9

ロクロかわらけ 大 10 38 

青白磁 碗・皿 1 I 

常滑 要 3 130 

碗
1 17 

IIorill 2 21 

龍泉窯系青磁 碗・皿 1 1 

杯 E 2 32 

酒会壷 1 70 
折縁皿 8 289 

瀬戸 小壷 1 3 

袋物 5 135 

鉄製品 釘 1 7 

片口鉢
1 12 

E 8 720 
瓦 平瓦 1 46 

鉄製品 釘 1 4 

石製品 滑石鍋 1 329 

常滑 宜古E 1 47 

費 30 2176 

転用研磨具 1 54 
I期ピット10 備前 すり鉢 2 178 

ロクロかわらけ 大 3 25 

瀬戸
碗・皿 l 2 

香炉 l 34 

瓦質土器 火鉢
N 1 27 

5 227 

銅製品 銭 1 4 

常滑 警 2 209 鉱津 スラグ 1 22 

瓦 平瓦 l 23 滑石鍋 西彼杵 1 126 

中正盛? l 44 
石製品 鳴滝仕上砥 l 44 

石製品
中砥 中砥 2 38 

鳴滝仕上砥 16c後半~ 2 120 
石英火打石 l 26 鳴滝仕上砥 16c後半~ l 43 

骨製品 算 l 2 石材 石英 l 36 

I期ピット11 土製品 管状土鍾 1 22 

常滑 雪量 2 225 自然遺物 獣骨 l 

I期ピット12 E期道路直上

ロクロかわらけ
7 67 

大 11 223 
ロクロかわらけ

2 15 

大 12 109 

龍泉窯系青磁 皿 I l 4 龍泉窯系青磁 碗 IIorill 2 13 

折縁皿 l 52 常滑 費 7 345 

瀬戸
花瓶 l 9 

瓶子 l 6 

瓦質土器 火鉢 1 29 

瓦 平瓦 1 101 

小片 l 2 鉄製品 釘 1 4 

常滑
雪量 6 400 

転用研磨具 1 73 

E期道路貼り増し土

小 72 800 
I期ピット13 ロクロかわらけ 大 366 7005 

瀬戸 水注 l 36 小片 131 835 

E期道路中央

14 224 

ロクロかわらけ 大 166 2545 

小片 21 95 

手づくねかわらけ 大 1 11 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill 1 16 

柄付片口 1 51 

瀬戸 緑紬小皿 l 13 

手づくねかわらけ 大 1 36 

かわらけ 転用円盤 1 6 

ロクロ白かわらけ 大 1 4 

白磁 皿 区 5 18 

青白磁 合子? 2 5 

碗
E l 8 

IIorill 5 42 
龍泉窯系青磁 碗・皿 2 5 

杯 E 3 11 

碗 l 29 酒会壷 l 8 

常滑
片口鉢 E 11 885 

費 25 1571 

入子 l 11 

折縁皿 9 211 
渥美 費 2 92 瀬戸 卸皿 9 233 
瓦器 碗 l 4 香炉? 1 15 

瓦質土器 火鉢
W l 78 

l 25 

石製品
鳴滝両雄工芸品 1 14 
月島滝巣板工芸品? 1 25 

鉄製品 釘 3 18 

銅製品 銭 3 11 

自然遺物 獣骨 3 

不明 不明 2 56 

不明磁器 染付碗 l 2 

袋物 7 276 

片口鉢
16 511 

E 24 1345 

常滑 宣古E 2 223 

費 105 5243 

転用研磨具 1 36 

尾張型 山茶碗 1 5 

渥美 蜜 1 60 
備前 すり鉢 3 173 

E期道路西部

ロクロかわらけ| 10 I 98 
瓦質土器 火鉢

N 1 74 

9 475 
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瓦
軒平 上寅Ij頭文 1 337 

丸瓦 1 112 

滑石スタンプ 1 28 

滑石鍋 西彼杵 2 153 

石製品 赤間紫石懸子硯 1 211 

鳴滝仕上砥 11 228 

鳴滝仕上砥 17c~ 2 18 

天草中砥 1 98 

石製品 伊予中砥 1 24 

仕上砥鳴滝 6 155 

石材 石英 1 3 

鉄製品 釘 15 134 

銅製品 銭 3 13 

自然遺物 獣骨 11 

鉄製品
釘 4 47 

刀子 1 77 

E期溝1掘方

7 130 

銅製品
釘隠し 1 I 

銭 6 17 

ロクロかわらけ 大 30 615 

小片 8 30 

鉱津 鉄津 1 9 白磁 合子? 1 3 

自然遺物 獣骨 12 青白磁 梅瓶 1 30 

瀬戸・美濃 花瓶 1 13 

E期溝1上層
龍泉窯系青磁 碗

1 or II 1 79 

II or 1lI 1 10 

10 194 瀬戸 折縁皿 2 182 

ロクロかわらけ 大 42 750 

小片 6 23 
片口鉢

3 426 

常滑 E 1 45 

皿 I玄 1 5 要 9 780 

白磁 宜官E 1 12 

水注? 1 1 

瓦 丸瓦 l 48 

鉄製品 釘 3 19 

碗 II or 1lI 3 42 自然遺物 獣骨 クジフ他 2 

龍泉窯系青磁
碗・皿 3 15 

均= E 2 11 

E期溝1

56 1046 

袋物 2 50 ロクロかわらけ 大 327 7276 

柄付片口 2 145 大 l 22 

瀬戸
折縁皿 9 269 

卸皿 3 62 
白磁

皿 区 4 21 

査 l 7 

袋物 1 12 青白磁 梅瓶 2 84 

片口鉢
I 2 39 

常滑 E 6 440 

者 46 5820 

1 or II l 63 

龍泉窯系青磁 碗
H l 99 

II or 1lI 4 34 

渥美 者 1 29 皿 l 24 

渥美? 鉢? 1 13 折縁 3 43 

瓦質土器 火鉢 3 135 

西彼杵滑石鍋 1 128 
瀬戸

卸皿 2 87 

花瓶 l 13 

西彼杵滑石温石 2 471 袋物 4 178 

西彼杵滑石片 2 65 

石製品
天草中砥 1 225 

伊予中砥 1 252 

片口鉢
4 152 

常滑 H 18 140 

雪量 65 4358 

上野上唐川砥石 16c後半~ l 166 渥美 費 2 118 

鳴滝仕上砥 4 139 備前 すり鉢 1 27 

石英火打石 l 16 2 215 

鉄製品 釘 6 77 瓦質土器 火鉢 E 1 54 

銅製品 銭 l 3 10 835 

鉱津 鉄浮 1 216 瓦 平瓦 1 333 

自然遺物 獣骨 3 

E期溝1下層
土製品

円盤状 l 30 

繍羽口 l 275 

ロクロかわらけ 19 369 天草中砥 l 75 

ロクロかわらけ
大 108 4391 

小片 3 8 

ロクロ白かわらけ 1 2 

合掌寺中砥 4 194 

仕上砥鳴滝 2 26 
石製品 仕上砥鳴滝 3 57 

青白磁
梅瓶 1 12 

水注 1 4 

瀬戸内~ 1 66 
九州北部中砥

龍泉窯系青磁 碗
E 1 34 

II or 1lI 5 24 

産地不明 l 41 

自然遺物 獣骨 16 

舶載陶器 褐紬壷 1 30 E期 土 坑1

折縁 2 42 7 58 

瀬戸 卸皿 2 124 ロクロかわらけ 大 19 479 

瓶子 1 243 小片 3 18 

常滑 片口鉢
I 6 209 

E 6 474 

常滑
費 35 2800 

すり常滑 2 80 

龍泉窯系青磁 碗 II or 1lI 2 16 

片口鉢
1 72 

常滑 E 15 1800 

要 11 865 

瓦質土器 火鉢 E 1 53 亀山 費 1 28 

瓦 丸瓦 I 1 102 瓦質土器 火鉢 2 184 
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石製品 鳴滝砥石原材 16c~ l 187 E期 土 坑1

E期土坑2 ロクロかわらけ 大 1 10 

ロクロかわらけ
大 21 315 

小片 5 34 

銅製品 銭 2 10 

ロクロ白かわらけ 大 1 5 N期道路面上

常滑 片口鉢 E 1 106 

瓦質土器 火鉢 1 77 
ロクロかわらけ

2 29 

大 12 187 

鉄製品 釘 1 3 手づくねかわらけ 1 25 

E期土坑3 常滑 費 6 269 

ロクロかわらけ 大 2 24 

常滑 警 3 58 

E期土坑4

ロクロかわらけ
1 13 

大 10 247 

常滑
片口鉢 E 1 35 

雪量 4 492 

瓦質土器 火鉢 l 285 

E期土坑5

ロクロかわらけ 大 1 5 

龍泉窯系青磁 碗 I 1 4 

東播系 片口鉢 1 52 

E期土坑6

銅製品 銭 1 5 

自然遺物
ハマグリ 1 

獣骨 6 

W期道路貼り増し土

ロクロかわらけ 大 29 415 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill 1 13 

舶載陶器 緑手由盤 1 5 

入子 l 10 

瀬戸
在日皿 l 17 

底卸目付 1 46 

袋物 5 320 

片口鉢
7 357 

E 12 780 
常滑

費 26 2035 
石製品 鳴 滝 硯 鳴滝 l 35 転用研磨具 1 回

石製品 上野沼田砥石 16c~ l 59 東播系 片口鉢 2 90 

常滑 片口鉢 I l 75 E l 54 
ロクロかわらけ 大 4 44 瓦質土器 火鉢

E期ピット1
7 551 

常滑 片口鉢 E l 176 

E期ピット3

ロクロかわらけ 大 6 76 

銅製品 銭 2 5 

自然遺物 獣骨 l 

E期ピット5

ロクロかわらけ 大 2 24 

常滑 費 l 29 

E期道路直上

銅製品 銭 1 4 

石材 石英 1 7 

自然遺物
アカーシ 1 

獣骨 11 

W期溝状遺構1

龍泉窯系青磁 碗 l 20 

常滑 費 1 10 

自然遺物 獣骨 l 

W期ピット1

自然遺物 獣骨 3 

ロクロかわらけ
1 10 

大 21 266 

龍泉窯系青磁 碗 E 1 33 

瀬戸 折縁皿? 1 13 

片口鉢
I 1 27 

常滑 E 3 156 

W期ピット2

ロクロかわらけ 大 3 27 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill 1 6 

瀬戸
卸皿 l 6 

袋物 l 15 

蜜 5 235 W期ピット4

銅製品 銭 4 16 ロクロかわらけ 大 1 7 

石製品
鳴 滝 硯 1 22 

鳴滝仕上砥 1 8 
常滑

片口鉢 H 2 93 

費 2 144 

アワビ 1 lV期ピット

自然遺物
キサゴ 7 

ハマグリ 4 

獣骨 1 

ロクロかわらけ 大 l 11 

常滑
片口鉢 E l 22 

費 l 76 
須恵器 墾 1 14 不明陶器 不明 l 17 

E期道路貼り増し土 V期道路東側

ロクロかわらけ 大 6 58 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill 2 14 ロクロかわらけ
大 30 487 

小片 10 36 

瀬戸
卸皿 l 14 

花瓶 l 11 
青白磁 梅瓶 1 7 

瀬戸 袋物 1 22 

片口鉢
I l 19 

E l 125 
常滑

壷 l 43 

常滑
片口鉢 2 67 

斐 20 1420 

鉄製品 釘 1 8 
費 4 145 銅製品 銭 2 8 

瓦質土器 火鉢 E l 11 石製品 上野中砥 1 49 
石製品 鳴滝仕上砥 l 51 アカーシ 2 
自然遺物 獣骨 3 自然遺物 キサゴ 3 

獣骨 11 
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須恵器 窪 l 5 

V期道路西側

ロクロかわらけ 大 24 312 

羽期落ち込み1

ロクロかわらけ
1 8 

大 2 26 
龍泉窯系青磁 碗 IIorill 2 10 手づくねかわらけ 大 2 23 

常滑
片口鉢 E 3 125 

雪量 7 650 

渥美 費 1 24 

龍泉窯系青磁 碗 E 1 46 

片口鉢
2 55 

常滑 E 2 111 
瓦質土器 火鉢 I 1 200 

銅製品 銭 1 4 

自然遺物 獣骨 15 

V期ピット1

雪量 1 68 

銅製品 銭 一銭 1 7 

羽期溝1上層

16 404 

常滑
査 l 45 

窪 l 19 

自然遺物 獣骨 2 

ロクロかわらけ 大 69 1785 

小片 7 46 

手づくねかわらけ 大 2 20 
V期ピット2 入子 1 30 

ロクロかわらけ 大 1 7 折縁深皿 1 320 

常滑 費 l 86 瀬戸 卸皿 1 28 

V期ピット3 香炉 1 42 

ロクロかわらけ 大 4 39 

V期ピット7

ロクロかわらけ
大 l 32 

小片 3 17 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill l 3 

常滑 要 2 163 

瓦質土器 火鉢 l 22 

V期ピット10

碗 1 6 

片口鉢 E 2 115 

常滑 宣古E 1 77 

費 10 855 

備前 すり鉢 1 47 

瓦 桟瓦 1 134 

西彼杵滑石片 西彼杵 1 11 
石製品 天草荒砥 1 475 

合掌寺中砥 1 60 
ロクロかわらけ 大 3 19 工具 1 

V期ピット12

ロクロかわらけ
l 2 

大 l 14 

木製品
自在鍵 1 

草履芯 3 

容器 l 

羽期道路直上

内折極小 l 11 

ロクロかわらけ
小 4 29 

大 20 234 

小片 3 6 

龍泉窯系青磁
碗皿 2 4 

珂= E l 7 

瀬戸
入子 l 2 

袋物 l 5 

常滑 雪量 8 268 

渥美
片口鉢 l 13 

雪量 l 24 

アカニシ 2 

サノレボウガイ l 

チョウセンハマグリ 1 

ハマグリ 1 

自然遺物
パイ 1 

サザエ蓋 l 

キサゴ l 

ツメタガイ 4 

シオフキガイ l 

獣骨 5 

羽期溝1下層

60 1105 

石製品 石英 l 3 ロクロかわらけ 大 169 3655 

自然遺物 獣骨 4 特大 1 94 

羽期道路西部

3 54 

ロクロかわらけ 大 15 355 

龍泉窯系青磁
碗 1 10 

碗 IIorill 4 38 

瀬戸
折縁・皿 2 27 

瓶子 1 9 
小片 3 18 

青白磁 合子 1 I 
片口鉢

2 101 

H 11 1000 

龍泉窯系青磁
碗 IIorill 2 13 

均= E 1 13 

常滑 墾 37 2125 

転用研磨具 1 118 

片口鉢 I 1 212 宜古E 2 118 

常滑 壷 1 166 瓦質土器 火鉢 5 414 

墾 22 1090 土器 鍔釜 1 26 

渥美
片口鉢 1 33 

費 1 27 
瓦

平瓦 1 71 

丸瓦 1 89 

東濃型 山茶碗 1 7 銅製品 銭 4 12 

瓦質土器 火鉢 1 175 滑石片 1 15 

鉄製品 鉄津 1 9 

石臼 1 146 
石製品

対馬漆砥? 1 15 

鳴滝仕上砥 1 15 

石製品 西彼杵滑石温石 1 38 笹口?砥石端材 1 20 

鳴滝仕上砥 1 5 土製品 輸羽口 2 301 

石材 石英 1 10 

自然遺物 獣骨 7 
木製品

漆器皿 2 

草履芯 4 
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箸状 30 

容器(底) 1 

木製品 円盤状 3 

形代 1 

不明 1 

アカニシ 11 

チョウセンハマグリ 1 

ツメタガイ 15 

自然遺物 パイ 6 

ハマグリ 7 

獣骨 16 

桃核 1 

羽期溝1木器層

ロクロかわらけ 大 7 333 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill l 9 

常滑
片口鉢 I l 24 

費 3 305 

石製品 硯 鳴滝 1 45 

漆器皿 2 

盆杖球 1 

木製品
箸状 2 

ヘラ状 1 

容器 1 

桜皮 1 

自然遺物 獣骨 5 

羽期溝1掘方東側

ロクロかわらけ
大 33 650 

小片 4 12 

手づくねかわらけ
1 14 

大 3 32 

龍泉窯系青磁 碗 E 1 4 

片口鉢
3 47 

常滑 H 1 47 

蜜 6 238 

瓦質土器 火鉢 1 43 

土器 鍔釜 1 21 

瓦 平瓦 A 1 317 

ハマグリ 2 

自然遺物
キサゴ 3 

パイ l 

獣骨 11 

四期上木器集中

6 130 

ロクロかわらけ 大 16 580 

小片 7 33 

手づくねかわらけ
2 41 

大 4 132 

白磁 皿 区 2 9 

青白磁
皿 1 4 

小壷? 1 3 

同安窯系青磁 碗 l 28 

IorII l 50 

ロクロかわらけ
2 24 

大 11 173 
龍泉窯系青磁 碗 IIorill 3 15 

l 5 

瀬戸
卸皿 l 142 

不明 l 3 
4 263 

常滑 片口鉢 E 3 173 

片口鉢
I 2 177 

常滑 E l 93 

者 10 710 

43 2735 

片口鉢 2 80 

渥美 査 l 25 
渥美 者 l 67 

亀山 者 l 35 

石製品 産地不明砥石? l 19 

アカニシ l 

費 4 317 

亀山 費 1 232 

鉄製品
釘 2 11 

火打金 1 29 

自然遺物
チョウセンハマグリ l 

ツメタガイ 2 

獣骨 4 

銅製品 すり銭 l 1 

土製品 輸羽口 l 188 

漆器皿 1 
羽期溝1掘方西側 漆器椀 1 

ィ、 5 62 下駄 l 

ロクロかわらけ 大 14 337 

小片 5 41 
木製品

草履芯 4 

箸状 15 

手づくねかわらけ ィ、 l 9 棒状 l 

白磁 四耳壷 l 26 容器(底) 2 

常滑
片口鉢 E l 75 

雪煙 5 226 

瓦質土器 火鉢 l 32 

円盤状 2 

自然遺物
キサゴ 3 

獣骨 10 

土製品 輸羽口 l 78 四期直上

漆器椀 l 

箸状 4 ロクロかわらけ
7 147 

大 44 800 

木製品
容器(底) l 

円盤状 l 

板状 2 

ロクロかわらけ 小片 10 五2

手づくねかわらけ
2 19 

大 13 246 
建具 l 手づくね白かわらけ 大 1 5 

アカニシ l 

アワビ l 

キサゴ l 

自然遺物 サザエ蓋 l 

白磁
皿 区 2 19 

袋物 1 5 

青白磁 皿 1 3 

1 20 
チョウセンハマグリ l 

ハマグリ l 碗
E 1 60 

龍泉窯系青磁 IIorill 1 8 
獣骨 8 E 1 9 

須恵器 蓋 l 16 碗? 1 13 
羽期下 瀬戸 袋物 1 15 

ロクロかわらけ 4 65 常滑 片口鉢 2 107 
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常滑
片口鉢 E 1 51 

費 36 1495 龍泉窯系青磁 杯 E 1 58 

渥美 雪量 E 2 110 片口鉢 5 501 

瓦質土器 火鉢 2 62 

銅製品 銭 1 3 

石製品 産地不明中砥 1 16 

折敷 1 

草履芯 1 

木製品 箸状 16 

簿木状 1 

棒状 2 

常滑
片口鉢 E 2 329 

斐 14 1095 

すり常滑 1 38 

瓦質土器 火鉢 1 426 

銅製品 銭 1 3 

石製品 鳴滝仕上砥 1 74 

木製品
草履芯 2 

箸状 1 

キサゴ l アカーシ 1 

自然遺物
ツメタガイ l 

ハマグリ 4 

アワピ l 

ウミーナ l 

獣骨 14 

近世磁器? 不明 l 2 
自然遺物

キサゴ 46 

ツメタガイ l 

四期道路面上

ロクロかわらけ 大 1 18 

龍泉窯系青磁 碗 E 2 B 

片口鉢
I 1 9 

常滑 E 1 137 

ハマグリ 28 

獣骨 7 

桃核 1 

四期 (or唖期) 溝1掘方

小 3 31 

番 4 181 ロクロかわらけ 大 8 441 

尾張型 山茶碗 1 17 小片 3 11 

渥美
片口碗 1 22 

雪量 l 43 

手づくねかわらけ 大 5 128 

舶載陶器 黄粕盤 1 14 

瓦質土器 火鉢 I l 74 

瓦 平瓦 A l 308 
常滑

片口鉢 3 293 

費 11 477 

自然遺物 獣骨 l 

四期土留め中

ロクロかわらけ
4 56 

大 18 429 

漆器皿 2 

漆器椀 l 

櫛 l 

折敷 2 

木製品
紡織具 l 

草履芯 10 

形代 l 

箸状 29 

棒状 8 

渥美
片口鉢 2 71 

費 l 76 

瓦質土器 火鉢 l 120 

鉄製品 釘 l 9 

木製品
曲物 l 

円盤状 l 

アカーシ 1 

アワビ 1 

自然遺物
キサゴ 12 

チョウセンハマグリ 2 

ハマグリ 4 

獣骨 2 

四期土坑1

円盤状 1 

四期落ち込み1

内折極小 l 5 

ロクロかわらけ l 6 

大 7 121 

白磁 袋物 l 6 

青白磁 合子蓋 l 3 

常滑
片口鉢 I 2 184 

費 l 31 

漆器皿 l 

草履芯 3 

木製品 曲物底板 l 

箸状 12 

円盤状 l 

サザエ蓋 l 

ツメタガイ 3 

自然遺物 パイ l 

ハマグリ 23 

獣骨 2 

四期溝1

33 675 

ロクロかわらけ 大 81 4079 

小片 10 38 

手づくねかわらけ 大 2 26 

白磁 皿 区 3 12 

舶載陶器
黄紬盤(鉄絵) 1 17 

褐紬壷 1 23 

瀬戸
瓶子 1 43 

袋物 1 48 

片口鉢
1 22 

H 1 150 
常滑

墾 26 1745 

洗 1 29 

渥美 墾 1 56 

漆器皿 10 

漆器椀 l 

糸枠 1 

折敷 8 

盤杖 1 
木製品 下駄 2 

板杓子 1 
7 89 草履芯 3 

ロクロかわらけ 大 55 1095 容器(底) 3 
小片 9 34 容器(蓋) 1 

白磁 袋物 1 24 箸状 358 
青白磁 碗・皿 1 2 

龍泉窯系青磁 碗 IIorID 6 43 
木製品

棒状 1 

部材(建物) 5 
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木製品
板 1 

用途不明 1 

アワビ l 

キサゴ 2 

自然遺物
ツメタガイ 2 

パイ l 

ハマグリ 3 

獣骨 3 

四期ピット1

カガミガイワ 1 

サルボウガイ 1 

ツメタガイ 5 
自然遺物 パイ 1 

パァイフ 1 
チョウセンハマグリ 36 

獣骨 35 

vm期溝1下層

21 383 
ロクロかわらけ 大 l 8 ロクロかわらけ 大 124 3015 
手づくねかわらけ 大 1 6 

瓦質土器 火鉢 1 36 

四期道路面上

小片 10 45 

手づくねかわらけ
7 134 

大 8 145 

l 13 ロクロ白かわらけ 1 13 
ロクロかわらけ 大 31 558 白磁 皿 区 2 14 

小片 5 42 

手づくねかわらけ
1 28 

大 10 180 

同安窯系青磁
碗

1 26 

IIorill 1 12 
龍泉窯系青磁

杯 E 1 19 

片口鉢 I 3 140 

常滑 片口鉢 E 2 153 
瀬戸

卸皿 1 28 

袋物 1 31 

費 7 312 

渥美 費 1 67 

石製品? 産地不明砥石? 1 61 

片口鉢
19 1140 

E 1 253 
常滑

宝古E 1 14 

自然遺物 獣骨 1 費 61 3990 

四期溝1上層 尾張型 山茶碗 2 30 

22 393 

ロクロかわらけ 大 151 2869 
渥美

片口鉢 l 39 

費 6 306 

小片 18 77 瓦質土器 火鉢 l 51 

手づくねかわらけ
3 54 

大 9 197 

瓦 平瓦 2 175 

鉄製品 板状 l 14 

白磁
碗 V? l 12 

皿 lX 4 51 

漆喰 l 21 

漆器椀 l 

碗 I l 16 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill 7 51 
主干 E 2 15 

舶載陶磁器 褐紬壷 l 20 

瀬戸
袋物 l 10 

瓶子 2 109 

漆器片 l 

草履芯 2 

建具 2 

木製品 調度品 l 

曲物 l 

箸状 9 

片口鉢
I 17 855 

E 6 388 

円盤状 l 

桜皮 l 

常滑
壷 1 28 

墾 137 8750 

アカーシ 6 

アワビ 4 

洗 1 19 キサゴ 1 

転用研磨具 1 108 

渥美 雪量 9 548 
自然遺物

サザエ 1 

チョウセンハマグリ 9 

火鉢
I 1 289 

瓦質土器 1 18 

パイ 5 

ハマグリ 14 

風炉 1 180 

瓦 丸瓦 2 355 

獣骨? 37 

灰粕陶器 碗 l 26 

鉄製品 スラグ 2 90 VJ[期溝1最下層

石製品 上野砥沢中砥 1 37 30 620 

貝製品 ハマグリ碁石? 1 3 ロクロかわらけ 大 344 8373 

漆器皿 5 小片 45 132 

漆器椀 3 

下駄 2 
手づくねかわらけ

2 53 

大 11 196 

草履芯 3 白磁 皿 区 3 30 

木製品
箸状 53 

曲物蓋 1 

青白磁 水注 1 16 

同安窯系青磁 皿 1 8 

円盤状 5 龍泉窯系青磁 碗 1 12 

板状 1 龍泉窯系青磁 碗 IIorill 3 31 

桜の皮 1 舶載陶器 緑粕壷? 1 8 

不明品 1 

アカニシ 5 
片口鉢

17 610 

常滑 E 5 1330 

自然遺物
アワピ 9 

キサゴ 7 

宣古E 3 234 

常滑 要 90 5943 

サザエ蓋 1 渥美 要 5 348 
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火鉢
I 4 605 

瓦質土器 3 147 

風炉 1 168 

瓦 平瓦 A 2 113 

鉄製品
釘 1 4 

刀子 1 77 

龍泉窯系青磁 碗 IIorill 4 24 

常滑
片口鉢 7 508 

警主 34 920 

渥美 警主 3 253 

瓦質士器 火鉢 1 23 

瓦 丸瓦 1 600 

銅製品 銭 2 8 

石製品 滑石鍋 1 55 

石製品 鳴滝仕上砥 1 14 

アカーシ 3 

土製品 輸羽口 1 142 

漆器皿 3 

アワビ 3 

キサゴ 4 

漆器椀 5 

漆器盆 l 
自然遺物

チョウセンハマグリ 22 

ツメタガイ 7 

盤杖球 l 

櫛 l 

下駄 2 

膳? 1 

草履芯 17 

バイ 6 

ハマグリ 32 

獣骨 25 

木製品 板 1 2 

漆喰 1 77 

木製品
板杓子 2 

菜箸? 1 

曲物 1 

vm期溝2

ロクロかわらけ
l 59 

大 36 730 

磐状 102 ロクロかわらけ 小片 4 9 

簿木状 26 手づくねかわらけ 大 1 19 

へフ状 2 青白磁 合子蓋 l 7 

円盤状 4 龍泉窯系青磁 碗 IIorill 2 15 

板状 2 

部材 3 
常滑

片口鉢 E 1 52 

費 10 700 

桜皮 2 渥美 費 1 19 

アカニシ 3 東濃型 山茶碗 1 32 

アワピ B 鉄製品? 不明 1 5 

カラス 2 漆器皿 1 

キサゴ 9 下駄 1 

自然遺物
サザエ蓋 1 

チョウセンハマグリ 17 

折敷 1 

木製品 箸状 9 

ツメタガイ l 簿木状 1 

パイ 4 円盤状 3 

ハマグリ 40 板状 1 

獣骨 40 アワビ 2 

漆喰 2 157 ウミーナ 1 

四期溝1掘方 キサゴ 51 

内折極小 l 16 

ロクロかわらけ 3 68 

自然遺物 サザエ 2 

サザエ蓋 1 

大 17 305 サノレボウ 1 

常滑
片口鉢 I l 18 

者 14 910 

チョウセンハマグリ 10 

ツメタガイ 3 

瓦 丸瓦 l 358 

草履芯 4 

板杓子 l 

自然遺物
パイ 1 

ハマグリ 9 

獣骨 19 

曲物 2 医期河川上層

木製品 箸状 21 

球状 1 
ロクロかわらけ

l 9 

大 23 297 

板状 2 手づくねかわらけ 大 l 18 

部材(建物) 1 龍泉窯系青磁 碗 IIorill l 5 

漆喰 1 19 

アワピ l 
片口鉢

l 49 

常滑 E l 54 

自然遺物
キサゴ 4 

チョウセンハマグリ 2 

費 6 264 

渥美 壷 l 33 

ツメタガイ 2 自然遺物 獣骨 l 

自然遺物 ハマグリ 4 区期河川下層

(羽I期or)四期溝1

30 394 
ロクロかわらけ

1 56 

大 9 145 

ロクロかわらけ 大 126 3105 手づくねかわらけ 大 2 32 

小片 7 16 常滑 要 5 253 

手づくねかわらけ
1 31 

大 6 126 

土器 南伊勢型鍋 1 12 

土製品 輸羽口 1 55 

木製品
草履芯 1 

箸状 28 

白磁 皿 I玄 1 5 自然遺物 アワビ 1 
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第五章調査成果のまとめ

第 1節 遺構の変遷と年代観

前章までに述べてきたように、本地点では中世最古段階の医期において南北道路とその西側溝が構築

されて以降、改修されながら連綿と同じ機能を持つ遺構が展開し続けた状況を確認することができた。

現行、調査地の東辺には「小町大路」が鎌倉市街地を南北に縦貫する主要道路として機能しているが、

今回検出された中世段階の道路は、その前身遺構と考えて大過ないだろう。最初期 (IX期)の道路面は

調査区東辺部での僅かな検出範囲に留まったが、中世基盤層上を平坦に削っただけで新たな盛土整地を

{半っていなかった。この段階の西側溝は中世基盤層を素掘りで開削しただけで、明確な護岸施設の痕跡

は見て取れなかった。この後、時期が下るにつれて泥岩による盛土を行って路盤を整え、側溝には杭と

横板による護岸施設を設けるようになる。 E期と続く VIII期には道路面は僅かな範囲に限られるが、四期

になると調査区の東側 2/3程が泥岩を用いた盛土整地面となり、残り1/3程が西側溝となる。こうした

状況が路盤の嵩上げと側溝の凌諜・掘り直しを繰り返しながら E期まで続く。最も新しい I期になると、

調査区のほぼ全域が泥岩整地層で覆われるようになる。

各期の年代観であるが、第 4章でも述べたように出土遺物に遺存良好な個体や一括廃棄の好例などが

少ないこと、また、遺物の出土量が比較的多い各期の道路側溝については、新旧の特徴を有する遺物が

混在してしまっていたケースがまま見られたことから、的確な年代観を絞り込むことができなかった。

比較的古い様相を示す筈の四期の溝 1掘方では、かわらけの主体がロクロ成形品で(図 36-416'" 418)、

手づくね成形品に図示できる資料がなかった。資料の絶対数が少ない中ではあるが、四期には手づくね

が消失する 13世紀中葉~後半の年代観を与えることができょうか。

速報では 13世紀中葉以降、 14世紀後半および近世に至るまで、各期の年代観が段階的に下ることを

述べているが(松吉・山口 2012)、ここまで報告してきた出土遺物だけでは、それぞれに明確な年代を

付与するのは難しいというのが正直な感想である。よって本報告では速報の所見を概ね踏襲しつつも、

そこからはやや後退した、暖昧な年代提示に留めておきたい。この点については本地点単独ではなく、

近隣での調査事例も参照しながら広く検討する必要があるだろう。

第 2節 IX期道路側溝(1河川IJ) について

本地点で最も古い段階の医期のうち、道路側溝については現地記録や速報での表現を踏襲して「河川IJ 

と表示した。時期的・形態的に近い特徴を持つ遺構は小町大路沿いの複数の発掘地点で確認されており、

概ね「河川IJという表現が取られている。かつて筆者は図ト地点@の報告書において、これら類例は

以下の理由から自然流路ではなく人工溝と考えるべきと述べた(押木 2015)。その理由として、①現行

の小町大路に沿って直線的であること、②各地点、断面形態に斉一性があり、若宮大路をはじめとする

中世鎌倉における主要道の初期形態が軒並み断面 V宇ないし逆台形の素掘り構造である点とも共通する

こと、の 2点を挙げた。自然地形を見ても、中世基盤層が高い比較的安定した微高地を直線的に貫いて

いる点は不自然であることから、ここで改めて人工溝という認識を示しておきたい。その開削時期は、

小町大路前身道路の開通と重なっていると考えるのが妥当であろう。年代観については、溝底まで完掘
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できた調査例がないため、現時点では特定に資する材料はないが、地点@では埋土出土遺物に一定量の

手づくねかわらけを含んでいる点や、埋没後の西岸を切って竪穴建物が構築され始めるなどの諸状況を

踏まえ、 13世紀中頃までには完全に埋没したと考えている。いずれにせよ、この延長部で調査を行う

際には、可能な限り溝底まで掘削できる準備をしておく必要があるだろう。

初期溝の幅についても、現状では一地点で東西両岸を確認できた調査例がなく、今の段階では相互に

離れた複数地点の成果を結び付けて上幅 7mという推定値を提示している。以下にその根拠とした合成

復元図を再録しておく(押木前掲一図 20を一部改変)0 (引用文献は、表 1を参照)
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公方屋敷跡 (No.268)

浄明寺四丁目 292番 1地点



例面

1.本書は鎌倉市浄明寺四丁目 292番 1地点における個人住宅建設に伴う発掘調査報告書である。調査面積は

86.0 rrfである。

2.調査は平成 25年 3月 1日から同年 5月 24日にかけて実施した。

3.調査体制は以下の通りである。

主任調査員 伊丹まどか

調査員 栂岡ケイト・渡渥美佐子

測量:栂岡ケイト・渡漫美佐子

調査作業員 安達澄代・岩田濃・小口照男・高柳雅一・田島道夫・寺尾征夫・根市真古人

4.本報作成分担は以下の通りである。

遺物実測 菅野知子・栂岡ケイト・吉田桂子

遺構図版作成 菅野知子・栂岡ケイト

遺物図版作成 菅野知子・栂岡ケイト

グリッド図作成 清水由香里

遺物観察表 伊丹まどか

遺構計測表

破片遺物集計表

遺構写真

遺物写真

写真図版作成

執筆・編集

伊丹まどか

伊丹まどか

伊丹まどか

須佐仁和・田畑衣里

栂岡ケイト

伊丹まどか

5.本報図版の遺構・遺物の縮尺は以下の通りである。

遺構全測図:1/80 個別遺構図:1/40 遺物実測図:1/3 (*銭は原寸)

なお各挿図にはスケールを表示しである。

6.検出した遺構の計測値・実測遺物観察・実測できなかった遺物を含む総出土点数は表にまとめて掲載した。

復元した遺物の計測値には( )を付して表しである。

本文中「かわらけ」と記載したものはロクロ成形のかわらけを示し、手づくね成形のかわらけは「手づく

ね」と記載している。

ロクロ成形のかわらけの底径は回転糸切りの外径部分で計測した。

遺構はプラン確認の便宜上No.を付したため、遺構が確認できなかったプランのNo.は欠番となった。

9.出土遺物に関しては生産地での編年を参考に観察表に年代を示したが、破片の為に不安の残るものに関し

ては割愛した。常滑製品は中野晴久氏。瀬戸製品は藤津良祐氏。火鉢は河野異知郎氏の編年に基づいて分

類した。

10. 発掘調査に係る出土品の注記については、遺跡名の略号をIKB1205Jとした。

11.出土品等発掘調査に係る資料は鎌倉市教育委員会が管理している。

12.発掘調査及び報告書作成に際して以下の方よりご教授、ご協力を賜りました。記して深謝いたします。

青木秀雄・玉林美男・原慶志・福田誠・松尾宜方・宮団員・山口正紀(五十音順・敬称略)
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第一章遺跡の位置と歴史的環境

第 1節歴史的環境(図 1)

本調査地点の南を東西に走る現県道 204号(鎌倉金沢線)は中世において六浦道と呼ばれ、六浦港から朝比

奈切通し(峠坂)を経て鎌倉に入り、十二所、浄明寺、大倉辻を抜け、筋違橋辺りまでを指す。この経路は北条

氏の一族、金沢氏の所領である六浦と鎌倉を結ぶ幹線道路と、鎌倉の外港である武蔵国六浦港と鎌倉を結ぶ

経済道路としての機能を持ち、房総半島方面への交通路の役目も合わせ持っていた。朝比奈切通の谷と二階

堂の谷奥を水源とする滑川は六浦道と並行するように走り、鎌倉市街地の南に広がる相模湾に注いでいる。

公方屋敷は「足利氏屋敷J["御所之内」とも呼ばれ、室町幕府を確立した足利尊氏が貞和五年(1349)に、鎌倉幕

府の頃から代々足利氏の屋敷地であった当地に四男基氏を鎌倉に下向させ、東園地方 10カ国を管轄する鎌倉

府を置き、基氏から氏満・満兼・持氏・成氏の五代にEり「関東公方」または、「鎌倉御所J["鎌倉公方」と呼ば

れ、成氏が幕府に追われ古河に逃れるまでの約 100年間続いた。

調査地周辺には廃寺を含む多くの仏閣が存在する。調査地点から北東 300m辺に位置する明王院は真言宗

御室派。本尊五大明王像。通称は五大堂。『鎌倉志』は俗称大行寺と伝える。嘉禎元年(1235)六月二十九日藤

原頼経の創建。初代の別当はもと鶴岡八幡宮別当定豪。当院の別当職は鶴岡八幡宮・永福寺・勝長寿院の別

当職と並ぶ地位にあり、大きな力を有していた。その明玉院の東側一帯にあったとされるのが江戸末期まで

存続していた大倉御堂とも呼ばれた大慈寺である。宗旨未詳。源実朝が君恩父徳に報いるために開創した寺

である。『吾妻鏡』によると、建暦二年(1212)四月十八日に立柱・上棟し、七月に総門を建立、建保二年(1214)

七月二十七日に開堂供養を行っている。境内域は河あり山あり、水木と共にその便を得、地形の勝絶、おそ

らくは仙室と言うべき勝地であり、加えて境内を川が流れていたらしいなど、美しく整備された広い寺域の

様子が、『吾妻鏡』に記されている。滑川を挟んだ、大慈寺の南側に広がる谷戸は明石谷と呼ばれ、谷上の山

は明石山と言う。現兵庫県播磨海岸の地名を模して名付けられたとみられ、当谷一帯が景勝の地で、あったと

思われる。また、北西 200m辺には胡桃ヶ谷という大きな谷戸が開口し、谷戸奥には大楽寺という廃寺があ

った。大楽寺は律宗、胡桃山千秋大楽寺と号し、開山は公珍。創建年次は未詳である。永享元年(1429)二月

十一日に二階堂紅葉谷にあった永安寺が焼亡した際に山を越えて類焼し、二階堂の覚園寺参道沿いに移転し

ている。さらに北西に約 300m行くと浄妙寺がある。浄妙寺は臨済宗建長寺派。稲荷山と号し、本尊釈迦知

来。開基足利義兼、開山退耕行勇、中興開基足利貞氏。本堂裏に足利貞氏墓と伝えられる宝僅印塔があるが、

銘文によると明徳三年(1392)に建立された逆修塔である。鎌倉五山の一つである。その他に廃寺であるが、

浄妙寺の西北隣にあった延福寺。山号雲谷。開山を足庵祖麟、開基を足利尊氏の庶兄高義とも、その母契忍

禅尼とも言われている。浄妙寺の傍、延福寺旧蹟の西にあった大休寺。山号熊野。この辺はもと足利直義の

旧宅の地で、あったとされる。直義の創建、開山は覚智禅師月山希一。直義の法名は古山慧源。大休寺殿と号

する。廃年は未詳である。

公方屋敷の位置は、浄妙寺と明王院の問、小宇芝野を指すといわれるが確証はない。宇名の「芝野」は里人

が，鎌倉を追われ下総古河に移って古河公方となった足利氏が「いつかここに帰ってくる」と、芝野のままにし

ていたからだと伝えられている。また、胡桃ヶ谷の谷戸奥に源をもっ胡桃川が北方から滑川に向かつて注い

でいるが、その胡桃川を西の境、調査地前の県道を南の境とした一帯に「御所之内J["お屋敷」という地名が残

っており、昭和の初めごろまで調査地を含む一帯は「公方屋敷」という名で親しまれていた。
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第 2節遺跡位置とグリッド配置(図 2)

調査開始にあたり調査区に任意の方眼軸を設け、基本点Aと、見返り点Bを設定し遺構の測量・図面作成

に使用した。基本点Aと、見返り点Bは鎌倉市4級基準点成果表に基づき国土座標に倣った座標値の移設を

行ったが、調査時の成果表は日本測地系(座標A肥A 9)の国土座標値を使用しているため、本報告作成に際

しては国土地理院が公開する座標変換ソフト iW回版TKY2JGDJで世界測地系医形に変換し、図 2に表記した。

第 3節堆積土層(図 5)

廃土処理の都合から調査区を I区・ E区と二分割して調査を実施し、両区共に約 40'"'"'50cmの厚さで堆積す

る現代埋土(表土)を重機によって除去し 3枚の生活面を検出した。

以下、 I区・ E区調査区南壁、 I区・ E区調査区東壁の土層堆積図を用いて、確認した生活面の海抜高と

構成土について述べる。

調査前、現地表海抜高は約 19.50mを測った。本調査地の南を走る県道鎌倉金沢線道路面の海抜高は 18.60m

で、道路面と現地表に約1.0mの高低差があるが、盛土によって嵩上げして調査地を造成したためではなく、

路盤を現地表よりも下げて道路を建設したと思われる。重機によって表土を取り除いた後、茶色粘土・泥岩

粒・褐鉄を含む明茶褐色土上で第 1面を検出した。第 1面上層は現代の撹乱坑によって整地層・遺構共に大

きく削平を受けており、混乱を避けるために第 1a面と第 1b面に分けて検出遺構を報告している。遺構確認

レベルは 19.20mから 19.00mである。遺構検出層は褐鉄を多く含み硬化した堆積層であったが、人為的な整

地層であるとはいえない。第 2面は泥岩粒(多)褐鉄・(多)灰褐色砂(多)を含む明茶褐色土の地業層上で遺構

を検出した。遺構確認レベルは 18.90mである。第 1面の遺構によって削平を受けており、発見した遺構は少

ない。第 1面・第2面ともに上層の撹乱坑による削平を受け、特にE区は失った遺構が多い。第3面は褐鉄(多)・

褐色砂(多)・砂磯・黒色有機質土を含む明茶褐色土の地業層上で遺構を検出した。遺構確認レベルは 18.60

'"'"'18.40mである。第 3面では多くの遺構を検出している。

第 3面検出後、 I区.II区共に調査区南壁・東壁に沿ってトレンチを設け下層の堆積土を確認した。 1区

の東壁トレンチは分割した調査区の東に設けたため、 I区・ E区を合わせた調査区のほぼ中央に位置する。

I区東壁で確認した 38層以下は褐鉄・褐色砂・砂礎を含む自然堆積層である。いずれも無遺物層であった。

調査区中央付近海抜約 18.00mで確認した中世地山と考える黒色粘質土(42層)が海抜 17.40mまで、下がってい

る様子を調査区南端で観察している。この状況はE区で設けたトレンチの堆積土も同様の様相を呈しており、

E区南壁トレンチで確認した自然堆積層と考える 38層は、 I区で確認した海抜高と、ほぼ同じレベルで確認

している。 E区南壁で中世地山層と考える黒色粘土層の確認はしていないが、 E区東壁の南端の海抜高 17.40m

で中世地山層を一部確認している。
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図2 遺跡位置とグリッド配置図
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① 

E区

企最終Tr 位置図 。

① 

19.00m 

企 I区東壁土層堆積図

企 I区.II区南壁土層推積図

④ 

19.00m 

企 E区東壁土層堆積図

図5 最終確認卜レンチ位置図・調査区壁堆積土層図
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調査区壁土層堆積(図5)

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
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10 
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12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 茶 弱粘質土 |炭4ヒ吻-i巨岩・泥岩j生(多)・褐鉄・砂碑
24 茶 土 炭4じ吻-i巨岩粒(多 -福鉄(多)・黒色粘土
25 茶 弱粘質土 泥岩ji宣・ 黒色粘土
26 茶 弱粘質土 局色沙
27 茶 弱粘質土 泥岩ji宣(野)・砂碑
28 茶 土 |炭4じ唖-i巨岩粒(多)・褐鉄
29 土 長jじ目〔

BEFFEE制是矛】)ー・圭寺ー・ー害霊荷霊肱S却量事炉岩Fg岩暗Z差華~車粒色・量寺場E罷産官e申・岩融【【警寄粗檀b島~ ・ー-・荷a反玉量量石椙置密量藍色百融E事面伊モ罰百ヨZ

30 暗 土 じ目(
31 暗 土 |炭4じ
32 暗 土 |炭4ヒH-i 
33 語審 理盟宣土 護憲生(
34 吻(
35 暗 土 泥岩ji宣(
36 暗 土 炭4ヒ吻-i包岩粒・褐i
37 暗 土 i泥E右ljj 

世- 昧l.多). 少探・民褐・邑砂
38 日茶 砂j土 世( -褐鉄(b -砂標・ 暗色砂
39 日茶 弱‘ 白質土 泥岩j世- 扶・黒色 弓機質土・ 幅色砂
40 日茶 l粘 土 泥岩j世- 肢(多)・ 1主色有機霊 土・砂離が筋状に堆積する
41 日茶

理土

I団l異炭聞史色纂化ー置揖粘相ー告刀土【多ラ酷・融}ス+・曹誕l朝岩iP.古担1】【多}42 長

43 罰E E土
44 茶 土
45 茶 土 暴露留守島自色).砂;}E岩・炭・泥化物岩粒が筋(多状)に・玉堆石積する
46 茶 土
47 茶 土 |炭4じ b岩j世
48 茶 土 |炭4t二唖 -泥岩粒(多
49 購!壁土 長jじ ふ-語:農jR(~) 50 じ ふ -2
51 茶褐 土 |炭4じ自 ~.・ 1，E岩・泥岩j生(多)
52 茶褐 土 |炭4じ唖-i包岩j宣(多:-褐e邑砂
53 購 理主 安署;世(ふ-骨IE*鉄h・褐色ゆ
54 自(~).i 
55 明茶 3色土 |炭4じ ~. 量色砂・，，_T碑
56 茶 土 |炭4じ

鱒需主
57 茶 土 瀧i58 茶 土
59 茶 土 |炭4じ
60 茶 土 |炭4じ
61 茶 土 長jじ目〔 多巨岩)・粒泥岩・茶・泥色粘岩粒土(多)
62 茶 土 じ
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64 日茶 土 泥岩j笹-砂楳
65 日茶 土 豪語(笹主粘・砂土醸・砂(多楳)・(褐多色)砂
66 日茶 土
67 日茶 土 茶褐e L粘土
68 日茶 土 暗茶 l色指 土・褐色砂・砂碑
69 日茶 土 '" ‘土・ i色砂
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78 JIR.褐 加質土 -男 E有機質土
79 明茶 担砂質土 泥岩粒(多)・褐鉄(多)・褐色砂・砂醸
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第二章発見された遺構と遺物

約 40""'"'50cmの厚さで堆積していた暗褐色弱粘質土の表土を重機によって除去し 3枚の生活面を発見した。

調査に伴い排出した廃土の置き場を調査地内で確保するために、調査範囲を I区と E区に分割して実施した

が、本報告では分割して記録した図面を、検出土層・遺構覆土の観察・切り合いなどを参考に合成して報告

している。 3枚の生活面は、それぞれ遺構の切り合いが同一面上で複数認められ、短期間に遺構の造り替え

が行われた様子である。本報告で個別に図示した遺構は現地調査で実測・観察した遺構及び、出土遺物を報

告した遺構を掲載している。個別に図面を掲載していない遺構の位置・形状・規模は、全測図と遺構計測表

を参照していただきたい。また、出土遺物は遺物観察表に詳細を報告している。

以下、発見した遺構と出土遺物について上層より順に報告する。

第 1節第 1面の遺構と遺物 (図 3・図 6"-'21)

第 1面・ I区(西)は褐鉄を多く含み硬く締まった茶褐色弱粘質土上で遺構を検出した。 E区(東)は現代埋土

によって大きく撹乱されていたため、 I区の第 1面を検出した海抜高に合わせて遺構検出を行ったが、 I区

検出層とは異なり、泥岩粒を含む明茶褐色土上で遺構を検出している。第 1面は両区共に人為的に整地した

層ではない。また、遺構の様相も I区と E区では異なり、 I区では土坑・ピットを検出しているが、 E区の

大半は撹乱坑によって調査区の大半が削平を受け、上層では若干のピット・土坑を検出し、下層は切り合う

複数の土坑を検出している。

1 .第 1a面の遺構と遺物 (図 6""'"'図 11)

現代の撹乱坑によって整地層・遺構共にE区は大きく削平を受け、遺構の切り合いなどの混乱があり、 I

区で検出した遺構と検出レベル・切り合い等に若干の離酷が見受けられたため、本報告では第 1a面と第 1b

面に分けて検出遺構を報告している。第 1a面で発見した遺構は土坑 7基、ピット 9穴である。

遺構 15 (図 6""'"'図 10)

調査区ほぽ中央に泥岩塊を多く含んだ不正形なプランを確認し、プラン中央に十字状のベルトを残し土層

堆積状況の確認をしながら掘り進めた。北・東・西側の堆積土を観察すると、堆積土上層はランダムに大型

の泥岩を投げ入れており、遺構を廃棄した際に、脆弱な地盤を泥岩によって地固めした痕跡と考え調査を進

めていたが、遺構底面が平坦で方形を呈すること、ほぽ垂直に遺構の壁が立ち上がる等から、竪穴建物の可

能性も考えている。遺物は多く出土しているが、大半はかわらけであった。遺構覆土は泥岩塊・泥岩・炭化

物を含む暗褐色弱粘質土。

・出土遺物 (図 7""'"'図 10)

1""'"'23は遺構上層(堆積土層図 1""'"'6層)出土遺物である。 1""'"'22はかわらけ。 23は瀬戸縁軸小皿。

24""'"'151は下層(堆積土層図 7""'"'15層)出土遺物である。 24""'"'119はかわらけ。 74は内底を強く回転ナデ

している。 120は青磁皿。 121は青磁碗。 122は青磁杯。 123は瀬戸折縁皿。 124は常滑片口鉢 I類。 125""'"'

127は常滑片口鉢E類。 127は内側面に円形の押印が残る。 128""'"'129は常滑翠。 130は黒縁皿。 131は産地
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1. 暗褐色弱粘質土 炭化物(多)・泥岩粒(多)

2. 暗褐色弱粘質土 炭化物・泥岩粒(多)・大型の泥岩塊

3. 暗褐色弱粘質土 炭化物・泥岩粒・泥岩

4. 暗褐色弱粘質土 炭化物・泥岩塊

5. 茶褐色弱粘質土 炭化物・泥岩粒

6. 黄茶褐色弱粘質土炭化物・泥岩粒(第 1面構成土)

7. 明茶褐色弱粘質土炭化物・泥岩粒(多)・褐鉄(多)

8. 暗褐色土 炭化物・泥岩粒(多)・泥岩・灰褐色砂

9. 暗茶褐色土

@印

。 2m 

10. 明茶褐色土

11. 明茶褐色土

12. 明茶褐色土

13. 明茶褐色土

14. 明茶褐色土

炭化物(多)・泥岩粒(多)・泥岩・褐鉄・灰褐色砂

b 炭化物・泥岩粒(多)・泥岩・褐鉄
b、

@ー
炭化物・泥岩粒・泥岩・褐鉄

炭化物・泥岩粒・褐鉄

炭化物・褐鉄

炭化物(多)・泥岩粒(多)・泥岩塊・褐鉄(多)・灰褐色砂

18.80m 

15. 明茶褐色土 炭化物・泥岩粒(多)・褐鉄(多)・灰褐色砂(多)

図6 第 1a面遺構 15

不明花瓶か、外面掻き落としにも見える灰色と白色の縞模様あり。 132""134瓦器質火鉢。 135は平瓦。 136

""142は銭貨。 143""147は鉄製品釘。 148は金属(鉄)製部分と木製部分にわかれ、木製部分が金属製部分に入

り込む。木製部分両端部は丁寧な円錐形に整形されている。錫杖か。 149は石製品硯。 150""151は石製品砥

石。 150は端部に小孔を穿ち小型である。手持ちの砥石と考えている。かわらけは破片で(大)2590・(小)320・

白かわらけ(3)が出土し、掲載していなし、かわらけも大半は遺存状態が良好なかわらけで、あった。その他に青磁

器種不明・青白磁香炉・白磁碗・白磁壷・瀬戸入子・瀬戸卸皿・瀬戸柄付片口・瀬戸器種不明・渥美空・瓦
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図 10 第 1a面遺構 15出土遺物一④

器質香炉・火鉢転用品・石製品滑石鍋・石英が出土している。

遺構 25 (図 11)

口
150 

-~二一一」

149 

」こ
11 

151 

方形を呈する土坑である遺構 15に切られる。遺構 15同様に上層に泥岩塊を多く含む。地固めした痕跡か

もしれない。遺構覆土は泥岩塊・褐鉄を含んだ黄褐色土。遺物は出土していない。

遺構 139 (図 11)

浅い土坑である。分割した調査区 I区と E区の境で発見し、撹乱と遺構 140に切られるため規模・形状は

不明となった。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物を含む茶褐色土。遺物は出土していない。

遺構 141 (図 11)

楕円形を呈するピットである。遺構 142を切る。遺構覆土は炭化物・暗褐色砂を含む黒色土。遺構覆土か

らやや時代が下る遺構であった可能性もある。

-出土遺物 (図 11)

1""'__4はかわらけ。その他に遺物は出土していない。

遺構 142 (図 11)

土坑である。遺構 141・遺構 148・遺構 149に切られ、調査区外に遺構が延びているため規模・形状は不

明となった。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む茶褐色土。

-出土遺物 (図 11)

5""'__8はかわらけ。その他に破片で常滑警が出土している。

遺構 148 (図 11)

円形を呈するピットである。遺構 141に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐色砂を含む黒褐色土。

・出土遺物 (図 11)

9はかわらけ。その他に遺物は出土していない。
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遺構 149 (図 11)

土坑である。遺構 141に切られ、調査区外に遺構が延びているため規模・形状は不明となった。遺構覆土

は泥岩・炭化物・褐色砂を含む暗褐色土。

-出土遺物 (図 11)

10'"'-'13はかわらけ。その他に破片で白磁皿が出土している。

遺構 150 (図 11)

土坑である。撹乱に切られ規模は不明となった。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐色砂を含む明茶褐色土0

・出土遺物 (図 11)
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14""'"'15はかわらけ。その他に遺物は出土していない。

遺構 221 (図 6)

円形を呈するピットである。遺構 15底面で検出した。遺構覆土は炭化物・茶色有機質土を含む暗褐色弱粘

質土。覆土内に杭状の木が遺存していた。遺物は出土していない。

遺構 222 (図 6)

円形を呈するピットである。遺構 15底面で検出した。遺構覆土は泥岩粒を含む暗褐色弱粘質土。遺物は出

土していない。

遺構 223 (図 6)

円形を呈するピットである。遺構 15底面で検出した。遺構覆土は泥岩粒を含む暗褐色弱粘質土。遺物は出

土していない。

2・第 1b面の遺構と遺物 (図 3・図 12'"'-'図 20)

I区(西)では、ピット・土坑を検出したが、 E区(東)はやや方形を呈する大型の土坑が調査地の大半を占め、

検出遺構の様相が大きく異なる。また、 I区で発見した遺構からは遺物の出土が少なく、出土した遺物も破

片のため報告した遺物が少ないが、 E区で検出した遺構からは多くの出土遺物を発見している。発見した遺

物の殆どは完形品、もしくは 1/3以上遺存するかわらけであった。

発見した遺構は土坑 14基・ピット 44穴である。

遺構 2 (図的

楕円形を呈するピットである。遺構 28を切る。個別に遺構図は掲載していない。遺構覆土は炭化物を含む

暗茶褐色弱粘質土。

・出土遺物 (図2ω
1""'"'2はかわらけ。 3は瀬戸皿。その他に破片で常滑奮・砥石が出土している。

遺構 21 (図 19)

不整円形を呈するピットである。遺構 220を切る。遺構覆土は泥岩塊・泥岩・泥岩粒・炭化物を含む暗褐

色弱粘質土。遺物は破片でかわらけが出土している。

遺構 22 (図 19)

長円形を呈する土坑である。遺構 10・遺構 23・遺構 29・遺構 30に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物

を含む暗褐色弱粘質土。

-出土遺物 (図2ω
4""'"'5はかわらけ。その他に破片で白磁合子・瓦器質火鉢が出土している。

遺構 23 (図 19)

円形を呈するピットである。遺構 22を切る。遺構覆土は炭化物を含む暗褐色弱粘質土。遺物はかわらけが

破片で出土している。

遺構 24 (図 19)

楕円形を呈するピットである。遺構 10に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗褐色弱粘質土。遺

物は出土していない。

遺構 27 (図 19)
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長円形を呈する土坑である。撹乱・遺構28に切られる。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物を含む暗褐色弱

粘質土。

-出土遺物 (図 20)

8""13はかわらけ。 14は青磁皿。 15は銭貨。その他に破片でかわらけ(大)922・(小)14・青磁蓮弁文碗・常

滑窪・常滑壷・瓦器質火鉢・滑石鍋・鉄製品釘が出土している。

遺構 28 (図 19)

長円形を呈する土坑である。遺構2に切られ、遺構 27を切る。遺構覆土は泥岩塊・泥岩・炭化物を含む暗

褐色弱粘質土。

-出土遺物 (図 20)

6はかわらけ。 7は瀬戸碗。その他に破片でかわらけ(大)83・(小)6・青磁劃花文碗・青磁器種不明・瀬戸入

子・瀬戸縁軸小皿・常滑空・常滑片口鉢 I類・瓦器質火鉢が出土している。

遺構 29 (図 19)

長円形を呈する土坑である。遺構 22を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む暗褐色弱粘質土。遺

物は破片でかわらけが出土している。

遺構 30 (図 19)

長円形を呈する土坑である。遺構 22を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む暗褐色弱粘質土。遺

物は破片でかわらけが出土している。

遺構 31 (図 19)

長円形を呈する土坑である。遺構 32に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む暗褐色弱粘質土。

遺物は破片でかわらけが出土している。

遺構 32 (図 19)

円形を呈するピットである。遺構 31を切る。遺構覆土は泥岩塊を含む褐色土。遺物は出土していない。

遺構 33 (図的

撹乱に大きく切られ規模形状は不明となった。個別に遺構図は掲載していない。遺構覆土は泥岩塊・褐色

砂質土を含む暗褐色弱粘質土。

-出土遺物 (図 20)

16はかわらけ。その他に破片で常滑空が出土している。

遺構 34 (図 19)

円形を呈する土坑である。遺構 27に切られる。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む茶褐色弱粘

質土。遺物は破片でかわらけが出土している。

遺構 155 (図 12)

楕円形を呈するピットである。遺構 156を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む褐色土。遺物は

出土していない。

遺構 156 (図 12)

方形を呈する土坑である。遺構 158に切られ、遺構 159を切る。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物を含む

茶褐色土。

-出土遺物 (図 12)

1 ""43はかわらけ。 44は瀬戸直縁大皿。 45は金属製品釘。報告したかわらけの点数は 43点であるが、破

片でかわらけ(大)2660・(小)181が出土している。その他に破片で、青磁碗・青磁香炉・白磁口冗皿・白磁口
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図 16 第 1b面遺構 161出土遺物一②

冗碗・瀬戸仏華瓶・瀬戸香炉・山皿・常滑寵・常滑片口鉢(I類・ E類)・渥美空・瓦器火鉢・鉄製品釘・獣骨

が出土している。また、近世の白磁碗が破片で混入していたが、上層の撹乱によって遺物の混乱があった可

能性を考えている。

遺構 157 (図 13)

長円形を呈する土坑である。遺構 164を切る。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物・茶褐色腐植土を含む茶

褐色土。多くの中世遺物が出土した土坑であるが、遺構覆土に茶褐色腐食土を多く含み、木根の抜き取り痕

の可能性もうかがえた。出土した遺物のうち、遺構底面辺でまとまって発見した遺物を平面図にNo.を付して

図示し、観察表に図示したNo.を枝番で示している。

-出土遺物 (図 13)

1 "'51はかわらけ。 52は青磁杯。 53は青磁碗。 54は瀬戸四耳壷。 55は銭貨。報告したかわらけは 51点

であるが、破片でかわらけ(大)1421・(小)133が出土している。その他に破片で常滑曹・常滑片口鉢 I類・常

滑片口鉢E類・渥美奮・土製品器種不明が出土している。

遺構 158 (図 14)

不整円形を呈する土坑である。遺構 162を切る。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物を含む茶褐色土。

・出土遺物 (図 14)

1 "'44はかわらけ。 45は青磁香炉。 46は青磁皿。 47は瀬戸平碗。 48は瀬戸天目茶碗。 49は銭貨。 50は

石製品硯。その他に、かわらけ(大)1240・(小)85・青白磁梅瓶・白磁皿・瀬戸皿・瀬戸水注・瀬戸四耳査・瀬

戸褐紬査・常滑費・常滑片口鉢 I類・常滑片口鉢E類・渥美窒・平瓦・鉄製品釘が破片で出土している。

遺構 159 (図 19)

方形を呈する土坑である。遺構 156に切られ規模は不明となった。遺構覆土は泥岩粒を多く含む茶褐色土。

・出土遺物 (図 20)

17"'35はかわらけ。 36は瓦器質黒縁皿。 37は瓦器質火鉢。その他に破片でかわらけ(大)303・(小)74・瀬

戸器種不明・常滑警が出土している。
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遺構 160 (図 15)

遺構 159に切られ、遺構 161を切る。土坑である。遺構覆土は泥岩塊・泥岩・泥岩粒・炭化物を含む茶褐

色土。

-出土遺物 (図 15)

1"'-'37はかわらけ。 38は瓦器質火鉢。 39はかわらけ質器種不明。火鉢の脚部か。その他に破片でかわらけ

(大)929・(小)74・青磁器種不明・常滑空・常滑片口鉢 I類・渥美空・土製品灯明台が出土している。

遺構 161 (図 15)

遺構 160に切られ規模は不明となった。土坑である。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐色砂を含む明茶褐色

土。
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炭化物(多)・泥岩・灰褐色砂質土・褐鉄

炭化物・褐鉄・灰褐色砂質土

〈土層注記〉

1. 褐色弱粘質土

2. 暗灰褐色土

3. 暗灰褐色土

4. 灰褐色土

5. 灰褐色砂質土

/〆/

遺構164

，__..@，.__' 

六一/企
遺構27・28.. 2m 

第 1b面個別遺構図(遺構2・21・22・23・24・27・28・29・

30・32・34・159・133・164・220)
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-出土遺物 (図 15・図 16)

40"-'68はかわらけ。 40は手づくねである。胎土は白色を呈しているが、所謂京都産の白かわらけとは異

なる。 68は遺構底面出土のかわらけである。 69は白磁口冗皿。 70は瓦器質火鉢。その他に破片で、かわら

け(大)380・(小)69・青磁碗・白磁壷・常滑墾・常滑片口鉢 I類・平瓦が出土している。

遺構 162 (図 14)

円形を呈するピットである。遺構底面に杭痕が残る。遺構 158に切られる。遺構覆土は炭化物・褐鉄・褐

色砂を含む暗褐色土。遺物は破片でかわらけが出土している。

遺構 163 (図 14)

円形を呈するピットである。炭化物・褐鉄・褐色砂を含む暗褐色土。遺構 162覆土に近似する。遺物は出

土していない

遺構 164 (図 19)

円形を呈するピットである。遺構 157に切られる。遺構覆土は炭化物・褐鉄・褐色砂を含む茶褐色土0

・出土遺物 (図 20)

38"-'39はかわらけ。その他に遺物は出土していない。

遺構 165 (図 17)
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図 21 第 1面面上・構成土出土遺物

遺構の大半は調査区外に延び規模・形状は不明となった。浅い土坑である。遺構 166に切られるが、遺構

166と同一遺構であった可能性もある。

・出土遺物 (図 17)

1 ----31はかわらけである。 1は耳皿。焼成前に対面する側面を指頭によって押厚して整形している。 22は

底部に深く板状圧痕が残る。その他に遺物はかわらけ(大)469・(小)32・褐軸査・常滑警が破片で出土してい

る。

遺構 166(図 17)

調査区外に遺構が延び規模は不明となった。土坑である。遺構 165を切る形で検出したが、前述したよう

に遺構 165と166は同一遺構であった可能性もある。

-出土遺物(図 17----図 18)

32----106はかわらけ。 107は瀬戸卸目付大皿。 108----109は金属製品釘。その他に破片でかわらけ(大)2010・

(小)163・青磁碗・白磁皿・瀬戸皿・瀬戸鉢・常滑奮・常滑片口鉢E類・渥美壷・瓦器質火鉢が出土している。

遺構 220 (図 19)

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗褐色弱粘質土。遺構21に切られる。遺物
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は出土していない0

・第 1面面上・構成土出土遺物(図 21)

1 "'12は第 1面・遺構精査時に発見した遺物である。 1"'8はかわらけ。 9は瓦器質火鉢。 10は瀬戸卸皿。

11は常滑片口鉢E類。 12は石製品硯。その他に破片で金属製品釘が出土している。

13"'41は第 1面遺構検出後、第 2面までの堆積層(第 1面構成土)で発見した遺物である。 13"'41はかわら

け。 33は内外面黒色に変色。その他に破片で青磁折腰鉢が出土している。第 1面は多くの遺物が出土してい

るが、その多くは遺構覆土からの出土であり、面上・構成土からの出土遺物は少なく、報告した遺物以外の

かわらけ破片数は僅かに(大)38・(小)7点であった。

第 2節第2面の遺構と遺物 (図 4・図 22'"'"'図 28 ) 

褐鉄・泥岩粒を含む茶褐色土の地業層上で第 2面を検出した。発見した遺構は土坑 12基・ピット 31穴で

あるが、上層の遺構によって削平を受け、 I区.11区共に発見した遺構は少ない。また、第 2面地業層精査

時に発見した遺物はいずれも小片のため図示できず、 E区で発見した遺構 170・171を除いて、遺構出土の

遺物も図示できない小片で、あった。遺物の出土量は第 1面に比べて大きく減少する。

遺構 46 (図 2ω

長円形を呈する土坑である。遺構 47を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む締りのない暗褐色土。遺物

は出土していない。

遺構 47 (図 2ω

長円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む締りのない暗褐色土。遺物は破片でかわら

けが出土している。

遺構 49 (図 2ω

円形を呈するピットである。遺構 47を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗褐色土。遺物は出土して

いない。

遺構 50 (図 2ω

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む茶褐色土。遺物は破片でかわらけが出土し

ている。

遺構 51(図2ω

調査区外に遺構が延び、規模は不明となった。円形を呈する土坑である。遺構覆土は暗褐色土泥岩粒・炭

化物を多く含む。遺物は破片でかわらけが出土している。

遺構 52 (図 2ω

長円形を呈する土坑である。遺構 60・遺構 61に切られる。遺構覆土は泥岩塊・泥岩・泥岩粒・炭化物を

含む暗褐色土。

・出土遺物 (図 26)

2はかわらけである。その他に遺物は出土していない。

遺構 55 (図 2ω

楕円形を呈するピットである。遺構 56に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗褐色土。遺物は破

片でかわらけが出土している。
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遺構 56 (図 2ω

円形を呈するピットである。遺構 55を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗褐色土。遺構底面に礎石

だろうか、安山岩が縦位に遺存していた。

・出土遺物(図 26)

1は遺構底面で検出した安山岩である。石の平らになる両面に、人為的に削った痕跡が残っていた。礎石

として使用する際に柱を安定させるために加工したのかもしれない。その他に破片で鉄製品器種不明・土師

器奮が出土している。

遺構 60 (図 2ω

調査区外に遺構が延びる。土坑である。遺構 52・遺構 60を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む暗褐

色土。

-出土遺物 (図 26)

4は土製品人形。亙女の袴姿か。その他に破片でかわらけが出土している。

遺構 61 (図 2ω

円形を呈する土坑である。遺構 52を切り、遺構 60に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む

茶褐色土。

・出土遺物 (図 26)

3はかわらけである。その他に遺物は出土していない。

遺構 62 (図 2ω

円形を呈するピットである。遺構 63を切る。遺構覆土は泥岩塊・泥岩粒・炭化物を含む茶褐色土。遺物は

破片でかわらけが出土している。

遺構 63 (図 2ω

円形を呈するピットである。遺構 62に切られる。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む茶褐色土。遺物は出土

していない。

遺構 67 (図 2ω

長円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩塊・泥岩粒・炭化物を含む暗褐色土。遺物は破片でかわらけ・

青磁蓮弁文碗・常滑片口鉢E類が出土している。

・出土遺物(図 26)

5"'8はかわらけ。その他に遺物は出土していない。

遺構 68 (図 2ω

調査区外に遺構が延び規模・形状は不明となった。土坑である。遺構覆土は泥岩・炭化物を含む暗褐色土0

.出土遺物(図 26)

11はかわらけ。その他に破片で常滑空が出土している。

遺構 132 (図 26)

I区と E区の際で検出した浅い不整形な土坑である。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物を含む暗褐色弱粘

質土。

-出土遺物 (図 26)

9"'10はかわらけ。 9は口唇部を打ち掻いていた。その他に破片で常滑片口鉢 I類・吉備系土器・瓦器質火

鉢が出土している。

遺構 170 (図 22)
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調査区外に遺構が延び規模・形状は不明となった。土坑である。遺構 171を切る。遺構覆土は泥岩粒・褐

鉄・褐色砂・砂離を含む明茶褐色砂質土。

-出土遺物 (図 22""'園23)

出土遺物は図 22で示した堆積層順に報告している。 1""'72は第 1層出土である。

1 ""'72はかわらけ。 43は外底部に間隔の狭いすだれ状の圧痕が残る。 61は内底横ナデが強く残る。 70は

外底部に間隔の狭いすだれ状の圧痕が残る。かわらけは(大)2674・(小)311片が出土しているが、その多くは

1/3以上遺存する形状を残していた。その他に破片で青磁碗・青白磁合子・瀬戸碗・瀬戸卸皿・瀬戸器種不明・

常滑聾・常滑片口鉢 I類・常滑片口鉢E類・渥美空・瓦器質火鉢・鉄製品釘が出土している。

遺構 171 (図 22)

調査区外に遺構が延び規模・形状は不明となった。土坑である。遺構 170に切られる。遺構覆土は泥岩粒・

炭化物・褐色砂を含む茶褐色土。

-出土遺物 (図 23""'図25)

出土遺物は図 22で示した堆積層順に報告している。

73""'110は第2層出土。 73は白磁碗。 74""'110はかわらけ。

111 ""'175は第 3層出土。 111""'171はかわらけ。 172は青白磁合子。 173は瓦器質盤。 174は鉄製品釘。

175は石製品石臼。

176""'198は第 4層出土。 176""'195はかわらけ。 196は瀬戸折縁深皿。 197は瓦器質火鉢。 198は金属製

品用途不明。表面に約 3皿単位に横位の刻みが入る。

199""'233は第 5層出土。 199""'231はかわらけ。 232は瀬戸入子。 233は瓦器質香炉。

その他に遺物は破片でかわらけ(大)6773(小)89・山茶碗・常滑費・常滑片口鉢 I類・常滑片口鉢E類・石製

品砥石・石製品硯が破片で出土している。

遺構 172 (図 26)

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・炭化物を含む褐色土。

・出土遺物(図 26)

12はかわらけ。その他に遺物は出土していない。

-第 2面構成土出土遺物(図 27""'図28)

第 2面遺構検出後、第 3面精査時までの堆積層から出土した遺物である。 1""'64はかわらけ。 65は瀬戸鉢。

66は金属製品刀子。構成土出土の遺物は少量であったが、出土したかわらけは完形、あるいは復元可能な大

きさが目立つ。その他に遺物は出土していない。

モ て¥二ヲZ、よ戸

で1二イモf斗ニグ

ミ二七三
Cコ 66

。 10cm 

図 28 第 2面・構成土出土遺物ー②
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第 3節第3面の遺構と遺物 (図 4・図 29 ) 

第 3面は褐鉄(多)・褐色砂(多)・砂磯・黒色有機質土を含む明茶褐色土の地業層上で I区・ E区共に多く

の遺構を検出したが、遺構覆土から発見した遺物はいずれも小片であったため図化して報告していない。ま

た、遺構プラン確認時、あるいは第 3面の構成土から出土した遺物もかわらけの小片で、あった。

第 3面で発見した遺構は土坑 18基、ピット 112穴である。

¥一/
... 遺構77
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n σ 印 門 (1却占占

くぐく d
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。~ n ヨ
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a @ O H  

18.80m 

a~ $-a 

一v
ヨ

企遺構216。 2m ... 遺構130

1 
4‘遺構23・84・107・108・109・110・111

r 

e(~ 
雪 山，企遺構177 I印

図 29 第 3面個別遺構図(遺構 77・84・87・101・102・107・108・109・

110・111・127・130・133・177・216・250)

遺構 77 (図 29)

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む暗茶褐色土。遺物は破片でかわら

けが出土している。

遺構 84 (図 29)

円形を呈するピットである。遺構 107を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄・灰褐色砂を含む茶褐色

土。遺物は出土していない。

遺構 87 (図 29)

楕円形を呈する土坑である。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む茶褐色土。遺物は出土していない。

遺構 101 (図 29)

円形を呈するピットである。遺構 102を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む茶褐色土。遺物は

出土していない。

遺構 102 (図 29)

円形を呈するピットである。遺構 101に切られる。遺構覆土は炭化物・褐鉄・褐色砂を含む茶褐色土。遺

物は出土していない。
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遺構 107 (図 29)

方形を呈する浅い土坑である。遺構 84に切られる。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物・褐鉄・褐色砂を含

む茶褐色土。遺物は破片でかわらけが出土している。

遺構 108 (図 29)

円形を呈するピットである。遺構 84に切られる。遺構覆土は泥岩・灰褐色砂・砂離を含む暗褐色土。遺物

は出土していない。

遺構 109 (図 29)

円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む褐色土。遺物は出土していない。

遺構 110 (図 29)

楕円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・灰褐色砂を含む褐色土。遺物は出土していな

し、。

遺構 111 (図 2ω

円形を呈するピットである。遺構 231を切る。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄・砂磯を含む褐色土。遺

物は出土していない。

遺構 127 (図 29)

長円形を呈する土坑である。遺構 128に切られ、遺構 133を切る。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物・褐

鉄を含む茶褐色土。遺物は出土していない。

遺構 130 (図 29)

不整円形を呈するピットである。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む茶褐色土。遺物は出土し

ていない。

遺構 133 (図 29)

長円形を呈する土坑である。遺構 127・遺構 250に切られる。遺構覆土は泥岩・泥岩粒・褐鉄を含む茶褐

色土。遺物は出土していない。

遺構 177 (図 29)

溝状の土坑である。調査区外に遺構が延び規模は不明。遺構覆土は褐色砂・砂磯・褐鉄を含む灰褐色土。

遺物は破片でかわらけが出土している。

遺構 216 (図 29)

溝状の土坑である。調査区外に遺構が延び規模は不明となった。遺構覆土は泥岩粒・炭化物・褐鉄を含む

褐色土。遺物は出土していない。

遺構 250 (図 29)

長円形を呈するピットである。遺構 133を切る。遺構覆土は泥岩粒・褐鉄を含む茶褐色土。遺物は出土し

ていない。

-表土・撹乱出土遺物(図 30)

1""'60はかわらけ。 61は青磁杯。 62""'63は常滑書。
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第三章まとめ

本調査地は神奈川県遺跡台帳に「公方屋敷 (No.268)Jとして包括される地域の東端に位置する。一帯は貞

和五年 (1349)'"康正元年 (1455)の約 100年間足利公方の屋敷跡と伝承されるが、屋敷地の正確な位置は

これまでの調査成果等からは裏付けられていない。調査地南側を東西に走る道路は六浦道と呼ばれ、武蔵国

に通じる要路であった。調査地北東にある明王院は大きな力を有していたことが知られ、明王院の東側にあ

ったとされる大慈寺は源実朝が君思父徳に報いるために開創した寺で、広い寺域をもち美しく整備されてい

た様子が『吾妻鏡』に記されている。他にも、調査地一帯には廃寺を含む多くの仏閣と共に、有力御家人の

屋敷があったことも知られ、調査地一帯は鎌倉幕府にとって重要な地域であった。以下、発見した遺構・遺

物について簡単なまとめを行う。

第 1節検出した遺構と遺物

第 1面は上層に堆積していた現代埋土を除去し、中世遺物包含層を確認した海抜高で遺構を発見しており、

地業層からの遺構検出ではない。また、撹乱によって多くの遺構は壊されていた。 aob両面で多くの遺構を

検出したが、建物などを推定できるのピットは確認できず、検出した土坑からは 113以上の残存率を有する

かわらけを多く出土し、かわらけ廃棄土坑の様相を呈していた。

第 1a面で発見した遺構 15は、遺構プラン確認当初には上層に泥岩塊を多く含んだ大型の土坑の様相を呈

していたため、地形の一環である可能性も考えて掘り進めたが、遺構壁がほぼ垂直に立ち上がり、底面が平

坦であること等から竪穴建物の可能性もみえる。出土したかわらけは本文で報告した以外に破片を含め数量

(大 3142点・小 344点)を計数した(注 1)。前述したように報告外のかわらけには 1/3以上の残存率を有する

個体が多く含まれていたため、法量と器形の差異から大まかに分けてその傾向を示した。(図 31)。

発見したかわらけは大・中・小の他に、出土量は少ないが極小を加え 4種の法量に分かれた。器形は、①

底部厚く・器高が低く・器壁がやや内轡する形と、②底部厚く・器高が低く・器壁が外反する形、③底部厚

く・器高が高く・器壁が内暫しながら立ち上がり口縁部は外反する形、④底部厚く・器高高く・器壁が外反

する形があり、さらに⑤底部厚く・器高低く・器壁が外反する特徴は②と同様だがより大きな法量を呈する

形があった(注 2)。極小の器形は②と④の器形に見られ、どちらも外反する器壁をもっ。遺構 15の堆積土層

(図 6) を見ると、遺物の廃棄は一度に行われたわけではなく、複数回の廃棄で、あったと思われるが、時間

軸による法量・器形の変化は不明である。

第 1b面で検出した、遺構27(大 922点・小 14点)・遺構 135(大607点・小 80点)・遺構 156(大2660点・

小 181点)・遺構 157(大 1433点・小 138点)・遺構 158(大 1240点・小 85点)・遺構 159(大 303点・小 74

点)・遺構 160(大 938点・小 76点)・遺構 161(大 380点・小 69点)・遺構 165(大 469点・小 32点)・遺構 166(大

2193点・小 193点)等の土坑もまとまってかわらけが出土し、かわらけ廃棄遺構の様相を呈していた。法量・

器形の変化は遺構 15と同様の傾向を示している。

第2面は I区.11区共に地業層上からの遺構発見であったが、 I区は上層の遺構に削平を受け発見した遺構

は少なく、遺構出土遺物も僅かである。 E区は上層の大型土坑によって大きく削平を受けており、発見した遺

構は僅かであったが、調査区南で発見した遺構 170・171からはかわらけが多く出土し、かわらけ廃棄遺構の

様相を呈していた。遺構 170は第 1b面で発見した遺構 166下層になるが、遺構の立ち上がりは明確に異な

円
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り別遺構と捉えた。遺構 170から出土したかわらけは同一堆積層出土であるが、遺構が調査区外に延びてい

るため一括廃棄遺物と捉えることはできない。遺構 171は複数回の廃棄である。遺構 170・171ともに極小

と言われる法量の出土は破片を含め減少し、基本的に大・中・小の法量に分かれる傾向が見える。器形は遺

構 15同様に①~⑤までの器形に分かれたが、④に分けた器形は、第 1面に比べて器高がやや低くなる傾向が

見えた(図 31)。本文で報告したかわらけ以外に、破片を含めた総数は遺構 170が(大 2546点・小 287点)。遺

構 171からは(大 773点・小 89点)を数えた。

第 3面は I区'II区合わせて土坑 18基、ピット 112穴と、多くの遺構を地業層上で検出したが、第 I面・

第 2面同様に建物土止を推定することはできなかった。また、遺構覆土から発見した遺物はいずれも小片であ

ったため図化して報告できず、遺構プラン確認時、あるいは第 3面の構成土から出土した遺物もかわらけの

小片であった。

第 2節まとめ

本調査では 3枚の生活面を検出したが、建物などを推察できる遺構の発見はなかった。調査地は公方屋敷と

伝承される地域の東端に位置し、仮に公方屋敷に関連する場で、あったとしても、屋敷地の外れに位置していた

と思われる。調査地を特徴づける遺構として、遺構覆土内に完形に近いかわらけを多量に含む土坑を多く検出

している。覆土内にはかわらけ以外の遺物も混入しているが、それぞれ小片の破片で、かつ 1点・ 2点といっ

た少数で、あった。土坑は覆土の観察から、短期間ではあるが何度かに分けて廃絶(埋没)したことがわかる。

鎌倉市街地遺跡では平面、または土坑から、完形品、あるいはそれに近い形状を保ったかわらけが集中して

出土する(廃棄される)["かわらけ溜まり」を検出する。このかわらけ溜まりは遺跡の性格(場所)を問わず発

見され、供宴や儀式などで使用した際に、その 1回限りで廃棄したと考えられている。本遺跡で発見した土坑

も、他の遺物をほとんど含まず、多量にかわらけが出土している様子から、日常供膳具として使用した後廃棄

したのではなく、大量に使用する儀式などで使用した後、一括して廃棄した「かわらけ廃棄土坑」と考えてい

る。出土したかわらけの器形・法量にやや多様性があり、長期間開放された土坑であった可能性も考えたが、

土坑内で出土層位が異なっても同様の器形・法量の展開をみるため、さほど長期間開放されていたとは思えな

い。本遺跡で発見した遺物の内、破片を含めたかわらけの出土総数が(大)22628点で、総遺物出土量の 89.89%、

(小)1929点で総遺物出土量の 7.66%になり、大・小合わせて全体の 97.55%を占める。本調査で出土したかわ

らけの大半はこの「かわらけ廃棄土坑」からであり、それが総てであったともいえる。また、かわらけ出土総数

の内、第 1面ではかわらけ(大)が 69%・(小)70.8%、第2面ではかわらけ(大)が 16.9%・(小)22.3%、第 3面で

はかわらけ大が 0.2%・小が 0.05%を占め、発見したかわらけの半数以上が第 1面から出土した。

鎌倉で出土するかわらけの編年作業は確実に立証されたとは言えない現状ではあるが、発見したかわらけの

器形は、概ね 15世紀代前葉から中葉に比定され、やや幅広い年代観が与えられる。かわらけと共に出土した

遺物では、生産年代が明らかになっている瀬戸窯・常滑窯等の製品がある。出土量が少なく年代の指標とする

にはやや不安が残るが、第 1面の遺構からは 14世紀代の常滑製品を含む、 15世紀前半から中葉の瀬戸製品が

出土しており、第 1面は 15世紀中葉の年代を与えた。第 2面からは、年代の指標となる他の遺物が無く、遺

構 171から瀬戸窯の折縁深皿・入れ子が出土しているが、底部片のため年代が不明であるため、第 1面を遡

るとして、 15世紀前半から中葉の年代を与えたい。第 3面ではかわらけを含め、ほとんど出土遺物が無く遺

物から年代を比定することが難しいため、暫定的に 14世紀後半から 15世紀前葉の年代を与えた。また、出

4ム円。



土したかわらけには口唇部を打ち掻いていると思われる製品を多く認めたが、確実に人為的(故意に)に打ち掻

いていると思うものだけを報告している。打ち掻くという行為に、何らかの儀礼的な意味があったのかもしれ

ない。

最後に、法量・器形を分けたかわらけは、調査段階において層位を分けて採集を試みたつもりではあるが、

狭小な範囲の調査区では遺構全体の様相を解明することができず、遺構内からの一括出土遺物としては捉え

ることができなかったためと、出土したかわらけを細分して分類することができず、「傾向」として提示する

に留まったことをお詫びしたい。また、破片のために不確かではあるが、第 2面構成土から瀬戸窯大窯 I期

(15世紀後半)の可能性がある鉢の破片が出土しており、全体に年代が下る可能性もあることを懸念材料とし

て記しておきたい。

<注>

(注 1)

・出土したかわらけの破片数を数える際、法量の違いを判別することができない小片も混入しているため、

大・中・小あるいは、大・中・小・極小と細かく法量を分けることが難しく、小・極小と考える大きさはま

とめて小に。中・大と考える大きさはまとめて大として数えている。

(注 2)

・かわらけを器形ごとに並べると、法量がまばらになり図版上で統ーがとれないので、原則として口径数値

の小さいものから順に並べて報告している。
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遺構計測表

面 遺構名 長軸 短軸 深度 面 遺構名 長軸 短軸 深度
1b 遺構1 (40.0) 43.0 13.0 2 遺構59 40.0 34.0 12.0 
1b 遺構2 51.0 33.0 11.0 2 遺構60 61.0 (31.0) 31.0 
1b 遺構3 41.0 36.0 20.0 2 遺構61 62.0 (44.0) 30.0 
1b 遺構4 43.0 24.0 11.0 2 遺構62 48.0 42.0 23.0 
1b 遺構5 26.0 22.0 7.0 2 遺構63 43.0 (25.0) 14.0 
1b 遺構6 27.0 26.0 10.0 2 遺構64 33.0 27.0 20.0 
1b 遺構7 35.0 32.0 10.0 2 遺構65 37.0 25.0 16.0 
1b 遺構8 (33.0) (17.0) 3.0 欠番 遺構66
1b 遺構9 (95.0) (30.0) 7.0 1b 遺構67 (164.0) 36.0 34.0 
1b 遺構10 (150.0) (22.0) 27.0 3 遺構68 (87.0) (23.0) 27.0 
1b 遺構11 20.0 (15.0) 8.0 3 遺構69 43.0 33.0 21.0 
1b 遺構12 25.0 24.0 17.0 3 遺構70 41.0 (20.0) 8.0 

欠番 遺構13 3 遺構71 18.0 17.0 5.0 
1b 遺構14 24.0 23.0 14.0 3 遺構72 33.0 28.0 12.0 
1a 遺構15 (394.0) (334.0) 104.0 3 遺構73 40.0 (19.0) 8.0 
1b 遺構16 21.0 20.0 6.0 欠番 遺構74
1b 遺構17 22.0 (13.0) 5.0 3 遺構75 (36.0) (31.0) 24.0 
1b 遺構18 (17.0) 23.0 9.0 3 遺構76 35.0 (16.0) 19.0 
1b 遺構19 (21.0) 29.0 9.0 3 遺構77 29.0 24.0 15.0 
1b 遺構20 47.0 30.0 7.0 3 遺構78 31.0 25.0 14.0 
1b 遺構21 43.0 42.0 28.0 3 遺構79 40.0 35.0 20.0 
1b 遺構22 (319.0) 64.0 19.0 3 遺構80 17.0 15.0 11.0 
1b 遺構23 34.0 33.0 16.0 3 遺構81 27.0 (23.0) 12.0 
1b 遺構24 (40.0) 43.0 20.0 3 遺構82 26.0 26.0 14.0 
1a 遺構25 (443.0) (402.0) 36.0 3 遺構83 18.0 14.0 10.0 
1b 遺構26 40.0 (22.0) 10.0 3 遺構84 25.0 23.0 10.0 
1b 遺構27 (206.0) (135.0) 86.0 3 遺構85 18.0 14.0 10.0 
1b 遺構28 180.0 102.0 77.0 3 遺構86 34.0 33.0 9.0 
1b 遺構29 72.0 (35.0) 28.0 3 遺構87 96.0 68.0 15.0 
1b 遺構30 70.0 38.0 24.0 3 遺構88 26.0 (16.0) 13.0 
1b 遺構31 103.0 (50.0) 24.0 3 遺構89 29.0 26.0 14.0 
1b 遺構32 27.0 24.0 37.0 3 遺構90 29.0 (20.0) 9.0 
1b 遺構33 (59.0) (42.0) 3 遺構91 54.0 (37.0) 9.0 
1b 遺構34 (62.0) (21.0) 32.0 3 遺構92 36.0 30.0 18.0 
1b 遺構35 (337.0) (104.0) 30.0 3 遺構93 (19.0) 18.0 一
1b 遺構36 36.0 (26.0) 18.0 3 遺構94 26.0 18.0 8.0 
1b 遺構37 33.0 (24.0) 12.0 3 遺構95 33.0 26.0 11.0 
2 遺構38 49.0 (37.0) 17.0 3 遺構96 (37.0) 33.0 8.0 
2 遺構39 39.0 (24.0) 32.0 遺構97 36.0 32.0 20.0 
2 遺構40 (32.0) 34.0 18.0 3 遺構98 (125.0) (85.0) 11.0 
2 遺構41 33.0 30.0 14.0 3 遺構99 (90.0) 104.0 17.0 
2 遺構42 26.0 24.0 15.0 3 遺構100 24.0 20.0 9.0 
2 遺構43 69.0 34.0 11.0 3 遺構101 44.0 39.0 17.0 
2 遺構44 110.0 (56.0) 20.0 3 遺構102 37.0 (18.0) 16.0 
2 遺構45 32.0 26.0 17.0 3 遺構103 24.0 24.0 11.0 
2 遺構46 54.0 23.0 17.0 3 遺構104 35.0 28.0 14.0 
2 遺構47 196.0 69.0 27.0 欠番 遺構105
2 遺構48 27.0 27.0 21.0 3 遺構106 25.0 (18.0) 11.0 
2 遺構49 37.0 34.0 24.0 3 遺構107 (216.0) (89.0) 13.0 
2 遺構50 50.0 49.0 13.0 3 遺構108 20.0 (18.0) 6.0 
2 遺構51 79.0 (37.0) 20.0 3 遺構109 26.0 23.0 一
2 遺構52 (110.0) 88.0 27.0 3 遺構110 30.0 25.0 16.0 
2 遺構53 23.0 (14.0) 32.0 3 遺構111 26.0 25.0 9.0 
2 遺構54 (33.0) 33.0 12.0 3 遺構112 28.0 14.0 15.0 
2 遺構55 (22.0) 25.0 10.0 欠番 遺構113
2 遺構56 24.0 23.0 35.0 欠番 遺構114
2 遺構57 36.0 31.0 21.0 3 遺構115 (24.0) 36.0 12.0 

単位 (Cm)

n
h
u
 円。



遺構計測表

2 遺構図 24.0 (16.0) 18.0 3 遺構116 (32.0) (14.0) 6.0 
面 遺構名 長軸 短軸 深度 面 遺構名 長軸 短軸 深度
3 遺構117 39.0 29.0 14.0 2 遺構175 45.0 (39.0) 5.0 
3 遺構118 50.0 34.0 17.0 欠番 遺構176
3 遺構119 51.0 38.0 一 3 遺構177 (150.0) 44.0 24.0 
3 遺構120 (36.0) (14.0) 11.0 3 遺構178 34.0 23.0 4.0 
3 遺構121 50.0 44.0 3 遺構179 10.0 9.0 
3 遺構122 43.0 (23.0) 3 遺構180 12.0 12.0 5.0 

欠番 遺構123 3 遺構181 9.0 8.0 2.0 
3 遺構124 (60.0) (46.0) 24.0 3 遺構182 11.0 10.0 3.0 
3 遺構125 29.0 (24.0) 20.0 3 遺構183 10.0 10.0 9.0 
3 遺構126 28.0 23.0 18.0 3 遺構184 9.0 8.0 5.0 
3 遺構127 100.0 39.0 24.0 3 遺構185 10.0 10.0 5.0 
3 遺構128 42.0 (25.0) 18.0 3 遺構186 11.0 9.0 2.0 
3 遺構129 37.0 29.0 10.0 3 遺構187 16.0 16.0 6.0 
3 遺構130 48.0 37.0 28.0 3 遺構188 (10.0) 10.0 2.0 
3 遺構131 28.0 24.0 7.0 3 遺構189 (23.0) (9.0) 2.0 
2 遺構132 (234.0) (108.0) 30.0 3 遺構190 50.0 38.0 7.0 
3 遺構133 (50.0) (38.0) 21.0 3 遺構191 (98.0) (86.0) 13.0 

欠番 遺構134 3 遺構192 (20.0) 21.0 11.0 
欠番 遺構135 3 遺構193 15.0 14.0 11.0 
欠番 遺構136 3 遺構194 9.0 9.0 5.0 
欠番 遺構137 3 遺構195 14.0 13.0 13.0 
欠番 遺構138 3 遺構196 6.0 6.0 3.0 
1a 遺構139 (105.0) (68.0) 19.0 3 遺構197 (24.0) (15.0) 9.0 
1a 遺構140 (250.0) (56.0) 14.0 3 遺構198 14.0 13.0 6.0 
1a 遺構141 48.0 39.0 29.0 3 遺構199 10.0 9.0 6.0 
1a 遺構142 (69.0) (50.0) 16.0 3 遺構200 13.0 11.0 5.0 
1a 遺構143 15.0 14.0 11.0 3 遺構201 11.0 8.0 3.0 
1a 遺構144 21.0 21.0 7.0 欠番 遺構202
1a 遺構145 24.0 18.0 10.0 3 遺構203 (75.0) (29.0) 11.0 

欠番 遺構146 欠番 遺構204
1a 遺構147 (56.0) (12.0) 8.0 欠番 遺構205 23.0 (21.0) 12.0 
1a 遺構148 19.0 (13.0) 15.0 3 遺構206 (35.0) (34.0) 5.0 
1a 遺構149 (62.0) (46.0) 25.0 3 遺構207 27.0 18.0 11.0 
1a 遺構150 (84.0) (36.0) 18.0 3 遺構208 19.0 19.0 9.0 
1a 遺構151 22.0 22.0 18.0 3 遺構209 22.0 (15.0) 7.0 
1a 遺構152 27.0 25.0 13.0 3 遺構210 35.0 33.0 8.0 
1b 遺構153 21.0 15.0 7.0 3 遺構211 (24.0) 14.0 7.0 
1b 遺構154 23.0 19.0 6.0 3 遺構212 20.0 19.0 17.0 
1b 遺構155 32.0 22.0 25.0 3 遺構213 11.0 10.0 11.0 
1b 遺構156 (232.0) (206.0) 41.0 3 遺構214 25.0 24.0 14.0 
1b 遺構157 158.0 124.0 46.0 3 遺構215 62.0 49.0 20.0 
1b 遺構158 157.0 116.0 37.0 3 遺構216 (74.0) 47.0 16.0 
1b 遺構159 (164.0) (76.0) 30.0 欠番 遺構217
1b 遺構160 (247.0) (123.0) 13.0 1b 遺構218 (38.0) 36.0 15.0 
1b 遺構161 (115.0) (65.0) 28.0 1b 遺構219 60.0 58.0 10.0 
1b 遺構162 31.0 25.0 17.0 1b 遺構220 34.0 (18.0) 17.0 
1b 遺構163 21.0 20.0 11.0 1a 遺構221 19.0 18.0 7.0 
1b 遺構164 54.0 42.0 22.0 1a 遺構222 22.0 21.0 15.0 
1b 遺構165 (114.0) (45.0) 一 1a 遺構223 10.0 8.0 8.0 
1b 遺構166 (270.0) (157.0) 25.0 1b 遺構224 15.0 15.0 13.0 
欠番 遺構167 遺構225 74.0 65.0 11.0 
2 遺構168 (262.0) (200.0) 31.0 2 遺構226 33.0 (23.0) 11.0 
2 遺構169 (172.0) (43.0) 32.0 2 遺構227 27.0 23.0 24.0 
2 遺構170 (215.0) (112.0) 79.0 2 遺構228 (32.0) 19.0 14.0 

欠番 遺構171 2 遺構229 (15.0) 17.0 15.0 
2 遺構172 65.0 (56.0) 22.0 2 遺構230 28.0 (23.0) 5.0 

単位 (Cm)

ワ
t円。



遺構計測表

2 遺構173 17.0 15.0 11.0 3 遺構231 (127.0) (35.0) 30.0 
2 遺構174 (106.0) 55.0 13.0 3 遺構232 (40.0) (27.0) 18.0 
面 遺構名 長軸 短軸 深度 面 遺構名 長軸 短軸 深度
3 遺構233 (21.0) (15.0) 12.0 3 遺構252 (42.0) (15.0) 46.0 
3 遺構234 24.0 (17.0) 9.0 3 遺構253 48.0 (19.0) 29.0 
3 遺構235 35.0 (22.0) 4.0 3 遺構254 22.0 20.0 8.0 
3 遺構236 (22.0) 21.0 6.0 3 遺構255 15.0 14.0 6.0 
3 遺構237 23.0 22.0 6.0 3 遺構256 13.0 13.0 11.0 
3 遺構238 (24.0) (17.0) 9.0 3 遺構257 16.0 9.0 4.0 
3 遺構239 38.0 18.0 7.0 3 遺構258 11.0 6.0 4.0 
3 遺構240 18.0 (14.0) 3.0 3 遺構259 25.0 24.0 10.0 
3 遺構241 (22.0) (17.0) 7.0 3 遺構260 36.0 22.0 10.0 
3 遺構242 17.0 16.0 11.0 3 遺構261 (55.0) 34.0 16.0 
3 遺構243 (40.0) (16.0) 28.0 3 遺構262 9.0 9.0 5.0 
3 遺構244 (77.0) (70.0) 6.0 3 遺構263 (61.0) (48.0) 15.0 
3 遺構245 15.0 (13.0) 4.0 3 遺構264 14.0 (6.0) 7.0 
3 遺構246 17.0 16.0 4.0 欠番 遺構265
3 遺構247 19.0 18.0 7.0 欠番 遺構266
3 遺構248 (61.0) (51.0) 15.0 1a 遺構267 33.0 25.0 15.0 
3 遺構249 23.0 23.0 6.0 
3 遺構250 37.0 (35.0) 29.0 
3 遺構251 (26.0) (18.0) 15.0 

単位 (Cm)

no 円。



出土遺物観察表

10.5 6.0 3.0 

(11.4) Iω.0) I 3.1 

(11.的 I 6回目 I 3田1

(13.2) I 仰) I 3.8 

(13.η;σ.5) I 3.7 

制) I (4.2) I 1.7 

(6.3) Iω.3) I 1.7 

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

a成形 b胎土・素地。色調 d軸薬 e焼成 f遺存値 g備考

伝糸切・板状圧寝不明瞭・肉底横ナデ b:微砂・雲母・海綿骨針・赤色粒・黒色

白色粒・黒色粒・泥岩
，_，.司.I":1IJ 、l.oJl 、守 UI L.U 

粒やや粗土。黄櫨色 e良好日/3
F 司』噌 F 司 ...田』目司古里 4企J.m_..f.I:::.a.b.r.--=_o+.田!Ir...L..~竺 ，-_41111.nk_.a._I宣L'"垂直」置...._j__.:::I::::...al昆量..... .ヨ』昆量f，I，._s:::I島且量.... 

かわらけ 7.6 4.7 1.8 

かわらけ 7.6 5.1 1.8 

(7.7) (4.5) 1.6 
粗土

(7.7) (4.8) 1.7 
ト属国1

7.6 5.1 2.1 

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

a成形 b胎土・素地。色調 d軸薬 e焼成 f遺存値 g備考

赤色粒・泥岩粒やや

;: 
7.1 3.3 

7.0 3.2 

(7.7) I 3.2 

粒

[3.0] 

(30.8) I (29.2) I [7.6] 

(49.4) I (42.0) I 16.3 

[10幻 I[10.6] I 1.9 

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

a成形 b胎土・素地 c色調 d軸薬 e焼成 f遺存値 g備考

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

[5.6] [0.6] [0.3] 

かわらけ 6.0 3.2 2.3 
aロクロ・外底回転糸切・板状圧痕・肉底横ナデ b:微砂・雲母・海綿骨針・赤色粒・黒色粒・泥岩

かわらけ 6.1 4.5 2.2 
aロクロ・外底回転糸切不明瞭・板状圧痕不明瞭・肉底回転ナデ b微砂・雲母・海綿骨針・赤色
粒・黒色粒・泥岩粒やや粗土 c権色 e良好正ほぽ完形 E底部整形痕をナデ消している

F司』・・F司 M .. 畠.r.司宮'~.t.昆~ -田昌..直t.....L.~ ._4I品目h 画面画~ "".由』盟国..， 盟=ιU恥1" .u....u...曲目

かわらけ 6.7 3.7 2.3 

粗

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

やや

や

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

石

や

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

a成形 b胎土・素地 c色調 d軸藁 e焼成 f遺存値 g備考

ロク口口縁端部口元 b灰白色精良堅徹 d灰白色 e堅徹 f口縁部片 z皿lX類

5.0 4.0 1.3 

(5.9) 1 (3.6) 1 1.3 

石

1bl遺構1661 かわらけ ; ω ; 日 1 2.0 

lb 1遺構1昨かわらけ; ω2) 1 (3.司 1 2.2 

lb 1遺構1661 かわらけ 6.3 3.8 1.9 

lb 1遺構1661 かわらけ 6.5 4.1 1.8 

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

石

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

:LZ!? 

[3.5] 

211 1 

211 1 

211 1 

かわらけ I 6.2 I 4.3 

かわらけ ; 制) I (4.η 

6.2 

山
間
一

ω
…

u4.0 

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

a成形 b胎土・素地。色調 d軸薬 e焼成 f遺存値 g備考

aロク口・外底回転糸切・板状圧疲・肉底横ナデ b:微砂・雲母・海綿骨針・赤色粒・黒色粒・泥岩
粒やや粗土 c:樺色 e良好f:1まIま完形耳目唇部数ヶ所打ち掻いているが意図的か不明

aロク口・外底回転糸切・板状圧痕・肉底ナデ b:微砂・雲母・海綿骨針・赤色粒・黒色粒・泥岩粒

-赤色粒・黒色粒・泥岩

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

n
…

n
…

n
…

n
 

:な」::

九?…己?と;
口一J九i

:トイ十日::

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

a成形 b胎土・素地。色調 d軸薬 e焼成 f遺存値 g備考

伝糸切・板状圧寝・肉底横ナデ b:微砂・雲母・海綿骨針・黒色粒・泥

土

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

単位 (Cm)
「
同
UF

O
 



出土遺物観察表

a成形 b胎土・素地。色調 d軸薬 e焼成 f遺存値 g備考

幻

…

幻

…

幻

かわらけ I 11田4 I 7.5 I 3.2 

晶、わらけ I (11.4) I (7.2) I 3.2 

11.4 6.5 3.3 

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

a成形 b胎土・素地。色調 d軸薬 e焼成 f遺存値 g備考

転糸切・板状圧寝・肉底横ナデ b:微砂・雲母・海綿骨針・赤色粒・黒色粒・泥岩

粗

単位 (Cm)
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出土遺物観察表

-小石粒粗土。:

土

- la:輪積み b:微砂・白色粒 c:茶褐色 d:茶褐色 e目良好冊目部片 z格子文の叩き痕

単位 (Cm)

- 158 -



出土遺物破片数表

第1面 第2薗 第3薗

表土・揖苦 合計 9也

la面遺構 lb面遺構 面上 構成土 遺構 構成土 遺構 面上

糸・大(中含) 3347 10872 235 1155 3640 173 58 3148 22.628 89.89 
糸・小 374 888 20 84 417 14 131 1.929 7.66 

かわらけ 手・太 7 g 0.04 
耳皿 。.00

白かわらけ 5 3 自 0.04 
連弁文碗 7 2 12 0.05 
劃花文碗 0.00 

碗 17 2 3 23 。.09
折縁鉢 2 0.01 

青磁 折腰鉢 3 0.01 

香炉 2 2 0.01 
水注 。.00

舶
壷 2 3 0.01 

器種不明 3 3 8 0.03 
蛾 皿 2 3 0.01 
陶

梅瓶 3 3 。.01
磁
器 青白磁 水注 0.00 

合子 2 2 0.01 

香炉 0.00 

口冗
皿 。.00
碗 2 2 0.01 

白磁
皿 。.00
碗 E 0.01 
壷 2 3 0.01 

合子 0.00 
皿 2 4 。.02
碗 0.00 

折縁皿 3 0.01 
入子 3 6 0.02 
平碗 。.00
卸皿 2 0.01 

直縁太皿 3 0.01 
柄付き片口 0.00 

瀬戸
洗 2 。.01

水注 0.00 
壷 0.00 

固 四耳E 2 3 0.01 

産 仏華瓶 。.00
陶 香炉 0.00 
器 緑軸小皿 2 2 4 0.02 

天目茶碗 2 2 0.01 
褐細壷 3 4 。.02

器種不明 3 4 3 11 0.04 

片口鉢| I類 8 10 B 2 27 0.11 

常滑
E類 12 9 3 24 0.10 

聾 37 71 4 5 13 27 157 。.62
壷 0.00 

山皿 0.00 
山茶碗 2 0.01 

渥美
聾 2 自 3 12 。.05
壷 2 2 0.01 

黒縁皿 2 7 10 0.04 
瓦器碗 3 3 0.01 

瓦器質 杏炉 2 。.01
火鉢 32 49 3 15 12 112 0.44 

土器・ 火鉢転用品 0.00 
土製品 瓦 平瓦 2 3 0.01 

吉備糸 。.00
人形 0.00 

釘明台 0.00 
不明 2 0.01 

鉄 置I 29 8 3 2 44 0.17 

銅 銭 7 3 3 13 0.05 
金属製品 銅製品 0.00 

スラグ 0.00 
不明 2 3 。.01
砥右 4 0.02 
硯 2 6 0.02 

右製品
チャト 2 2 0.01 
滑石鍋 2 。.01
右目 0.00 
不明 2 0.01 
雲母 0.00 

自然遺物
炭化物 6 8 14 。.06
人骨 2 2 0.01 
獣骨 2 3 7 0.03 

古代 土師器 聾 0.00 

染付 碗 2 3 。.01
近 白磁 碗 0.00 
世 瓦 丸瓦 0.00 

火鉢 0.00 

合計 3.902 12.009 268 1.253 4.124 189 62 7 3.360 25.174 100.00 

% 15.50 47.70 1.06 4.98 16.38 0.75 0.25 0.03 13.35 100.00 
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例昌

1.本報は鎌倉市大町四丁目 2370番 2の一部地点に所在する遺跡の発掘調査報告である。

2.発掘調査は個人住宅建築にかかる建築範囲約 29.66rriを対象とし、平成 29年 1月 11日から 3月 8

日にかけて実施した。

3.現地における調査体制は以下の通りである。

調査担当者:後藤健

査

業

調

作

員:岡田慶子・松吉里永子

員:大塚尚城・南青敬資・新倉恒勝・根市真古人

4.本報告作成は以下の分担により行った。

遺物実測:岩崎卓治・須佐直子

遺物図版作成:後藤健・岡本夏菜・清水由加里・菅野智子・神田倫子

遺構図版作成:後藤健

観察表:岡本夏菜

遺構写真:後藤健

遺物写真:後藤健

写真図版作成:後藤健

執 筆:後藤健

5.発掘に関わる出土品などの資料は鎌倉市教育委員会が管理・保管している。

6.本報告の遺物図版の縮尺は以下の通りである。

遺物実測図1/3、銭1/1 挿図にはスケールを表示しである。

7.遺物は可能な限り復元して実測した。紙面の都合からすべての実測図を掲載していない。遺物に関

する詳細は観察表にまとめて記載。

-復原実測の遺物に関しては、計測値に oを付して表記している。

・木製品のうち器形から用途を確実に判別できないものは「…状」として提示しである。

-文章中の「かわらけJはロクロ成形のかわらけを指し、手づくね成形のかわらけは「手づくねJと

記載している。

・ロクロ成形かわらけの底径は回転糸切りの外径部分で、手づくね成形かわらけの底径は、器面が接

地した箇所で計測している。

-陶磁器に関しては、常滑は中野晴久氏、瀬戸製品に関しては藤揮良祐氏、磁器は山本信夫氏の編年

に基づいて分類した。破片のため不明なものについては割愛した。

8.発掘調査及び報告書作成に関しては次の方々よりご教授、ご協力を賜りました。記して深く感謝い

たします。(敬称略・五十音順)

伊丹まどか、汐見一夫、坪田弘子、松島義章
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第一章 調査地点の位置と歴史的環境

第 1節歴史的環境(図 1) 

本調査地点は ]R横須賀線鎌倉駅の南東約 1km、鎌倉市大町四丁目 2370番 2に所在する。

名越ヶ谷は鎌倉市街地の東部に位置する大規模な谷戸であり、さらに松葉ヶ谷・花ヶ谷・山王ヶ谷な

どの支谷を包括している。

調査地点の南方には現在 ]R横須賀線が走り、北西から南東へ「県道鎌倉・葉山線Jが通る。さらに

東方には鎌倉七口の一つである「名越切通」があり、都市鎌倉の東の周縁にあたる。不確定ではあるも

のの、調査地点南方の道は、古代東海道と推定されており、古代から鎌倉時代を通じて鎌倉東南の交通

の要衝にあたる地であったと考えられる。

調査地点は松葉ヶ谷の開口部にあたり、正陵の崖線からは西へ 100mほどの平坦地である。西北へ約

90 mの地点には周囲の複数の谷戸や衣張山を水源とする逆川が流れ、南行して途中で西へと流れを変

え滑川に合流する。

東側の谷戸には妙法寺・安国論寺・長勝寺、逆川を越えた西側の丘陵沿いには大宝寺・安養院などの

寺院がある。

安国論寺は妙法山安国論寺と号する。開山日蓮。寺伝によれば建長 5年 (1253)、日蓮が安房固から

鎌倉に来て初めて小庵を営んだ箇所であり、文応元年の松葉ヶ谷法難の跡と伝えられている。

横須賀線の線路を越えた南側には長勝寺がある。石井山長勝寺と号し、かつて妙法寺と称したともい

われる。開山日蓮。貞和元年 (1345)に日静が京都に移した本園寺の跡を石井長勝が復興して建立した

とされる。長勝寺境内ではかつて発掘調査が行われており、中世末期と考えられる土壌墓群や、南北朝

~室町時代に属すると推定される石垣などが確認されている。中世の長勝寺に関わる可能性のある遺構

群として注目される。

調査地から北西の小谷戸には妙法寺がある。楊厳山妙法寺と号する。開山日蓮、中興開山を五世日叡

とする。妙法寺も松葉ヶ谷小庵と称する。

大宝寺は調査地の西北の谷戸に位置し、多福山一乗院大宝寺と号す。開山は日出。源義光が後三年の

役の後にこの地に館を構え、以来佐竹義秀など佐竹一族の居地であったと伝承されている。

安養院は祇園山長楽寺と号する。開山は願行房憲静。嘉禄元年 (1225)源頼朝の菩提を弔うため北条

政子が建立したとされる。当初は律宗で佐々目ヶ谷にあり、鎌倉時代末に現在地に移り浄土宗に改めた

とされる。

その他に北側の山王堂ケ谷には山王堂、花ヶ谷には慈思寺・木束寺などがあったようであるが、現在

は廃寺となっており正確な場所は不明である。

名越ケ谷の開口部では、図 1にしめしたような箇所で発掘調査が行なわれている。

安国論寺の北側の第 28地点では 13世紀前半'"15世紀にかけて岩盤を削平し造成したあとが確認さ

れ、また埋納遺構が確認されている、

安国論寺から道路を挟んだ北側の第 2地点ではかなり大面積の発掘が行われ、 13世紀前半から 14世

紀後半にかけて 3面の遺構面が確認されている。 2面では側溝を伴う道路が検出され、武家屋敷あるい

は寺院の境内と考えられている。 3面の井戸からは縄文土器が出土。

「

D
ヴ，.



11

2626

2525

2323

2020

2121

2222

2727

2828

22

66

55

1313

88
99

1010

771111

1212

1414

15151616

1717

1919

1818

2424

44

33



No. 名称 住所 調査者 調査 刊行 文献

1 名越ケ谷遺跡 大町四丁目 2370番 2の一部 後藤 2016 2019 本報告

2 名越ケ谷遺跡 大町四丁目 1901-16筆 宮田 2001 2003 『名越ヶ谷遺跡発掘調査報告書』
鎌倉市遺跡調査会

3 名越ケ谷遺跡 大町四丁目 2395-2の一部外 滝沢 2003 2006 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1122-1-4 

4 名越ケ谷遺跡 大町四丁目 2406番 1 2005 未報告

5 名越ケ谷遺跡 大町四丁目 1888 汐見 1998 2000 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1116-2-12 

6 名越ケ谷遺跡 大町四丁目 1888の一部 山口 2007 2011 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1128-2 

7 名越ケ谷遺跡 大町四丁目 1858番 4 伊丹 2006 2014 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1130-1-3 

B 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 1286番 1 宮田 2016 未報告

9 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 1279番 3 宮田 2017 未報告

10 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 1255番の一部 滝沢 2014 2017 『名越ケ谷遺跡発掘調査報告書』博通

11 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 1230番 4、7、森・福田 2006 2018 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1135-1-1 
10 

12 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 1826番 9 手塚 2000 2002 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1118-2-8 

13 名越ケ谷遺跡 大町四丁目 1880番 6 田代 1993 1995 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1111-1-1 

14 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 2356番 10 福田 2001 2003 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1119-9 

15 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 2356番 11 滝沢 2001 2003 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報管書1119-5 

16 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 2356番 3 宮田 2000 2001 『名越ヶ谷遺跡発掘調査報告書』名越ケ谷遺跡
調査団

17 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 2354番 l、6 福田 2011 2018 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1135-2-1 

18 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 2353番 2外 宇都 2016 2020 『鎌倉市名越ヶ谷遺跡 (No.231)発掘調査報告

書』博通

19 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 2353番 l、5 宮田・滝沢 2007 2017 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1134-4-4 

20 名越ケ谷遺跡 大町二丁目 1217番 l 菊川 1993 1995 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1111-1-4 

21 米町遺跡 大町一丁目 2340番 1 押木 2011 2016 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1133-2-7 

22 米町遺跡 大町一丁目 原 2018 未報告

23 米町遺跡 大町一丁目 2338番 1 宮田 1997 1999 『米町遺跡発掘調査報告書』米町遺跡調査団

24 米町遺跡 大町一丁目 2411番 2 福田 1988 1989 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書115-1 

25 米町遺跡 大町一丁目 2235番 3 馬淵 2003 2008 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1124-8 

26 米町遺跡 大町一丁目 2404の一部 原・福田 1999 2000 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書1116-2-13 

27 安国論寺 大町四丁目 1947 1973 1983 『鎌倉市埋蔵文化財調査年報111 

28 安国論寺遺跡・ 大町四丁目 1947番の一部外 宮田 2012 2016 『安国論寺遺跡・鎌倉城発掘調査報告書』
鎌倉城 1筆

下層からは古代以前の遺物が出土している。第 14地点でも中世の河川あるいは氾濫原が確認されてい

る。

第 16地点では 13世紀中頃'"'-'14世紀後半と推定される 3面の遺構面が確認。第 2面は寺院地に属す

る可能性が指摘されている。また噴砂も検出。

第 18地点では 13世紀前半'"'-'14世紀代と推定される河川跡が検出され、河川の護岸には木組みと石

組の 2種類が確認されている。

第四地点では 13世紀中頃'"'-'14世紀前半と推定される遺構面が 3面検出された。方形竪穴建物、掘

立柱建物、方形土坑、井戸、溝などが検出されている。遺構の変化から屋敷地的な要素から町屋的要素

への変遷が確認されている。

逆川の西側には中世の流路と護岸が連続して検出されており、現在の河川!とはそう大きく変わらない

位置を流れていたことが想定される。西岸では屋敷地、寺院、町屋などの土地利用がある程度想定され

るが、東岸では調査例も少なく、不明な点が多い。

参考文献

貫達人・川副武胤 1980W鎌倉廃寺事典』有隣堂

鎌倉市史編纂委員会 1972W鎌倉市史 総説編』吉川弘文館

鎌倉市史編纂委員会 1972W鎌倉市史 社寺編』吉川弘文館
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第2節調査の方法と経緯

本発掘調査は個人住宅の建築築に伴う事前調査として、鎌倉市教育委員会が実施した。建築計画では

基礎工事として表層改良工事を施すため、平成 28年 10月 5日"-'10月 6日に鎌倉市教育委員会が埋蔵

文化財の確認調査を実施した。1.5 mまで掘削した結果、地表下 40cmで遺物包含層が検出され、地表下

80cm、110cm、140cmで中世遺構面と推定される堆積層の確認がなされた。湧水のためそれ以下は確認困

難であったが、中世遺構の存在が予測される結果を得た。遺構が比較的地表下の浅い地点に存在するこ

とが推測され、遺構に影響を及ぼすことが確実と予測されたため、建築計画実施に先立つて本格的な発

掘調査を実施する必要ありとの判断がなされた。

以上の手続きより、平成 29年 1月 11日"-'3月8日の約 2ヶ月をかけて現地での調査を実施した。

重機による表土除去後、掘削に伴う残土置き場を確保する必要から、 29.66rrfの調査調査範囲を二分

割して調査を進めた(図 2)。今回の調査では大きく 3面の中世遺構面を確認することができた。 3面以

下は自然堆積となり、地表下約1.5mにて青緑色海成砂層を検出し、縄文時代のものと確認された。以

下の砂層は湧水により壁面が崩落するため、そこまでの掘削で留めた。

ト

図2 調査位置とグリッド配置図
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1

1 
暗

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。泥

岩
塊

粒
や

や
多

い
。炭

化
物

、か
わ

ら
け

片
や

や
多

い
2 

暗
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。泥
岩

塊
粒

や
や

多
い

。炭
化

物
、か

わ
ら

け
片

少
3 

暗
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。泥
岩

塊
粒

多
い

。炭
化

物
少

、か
わ

ら
け

片
多

い
4 

黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。泥
岩

塊
少

。炭
化

物
少

、か
わ

ら
け

片
稀

5 
暗

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。泥

岩
塊

や
や

多
い

。炭
化

物
少

、か
わ

ら
け

片
や

や
少

6 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
弱

い
。泥

岩
粒

少
。炭

化
物

、か
わ

ら
け

片
少

7 
黒

褐
色

粘
質

土
  

粘
性

あ
り

、締
ま

り
や

や
あ

り
。 

炭
化

物
少

。砂
を

わ
ず

か
に

含
む

8 
黒

灰
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。泥

岩
粒

稀
。褐

鉄
多

い
。砂

少
9 

暗
茶

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。や

や
砂

が
混

入
10

 赤
褐

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

や
や

あ
り

。根
腐

土
。褐

鉄
多

い
11

 青
灰

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

や
や

あ
り

。や
や

白
い

12
 明

青
灰

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
少

量
13

 暗
青

緑
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、締
ま

り
や

や
あ

り
14

 暗
青

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

弱
い

。上
に

層
状

に
小

泥
岩

塊
。混

入
物

は
ほ

ぼ
な

し
15

 青
灰

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

弱
い

。白
色

砂
多

い
。

16
 黄

褐
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、
締

ま
り

あ
り

。
混

入
物

ほ
ぼ

な
く

、
硬

化
17

 青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、

締
ま

り
あ

り
。

混
入

物
ほ

ぼ
な

し
18

 青
白

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
が

少
量

混
入

19
 青

白
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、締
ま

り
あ

り
。白

色
粒

多
い

20
 暗

茶
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。泥
岩

塊
少

。炭
化

物
少

21
 暗

茶
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。泥
岩

塊
や

や
多

い
。炭

化
物

少
22

 黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。炭
化

物
少

23
 茶

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。泥

岩
粒

少（
土

壌
サ

ン
プ

ル
1）

24
 暗

茶
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。泥
岩

粒
や

や
少

。か
わ

ら
け

片
少

。白
色

粒
粘

質
土

や
や

混
じ

る（
土

壌
サ

ン
プ

ル
2）

25
 黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。白

色
粒

粘
質

土
や

や
混

じ
る（

土
壌

サ
ン

プ
ル

3）
26

 黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

や
や

あ
り

。白
色

粒
、砂

粒
混

じ
る

27
 青

緑
色

砂
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。黒

色
土

多
く

混
じ

る
28

 青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
。締

ま
り

あ
り

。褐
鉄

を
含

む
29

 青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
。締

ま
り

あ
り

。細
土

丹
粒

や
や

混
じ

る（
土

壌
サ

ン
プ

ル
5）

30
 青

緑
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

。締
ま

り
あ

り
。ほ

ぼ
純

粋
の

砂
層

28
 

黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

や
や

あ
り

。褐
色

砂
や

や
混

入
29

 
白

色
砂

質
土

 
粘

性
や

や
あ

り
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
斑

に
混

入
30

 
黄

白
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、締
ま

り
あ

り
。黒

色
土

斑
に

混
入

31
 

黄
白

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
縞

状
に

交
互

に
混

入
32

 
黄

白
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、締
ま

り
弱

い
。褐

鉄
少

。黒
色

土
や

や
混

入
33

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。褐

鉄
少

。白
色

砂
層

や
や

混
入

34
 

黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

35
 

黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。白
色

砂
が

斑
に

混
入

36
 

青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
少

量
混

入
37

 
白

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。泥
岩

粒
少

量
。黒

色
土

縞
状

に
混

入
38

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。白

色
砂

が
少

量
混

入
39

 
白

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
縞

状
に

混
入

40
 

黒
褐

色
粘

質
土

 
粘

性
、締

ま
り

あ
り

。 
褐

鉄
少

41
 

黒
褐

色
粘

質
土

 
粘

性
あ

り
、締

ま
り

や
や

あ
り

。青
緑

の
砂

少
量

混
入

42
 

白
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、締
ま

り
あ

り
。泥

岩
粒

少
量

。黒
色

土
斑

に
混

入
43

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

粘
性

、締
ま

り
あ

り
。 

黄
色

砂
少

量
混

入
44

 
赤

褐
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、締
ま

り
あ

り
45

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。泥

岩
粒

稀
。砂

混
じ

り
の

茶
褐

色
46

 
暗

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。黒

色
土

が
混

入
の

砂
47

 
暗

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
48

 
暗

青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
が

混
入

49
 

暗
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。砂

少
量

。
50

 
青

白
色

砂
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。黒

色
土

が
層

状
に

混
入

51
 

黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。
青

砂
混

入
52

 
茶

青
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、
締

ま
り

や
や

あ
り

。
黒

色
土

や
や

混
入

53
 

青
灰

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、

締
ま

り
や

や
あ

り
。

黒
色

土
や

や
混

入
54

 
暗

茶
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。
泥

岩
塊

多
い

。
炭

化
物

少
、

か
わ

ら
け

片
や

や
少

。
曲

げ
物

底
55

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
弱

い
。

泥
岩

塊
や

や
少

。
か

わ
ら

け
片

稀
。

桶

31
 

白
灰

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。貝
多

く
含

む（
土

壌
サ

ン
プ

ル
6）

32
 

青
灰

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。純
粋

な
砂

33
 

白
青

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

や
や

弱
い

。貝
粒

や
や

混
入

遺
構

1 
暗

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。泥

岩
塊

粒
多

い
。炭

化
物

、か
わ

ら
け

片
や

や
少

2 
暗

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。泥

岩
塊

粒
や

や
多

い
。炭

化
物

少
、か

わ
ら

け
片

や
や

少
3 

暗
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。泥
岩

塊
粒

多
い

。炭
化

物
少

、か
わ

ら
け

片
や

や
少

　
4 

黒
灰

色
粘

質
土

 
締

ま
り

や
や

あ
り

。炭
化

物
稀

。褐
鉄

少
　

5 
暗

灰
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。泥

岩
塊

粒
や

や
多

い
。炭

化
物

や
や

少
　

6 
暗

灰
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。

泥
岩

塊
多

い
。

炭
化

物
、

か
わ

ら
け

片
や

や
少

　
7 

暗
茶

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。

泥
岩

塊
や

や
多

い
8 

暗
茶

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。

泥
岩

塊
少

。
炭

化
物

少
9 

暗
茶

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。

泥
岩

塊
少

。
炭

化
物

少
10

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。

褐
鉄

少
。

11
 

暗
茶

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。

泥
岩

粒
稀

。
赤

色
菌

系
状

多
い

12
 

暗
茶

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。

泥
岩

粒
少

。
炭

化
物

、
か

わ
ら

け
片

少
13

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。

褐
鉄

少
。

14
 

暗
茶

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。

褐
鉄

や
や

少
15

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。

褐
鉄

や
や

少
16

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
弱

い
。

赤
色

菌
系

状
少

17
 

黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

や
や

あ
り

。
泥

岩
塊

少
18

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。

泥
岩

粒
少

。
下

部
に

灰
砂

。（
花

粉
サ

ン
プ

ル
4）

19
 

青
灰

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、

締
ま

り
あ

り
。

黒
色

土
が

層
状

に
混

入
20

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。

泥
岩

塊
少

。
青

灰
砂

混
入

21
 

青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、

締
ま

り
や

や
あ

り
。

黒
色

土
や

や
混

入
22

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。泥

岩
粒

少
量

。白
色

砂
少

量
混

入
23

 
白

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
混

入
24

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
や

や
あ

り
。白

色
砂

混
入

25
 

黄
白

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

や
や

あ
り

。黒
色

土
や

や
混

入
26

 
黒

褐
色

粘
質

土
 

締
ま

り
あ

り
。褐

鉄
少

。白
色

砂
や

や
混

入
。

27
 

黄
白

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。黒
色

土
縞

状
に

交
互

に
混

入
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1 
暗

茶
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

や
や

あ
り

。
泥

岩
塊

や
や

少
。

炭
化

物
少

2 
暗

茶
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

あ
り

。泥
岩

や
や

少
。か

わ
ら

け
片

少
3 

黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

や
や

あ
り

。白
色

粒
多

い
4 

黒
褐

色
粘

質
土

 
締

ま
り

や
や

あ
り

。白
色

粒
、砂

粒
混

入
6 

青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

や
や

あ
り

。黒
色

土
多

く
混

入
5 

茶
褐

色
粘

砂
質

土
 

粘
性

や
や

あ
り

、締
ま

り
弱

い
。上

部
に

黒
褐

色
土

混
入

7 
青

緑
色

砂
質

土
 

粘
性

な
し

、締
ま

り
あ

り
8 

青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り

あ
り

。小
さ

い
土

丹
粒

や
や

混
じ

る
9 

青
緑

色
砂

質
土

 
粘

性
な

し
、締

ま
り
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いが、かなり広く広がっており、わずかに縄文土器が見られた。土器はいずれも大きく摩耗しており、

遺構に伴うようなものではなく、近隣からの混入と考えられる。この貝層は縄文海進に関わるものと考

えられ、当時この地点が海面下にあったことを示唆している。貝層と同レベルの砂層は上層と異なり粘

着土の混入が見られないが、摩耗した泥岩がかなり混入している。

これより以下は砂層が続くが、湧水が激しく壁の崩落を止められなくなるため、それ以上の掘り下げ

は断念した。岩盤などは本調査の範囲では確認できていない。

調査区それぞれの壁面の土層堆積については図 3""'-'4を参照されたい。また東壁からはいくつかの土

壌サンプルを採取し、花粉分析を実施した。その分析成果には第四章に述べる。

サンプル 1 調査区東壁 23層 (2面構成土)

サンプノレ 2 調査区東壁 24層 (3面構成土)

サンプル 3 調査区東壁 25層 (3a面構成土)

サンプノレ4 調査区東壁 18層(遺構 134(溝)中層)

サンプノレ 5 調査区東壁 19層 (5面構成土)

サンプル 5 調査区東壁 31層 (6面構成土)

。。



第二章発見された遺構と遺物

第 1節第1面の遺構・遺物

第 1面(図 5) は近現代の削平により調査区の大部分で残存状態が不良であり、調査区西北部でわず

かに確認できたのみである。また、この残存部も上方は削平されている可能性がある。検出した高さは

およそ海抜 7.55，...__ 7.61 mである。遺構はピット 9穴を検出したが、掘立柱建物祉などの明確なプラン

は復元しえない。遺構の切りあいより第 1面で発見した遺構は、少なくとも 2時期の時間差があると考

えられる。また調査区の東北部では近代に属する桶と曲げ物を検出した。これらについては第 7節で詳

述する。

遺物は、かわらけ・手づくねかわらけ・白磁・常滑・瀬戸・銅銭が出土している。

九 -f.l'" 

ト

日 '.m

+ +，腿 7

図5 第 1面全体図 (S=1/50)
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ピット

平面形はおよそ楕円形を呈する。覆土は遺構 l、6、7は黒褐色粘質土でやや類似。締まりはやや弱い。

泥岩をやや多く含み、炭化物やかわらけ片は少量のみ。

それ以外のピットは暗褐色粘質土で、締まりはあり。泥岩はやや多く、炭化物やかわらけ片は少量の

みである。いずれの遺構からも図示できるような遺物は出土していない。

第 2節第2面の遺構・遺物

泥岩による地業面を第 2面とした。第 1面同様近現代の掘り込みがほぼ全面的におよんでおり、かな

り削平を受けているが、多数の遺構が検出されたため中世遺構面とした。したがって高さにはばらつき

があるが、海抜はおよそ 7.39，........7.51 m となる。遺構はピット 67穴・土坑 9基である。掘立柱建物祉

の存在が推定できるが明確なプランは復元できなかった。遺構の切りあいから第 2面で発見した遺構

は、少なくとも 3時期の時間差があると考えられる。

遺物は、かわらけ・手づくねかわらけ・青磁・白磁・常滑・渥美・瓦器・銅銭・石製品・自然遺物が

出土している。

ピット

楕円、隅丸方形を呈する。礎板などは確認できていない。覆土について、暗褐色粘質土を覆土とする

ピットは締まりは基本的にあり。泥岩粒はやや少、炭化物を少量含む。かわらけ片は僅かに含む。(遺

構 13、17、19、20、27、33、38、46、48、50、52、53、58、59、67)。

黒褐色粘質土を覆土するピットは少数で中央北側に集中。締まりはややあり、泥岩粒、炭化物、かわ

構遺 事空 ζ毒
実径毒Jレ4底市干

/レ ノレ

10 晴灰色 7.51 0.4 7.34 

11 黒褐色 7.52 0.31 

12 暗灰色 7.53 0.41 7.35 

13 晴褐色 7.52 0.41 7.36 

14 暗褐色 7.5 0.3 7.38 

15 暗褐色 7.5 0.32 7.4 

16 晴褐色 7.51 0.37 7.43 

17 暗褐色 7.49 0.33 7.29 

18 黒褐色 7.51 0.2 7.36 

19 晴褐色 7.49 0.49 7.32 

20 暗褐色 7.5 0.29 7.40 

21 黒褐色 7.49 0.24 7.36 

22 晴灰色 7.48 0.4 7.26 

23 暗灰色 7.44 0.12 7.41 

24 黒褐色 7.45 0.41 7.35 

25 暗灰色 7.47 0.18 7.42 

26 暗褐色 7.48 0.36 7.4 

27 暗褐色 7.49 0.29 7.4 

28 暗褐色 7.47 0.2 

構遺 事望 長毒 径実毒 Jレ4底市干

/レ ノレ

29 7.48 0.23 7.34 

30 暗灰色 7.46 0.23 

31 H音茶褐色 7.48 0.36 7.37 

32 H音茶褐色 7.49 0.25 

33 暗褐色 7.38 0.34 7.27 

34 H音茶褐色 7.39 0.28 7.33 

35 晴灰色 7.36 0.31 

36 暗茶褐色 7.48 0.26 7.38 

37 H音茶褐色 7.36 0.13 7.29 

38 晴褐色 7.44 0.39 7.32 

39 暗褐色 7.44 0.19 7.31 

40 暗灰色 7.47 0.27 7.2 

41 晴褐色 7.47 0.26 7.32 

42 暗褐色 7.53 0.37 7.28 

43 黒褐色 7.44 0.3 7.36 

44 晴灰色 7.45 0.37 7.32 

45 暗灰色 7.43 0.22 7.33 

46 暗褐色 7.41 0.26 7.3 

47 晴褐色 7.48 0.26 7.37 

構遺 議空 ζ毒
径実毒 Jレ、ーら 底陀n

Jレ Jレ

48 暗褐色 7.48 0.17 7.4 

49 暗灰色 7.47 0.28 7.25 

50 暗褐色 7.48 0.35 7.37 

51 黒褐色 7.51 0.32 7.39 

52 暗褐色 7.47 0.4 7.37 

53 暗褐色 7.48 0.3 7.38 

54 暗灰色 7.48 0.31 7.38 

55 暗灰色 7.49 0.32 7.38 

56 暗灰色 7.49 0.27 7.08 

57 晴灰色 7.4 0.36 7.31 

58 暗褐色 7.45 0.28 7.42 

59 暗褐色 7.43 0.32 7.29 

60 暗灰色 7.46 0.43 7.24 

61 暗灰色 7.45 0.31 7.3 

62 暗灰色 7.47 0.47 7.36 

63 黒褐色 7.42 0.41 7.24 

64 呆灰色 7.4 0.51 7.29 

65 暗灰色 7.43 0.31 

66 暗茶褐色 7.45 0.36 7.26 

円。。。

遺構 事空 ζ事
要径事Jレ、、底『官Y

ノレ ノレ

67 暗褐色 7.42 0.17 7.33 

68 暗茶褐色 7.37 0.45 7.27 

69 暗茶褐色 7.35 0.36 7.27 

70 暗灰色 7.41 0.23 7.33 

71 暗灰色 7.37 0.23 7.27 

72 暗褐色 7.47 0.33 7.23 

73暗茶褐色 7.41 0.18 7.46 

74暗茶褐色 7.46 0.27 7.35 

75晴茶褐色 7.46 0.23 7.35 

76暗茶褐色 7.46 0.21 7.29 

77 暗褐色 7.5 0.48 7.46 

78 暗褐色 7.51 0.56 7.38 

79 暗褐色 7.47 0.5 7.43 

80 暗茶褐 7.49 0.32 7.34 

81 暗褐色 7.45 0.62 7.34 

82 暗褐色 7.36 0.5 7.16 

83 暗褐色 7.48 0.77 7.35 

84 暗褐色 7.48 0.56 7.38 

85 暗灰色 7.47 0.68 7.41 
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遺構 72(図 6)

円形を呈するピット。遺構覆土:暗褐色粘質土。締りあり。泥岩粒多い。炭化物やや少。かわらけ片

少。出土遺物(図 7): 8はかわらけ。

土坑

検出数は少なく、規模もさほど大型ではない。暗褐色粘質土の覆土が主体で、泥岩粒は多く含むが、

炭化物はやや多く、かわらけ片は少。

遺構 77(図 6)

楕円形を呈する土坑。遺構 14、17、78に切られる。遺構覆土:暗褐色粘質土。締りややあり。泥岩、

泥岩塊多く含む。炭化物、かわらけ片少量。出土遺物(図 7): 9は白磁査の胴部片。 10は銅銭。

遺構 79(図 6)

楕円形を呈する土坑。近代の遺構に切られている。出土遺物(図 7): 11はかわらけ。 12は青磁劃花

文碗。 13は青磁櫛掻文皿。

遺構 82(図 6)

楕円形を呈する土坑。遺構覆土:暗褐色粘質土。締りややあり。泥岩、泥岩塊やや多く、炭化物少量

含む。出土遺物(図 7): 14は寛永通宝で底部付近から出土。混入したと思われる。

2面遺構外出土遺物(図 7)

遺構面精査時に面上で検出した遺物。 15、16はかわらけ。

2面構成土出土遺物(図 7)

2面より 3面検出までの間の堆積より出土した遺物。 17'" 18は手づくねかわらけ。 19はロクロかわ

らけ。 20は青磁劃花文碗。 21'" 22は須恵器杯の杯身。

第3節第3面の遺構・遺物

第 3面はおよそ海抜 7.24 '" 7. 31 mである。遺構はピット 45穴・土坑 3基、溝 l条を検出した。掘

立柱建物祉のプランなどは不明瞭である。遺構の切りあいより第 3面で発見した遺構は、少なくとも 3

時期の時間差があると考えられる。

遺物は、かわらけ・手づくねかわらけ・白かわらけ・青磁・白磁・青白磁・常滑・渥美・土製品・木

製品・自然遺物が出土している。

ピット

円形、楕円形を呈する。礎板などは確認できていない。覆土について、黒褐色粘質土を覆土するピッ

トは西南側に多い。締まりはやや弱い。混入物もごくわずかである。砂が混入するピットが見られる。(遺

構 86、89、90、94、96、97、101、108、109、110、111、112、116、117、118、121、122、124)。

暗茶褐色粘質土。調査区東南側に偏る。締まりはあり。締まりはあり。泥岩粒は稀で、炭化物、かわ

らけ片などは含まない(遺構 113、115、119、120、123、126、127、128、129)。
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図8 第3面全体図 (S=1/50)

遺構 88(図 8)

構遺 議空 ベレ端上 ベレ底面

/レ ノレ

86 黒褐色 7.38 0.27 7.2 

87 黒褐色 7.39 0.32 7.34 

88 黒褐色 7.37 0.3 7.22 

89 黒褐色 7.35 0.42 7. 1 

90 黒褐色 7.34 0.29 7.11 

91 暗灰色 7.34 0.29 7.16 

921 R音褐色 7.33 0.25 7.07 

93 暗灰色 7.32 0.21 7.19 

94 黒褐色 7.35 0.32 7.2 

95 晴灰色 7.31 0.28 7.06 

96 黒褐色 7.27 0.37 7.16 

97 呆褐色 7.31 0.18 7.15 

98 晴灰色 7.31 0.23 7.17 

構遺 事空 ベレ端上 Z品ベレ底面

ノレ ノレ

99 黒褐色 7.35 0.36 

100 晴褐色 7.36 0.32 7.28 

101 黒褐色 7.35 0.17 7.18 

102 暗褐色 7.07 0.26 6.94 

103 暗褐色 7.08 0.18 7.00 

104 暗灰色 7.34 0.14 7.27 

105 晴褐色 7.11 0.23 7.02 

106 青灰色 7.28 0.34 7.14 

107 暗褐色 7.12 0.21 7.02 

108 黒褐色 7.26 0.33 7.17 

109 黒褐色 7.25 0.2 7.21 

110 暴褐色 7.3 0.22 7.17 

111 黒褐色 7.31 0.19 7.25 

構遺 議空 ベレ上端 2品ベレ底面

/レ ノレ

112 黒褐色 7.27 0.3 7.2 

113 茶褐色 7.27 0.24 7.18 

114 暗褐色 7.32 0.2 7.24 

115 暗茶褐色 7.31 0.22 7.2 

116 暗灰色 7.31 0.3 7.2 

117 黒褐色 7.29 0.44 7.17 

118 黒褐色 7.28 0.26 7.22 

119 暗茶褐色 7.31 0.3 7.15 

120 暗茶褐色 7.29 0.29 7.22 

121 黒褐色 7.29 0.3 7.22 

122 黒褐色 7.3 0.29 7.23 

123 暗灰色 7.28 0.15 7.26 

124 黒褐色 7.31 0.26 7.22 

遺構 議空 ベレ端上 5品ζ富
ノレ ノレ

125 日昔褐色 7.28 0.32 7.11 

126 暗茶褐色 7.32 0.37 7.23 

127 暗茶褐色 7.32 0.24 7.24 

128 暗茶褐色 7.34 0.23 7.24 

129 暗茶褐色 7.32 0.26 7.2 

130 暗茶褐色 7.33 0.29 7.17 

131 黒褐色 7.21 O. 7 7.07 

132 暗褐色 7.37 0.55 7.24 

133 暗褐色 7.37 0.49 7.16 

134 黒褐色 7.38 2.62 6.75 

円形を呈するピット。遺構覆土:黒褐色粘質土。締りややあり。混入物ほぽ無いが、砂が混じる。遺

構 89を切る。出土遺物(図 10): 1はかわらけ。
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遺構 99(図 8)

出土遺物(図遺構覆土:黒褐色粘質土。締り弱い。炭化物少。木片多く混入。円形を呈するピット。

10) : 2はかわらけ。

土坑

遺構 131(図 8)

底部は砂(青灰)。泥岩稀。炭化物少。隅丸方形を呈する士坑。遺構覆士:黒褐色粘質士。締り弱い。

出土遺物(図 10):内折れの白かわらけ片。

遺構 132(図 8)

泥岩塊少。少量の砂混じる隅丸方形を呈する土坑。遺構覆土:暗褐色粘質土。締りややあり。

溝

9) 遺構 134(図 8、

出土遺物(図開口部幅約 2.3m、底部幅1.4 m、深さ 0.6m。遺構覆土:図 9参照。東西方向に走る溝。

7は縄文土器で器種は不明。 8""' 12は溝の中層から出土した遺物。 8""'9はか10) : 4 ""' 6はかわらけ。

13はかわらけ、

締まりゃゃあり。泥岩粒、炭化物、かわらけ片少。

締まりゃや弱い。白砂が下部に混入。

締まりやゃあり。泥岩稀。褐鉄やや少。

締まりあり。砂混じる。

締まりあり。泥岩稀。

締まりあり。青砂が縞状に混じる。

粘性なし、締まりやゃあり。黒色土が斑に入る。

粘性なし、締まりやゃあり。泥岩粒やゃあり。

黒色土が上部に入る。

締まりあり。泥岩粒少量。茶色の砂が多く混入。

粘性、締まり弱い。黒色士が多く混入。
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13 ""' 16は中層から下層にかけて出土した遺物。

1m 

黒褐色粘質土

青緑砂質土

暗灰粘着土

黒灰粘着土

呆灰粘着土

黒褐色粘着土

黒褐色粘着士

黒褐色粘着土

青緑砂質土

青緑砂質土

。

第3面遺構 134(S=l /40) 
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第4節第3面以下の堆積

第 3面以下は土質、色調などによって土層に差がありそれぞれを面として検出したが、遺構や遺物が

ほぼ確認できず、中世遺構面とは判断できない。以下それぞれの特徴について記述しておく。

第 3b面 海抜 7.25mほどで黒色粘着土の面が検出された(第 3b面)。白色の砂がまだら状に微量に

混じり、締まりのない土である。この土にはわずかに中世に属する時期の遺物が含まれているが、中世

以前の遺物も混入している。第 3b面以下は砂が基本の層となる。

第 3b面構成土出土遺物(図 10)

3bから 4面聞の堆積より出土した遺物。 24"" 27はかわらけ。 28は常滑片口鉢 I類。 29は須恵器部。

第 4面 およそ海抜 7.01"" 7. 12 mである。茶褐色の砂を主体として、筋状に多数黒色粘質土が混入

する。遺物の混入も見られなくなるため、中世時点での地山と推定される。

第 4a面 海抜 6.9"" 7.09 mである。やや赤みの強い茶褐色の砂が主体で、 4面と同様黒色粘質土が

筋状に混入している。

第 4b面 海抜 6.8"" 7.06 mで、ある。青みがかった褐色砂が主体で、以前として多数の筋状の黒色粘

質土の混入が見られる。

第 5面 海抜 6.8 "" 6. 95 mである。緑灰色の砂が主体となり、かなり均質で黒色粘質土などの混入

もほぼ見られない。北側の調査区壁付近では砂が樺色に変化し、不均質な堆積をしているようであるが、

何に起因しているのかは不明である。

これらの面は、堆積の状況から見ても自然に形成されたものと推定される。傾向としては南に向かつ

て下がる緩やかな傾斜が見られるが、東西方向については大きな差は認められない。

第 5節第6面

第 6面は本調査における最下層の検出面である。海抜は約 6.60 "" 6. 80 mで、現地表より1.3 "" 1. 4 

m以下に当たる。基本は緑灰色の砂を主体とするが、拳大の泥岩塊が散見される。泥岩は摩耗が激しく、

角の鋭利さは消失している。西北から東南方向にかけて、調査区のほぼ半分を占めて貝殻が面的に広がっ

て検出された(図 11)。貝は 5"" 10cmほどの厚さで堆積しており、東西と南には調査区を超えて広がっ

ているのが確実である。貝についての分類は別章を参照されたい。

東側 (2区)では員や砂の聞から数点の縄文土器を検出した。いずれも小破片で、激しい摩耗が見ら

れる。貝層自体も人為的なものとはみなし難く、その他の遺構の痕跡なども見られないため、これらの

土器はおそらく周囲から流れ込んできたものと考えらえる。土器は縄文時代中期のものが主体となって

いるようである。員層はおそらく縄文海進期に形成されたもので、当時この地点は海中に沈んでいたこ

とが想定できる。

貝層以下については一部確認をしたが海成砂層であり、湧水によって崩落するため、調査を終了した。

貝層面出土遺物(図 11)

1""8はいずれも縄文土器の破片。 lは加曾利 E4式(図 11-4地点)、 2は詳細不明だが縄文時代中期
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コショウ瓶と思われる。 34は容器の蓋のみ。

第三章考察とまとめ

中世の遺構面が 3面検出され、それぞれに建造物が確認された。第 1面は泥岩粒を混入した整地層で、

第 2面、 3面はほぼ泥岩粒を含まなくなる。第 3面以下は基本的に自然堆積であると思われ、この面を

中世基盤層と判断した。

第 1面

第 1面は残存状況が不良で、一部ピットは確認できたもののどのような土地利用であったかなどを類

推することも困難である。検出レベルはおよそ海抜 7.55"" 7.61 m。泥岩を比較的多く含んだ整地層と

なっている。遺構の切りあいより 2時期の時間差が想定される。

遺物は、かわらけ・手づくねかわらけ・白磁・常滑・瀬戸・銅銭が出土している。 1面の時期は 13

世紀中噴以降に属すると考えられる。

第 2面

やはり残存状況は不良で、上部が削平されている箇所が多いが、それでも全域的にピット、土坑が確

認された。検出レベルは海抜は 7.39"" 7.50 mで、ある。ピットの数が比較的多く、掘立柱建物祉の存在

が推定できるが明確なプランは復元できなかった。遺構の切りあいから第 2面で発見した遺構は、少な

くとも 3時期の時間差があると考えられる。

遺物は、かわらけ・手づくねかわらけ・青磁・白磁・常滑・渥美・瓦器・銅銭・石製品・自然遺物が

出土している。 2面の時期は出土遺物より 13世紀前半と考えられる。

第 3面

第 3面はしまりのある黒褐色粘質土で白色粒を含む整地層である。検出レベノレは海抜は 7.27"" 7.3 

mである。遺構はピット 45穴・土坑 3基、溝 1条を検出した。掘立柱建物祉のプランなどは不明瞭で

ある。遺構の切りあいより少なくとも 3時期の時間差があると考えられる。

溝は比較的規模が大きい。東西とも調査区外に伸びている。

遺物は、かわらけ・手づくねかわらけ・白かわらけ・青磁・白磁・青白磁・常滑・渥美・土製品・木

製品・自然遺物が出土している。

3面の時期は出土遺物より 13世紀前半と考えられる。

第 3b面

白色の砂がまだら状に微量に混じり、締まりのない黒色粘着土の面である。検出レベルは海抜 7.25m。

明瞭な遺構は確認できなかったが、わずかにかわらけ・常滑など中世に属する時期の遺物が含まれてい

る。また中世以前の遺物も混入している。第 3b面の下は砂が基本の層となる。
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第 4面

茶褐色の砂を主体として筋状に多数黒色粘質土が混入する。検出レベノレは海抜 7.01"""'7.12 mである。

遺物の混入も見られなくなるため、中世時点での地山と推定される。

第 4a面は やや赤みの強い茶褐色の砂が主体で、 4面と同様黒色粘質土が筋状に混入している。海

抜 6.9"""'7.09 mである。

第 4b面は 青みがかった褐色砂が主体で、以前として多数の筋状の黒色粘質土の混入が見られる。

海抜 6.8"""'7.06 mで、ある。

第 4面は主に砂の色調によって区別したが、基本的な構成は大きな差はないといえる。遺物、遺構と

もに確認できなかったため、人の活動が見られない時期の自然堆積か。

第 5面

緑灰色の砂が主体となり、かなり均質で黒色粘質土などの混入もほぼ見られない点で 4面の各層とは

差がある。検出レベルは海抜 6.8"""'6.95 mである。北側の調査区壁付近では砂が樺色に変化し、不均

質な堆積をしているようであるが、何に起因しているのかは不明である。傾向としては南に向かつて下

がる緩やかな傾斜が見られるが、東西方向については大きな差は認められない。やはり遺構、遺物は確

認、されず。

第 6面

本調査における最下層の検出面である。基本は緑灰色の砂を主体とするが、拳大の泥岩塊が散見され

る。泥岩は摩耗が激しく、角の鋭利さは消失している。海抜は約 6.60"""'6.80 mで、現地表より1.3"""'1.4

m以下に当たる。

西北から東南方向にかけて、調査区のほぼ半分を占めて貝殻が面的に 5"""' 10cmほどの厚さで堆積し

ており、東西と南には調査区を超えて広がっているのが確実である。

貝や砂の聞から数点の縄文土器を検出した。いずれも小破片で、激しい摩耗が見られる。貝層自体も

人為的なものとはみなし難く、その他の遺構の痕跡なども見られないため、これらの土器はおそらく周

囲から流れ込んできたものと考えらえる。土器は縄文時代中期のものが主体となっているようである。

貝層はおそらく縄文海進期に形成されたもので、当時この地点は海中に沈んでいたことが想定できる。

なお、 古墳~古代に属する須恵器などの遺物が 2"""'3面の構成土や溝の覆土から出土しているが、

いずれも明確に当時の遺構に伴うものではない。中世以前と思われる遺構も確認できていないため、こ

れらの遺物も縄文士器と同様、他の地点からの混入である可能性が高い。

第 2節周囲の調査例との比較

本調査地点では明確な土地利用の性格を示すような遺構は確認できなかった。掘立柱建物の存在は確

実で、屋敷地であったことは想定されるが、隣接するような調査例が少なく、不明な点が多い。

なお、 3面ではやや大型の溝が存在している。この溝は目前を走る道路と並行し、現在の逆川に直行

するような軸方向となっている。地点 18 (図 1)では河川とその護岸跡が検出されており、おそらく

中世においてもその一帯では逆川の流路は大きな変化はないと想定される。この溝が逆川に流れ込むも
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のかどうかまでは断定できないが、その方向は逆川の流路と関連があると推定され、この一帯の区画軸

にも影響している可能性が高い。

周辺には寺院が多く、また地点 2などはかなりの規模の武家屋敷地であったと推定される。しかし、

建物や溝の方向などは、本調査地点とは異なり、現行の道路とかなり共通性があるため、現行道路は古

い時期の区画をとどめている可能性がある。

一方で逆}11の西側では方形竪穴建物が地点 19などで確認されており、東側とはまた違った土地利用

がされていたことも考えられる。ただしまだ調査例が十分で、はないため、確定できることは多くない。

今後の資料の増加が期待される。
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第四章 名越ヶ谷遺跡の花粉分析とプラント・オパール分析

森将志(パレオ・ラボ)

1.はじめに

神奈川県鎌倉市に所在する名越ヶ谷遺跡において、遺跡周辺の古環境を検討するために土壌試料が採取

された。以下では、試料について行った花粉分析とプラント・オパール分析の結果を示し、古植生を検

討した。

2. 試料と方法

分析試料は、 2区東壁から採取された計 6点である(表 4)。これら表 1 分析試料一覧表

の試料について、次の手順で分析を実施した。

2-1.花粉分析

試料(湿重量約 4g) を遠沈管にとり、 10純水酸化カリウム溶液を加

え 10分間湯煎する。水洗後、 46見フッ化水素酸溶液を加え 1時開放

地区 |試料No.I時期

縄文海進期

置する。水洗後、比重分離(比重 2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行い、浮遊物を回収

し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理(無水酢酸 9:濃硫酸 1の割合の混酸

を加え 20分間湯煎)を行う。水洗後、残誼にグリセリンを滴下し保存用とする。検鏡は、この残誼よ

り適宜プレパラートを作製して行った。プレパラートは樹木花粉が 200を超えるまで検鏡し、その聞に

現れる草本花粉・胞子を全て数えた。十分な量の花粉化石が含まれていない試料については、プレパラー

ト1枚の全面を検鏡するに留めた。また、保存状態の良好な花粉化石を選んで単体標本 (PLC.2387 "" 

2397) を作製し、写真を図 24に載せた。

2-2. プラント・オパール分析

秤量した試料を乾燥後、再び秤量する(絶対乾燥重量測定)。別に試料約 19(秤量)をトールビーカー

にとり、約 0.02gのガラスビーズ(直径約 0.04mm) を加える。これに 30免の過酸化水素水を約 20"" 

30cc加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波洗浄機による試料の分散後、沈降法によ

り0.01mm以下の粒子を除去する。この残誼よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作製し、検鏡

した。同定および計数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについてガラスビーズが 300

個に達するまで行った。また、保存状態の良好な植物珪酸体を選んで写真を撮り、図 25に載せた。

3. 結果

3-1.花粉分析

検鏡の結果、十分な量の花粉化石が得られたのは No.3とNo.4の 2試料のみで、その他の試料には十分

な量の花粉化石が含まれていなかった。 6試料から検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉 24、

草本花粉 22、形態分類を含むシダ植物胞子 3の、総計 49である。とれらの花粉・胞子の一覧表を表 5

に、花粉分布図を図 22に示す。花粉分布図では、樹木花粉の産出率は樹木花粉総数を基数とした百分

- 204 -



草本花粉・胞子の産出塁2
学名

率は産出花粉胞子総数を基守木
l¥DleS 

数とした百分率で示してあ;::::叫en.Di陶p

図表においてハ:ご:;;;立:::;z:;;::2; 
Taxaceae -Cephalotaxaceaeー

イフン(一)で結んだ分類群 Cupr聞 ac雌

PterocaryaーJug1ans サワグノレミ属ークルミ属 ー - 5 

それらの分類群聞の区 Carpinus-Ostrya クマシデ属アサダ属 l 

A1nus ハンノキ属 2 
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c臼as叫t田 e回a クリ属 2お5 

同様の花粉組成を示してお C伽a酎st回凱。叩p山 P加a出sa叩nl同a シイノキ属マテパシイ属 4必6 

Ulmus -Ze1kova ニレ属ーケヤキ属 ー ー

スギ属::::-A向叫he :;;;ームクノキ属 : 

Ma110tus アカメガシワ属
コRhusーToxicodendron ヌルデ属ーワノレシ属 ー ー 1 

Aesculus トチノキ属 一一 4

クリAraliaceae ウコギ科 一一 2 ー

Ligustrum イボタノキ属 ーーー

シイノキ属ーマテパシ Fraxinus トネリコ属 6 

C1erodendron クサギ属
ニレ属ーケヤキ属な草本

Typha 

イネ A1isma
liraJn1neae 

ヨ Cyperaceae

Moraceae 

R咽 ex

Po1ygonu皿 sect.Persicariaー

プラント・オパール分 23310n

Chenopodiaceae -Amaranthaceae 

Caryophy llaceae 

Thalictrum 

同定・計数された各植物の Ranunculaceae

Brassicaceae 

プラント・オパーノレ個数と Ro臨鵬

Legu皿ln旧osae

ガガ、ラスピ一ズズ、個数の比率か Aヤpl一a即c回

:δ3。上anum

ら、試料 19当りの各プランニ:;::;加山

(表江主;::ae

Li四li盟orae

分布図に示した(図下手由自一

以下に記す各分立:;;:;なespore 

trilete tVDe SDOre 
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No.2 No.1 

l 

モミ属
ツガ属
マツ属複維管束亜属
コウヤマキ属
スギ属

イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科

ガマ属
サジオモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
クワ科
ギシギシ属
サナエタデ節ーウナギツカミ節

和名

産出花粉胞子一覧表

また、

別が困難なものを示す。

やコナラ属コナラ亜属、

属、

草本花粉では、

科やアカザ科ーヒユ科、

ナラ属アカガシ亜属、

樹木花粉では、

No.3とNo.4では、

イ属、

どが、

率、

は、

り、

る。

81 

5 

1 

3 

18 

1 

2 

11 

5 

2 

17 

114 

6 

10 

1 

12 

6 

4 

1 

ソパ属
アカザ科ーヒユ科
ナデシコ科
カラマツソウ属
キンポウゲ科
アブラナ科
パラ科
マメ科
セリ科
ナス属

オオバコ属
ブタクサ属 オナモミ属
ヨモギ属
キクE科

タンポポ亜科

モギ属などの産出が目立つ。

3-2. 

析

庁。
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U

庁
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4
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2 

ト・オパール個数を求め
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ミズワラピ属
単条溝胞子

三条溝胞子

なお、
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樹木花粉

草本花粉

シダ植物胞子

花粉・胞子総数

個数は、試料 19当りの検出 ZZ;:JZ;::len

Spores 

Tota1 Po11en & Spores 個数である。

21 不明検鏡の結果、 6試料からは unknown

ジュズダマ属ウシクサ族、キピ族、シパ属、ヨシ属、ササ属型、他のタケ亜科、イネとネザサ節型、

試料 19当りのプラント・オパール個数
イネ ネザサ節型 ササ属型 他のタケ亜科 ヨシ属 シパ属 キピ族 ウシクサ族 ジュズダマ属 ポイント型珪酸体
(個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) 

No.l 32，800 77，900 6，800 16，400 。 1，400 110，700 114，800 。 2，700 

No.2 7，000 43，500 。 12，200 24，400 。 85，300 127， 100 。 1，700 
No.3 4，600 31，000 5，700 12，600 16，100 1，100 82，800 128，800 。 4，600 
No.4 3，900 62，200 9，100 27，200 3，900 。 71，300 119，200 1，300 6，500 

No.5 。 。 1，300 。 。 。 1，300 2，500 。 。
No.6 。 1，000 9，100 。 。 。 。 11， 100 。 。
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のヨシ属の機動細胞珪酸体が産出しており、遺跡周辺に湿潤な環境が存在したと推測されるため、堆積

物が乾燥状態に晒されたのは、堆積物の堆積後であった可能性も考えられる。以下では、得られた花粉

化石や植物珪酸体の群集に基づいて、遺跡周辺の古植生について検討した。

十分な量の花粉化石が得られた No.3とNo.4では、スギ属やコナラ属アカガシ亜属、シイノキ属ーマテ

パシイ属の産出が目立つ。よって、遺跡周辺にはスギ林や、カシ類、シイ類からなる照葉樹林が分布を

広げていたと考えられる。また、二次林要素の植物を含むコナラ属コナラ亜属やクリ属の産出も目立ち、

遺跡周辺の明るい開けた場所にはコナラやクリなども分布を広げていたと考えられる。こうした場所に

は、ネザサ節のササ類やキピ族、ウシクサ族といったイネ科植物も生育していたであろう。その他にも

アカザ科ーヒユ科、ヨモギ属などの草本類も生育していたと思われる。栽培植物としてはイネ機動細胞

珪酸体の産出が見られるため、周辺にはイネが存在していた。イネ機動細胞珪酸体の産出量については、

試料 19当り 5，000個以上検出された地点の分布範囲と、実際の発掘調査で検出された水田祉の分布が

よく対応する結果が得られており(藤原， 1984)、試料 19当り 5，000個が水田土壌か否かを判断する目

安とされている。この目安に照らし合わせると、 No.3とNo.4のイネ機動細胞珪酸体は水田土壌の水準

には及ばず、イネ機動細胞珪酸体は試料採取地点の近辺からもたらされたなどの可能性が考えられる。

また、 No.3ではソパ属花粉の産出も見られ、周辺でソパ栽培が行われていたと思われる。

なお、鎌倉市の花粉分析では、 12世紀末""13世紀末の期間はスギ属やコナラ属アカガシ亜属、シイノ

キ属ーマテパシイ属が優勢で、13世紀末にマツ属維管東亜属が増加する傾向が知られている(鈴木・吉川，

1994)。今回のNo.3とNo.4では、マツ属複維管束亜属の産出は目立たず、スギ属やコナラ属アカガシ亜属、

シイノキ属ーマテパシイ属の産出が目立つため、 No.3とNo.4は 12世紀末""13世紀末の堆積物である

可能性が高い。

No.2では花粉が産出していないため、詳細な植生は不明であるが、植物珪酸体を見ると、ヨシ属の産

出が特徴的である。ヨシ属は No.3とNo.4においても産出が認められるが、上位層に向かつて増加して

おり、 No.2で最も産出量が多くなる。この時期はヨシ属が生育できるような湿地的環境が遺跡周辺に

広がっていたと考えられる。

その上位の No.1では、イネ機動細胞珪酸体の産出が突出しており、水田土壌の目安を大幅に上回る密

度で検出された。一方、 No.2で多く産出していたヨシ属は、 No.1では産出していない。この 2つの分

類群の産出状況から判断すると、遺跡周辺でヨシ属が分布を広げていた湿地的環境の場所を水田として

開拓した可能性が考えられる。また、 No.1では、ネザサ節型機動細胞珪酸体の産出量も増加しており、

水田の開拓に伴い、明るい開けた場所が広がり、そうした場所にネザサ節のササ類も分布を広げていた

可能性がある。

引用文献

藤原宏志 (1984) プラント・オパール分析法とその応用一先史時代の水田祉探査一.考古学ジャーナ

ノレ 227. 2-7. 

鈴木 茂・吉川目伸 (1994)鎌倉市永福寺跡における鎌倉時代の植生変遷.植生史研究， 2， 45-51. 
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表4 中世出土遺物観察表

図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (c皿) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器両 重 a:成形・整形b:胎士・素地・材質 c:色調 d:紬調 e:焼成f:備考

7・1 土製品
手づくね

4/5 14.3 3.1 
a:外底指頭痕 段ナデ b:微砂雲母黒色粒海綿骨針泥岩粒

ドーーー 11 
かわらけ o c:淡櫨色 e:良好 f:内底面ナデ

7-2 磁器
青磁 口縁部小

[5.1] 
a:ロクロ成形 b:灰色黒色粒精良敏密土 c: d:灰緑色半透明紬

トーーー
劃花文碗 片 柚層薄い e:堅敏正内面 に膏l花文

7-3 14 土製品
手づくね

2/3 (13.5) 3.2 
a:外底指頭痕 段ナデ b:微砂雲母黒色粒海綿骨針士丹粒

ト一一一
かわらけ o c:灰黄~黄灰色 e:やや甘い

7-4 土製品
手づくね

1/5 (8.0) (6.8) 1.8 
a:外底指頭痕ナデ b:微砂雲母海綿骨針良土 c:淡黄灰色 e:

トーーーー 26 
かわらけ やや甘い

7-5 石製品 石臼(下臼) 小片
推定径 厚 正凝灰岩?

ト一一一
27.0 11.4 

7-6 41 銅製品 銭
直径 内孔 厚

2.4 
正聖宋元賓(築書) 北宋 1101年

ト一一一
2.3 0.6 x 0.7 。

7・7 49 磁器
青磁 口縁部小

[2.4] 
a:ロクロ成形 b:灰白色呆色粒白色粒わずか精良堅鍛 c: d:暗

トーーー
蓮弁文碗 片 緑色半透明袖紬層外体部厚め

7・8 72 土製品
ロクロ

1/4 (8.4) (6.6) 
a:内底ナデ外底回転糸切板状圧痕(ナデにより不明瞭) b・微砂雲

かわらけ(小)
1.8 

ドーーー
母海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄灰色 e:やや甘い

7-9 磁器
白磁

胴部片 [11.5] 
b:灰白色黒色粒精良敏密土 c: d:青味を帯びた灰白色不透明紬

トーーー 77 
壷 柚層薄い e:堅徹正気泡あり

7・10 銅製品 銭
直径 内孔 正銭種不明

トーーー
2.7 0.7 

7・11 土製品
手づくね

1/4 (15.6) (12.5) 3.4 
a:外底指頭痕ナデ b:微砂雲母海綿骨針泥岩粒やや粗 土 c:

トーーー 2 かわらけ 淡黄灰色 e:やや甘い

7-12 
面

79 磁器
青磁 高台~体 高台径 a:ロクロ成形 b:暗灰白色砂粒精良堅徹 c: d:明灰緑色透明紬

[2.0] 

トーーー
劃花文碗 部 6.6 柚層高台畳付までやや厚め e: f:岡安窯 内底 1条の条線

7-13 磁器
青磁

底部片 5.4 [1.2] 
b:灰白色砂粒精良堅鰍 c: d:暗灰緑色透明紬粕層底部を除きご

トーーー
櫛掻文皿 く薄い e: f:岡安窯気孔あり

7-14 82 銅製品 銭
直径 内孔

2.7 
正寛永通賓寛文8年(1668年)背面「文」亀戸銭文銭寛永通賓は

ト一一一
2.5 0.6 x 0.6 寛永 13年 (1636年)に創鋳。書体・背文等により新寛永と恩われる

7-15 

震外
土製品

手づくね
1/4 (10.0) (7.6) 1.7 

a:外底指頭痕ナデ b:微砂雲母海綿骨針赤色粒良土 c:明黄

ト一一一
かわらけ 樫色 e:良好

7・16 土製品
手づくね

ほぼ完形 9.5 8.2 2.0 
a:外底指頭痕ナデ b:微砂雲母海綿骨針赤色粒良土 c:黄灰

ト一一ー
かわらけ 色 e:やや甘い

7・17 土製品
手づくね

1/5 (14.3) 3.5 
a:外底指頭痕 b・微砂雲母黒色粒海綿骨針やや粗土 c・黄樫色

トーーー
かわらけ

7-18 土製品
手づくね

1/6 (13.3) [3.8] 
a:外底指頭痕 b:微砂雲母黒色粒海綿骨針やや粗土 c:淡灰黄

トーーー
かわらけ 色 e:やや甘い

7-19 土製品
ロクロ

ほぽ完形 9.0 7.8 1.8 
a:内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母海綿骨針砂質

トーーー 構成土
かわらけ(小) 土気味 c:淡燈色 e:良好

7-20 磁器
青磁 口縁部小

[5.2] 
b:灰色黒色粒徹密土 c: d:淡灰緑色半透明紬粕層薄い

トーーー
劃花文碗 片

7-21 陶器
須恵器 口縁部小

[4.5] 
a:ロクロ成形 b:微砂白色粒赤色粒 c:灰色 d: e:良好

ト一一一
杯 片

7-22 陶器
須恵器 蓋受け部

[3.3] 
a:ロクロ成形 b:砂粒白色粒黒色粒小石粒良土 c:灰褐色 e:

杯 片 良好

10・1 88 土製品
手づくね

完形 14.3 3.0 
a:内底ナデ外底弱い指頭痕 段ナデ面取り b:微砂雲母黒色

ト一一一
かわらけ 粒泥岩粒 oc:淡檀色 e:良好

10・2 99 土製品
手づくね

1/4 (15.4) 3.2 
a:外底指頭痕 段ナデ面取り b:微砂雲母黒色粒泥岩粒 O

トーーーー
かわらけ c:黄灰色 e:やや甘い

手づくね
口縁部小

b:微砂赤色粒 oc:赤味を帯びた灰白色 e:良好
10・3 131 土製品 内折白かわら

片
[1.2] 

ト一一一
け(極小)

10・4 土製品
手づくね

ほぼ完形 13.4 12.0 3.7 
a:外底指頭痕強いナデ b:微砂雲母海綿骨針赤色粒良土 c:

ト一一一
かわらけ 黄櫨色 e:良好

10・5 土製品
ロクロ

2/3 13.2 8.7 3.4 
a:内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母海綿骨針良土

ト一一一
かわらけ(大) c:明黄灰色 e:やや甘い

10-6 土製品
ロクロ

1/4 (9.8) (8.1) 
a:内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母海綿骨針泥岩

かわらけ(小)
1.9 

トーーー
粒やや粗土 c:槍灰色 e:良好

10-7 土製品
縄文 口縁部小

[4.0] 
b:砂粒雲母海綿骨針多い c:胎芯黒灰色器表樺色

トーーー
器種不明 片

10-8 土製品
手づくね

完形 14.3 3.2 
a:外底指頭痕 b:微砂雲母黒色粒海綿骨針泥岩粒やや粗 土 c:

トーーー
3 かわらけ 淡黄樺色 e:良好正口縁・外面部に半周の溝が刻まれる

10-9 
面

士製品
ロクロ a:内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母黒色粒海綿骨

1/5 (9.7) (8.0) 1.4 

トーーー
かわらけ(小) 針粉質土 c:暗黄灰~黄灰色 e:良好

10-10 木製品 板状木製品
長 幅 厚 正周縁を丸く仕上げている事から曲物の底板か

ト一一一
134 11.3 3.1-3.5 0.2-0.3 

10-11 木製品 板状木製品
長 幅 厚 正刃物等で加工したような痕跡数ク所見られる。形代の様な物か

ト一一一
13.0 3.0 0.1-0.4 

10-12 木製品 用途不明
長 幅 厚 正板目取り 建築部材か

ト一一一
4.5 4.8 1.2 

10-13 土製品
手づくね

ほf:f完形 9.1 1.6 
a:外底指頭痕 b:微砂雲母黒色粒海綿骨針泥岩粒やや粗 土 c:

トーーーー
かわらけ 淡槍色 e良好

10・14 土製品 山茶碗 底部片 (6.8) [1.7] 
a:貼り付け高台 b:灰白色 白色粒黒色粒わずか c:灰白色 e:硬質

トーーー
f:南部系畳付籾殻痕

10-15 陶器
常滑

胴部小片 [7.6] 
a:粘土紐輪積み技法 b:灰色砂粒黒色粒長石石英小石粒 c:

聾
褐色

ト一一一
e:硬質 f:スタンプ文あり

10-16 陶器
常滑

胴部小片 [5.6] 
a:粘土紐輪積み技法 b:褐色砂粒白色粒石英 c:暗赤褐色 d: e: 

聾 硬質正スタンプ文あり

nu 
q白



図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎土・素地・材質 c:色調 d:紬調 e:焼成 f:備考

10・17 向器
須恵器 口縁部

(12.0) [3.5] 
a:ロクロ成形 b:灰色砂粒雲母海綿骨針 c:灰色 d: e:硬質正

杯 1/4 
トーーー

長 幅 厚 正表面(1面のみ)に刃物痕数ケ所あり
10・18 木製品 折敷

(16.2) (4.4) 0.2 -0.3 
トーーー

長 幅 厚 五周縁数ヶ所に刃物痕あり
10・19 木製品 用途不明

10.9 3.6 -4.4 0.6 -0.8 
←ーーー 3 134 長 幅 厚
10-20 面 木製品 用途不明 (9.0) 6.7 0.4 -0.8 

匝 木製品 黒漆碗 底部1/2 (8.0) [2.2] 正内外面に黒漆あり 底面なし外面破損あり

10・22 土製品
手づくね

ほぽ完形 13.5 11.4 2.6 
a:外底指頭痕ナデ b:微砂雲母海綿骨針良土 c:明黄灰色 e:

かわらけ やや甘い
←ーーー

織具 直径 高さ 孔径
10-23 木製品

紡輪or紡錘車? 6.4 0.8 0.5 x 0.6 

10-24 土製品
手づくね

完形 14.9 13.2 3.5 
a:外底指頭痕ナデ b:微砂雲母海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:

かわらけ 淡黄灰色 e:やや甘い
ト一一一

手づくね a:外底指頭痕 b:微砂雲母黒色粒海綿骨針やや粗土 c・明灰黄
10-25 土製品

かわらけ
完形 9.2 1.8 

色 e:やや甘い
ト一一一

手づくね a:外底指頭痕 b:微砂雲母黒色粒海綿骨針西岸粒やや粗 土 c:
10-26 

構成土

士製品 11/12 8.9 2.0 

トーーーー 3b かわらけ 権色 e:良好 f:内面 1//4が二次焼成で黒色化

10-27 
面

士製品
ロクロ

1/4 (8.6) (5.4) 
a:内底ナデ不鮮明外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母黒色粒

かわらけ(小)
2.0 

海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:澄色 e:良好
トーーー

常滑 口縁部小 a:粘土紐輪積み技法 b:灰色 白色粒黒色粒 c:灰色 e:硬質
10-28 陶器

片口鉢 I類 片
ト一一一

須恵器 口縁部小 a:ロクロ成形 b・砂粒 白色粒 c・青灰色 e・良好・硬質
10-29 陶器

杯 片
[2.8] 

11-1 土製品
縄文土器 口縁部小

[7.3] 
a:粘土紐 b:黒色砂粒白色粒雲母多量 c:暗灰褐色 f:内外面コ

浅鉢か? 片 ゲ跡あり 加曾利 E4
トーーーー

縄文土器 口縁部小 a:粘土紐 b:暗灰褐色砂粒白色粒雲母非常に多い c:暗灰褐色正
11・2 土製品

深鉢 片
[5.2] 

沈線による文様縄文は不明瞭内外面共にコグ跡あり 中期
ト一一一

縄文土器 a:粘土紐 b:暗灰褐色砂粒白色粒雲母 c:暗灰褐色正加曾利 E3
11・3 土製品

器種不明
胴部小片 [5.2] 

磨消し縄文単節LR 内外面共にコゲ跡あり
トーーー

縄文土器 a:粘土紐 b:暗灰色砂粒雲母多量 c:褐色~暗褐色 f:曽利 3 沈線
11・4 土製品 胴部小片 [5.6] 

←ーーー 層殻貝

深鉢 による文様 内面沸騰によるコゲ跡?見られる

縄文土器
a:粘土紐 b:暗褐色~黒褐色砂粒白色粒雲母やや多い c:内面黒

11・5 土製品 胴部小片 [3.9] 褐色外面暗赤褐色 d: e: f:加曾利 E2 単節縄文RL 内面コグ跡あ
深鉢

り
トーーーー

縄文土器 a:粘土紐 b:暗灰褐色砂粒白色粒雲母やや多い c:内面灰褐色
11・6 土製品

器種不明
胴部小片 [3.1] 

外面暗灰褐色正外面コグ跡あり 後期堀之内か
ト一一一

縄文土器 a:粘土紐 b:暗灰色砂粒白色粒雲母 c:暗灰褐色正内外面共に
11・7 土製品

器種不明
胴部小片 [2.1] 

コゲ跡あり
』ーーー

縄文土器 口縁部小 a:粘土紐 b:暗褐色砂粒白色粒雲母多量 c:内面晴灰褐色外面
11-8 土製品

器種不明 片
[2.5] 

暗褐色士沈線による文様中期後半

12-1 土製品
ロクロ

1/4 (8.4) (6.0) 1.9 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母黒

かわらけ(小) 色粒海綿骨針砂質気味 c:灰黄色 e:やや甘い
トーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母 海
12-2 

撹乱等

土製品
かわらけ(小)

1/3 (8.4) (5.8) 1.9 
綿骨針赤色粒泥岩粒やや粗土 c:明槽灰色 e:良好

ト一一一
常滑 口縁部小 a:粘土紐輪積み技法 b:灰色砂粒石英粒長石粒 c:暗赤褐色 e:

12-3 陶器
片口鉢O類 片

[4.0] 
灰緑色粕降灰長編年4-5

←一一一
長 幅 厚 正鍋だった物をスタンプ等にする加工途中と恩われる

12-4 石製品 滑石鍋転用品
(4.6) (3.6) 1.3 -1.8 

14・1 木製品 桶
長 幅 厚
50.2 5.8-5.1 1.9-0.7 

ト一一一
長 幅 厚

14・1 木製品 桶
70.4 5.2-4.3 1.9-0.9 

トーーー
長 幅 厚

14-2 木製品 桶
52.1 13.4-12.3 1.9-0.9 

←ーーー
長 幅 厚

14-3 木製品 桶
51.8 17.3-162 2.0-0.5 

トーーー
長 幅 厚14-4 木製品 桶
48.2 6.8-6.0 1.7-0.3 

ト一一一
長 幅 厚14-4 木製品 桶
44.5 4.9 -4.5 1.7-0.3 

ト一一一
長 幅 厚 正表面焼印あり 砂鉄状の付着物あり

15・5 木製品 桶
44.3 10.7-10.0 1.8-0.8 

トーーーー
長 幅 厚 正表面焼印あり

15・6 桶 木製品 桶1 45.0 初'.0-18.52.0-1.0 

匡 木製品 桶

15-7 木製品 桶
長 幅 厚
43.9 9.8-9.4 1.8-0.9 

トーーーー
長 幅 厚

15-8 木製品 桶
44.7 52-4.3 1.7 -1.1 

ト一一一
長 幅 厚

15-9 木製品 桶
48.8 14.5-132 1.7-0.7 

ト一一一
長 幅 厚16-10 木製品 桶
47.5 11.6-10.5 1.7 -0.7 

←ーーー
長 幅 厚

16・11 木製品 桶
50.0 6.0-5.7 1.8-0.9 

トーーー
長 幅 厚

16・12 木製品 桶
回5 17.8-16后 1.8-1.1 

回-12 木製品 桶

ワ白



図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎土・素地・材質 c:色調 d:紬調 e:焼成 f:備考

16・13 木製品 桶
長 幅 厚 正底辺0.4x 0.5団長さ 2.3回以上の四角錐の木釘

』ーーー
40.4 16.4 2.1-2.3 

16・13 桶
木製品 桶

長 幅 厚 正底辺0.3x 0.4佃長さ 2.1回以上の四角錐の木釘釘穴深さ 2.4叩
1 41.6 9.7 1.8-2.0 

』ーーー

16・13 木製品 桶
長 幅 厚 五釘穴0.4x 0.4 cm 深さ 2.3cm 
39.7 15.3 1.9-2.1 

17-1 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕(ほとんど凹みなし)あり 1ヶ所貫通しない孔あ

35.5 14.5-17.0 0.8-1.2 り 外側下方に舗の痕(ほとんど凹みなし)見られる

17-2 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕?(ほとんど凹みなし) 外面下方に錨の痕?

一
32.2 9.4-10.0 1.0-1.3 

17-3 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕?(ほとんど凹みなし) 外面下方に植の痕?

ト一一一
26.7 9.6-10.1 1.0-1.2 

17-4 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕?(ほとんど凹みなし) 外面下方に舗の痕?

トーーーー
292 9.0-10.0 1.0-1.2 

17・5 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕?(ほとんど凹みなし) 外面下方に舗の痕?

トーーー
21.0 5.8 1.1 

17・6 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕? 外面下方に鑑の痕?

トーーー
20.5 9.5 0.9-1.1 

17-7 木製品 桶
長 幅 厚 長内側下方に底板の痕フ外面下方に鑑の痕?

同ーーー
1ι5 ι8-7.0 0.9-1.0 

17・8 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕フ外面下方に績の痕?

トーーーー
182 6.9 1.0-1.1 

17・9 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕? 外面下方に纏の痕?

』ーーー 桶 272 19.0-212 1.0-1.2 

17・10
2 

木製品 桶
長 幅 厚

一
37.5 10.8 0.8-1.1 

18-11 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕あり 外面下方に鑑の痕あり

一
29.7 9.5 1.0-1.2 

18-12 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕あり 外面下方に鑑の痕あり

トーーー
33.5 11.3 1.2 

18・13 木製品 桶
長 幅 厚 正内側下方に底板の痕あり 外面下方に績の痕あり

トーーー
32.2 9.8 0.8-1.1 

18-13 木製品 桶
長 幅 厚

トーーー
39.6 2.0-3.0 0.9-1.2 

18-14 木製品 桶
長 幅 厚 正底辺0.4x 0.4団長さ1.7-1.9回以上の四角錐の木釘釘穴深さ 2.7

ト一一一
412 10.9 2.6 cm 

18-14 木製品 桶
長 幅 厚 正釘穴0.4x 0.4岨深さ 2.3-2.5団

トーーーー
32.8 邑5 2.5-2.8 

18-14 木製品 桶
長 幅 厚 正底辺0.4x 0.4田長さ 2.0-2.5個以上の四角錐の木釘2本

ト一一一
ぬ3 10.8 2.6 -2.8 

18・14 木製品 桶
長 幅 厚 正釘穴0.4x 0.4叩深さ1.7-1.9叩
41.2 12.3 2.6-2.8 

111119ら9H9』『23 1 5 

磁器 碗蓋 ほぽ完形

磁器 碗 完形

磁器 碗蓋 完形

磁器 筒形湯呑 1/2 

磁器 小杯 1/2 

19-6 桶 陶器 播鉢
口縁部小

トーーー
片

19-7 土製品
縄文土器 。 長 幅 厚 a:粘土紐 b:黒 灰 色 雲 母 白 色 粒 c:表淡燈色裏黄灰色 e:やや甘

匿
加工品 4.7 5.0 1.4 い f:縁は全体に研磨され裏面には 1条の溝が刻まれている

木製品 箸 完形

木製品 箸か ほぼ完形

19-10 木製品 箸 ほl:f完形
長 幅 厚

1.2 
21.5 0.5 0.3 

19-11 
ガ7ス製

薬瓶 完形
「登録(徳)商標東京薬研堀中嶋製」のエンポスあり

豆
品

桶 磁器 杯 完形
2 磁器 筒形湯呑 完形 ロ縁下部に植物のエンポス、底面に「越山」の銘あり

19-14 木製品 板碑
長 幅 厚
30.1 21.3 2.6 

20-15 磁器
青白磁

1/5 (5.0) (4.0) 2.1 
b:白色黒色粒精良士 c: d:淡水青色半透明紬紬層薄い内面と

一
合子身 外面の一部に施紬 e: 士貫入あり

20-16 土製品 伊勢系土鍋
口縁部小

[2.3] 
b:灰色砂粒小石粒 c:淡樺色 e:良好

一
片

20-17 陶器 揺鉢
口縁部小

傷害
片

ガラス瓶 インク瓶 完形 底面に rMJのエンポスあれ丸善。

金属製品 キセル吸い口 完形 真鎗製。

20・20 2面 77 磁器 円形製品 完形

20-21 撹乱 陶器 汽車土瓶 完形 胴部に「お茶静岡」の文字と富士山の絵あり

ロ凶M叫山到6泊oトト-n2222 3 4 6 7 

磁器 醤油皿 ほぽ完形 底部に「醤油味噌 (.Co) 伊藤電話九七番」とあり。鎌倉の唐舗か

磁器 皿 1/2 

表土
磁器 小杯 1/3 

磁器 小杯 1/5 

磁器 小杯 1/2 

磁器 急須蓋 完形

円

L
ワ白



図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎土・素地・材質 c:色調 d:紬調 e:焼成 f:備考

20-28 陶器
黒褐柚双(四) 口縁~体 (10.1) [7.6] 

b:淡黄灰色砂粒白色粒やや多いやや粗土硬質 c: d:黒褐柚正
耳壷 部 産地不明内面柚ムラ

沼~凶トI13zm333， 3 4 1 2 

陶器 植木鉢 8/1 

表土
ガラス瓶 瓶 完形

ガラス瓶 瓶 完形

ガ7ス瓶 調味料瓶 完形 底部に iAJINOMOTOJのエンポスありロ味の素。

ガラス瓶 調味料瓶 完形 底部に iS&BJのエンポスあれ胡根瓶。

ガ7ス瓶 蓋 完形

表5 出土遺物集計表

出土面 第 1面 第 2面

種別 ピット ピット

遺構名 2 1 3 4 1 5 6 1 7 8 1 9 事構成土 10 11112 13114 16 18119 20 22 23 24 25 26 32 33 41 42 44 46 47 49 50 55 56 59 60 

大 1 1 9 1 1 2 6 1 5 16 191111 7 1 1 2 4 1 1 1 1 3 2 2 2 1 1 1 1 2 1 1 4 1 1 1 3 
ロ 中 1 色、 ク

わ ロ 2 2 1 1 2 1 2 3 1 1 1 1 1 1 3 1 1 
ら 小片 3 418 3 
け

手担ね
大 3 1 1 1 5 2 112 2 1 7 3 1 1 3 1 2 3 1 1 2 1 1 2 

2 13 1 1 1 1 l 

雪量 1 2 171 6 1 1 1 

常滑 壷 1 

I類 l 2 

瀬戸 3 1 1 

青磁 1 1 

舶載 白磁

不明 1 

銭 1 

木製部材 1 

貝 1 

近代遺物 6 l 1 2 

合計 1 113 1 1 4 10 7 136 2 153 41 12 101 3 516 8 1 4 3 1 3 41 1 612 7 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 9 1 2 2 1 1 2 1 7 

出土面 第 2面 第 3面

種別 土坑 ピット 土坑

遺構名 61 68 70172 74 77 78 79182 83 84 構遺外 構成土 86 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 109 117 122 131 

大 1 1 12 1 1 3 1 7 6 4 1 39 1 1 1 2 1 5 3 1 1 1 14 2 2 1 
ロ 中 1 
ク

色、
ロ 2 2 10 1 1 3 l l 

わら 小片 1 1 3 

け
手担ね

大 1 1 2 1 1 32 1 1 1 l 1 1 2 1 1 l l 

4 1 14 2 

白かわらけ 1 

l彊 1 1 1 1 1 5 l 

高u類

III類 1

渥美 l 1 

不明 l 

青磁 2 1 3 1 

舶載 白磁

青白磁

不明土製品 1 l 

瓦器

銭

滑石 1 

不明石製品 1 

礎板 3 

箸 1 

木片 2 1 8 1 1 

獣骨 1 

近代遺物 1 6 

古代 l 

合計 2 1 1 1 1 4 1 1 9 8 1 3 4 110 3 112 115 2 1 3 3 1 9 3 1 4 2 1 6 5 113 1 1 2 5 1 4 l 1 1 

円。
ワ白



出土面 第 3面 3b面 6 その他 出土面

種別 溝

結物 語結物裏込 物士げ曲

1 1 1 

試掘坑内1341134113411~4 
遺構外 構空 震士

第 北区 西区 東セ区 空膚 撹乱
廃土6 

遺構名 134 上層 層中 層下 車肩 面 1 2 セ セ 山
中 中

め坑 ク タ ク

種別

総計

遺構名

大 6 22 3 1 24 2 26 1 1 9 60 151 2 大 365 
ロ 中

ーーーー ーーーー ーーーー ーーーー

tJ' ク
1 l 1 

わ ロ 8 1 1 2 4 l 1 2 1 2 
ら 小片

ーーーー ーーーー ーーーー ーーーー

It 
7 4 3 24 

手担ね
大 4 13 2 4 10 2 2 19 5 1 11 2 3 

ーーーー
9 3 2 4 9 5 4 1 

ロ
中 4 

ク
色、

ロ 63 
わ

小片 62 ら
け

手担ね
大 174 

79 

牽 3 5 3 5 10 2 日 30 1 4 白かわらけ 1 
ーーーー ーーーー ーーーー

里古

常滑
1 

I類 1 2 1 

不明 l 

費 106 

壷 2 

常滑 I類 7 

瀬戸 1 1 E類 1 

渥美 1 不明 1 

南部系山茶碗 1 瀬戸 7 

不明 渥美 4 

舶載
青磁

青白磁

南部系山茶碗 1 

不明 2 

火鉢 4 

製士品
鍔釜

土鍋

不明

舶蓄織器
青磁 11 

白磁 2 

青白磁 3 

不明 1 

瓦質火鉢 火鉢 4 

金 釘

属 鉄津

製土ロ
鍔釜 1 

土鍋 2 

滑石 不明 3 

不明石製品 瓦器 1 

漆器椀 瓦質火鉢 3 

部材 4 1 11 

木製品
箸 2 

木片 50 6 25 

金 銭 3 

製属品 釘 1 

鉄津 1 

不明 2 3 滑石 2 

然自
獣骨 4 

魚骨・鱗 1 

不明石製品 2 

漆器椀 1 

近代遺物 34 15 13120 3 251 43 101 3 部材 16 
古代 1 

縄文 16 

不明 2 
製木品

礎板 3 

箸 13 

木片 96 
合計 77 56 18 65 1 1 1 5 1 94 16127 25 99111 2 1 1 3 149 190 32117 不明 6 

然遺物自

獣骨 20 

魚骨・鱗 l 

貝 1 

近代遺物 181 

古代 10 

縄文 16 

不明 3 

合計 1286 

表6 出土自然遺物集計表

no. 出土面 出土地点 種類 数 備考

1 2面 41 不明貝 1 

2 3 4 5 6 7 8 

95 不明 15 

97 不明 1 

下顎骨 1 イヌ

3面 上顎骨 l イヌ

134 腫骨 1 馬

腰椎 1 シカか

不明 7 

m 1119 3 1 2 

座骨 1 

上腕骨か 1 

3b面 構成土 梼骨 1 

腔骨か 1 

不明 1 

- 214 -



















材木座町屋遺跡 (No.261) 

鎌倉市材木座六丁目 647番 3の一部



例昌

1.本報は鎌倉市材木座六丁目 647番 3の一部地点に所在する遺跡の発掘調査報告である。

2. 発掘調査は個人住宅建築にかかる建築範囲約 44.2 rri'を対象とし、平成 29年 7月 3日から 9月 13

日にかけて実施した。

3. 現地における調査体制は以下の通りである。

調査担当者:後藤健

調 査 員:神田倫子・松吉里永子・渡辺美佐子・岡田慶子

作 業 員:大滝信治・小口照男・小松原一郎・吉揮功

4. 本報告作成は以下の分担により行った。

遺物実測:菊川泉・鍋島昌代

遺物図版作成:後藤健・岡田慶子・岡本夏莱

遺構図版作成:後藤健

観 察 表:岡本夏莱・清水由香里・田畑衣理

遺構写真:後藤健

遺物写真:須佐仁和

写真図版作成:後藤 健・岡田慶子・岡本夏菜・清水由香里

執 筆:後藤健

5. 発掘に関わる出土品などの資料は鎌倉市教育委員会が管理・保管している。

6. 本報告の遺物図版の縮尺は以下の通りである。

遺物実測図1/3(一部1/4) 銭1/1 各挿図にはスケールを表示しである。

7. 遺物は可能な限り復元して実測した。紙面の都合からすべての実測図を掲載していない。遺物に関

する詳細は観察表にまとめて記載。

-復原実測の遺物に関しては、計測値に oを付して表記している。

-木製品のうち器形から用途を確実に判別できないものは「…状」として提示しである。

・文章中の「かわらけ」はロクロ成形のかわらけを指し、手づくね成形のかわらけは「手づくね」と

記載している。

・ロクロ成形かわらけの底径は回転糸切りの外径部分で、手づくね成形かわらけの底径は、器面が接

地した箇所で計測している。

-陶磁器に関しては、常滑は中野晴久氏、瀬戸製品に関しては藤津良祐氏、磁器は山本信夫氏の編年

に基づいて分類した。破片のため不明なものについては割愛した。

8.発掘調査及び報告書作成に関しては次の方々よりご教授、ご協力を賜りました。記して深く感謝い

たします。(敬称略・五十音順)

伊丹まどか、汐見一夫
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10 弁ヶ谷遺跡 材木座四丁目 336番 7 宮田・諸星 1999 2001 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 17-第 1分冊ー1

11 弁ヶ谷遺跡 材木座四丁目 332番 1の一部外 宮田・森 2006 2007 株式会社博通弁ヶ谷遺跡発掘調査報告書

12 弁ヶ谷遺跡 材木座六丁目 640番 2・3地点 馬淵 2009 2015 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 31-第 2分冊 -9

13 感応寺跡 材木座六丁目 722番 1 汐見 2002 2005 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 21-第 2分冊 -8

14 光明寺旧境内遺跡 材木座六丁目 855番 21外 福田 2003 2006 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 22-第 2分冊 -9

15 光明寺旧境内遺跡 材木座六丁目 846番 1 斎木 1984 1986 浄土宗大本山天照山蓮華院光明寺

16 光明裏遺跡 材木座六丁目 846番 1 斎木 1978 1980 光明寺裏遺跡

支谷に開析する。中世期には新善光寺・崇寿寺・最宝寺の 3寺院が谷戸内に建立される宗教空間であっ

たことが推定される。現在はいずれも廃寺となっており、その正確な所在地はなお明らかではない。

その中で調査地点東北の谷戸は最宝寺の跡地に比定されている。寺伝では源頼朝がまず扇ケ谷に創建

し、建久六年 (1195) にこの地に移ったとある。現在横須賀市野比にある最宝寺の前身であり、同寺の

古文書の記載から享徳元年 (1452) まで高御蔵にあったことが確認できる。

豆腐川沿いの道は高御倉小路と推定されており、文献に見える「浜庫倉」・「浜御倉」・「浜高御倉」・「高

御蔵」は同ーの地点を示している可能性が高く、弁ケ谷付近に、幕府の管理する高床式庫倉の立ち並ぶ

場所があったと想定され、海岸から調査地点一帯までがその区画にあたるとも考えられている。

周囲での発掘調査の件数はさほど多くないが、調査地点の北側ではややまとまって調査が行われてい

る。

第 2地点では、 13世紀前半から 15世紀にかけての遺構面が確認されている。遺構としてはピット、

土坑が主体で、井戸も比較的多く検出されている

第 3地点では、 15世紀に属する遺構面が検出され、井戸、溝状遺構、胞衣皿埋納遺構などが検出さ

れている。

第 4地点では、 14"-' 15世紀に属する遺構面が 4面確認されている。遺構は溝、木組み遺構、土坑、

ピットが検出された。

第7、8地点では 13世紀前半"-'14世紀前半に属する遺構面が4面確認されている。遺構としてはピット、

方形土坑、礎石などが検出され、火災跡と推定される炭化物層が多量に検出されている。

第 9地点は 13世紀中頃"-'15世紀にかけての遺構面が 5面確認されている。遺構は土坑、ピット、礎

石建物跡が検出され、 15世紀には寺院のー画に含まれたのではないかと推定されている。

参考文献

貫達人・川副武胤 1980W鎌倉廃寺事典』有隣堂

鎌倉市教育員会 1959W鎌倉市史 社寺編』

馬淵和雄 2009r弁ヶ谷遺跡J W鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書~ 25 
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基本土層(図 3)第3節

基本となる土層の堆積状況を述べておく。本調査では上述通り 7面およぶ中世の遺構面を確認した。

表土は 70'"80cmほどで南側は近代の溝状の掘りこ現地表面はおよそ海標高 5.51 '" 5. 60mを測る。

~ー
¥一一 一一一一一一一 一 11 

L 

卜|
13 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少.遺構94
14 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少。遺構95

15 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒多い。炭化物、かわらけ片少

16 暗灰色粘質土 締りあり。泥岩粒、炭化物少。遺構267
17 晴灰色粘質土 締まりありE泥岩粒少。炭化物.~，わらげ片少。遺構133
18 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩少粒やや多い。炭化物、かわらけ片少

19 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや多い。遺構241
20 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや少a炭化物少。遺構249
21 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少

22 黄褐色粘質土 粘性あり、締まりやや弱い。泥岩粒多い。

23 暗褐色粘質土 締りややあり。泥岩粒やや少。炭化物少

24 暗灰色粘質土 締り弱い。泥岩粒多い。拳大やや多い

El-E4 土壌サンプル採取地点

みが 120cmほどまで達する。

S.OQm 

4田m

暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒多い。炭化物、かわらけ片やや少

暗褐色粘質士 締りあり。泥岩多い。炭化物、かわらけ片少

暗灰色粘質土 締りややあり。泥岩粒やや少。かわらけ片少

暗褐色粘質土 締りややあり。泥岩粒やや少。炭化物、かわらげ片少

暗黄灰色粘質士締りややあり。泥岩粒多い。炭化物少。かわらけ片稀

黒茶褐色粘質土締りややあり。泥岩やや多い。炭化物少

暗灰色粘質土 締りあり。岩粒多い

晴茶褐色粘質士締りややあり。泥岩粒やや少

黒灰色粘質土 締りあり。泥岩多い。泥岩青

黒灰色粘質土 締り弱い。泥岩粒少

暗灰色粘質士 締りあり。泥岩粒少。炭化物、かわらけ片少

暗褐色粘質土 締まりあり。泥岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少。遺構必
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5.00m 

締りあり。泥岩粒多い。炭化物稀。かわらけ片少。遺構148
締りあり。泥岩粒少。炭化物、かわらげ片少

締りあり。泥岩粒多い。炭化物少。かわらけ片やや少

締りややあり。泥岩粒少。炭化物多い。かわら貯片少

締りややあり。泥岩多い。遺構271
締りあり。泥岩塊やや多い。炭化物、かわらけ片少

締りあり。泥岩塊やや多い。炭化物少

締りあり。泥岩塊多い

締りあり。泥岩塊やや多い。遺構115
締りあり。泥岩塊多い

暗褐色粘質土

暗褐色粘質土

暗褐色粘質土

暗褐色粘質土

晴褐色粘質士

暗褐色粘質土

暗褐色粘質土

黄褐色粘質士
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黄褐色粘質土
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3
4
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0
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
 

締りあり。泥岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少

締りあり.泥岩粒やや多い.炭化物、かわらけ片少

締りあり。泥岩やや多い

締りあり。泥岩多い。泥岩地業

締りあり.泥岩多い

締りあり.泥岩粒多い

締りあり。泥岩少

締りやや弱い。泥岩やや少.

締りややあり.泥岩粒やや少。かわらけ片少

締りあり。泥岩粒やや少。炭化物稀。遺構135

暗褐色粘質土

晴褐色粘質土

暗灰色粘質土

暗灰色粘質土

晴褐色粘質土

黄褐色粘質土

茶褐色粘質土

青灰色粘質土

暗灰色粘質土

暗褐色粘質土

4.00m 

仇

U

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
 

締りあり。泥岩多い。炭化物少。遺構80

締りややあり。泥岩多い

締りややありロ泥岩多い

締りややあり。泥岩やや多い

締りやや弱い。泥岩多い

締りややありロ泥岩やや少

締りあり。泥岩やや少

締りあり。泥岩粒少。遺構284
締あり。据岩塊粒少。遺構285
締りややあり。泥岩、炭化物少。遺構293

締りやや弱い。拒岩少。遺構293

締りあり。据岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少

締りあり。据岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少

締りあり。泥岩やや多い

締りあり。拒岩多い。泥岩地業

締りややあり。泥岩粒やや少。かわらけ片少

締りあり。泥岩多い

締りあり。泥岩粒多い

締りあり。据岩少

締りやや弱い。泥岩やや少。

締りややあり。抱岩粒やや少。かわらけ片少

締りややあり

締りややあり。泥岩やや多い。炭化物少。かわらけ片やや少

図3 調査区壁画堆積土層圏1

13 暗褐色粘質土

14 暗褐色粘質士

15 暗褐色粘質土

16 暗褐色粘質土

17 暗褐色粘質士

18 暗褐色粘質土

19 黄褐色粘質土

21 黄褐色粘質士

22 黄褐色粘質土

23 暗灰色粘質土

24 黒灰色粘質士
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1 暗褐色粘質土

2 暗褐色粘質土

3 暗灰色粘質士

4 暗灰色粘質土

5 暗灰色粘質土

6 暗褐色粘質士

7 黄褐色粘質土

B 茶褐色粘質士

9 青灰色粘質士

10 暗灰色粘質土

11 暗灰色粘質士

12 暗褐色粘質土
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1 暗灰色粘質土 締りややあり。泥岩粒やや少。かわらけ片少
2 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩多い
3 黄褐色粘質土 締りあり。泥岩粒多い
4 茶褐色粘質土 締りあり。泥岩少
5 青灰色粘質土 締りやや弱い。泥岩やや少。青灰泥岩
6 黒茶褐色粘質土 締りややあり。泥岩やや多い。炭化物少
7 暗茶褐色粘質土 締りややあり。泥岩粒やや少

8 黒灰色粘質土 締りあり。泥岩多い。泥岩青
9 黒褐色粘砂質土 締りややあり。泥岩やや多い。かわらけ片少
10 黒灰色粘砂質土 締りあり。泥岩少。中世基盤層か
11 黒灰色粘質土 締り弱い
12 暗褐色粘質土 締りやや弱い。泥岩やや少。かわらけ片少。
13 暗褐色粘質土 締りやや弱い。大型泥岩多い
14 黄灰色粘質土 締りやや弱い。泥岩多い

1 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒多い。炭化物、かわらけ片やや少
2 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩多い。炭化物、かわらけ片少
3 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩多い。炭化物、かわらけ片少
4 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや多い。炭化物少。遺構142
5 暗褐色粘質土 締りややあり。泥岩粒多い。炭化物少
6 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや多い。炭化物少
7 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩多い
8 暗褐色粘質土 締りやや弱い。泥岩塊粒多い
9 暗褐色粘質土 締りややあり。泥岩粒少
10 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒多い
11 黄褐色粘質土 締りあり。泥岩多い
12 黄褐色粘質土 締りあり。泥岩粒多い 
13 黄褐色粘質土 締りあり。泥岩多い。細泥岩粒層
14 黄褐色粘質土 締りあり。泥岩多い。泥岩砕層
15 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩塊多い
16 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩塊多い
17 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩塊多い
18 黄褐色粘質土 締りあり。泥岩粒多い
19 茶褐色粘質土 締りあり。泥岩少
20 黒灰色粘質土 締りややあり。泥岩粒少
21 暗灰色粘質土 締りあり。泥岩粒やや少。拳大以上多い

22 暗黄灰色粘質土 締りあり。泥岩粒多い。拳大以下やや多い
23 暗黄灰色粘質土 締りあり。泥岩粒多い
24 黄灰色粘質土 締りあり。泥岩粒多い
25 暗褐色粘質土 締まりあり。泥岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少
26 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒多い
27 暗褐色粘質土 締りややあり。泥岩塊やや多い。炭化物やや少
28 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩塊多い。遺構178
29 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや少
30 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩やや少。遺構179
31 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや少。遺構180
32 暗褐色粘質土 締りややあり。泥岩塊多い。炭化物少
33 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩塊粒多い。炭化物、かわらけ片少
34 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩塊粒多い。炭化物、かわらけ片少。遺構5
35 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩粒やや多い。炭化物、かわらけ片少。遺構90
36 暗褐色粘質土 締りあり。泥岩多い。炭化物やや少。かわらけ片少。遺構91
37 暗灰色粘砂質土 締まりあり。Pitか？。泥岩粒やや多い。炭化物少
38 黒褐色粘質土 締りやや弱い。泥岩粒、炭化物少
39 暗灰色粘質土 締りあり。泥岩多い。炭化物、かわらけ片少
40 暗褐色粘質土 締りやや弱い。泥岩やや少。炭化物、かわらけ片少。礎板あり
41 暗褐色粘砂質土 締まりやや弱い。泥岩粒多い。溝おちこみ？
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　第１面は検出面の標高は4.90 ～4.96ｍである。 層はやや大型の泥岩ブロックを混入した暗褐色土による整地層である。　第１a 面は第1面とさほど構成土が変わらないなか、すぐ直下で検出されたため、la面とした。 検出面の標高は 4.76 ～ 4.85ｍである。  整地層は泥岩ブロックを混入した暗褐色土によるがl面よりも泥岩ブロックの混入がやや少ない。　第２面は検出面の標高は4.52 ～ 4.68ｍである。 整地層はやや大型の泥岩ブロックを比較的多く混入した暗褐色土によるものである。　第３面は西側および北側は破砕した泥岩塊を密に敷き詰めて整地した地業による。調査区ほぽ全域に見られ、検出面の標高は 4.35 ～ 4.37ｍである。 整地層は中央は暗茶褐色土が混入し、泥岩があまり見られない箇所もある。間に暗褐色土の泥層を挟んでさらに破砕した泥岩を緻密に混入した整地層が検出された。標高は4.22 ～ 4.31ｍであり、多くは5cm程度しか比高差がなく、これを第3a面とした。　第４面はほぼ全面に破砕した泥岩によって強固な地業を施した整地面である。調査区ほぼ全域にわたるが北側は薄く、東側も密に泥岩を敷き詰めていない箇所が散見される。
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図４　調査区壁面堆積土層図２
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第 5面は第 4面の泥岩による整地層の下部にあたる。黒褐色粘質土によって構成され、破砕した泥岩

粒をやや含む。確認面の標高は 4.13 ""' 4. 23 mを測る。

第 6面は黒褐色土に破砕した泥岩粒が多く混じる整地層である。泥岩の混入は場所によってまばらで

ある。確認面の標高は 4.09 ""' 4. 11 mを測る。

第 7面以下は東側 (2区)のみでの検出である。黒褐色粘質土にわずかに泥岩粒が混入する整地層で

あり、第 6面よりも混入の度合は少ない。確認面の標高は 3.92 ""' 4. 00 mを測る。

第 7面以下は、約 10cm下げると遺物も遺構も確認できなくなり、標高 3.80m程度で黒褐色土主体の

堆積となり、それ以外に相当程度の深さで同様の堆積があると考えられる。これを中世基盤層と判断した。

なお、土壌をサンプリングして花粉分析を行った。サンプルはいずれも調査区東側から採取している。

資料E 1 調査区東側 10層(第 7面構成土)

資料E2 調査区東側 8層(第 5面構成土)

資料E3 調査区東側 6層(第 3面構成土)

資料E4 調査区東側 1層(第 1面構成土)

円
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第二章発見された遺構と遺物

第 1節第1面の遺構・遺物

第 1面(図 5) は 1区では残存状況が不良なためか確認できていない。近現代に属する大型の溝によ

り南約1/3は削平されており、北側も近現代の掘り込みによって一部が破壊されてしまっている。残存

部も上方は削平されている可能性がある。

検出面の標高は 4.90 "-' 4. 96 mである。層はやや大型の泥岩ブロックを混入した暗褐色土による整地

層であり、この層を掘り込んだ遺構としてピット 15穴、土坑 5基を検出した。西側壁面には礎石と思

われる凝灰質砂岩が l基確認されたが、他には確認されず、礎石建物の存在は不明瞭である。多数の切

り合いが見られ、狭い範囲で何度も立て直しがあったと推定されるが、建物のプランは明確にはし得な

い。少なくとも 4時期の時間差があると考えられる。

遺物は主にかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、瀬戸、青磁、白磁、青白磁、伊勢系土鍋、瓦質土器、

瓦、銅銭、鉄釘、滑石製品などが出土している。

ピット

円形、隅丸方形を呈する。礎板などは確認できていない。覆土について、暗褐色粘質土を覆土とする

ピットは締まりは基本的にあり。泥岩粒はやや多く、炭化物を少量含む。かわらけ片は僅かに含む。

遺構 1(図 5)

円形を呈するピットで礎石を据えたと思われる。覆土は暗褐色粘質土で締りあり。泥岩塊やや少粒を含

む。出土遺物(図 6): 1はかわらけ。

遺構 5(図 5)

円形を呈するピットで北半分は調査区外にあたる。覆土は暗褐色粘質土で締りあり。泥岩塊やや少粒。

炭化物、かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 6): 2は鉄釘。

遺構 6(図 5)

円形を呈するピットで北半分は調査区外にあたる。覆土は暗褐色粘質土で締りやや弱い。泥岩塊、炭化

物、かわらけ片を少量含む。柱痕が確認されたが、柱自体は残存せず。出土遺物(図 6): 3は瀬戸天目

茶碗、 4は土器製の小査。

遺構 12(図 5)

楕円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩粒やや少。炭化物多く、かわらけ片を少

量含む。出土遺物(図 6): 5はかわらけ。

遺構 14(図 5)

円形を呈するピットで遺構 57に切られ、全体は残存せず。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩粒多く、

炭化物やや多い。かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 6): 6はかわらけ。

遺構 15(図 5)

円形を呈するピットで遺構 57に切られ、全体は残存せず。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩粒多い。

炭化物、かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 6): 7は青磁鋪蓮弁文碗。

円。円。
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遺構 16(図 5)

円形を呈するピット。西側は調査区外にあたる。覆士は暗褐色粘着士で締りあり。泥岩塊多い。炭化物

少。かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 6): 8は瀬戸平碗。

遺構 18(図 5)

隅丸方形を呈するピット。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。泥岩、炭化物多く、かわらけ片を少量

含む。出土遺物(図 6): 9は常滑片口鉢 I類。

遺構 31(図 5)

円形を呈するピット。遺構 30によって切られ、半分は残存せず。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥

岩やや少量含む。出土遺物 (6): 10は鉄釘。

遺構 34(図 5)

円形を呈するピット。遺構33に切られ、全体は残存せず。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩やや多く、

炭化物、かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 6): 11はかわらけ、 12は鉄釘。

遺構 35(図 5)

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩やや多い。炭化物、かわらけ片を少量含む。

出土遺物(図 6): 13は常滑奮。

遺構 42(図 5)

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。泥岩、炭化物、かわらけ片を少量含む。出

土遺物(図 6): 14は常滑片口鉢E類。

遺構 43(図 5)

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩やや多く、炭化物、かわらけ片を少量含む。

出土遺物(図 6): 15は平瓦。

遺構 45(図 5)

円形を呈するピット。東側は調査区外にあたる。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩やや多く含む。

出土遺物(図 6): 16は鉄釘、 17は銅銭。

遺構 49(図 5)

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩やや少。炭化物、かわらけ片を少量含む。

出土遺物(図 6): 18は釘。

遺構 51(図 5)

円形を呈するピット。遺構 52と56に切られ、大半は残存していない。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。

遺構 ベレ端上 ζ書
ノレ ノレ

11 4.89 0.5 4.76 

2 4.9 0.36 4.7 

31 4.84 0.24 4.67 

41 4.85 0.4 4.45 

51 4.87 0.32 4.65 

6 4.9 0.4 4.76 

71 4.88 0.22 4.81 

81 4.87 0.1 4.78 

9 4.9 0.34 4.7 

101 4.89 0.31 4.84 

11 4.9 0.15 4.59 

121 4.91 0.41 4.74 

遺構 ベレ端上
径実長 ベレ底面

ノレ ノレ

13 4.9 0.27 4.78 

141 4.89 0.24 4.71 

151 4.94 0.37 4.81 

161 4.95 0.35 4.83 

171 4.96 0.44 4.63 

181 4.94 0.5 4.79 

191 4.93 0.35 4.77 

201 4.95 0.43 4.79 

211 4.95 0.21 4.8 

221 4.95 0.31 4.78 

231 4.89 0.28 4.85 

241 4.97 0.37 4.84 

構遺 ベレ 端上 瓦富
ノレ ノレ

25 4.96 0.27 4.88 

26 4.96 0.32 4.79 

27 4.9 0.42 4.78 

28 4.88 0.4 4.69 

29 4.92 0.32 4.82 

30 4.9 0.44 4.67 

31 4.9 0.14 4.64 

32 4.9 0.22 4.79 

33 4.89 0.39 4.79 

34 4.9 0.38 4.81 

35 4.87 0.38 4.71 

36 4.83 0.24 4.63 

構遺 ベレ端上
実径 長 ベレ底面

ノレ ノレ

371 4.84 0.32 4.77 

381 4.85 0.37 4.8 

391 4.86 0.24 4.84 

401 4.87 0.18 4.85 

41 4.9 0.39 4.78 

421 4.89 0.3 4.78 

43 4.9 0.26 4.77 

441 4.91 0.28 4.66 

451 4.91 0.19 4.78 

461 4.91 0.24 4.68 

471 4.91 0.35 4.73 

481 4.94 0.32 4.75 

4ム円。
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遺構 ベレ上端 ベレ底面

ノレ ノレ

491 4.98 0.31 4.76 

501 4.96 0.22 4.8 

511 4.96 0.12 4.81 

521 4.97 0.3 4.88 

531 4.97 0.39 4.78 

541 4.97 0.29 4.73 

551 4.96 0.21 4.84 

56 4.97 0.49 4.76 

57 4.93 0.73 4.75 

58 4.93 0.69 4.72 

59 7.95 0.52 4.68 

60 4.9 0.44 4.78 
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含む。出土遺物(図 6): 25は滑石加工品。

遺構 58(図 5)

円形を呈する土坑。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩やや多く、炭化物、かわらけ片を少量含む。

出土遺物(図 6): 26はかわらけ、 27"""'"28は鉄釘。

遺構 59(図 5)

円形を呈する土坑。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩やや多い。かわらけ片を少量含む。出土遺物

(図 6): 29は青磁鋪蓮弁文碗。

1面遺構外土出土遺物

遺構面精査時に面上で検出した遺物(図 6)0 30は青白磁合子、 31は常滑空、 32は瀬戸碗

1面構成土出土遺物

1面より 1a面検出までの間の堆積より出土した遺物(図 6)033は大型かわらけ、34"""'"35は小型かわらけ。

36は常滑曹、 37は常滑片口鉢 I類、 38"""'"39は常滑片口鉢E類、 40は不明土製品。

第2節第 la面の遺構・遺物

第 1a面(図 7) は第 l面とさほど構成土が変わらないなか、すぐ直下で検出されたため、 1a面とした。

近現代に属する大型の溝により南約1/3は消失している。検出面の標高は 4.76，.......， 4.85 mである。整地

層は泥岩ブロックを混入した暗褐色土によるが 1面よりも泥岩ブロックの混入がやや少ない。この層を

掘り込んでだ遺構としてピット 74穴、土坑 13基を検出した。東側 (2区)ではピットが混在して集中

し、西側 (1区)はピットがやや少なく、大型の土坑がある程度まとまって見られ、東西でやや土地の

利用が異なるようである。多数の切り合いが見られ、狭い範囲で何度も立て直しがあったと推定される

が、建物のプランは明確にはし得ない。少なくとも 5時期の時間差があると考えられる。

遺物は主にかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、瀬戸、渥美、青磁、白磁、高麗青磁、伊勢系土鍋、

瓦質製品、瓦、銅銭、鉄釘、鉄津、滑石製品などが出土している。

ピット

かなり密集し、複数回の立て直しが想定されるが、掘立柱建物のプランは明確にはし得ない。覆土は基

本的に暗褐色粘質土であり、泥岩粒を少量含むものが基本となる。礎板などは確認されていない。

遺構 65(図 7)

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘質で締りあり。泥岩を少量含む。遺構 69と136に切られる。出

土遺物(図 8): 1は鉄釘。

遺構 66(図 7)

円形を呈するピット。複数の遺構に切られ全体の形態は不明。覆土は暗褐色粘質で締りあり。泥岩を少

量含む。出土遺物(図 8): 2は瀬戸仏飼具か。

遺構 67(図 7)

円形を呈するピット。複数の遺構に切られ全体の形態は不明。覆土は暗褐色粘質で締りあり。泥岩を少

量含む。出土遺物(図 8): 3は常滑片口鉢 I類か。

ワ
t円。
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遺構 73(図 7)

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘質で締りあり。泥岩を少量含む。出土遺物(図 8): 4は須恵器の

坪か。

遺構 75(図 7)

楕円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘質で締りあり。泥岩を少量含む。出土遺物(図 8):5はかわらけ。

遺構 76(図 7)

楕円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘質で締りあり。泥岩を少量含む。出土遺物(図 8):6はかわらけ。

遺構 91(図 7)

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩粒多く、かわらけ片を少量含む。出土遺物

(図 8): 7は鉄釘。

遺構 95(図 7)

円形を呈するピット。東側は調査区外にあたる。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩、かわらけ片を

少量含む。出土遺物(図 8): 8はかわらけ。

遺構 98(図 7)

1面の遺構と遺構 97に切られ、形は不明。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩、炭化物、かわらけ

片を少量含む。出土遺物(図 8): 9はかわらけ。

遺構 99(図 7)

隅丸方形を呈するピット。遺構 100、102に切られる。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。泥岩やや多く、

炭化物、かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 8): 10 ""' 11はかわらけ、 12は鉄釘。

遺構 104(固め

円形を呈するピット。遺構 143に切られる。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。泥岩は少量で、炭化

物やや多い。かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 8): 13は砥石の中砥。

遺構 115(図 7)

北側は試掘坑で削平され、西側は調査区外にあたる。おそらく円形を呈するピット。覆土は覆土は暗褐

色粘着土で締りややあり。泥岩は少量含む。出土遺物(図 8): 14は白磁口冗碗。

遺構 125(図 7)

遺構 ベレ端上 ζ署
ノレ ノレ

遺構 ベレ端上
径実長 ベレ底面

ノレ ノレ

構遺 ベレ 端上 ζ富
ノレ ノレ

構遺 ベレ上端 ベレ底面

ノレ ノレ

構遺 ベレ端上
実径品ζ富

ノレ ノレ

611 4.76 0.36 4.64 791 4.83 0.4 4.55 97 4.76 0.27 4.51 115 4.63 0.3 4.43 133 4.81 0.2 4.65 

621 4.79 0.32 4.65 801 4.82 0.36 4.56 98 4.76 0.13 116 4.76 0.33 4.22 134 4.8 0.5 4.62 

631 4.82 0.41 7.64 811 4.78 0.3 4.61 99 4.78 0.41 4.58 117 4.81 0.48 4.41 135 4.85 0.87 4.48 

641 4.81 0.4 4.65 821 4.79 0.38 4.58 100 4.76 0.32 4.67 118 4.87 0.44 4.6 136 4.76 0.69 4.34 

651 4.73 0.38 4.32 83 4.8 0.39 4.52 101 4.75 0.3 4.6 119 4.79 0.29 4.6 137 4.74 0.65 4.3 

661 4.68 0.32 4.38 841 4.79 0.39 4.6 102 4.79 0.34 4.64 120 4.79 0.19 4.69 138 4.78 0.62 4.44 

671 4.69 0.43 4.38 851 4.75 0.43 4.59 103 4.78 0.32 4.58 121 4.8 0.3 4.66 139 4.76 0.78 4.56 

日目 4.74 0.48 4.32 861 4.76 0.35 4.64 104 4.78 0.36 4.55 122 4.81 0.35 4.61 140 4.85 0.83 4.33 

691 4.74 0.26 4.4 871 4.76 0.33 4.57 105 4.78 0.29 4.56 123 4.84 0.29 4.69 141 4.77 0.82 4.57 

701 4.79 0.15 4.67 881 4.79 0.4 4.6 106 4.79 0.44 4.49 124 4.84 0.2 4.75 142 4.76 0.8 4.38 

711 4.82 0.15 4.73 891 4.78 0.24 4.64 107 4.81 0.36 4.6 125 4.85 0.22 4.71 143 4.8 0.54 4.49 

721 4.79 0.15 4.69 901 4.79 0.27 4.56 108 4.83 0.32 4.63 126 4.85 0.36 4.68 144 4.77 0.62 4.58 

731 4.78 0.32 4.67 911 4.79 0.41 4.47 109 4.81 0.39 4.73 127 4.85 0.43 4.7 145 4.79 0.56 4.6 

741 4.76 0.31 4.6 92 4.8 0.24 4.59 110 4.82 0.15 4.56 128 4.85 0.43 4.64 146 4.78 0.66 4.6 

751 4.81 0.33 4.65 931 4.76 0.37 4.58 111 4.83 0.16 4.65 129 4.83 0.28 4.71 147 4.84 0.83 4.78 

761 4.82 0.33 4.63 941 4.77 0.23 4.59 112 4.75 0.23 4.59 130 4.84 0.22 4.75 

771 4.84 0.41 4.34 951 4.78 0.35 4.61 113 4.67 0.11 4.54 131 4.83 0.19 4.76 

781 4.84 0.41 4.48 961 4.78 0.19 4.74 114 4.72 0.21 4.64 132 4.81 0.45 4.66 
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遺構 137(固め

円形を呈する士坑。覆士は暗褐色粘着士で締りややあり。泥岩を含む。出土遺物(図 8):20はかわらけ。

遺構 139(図 7)

隅丸方形を呈する土坑。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。泥岩を含む。出土遺物(図 8): 21はか

わらけ。

遺構 140(図 7)

円形を呈する土坑。遺構 139、141に切られる。奮を据えた土坑か。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。

泥岩を含む。出土遺物(図 8): 22は青磁蓮弁文碗。

遺構 141(図 7)

円形を呈する土坑。遺構 117、142に切られる。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。泥岩を含む。出

土遺物(図 8): 23は常滑片口鉢 I類。

遺構 142(図 7)

楕円形を呈する土坑。遺構 117に切られる。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。泥岩を含む。出土遺

物(図 8): 24はかわらけ。

遺構 145(図 7)

隅丸方形を呈する土坑。覆土は暗褐色粘着土で締りややあり。泥岩多く、炭化物、かわらけ片を少量含

む。出土遺物(図 8): 25はかわらけ。

遺構 146(図 7)

隅丸方形を呈する土坑。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩多く、炭化物、かわらけ片を少量含む。

出土遺物(図 8): 26は手づくねの白かわらけ。

遺構 147(固め

方形を呈する土坑。内部には炭化物層が薄く堆積し、底部は被熱を受けて焼土と化しており、なんらか

の作業を行った遺構と考えらえる。図示可能な遺物は出土せず。

1a面遺構外土出土遺物

遺構面精査時に面上で検出した遺物(図 7)0 27は瀬戸皿か。 28は鉄釘。 29は銅製品で覆輪か。

1a面構成土出土遺物

la面より 2面検出までの聞の堆積より出土した遺物(図 7)030は大型かわらけ、31"""32は小型かわらけ、

33は青磁折縁皿、 34は常滑吾、 35"""36は常滑壷、 37は常滑片口鉢 I類、 38は瀬戸折縁深皿、 39は土

器質火鉢、 40"""44は鉄釘。 45"""46は銅銭。 47は中世以前の遺物で土師器奮。
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第3節第2面の遺構・遺物

第 2面(図 9) は南側1/3程度はやはり近現代の遺構の掘り込みより消失している。検出面の標高は

4. 52 '" 4. 68 mである。整地層はやや大型の泥岩ブロックを比較的多く混入した暗褐色土によるもので

ある。この層を掘り込んだ遺構としてピット 102穴、土坑 20基、溝状の土坑 1基を検出し、本調査地

点では最も遺構の多い時期の面となる。東側 (2区)ではやはりピットが混在して集中し、西側 (1区)

はではピットがやや少なく、大型の士坑がある程度まとまって見られる状況は第 1a面の傾向に類似し

ている。東側では北側に大型泥岩が敷き詰められ、ピットが密集して構築されており、礎板も複数検出

した。しかし掘立柱建物としては 1間X1聞が 1軒推定できたのみで、その他の正確なプランは不明瞭

である。東南部では植栽痕のような小さなピットが複数検出され列をなすようにも見えるが、その性格

は判別し難い。西側では北側の一部は細かい破砕泥岩による地業面が構築されており、その西方に土坑

が目立つ。場の利用が東西で明確に異なっている様相が見てとれる。

多数の切り合いが見られ、狭い範囲で何度も立て直しがあったと推定される。少なくとも 5時期の時

間差があると考えられる。

遺物は主にかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、瀬戸、渥美、青磁、青白磁、瓦質製品、瓦、銅銭、鉄釘、

滑石製品などが出土している。

ピット

やや小型のピットが多い。覆土は基本的には暗褐色粘質土で締まりがあり、泥岩や炭化物を含む。遺構

の数に比して、遺物の出土数は非常に少ない。遺物を出土したピットについて述べる。

遺構 149(図 9)

隅丸方形を呈するピット。南側は上面の遺構によって破壊されている。覆土は暗褐色粘質土で締りやや

あり。泥岩、炭化物を少量含む。出土遺物(図 11): 1は渥美空。

遺構 151(図 9)

円形を呈するピット。覆土は黒褐色粘質土で締りあり。泥岩やや少量、炭化物、かわらけ片を少量含む。

出土遺物(図 11): 2 '" 3はかわらけ、 4"'6は小型かわらけ。 7は仕上砥。

遺構 155(図的

楕円形を呈するピット。遺構 154に切られる。覆土は暗褐色粘質土で締りあり。泥岩やや多く、炭化物、

かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 11): 8は木製品で箸か。

遺構 163(図的

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘質土で締りあり。泥岩やや多く、炭化物、かわらけ片を少量含む。

出土遺物(図 11): 9は手づくねかわらけ。

遺構 202(図的

円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘着土で締りあり。泥岩を少量含む。出土遺物(図 11): 10は平瓦。

遺構 180、210、220、260(図 10)

それぞれ礎板と恩われる板材が検出され、中心距離がほぼ 2mであることから掘立柱建物を構成してい

たピットと判断した。他に同様の間隔で繋がるようなピットは確認できておらず、調査区北側には延び

る可能性があるが、全体の構造は正確には不明である。また図示できるような遺物は出土していない。
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第4節第3面の遺構・遺物

第 3面(図 12) は西側および北側は破砕した泥岩塊を密に敷き詰めて整地した地業による。近現代

に属する大型の溝により東南の一部は削平されている。検出面の標高は 4.35'" 4. 37 mである。整地層

は中央は暗茶褐色土が混入し、泥岩があまり見られない箇所もある。また東北隅は大型の泥岩を密に敷

き詰めている。この層を掘り込んだ遺構としてピット 19穴、土坑 4基を検出した。遺構は基本的に泥

岩の整地の薄い西側と南側に見られる。東側では明確な遺構がほとんど確認できなかった。南部では礎

板が検出されているが、近現代の掘り込みで上部が削平されており、どの面からの掘り込みかは不明で

ある。ピットにも切り合いが見られるが、建物のプランは明確にはし得ない。少なくとも 3時期の時間

差があると考えられる。

第 2面までとは遺構の数や整地の仕方に大きな差異が見られる。

また聞に暗褐色土の泥層を挟んで、さらに破砕した泥岩を轍密に混入した整地層が検出された。標高は

4.22'" 4. 31 mであり、多くは 5cm程度しか比高差がなく、これを第 3a面とした。検出遺構はピット 20穴、

土坑 2基、溝状遺構 1基である。

遺物はかわらけ、手づくねかわらけ、白かわらけ、常滑、瀬戸、渥美、青磁、白磁、瓦、石製品など

が少量出土している。図示できるような遺物がほとんどなく、遺構も少ない。時期差もあまりないと考

えられ、第 3面、 3a面については一括して述べる。

3面遺構

ピット

覆土は黒褐色粘質土、黒褐色粘質士、暗茶褐色粘質土など、やや差が見られる。総じて締りはややあり、

泥岩を少量含む。遺構 278や 282など、礎板が検出されたピットもあるが、ピット自体が少数で、建物

の構造などは不明瞭である。

遺構 291(図 12)

暗褐色粘質土 締り弱い。泥岩やや少。炭化物、かわらけ片を少量含む。出土遺物(図 14): 1はかわ

らけ加工品。

土坑

少数検出。

遺構 293(図 12、13)

方形を呈しやや深い土坑。覆土は図 13参照。東側は 1区と 2区の中間に位置していると考えられ、未検出。

図示できるような遺物は出土せず。

遺構 ζ事去事 ベレ底面

ノレ ノレ

遺構 兵毒 2品Jレく 底曲z

ノレ ノレ

構遺 ζ毒2事ζ量
ノレ ノレ

構遺 ζ事 Jレミ底凶官

ノレ ノレ

271 4.37 0.49 4.25 276 4.4 0.39 4.3 281 4.39 0.17 4.32 286 4.35 0.35 4.28 

272 4.35 0.38 4.3 277 4.35 0.28 4.09 282 4.36 0.36 4.27 287 4.35 0.16 4.3 

273 4.33 0.35 4.24 278 4.36 0.24 4.31 283 4.35 0.88 4.22 288 4.35 0.43 4.25 

274 4.34 0.43 4.26 279 4.36 0.2 4.29 284 4.35 0.2 4.23 289 4.35 0.3 4.27 

275 4.38 0.36 4.27 280 4.38 0.13 4.29 285 4.35 0.23 4.17 290 4.36 0.58 4.28 
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第 9節第 7面以下

第 7面以下において下の状況を確認するため、南側を一部を掘り下げた。標高約 3.8mで黒褐色の粘

質土となり、泥岩粒がほぼ含まれなくなる(図 23、8面)。遺構も遺物も検出することが出来なかった。

南側をさらに標高約 3.4mまでトレンチを入れて掘り下げたが、あまり状況に変化は見られず、遺物も

出土していない。したがって、標高約 3.8m程度の面を中世基盤層ととらえ調査を終了した。

+"， 

メ

9 1m 

+ -f!7 43 

図23 第7面以下 (5=1/60)
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主早第 考察とまとめ

調査によって、 7面におよび生活面を検出しそれぞれに建造物が確認された。

第 1面は 1区では確認できていない。近現代に属する大型の溝により南約1/3は削平されており、北

側も近現代の掘り込みによって一部が破壊されてしまっている。残存部も上方は削平されている可能性

がある。

検出面の標高は 4.90 "-' 4. 96 mである。層はやや大型の泥岩ブロックを混入した暗褐色土による整地

層であり、この層を掘り込んだ遺構としてピット 15穴、土坑 5基を検出した。西側壁面には礎石と思

われる凝灰質砂岩が l基確認されたが、他には確認されず、礎石建物の存在は不明瞭である。多数の切

り合いが見られ、狭い範囲で何度も立て直しがあったと推定されるが、建物のプランは明確にはし得な

い。少なくとも 4時期の時間差があると考えられる。

遺物は主にかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、瀬戸、青磁、白磁、青白磁、伊勢系土鍋、瓦質土器、

瓦、銅銭、鉄釘、滑石製品などが出土している。

出土遺物から、第 1面の遺構は 14世紀中葉~後葉に属すると考えられる。

第 la面は第 1面とさほど構成土が変わらないなか、すぐ直下で検出されたため、 1a面とした。近現

代に属する大型の溝により南約1/3は消失している。検出面の標高は 4.76 "-' 4. 85 mである。整地層は

泥岩ブロックを混入した暗褐色土によるが 1面よりも泥岩ブロックの混入がやや少ない。この層を掘り

込んでだ遺構としてピット 74穴、士坑 13基を検出した。東側 (2区)ではピットが混在して集中し、

西側 (1区)はピットがやや少なく、大型の土坑がある程度まとまって見られ、東西でやや土地の利用

が異なるようである。多数の切り合いが見られ、狭い範囲で何度も立て直しがあったと推定されるが、

建物のプランは明確にはし得ない。少なくとも 5時期の時間差があると考えられる。

遺物は主にかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、瀬戸、渥美、青磁、白磁、高麗青磁、伊勢系土鍋、

瓦質製品、瓦、銅銭、鉄釘、鉄津、滑石製品などが出土している。

出土遺物から推定すると、本面の遺構群は 14世紀前半~中葉に属すると考えられる。

第 2面は南側1/3程度はやはり近現代の遺構の掘り込みより消失している。検出面の標高は 4.52 "-' 

4.68 mである。整地層はやや大型の泥岩ブロックを比較的多く混入した暗褐色土によるものである。

この層を掘り込んだ遺構としてピット 102穴、土坑 20基、溝状の土坑 l基を検出し、本調査地点では

最も遺構の多い時期の面となる。東側 (2区)ではやはりピットが混在して集中し、西側 (1区)はで

はピットがやや少なく、大型の土坑がある程度まとまって見られる状況は第 1a面の傾向に類似してい

る。東側では北側に大型泥岩が敷き詰められ、ピットが密集して構築されており、礎板も複数検出した。

しかし掘立柱建物としては l間x1聞の規模で 1軒推定できたのみで、その他の正確なプランは不明瞭

である。東南部では植栽痕のような小さなピットが複数検出され列をなすようにも見えるが、その性格

は判別し難い。西側では北側の一部は細かい破砕泥岩による地業面が構築されており、その西方に土坑

が目立つ。場の利用が東西で明確に異なっている様相が見てとれる。

多数の切り合いが見られ、狭い範囲で何度も立て直しがあったと推定される。少なくとも 5時期の時
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間差があると考えられる。

遺物は主にかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、瀬戸、渥美、青磁、青白磁、瓦質製品、瓦、銅銭、鉄釘、

滑石製品などが出土している。

出土遺物から推定すると、本面の遺構群は 14世紀前半に属すると考えられる。

第 3面は西側および北側は破砕した泥岩塊を密に敷き詰めて整地した地業による。近現代に属する大

型の溝により東南の一部は削平されている。検出面の標高は 4.35 "-' 4. 37 mである。整地層は中央は暗

茶褐色土が混入し、泥岩があまり見られない箇所もある。また東北隅は大型の泥岩を密に敷き詰めてい

る。この層を掘り込んだ遺構としてピット 19穴、土坑 4基を検出した。遺構は基本的に泥岩の整地の

薄い西側と南側に見られる。東側では明確な遺構がほとんど確認できなかった。ピットにも切り合いが

見られるが、建物のプランは明確にはし得ない。少なくとも 3時期の時間差があると考えられる。

また聞に暗褐色土の泥層を挟んで、さらに破砕した泥岩を轍密に混入した整地層が検出された。標高は

4. 22 "-' 4. 31 mであり、多くは 5cm程度しか比高差がなく、これを第 3a面とした。検出遺構はピット 20穴、

土坑 2基、溝状遺構 1基である。

遺物はかわらけ、手づくねかわらけ、白かわらけ、常滑、瀬戸、渥美、青磁、白磁、瓦、石製品など

が少量出土している。

出土遺物から推定すると、本面の遺構群は 13世紀後半に属すると考えられる。

第4面はほぼ全面に破砕した泥岩によって強固な地業を施した整地面である。ただし北側は薄く、東

側も密に泥岩を敷き詰めていない箇所が散見される。遺構はこの整地層を掘りこんでいるが非常に少な

く、検出した遺構はピット 6基、土坑 2基、溝状遺構 1条である。

遺物は遺構からの出土は確認されず、構成土からかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、石製品がわず

かに出土。

出土遺物から推定すると、本面の遺構群は 13世紀中葉に属すると考えられる。

第 5面は第 4面の泥岩による整地層の下部にあたる。黒褐色粘質士によって構成され、破砕した泥岩

粒をやや含む。確認面の標高は 4.13 "-' 4. 23 mを測る。検出した遺構は、ピット 34基、土坑 1基である。

西側では明確な遺構の検出が少ない。北側には杭がやや直線的に並んで検出されたが、その機能は不明

である。東側ではピットがやや密集するが、建物のプランなどは明らかにし得ない。遺構の切り合いか

ら少なくとも 3時期の時期差が想定される。

遺物は主にかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、士錘、石製品、木製品、自然遺物が少量出土している。

出土遺物から推定すると、本面の遺構群は 13世紀前半に属すると考えられる。

第 6面は 1区(西側)の調査時点では 5面以下は中世基盤層の可能性があると判断したため、一部の

掘り下げにとどまった。明確な遺構も確認できなかったが、 2区(東側)では大部分を掘り下げたとこ

ろわずかにピットと考えられる遺構を検出したため、これを 6面とした。 6面は黒褐色土に破砕した泥

岩粒が多く混じる整地層である。泥岩の混入は場所によってまばらである。確認面の標高は 4.09 "-' 4. 11 

mを測る。検出した遺構はピットのみで 24基である。切り合いから少なくとも 2期の時期差が想定さ

れる。建物のプランなどは明らかにし得ない。
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遺物は遺構からは検出されず、構成土からの出土のみであり、かわらけ、手づくねかわらけ、木製品、

自然遺物が少量出土。

出土遺物は十分に判断できるほどの量がないが、 13世紀前半に属すると考えられる。

第 7面は東側 (2区)のみでの検出である。黒褐色粘質土にわずかに泥岩粒が混入する整地層であり、

第 6面よりも混入の度合は少ない。確認面の標高は 3.2 '"" 4. 00 mを測る。検出した遺構は、ピット 21

基である(図 22)。いずれも小型で浅く、切り合いがわずかに見られることから、 2時期の時期差があ

ると思われる。建物のプランなどは不明瞭である。

遺物はごくわずかで、木製品、かわらけが検出されている。

出土遺物は十分に判断できるほどの量がないが、 13世紀前半に属すると考えられる。

7面より下 10cm程度で遺物も遺構も確認できなくなり、中世基盤層と判断した。東側には正陵が迫り、

またすぐに豆腐川が流れているという環境であるが、岩盤や河川流路、あるいはそれに関わるような遺

構は検出されなかった。

周囲には高御倉小路が存在していたと推定されるが、それに類するような遺構も確認されていない。

面の堆積状況は北側に隣接する過去の調査成果とほぼ同様であった。 5面の段階で大規模な泥岩地業が

行われ、 4面、 3面と複数回にいたって整地が行われている。そこでは遺構自体が少なく、遺物も数的

に多いとは言えない。通常の屋敷地などとはまた異なる土地利用の姿が想定される。

2面から 1面にいたり、遺構の様相はまた大きく変化する。非常に多くのピットが構築されており、

頻繁に建物の建て替えが行われたと考えられる。しかし、遺構の数に比して遺物の出土数はやはり少な

いと言える。

浜御倉、高御倉などと呼ばれるこの一帯の土地の性格と何か関わる状況があるのかもしれないが、断

定できるほどの資料は不足している。今後の調査事例の増加によって、当該地域の性格をさらに検討す

る必要があろう。

- 261 -



表 1 中世出土遺物観察表

図番 出士
番号 材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 口径 底径 器両 重 a成形・整形 b:胎土・素地・材質 c色調 d利調 e焼成 f:備考

6-1 1 士製品
ロクロ

1/3 (7.5) (5.8) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

かわらけ(小)
1.6 

ト一一ー
粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好 f底部に煤付着

6-2 5 鉄製品 釘 頂部欠損
長 幅 厚 f:四角状鍛造

トーーー
[4.5] 0.6 0.3 

6-3 6 陶器
瀬戸 口縁部小

[5.6] 
b 明灰色砂粒良土 d:鉄紬 e:良好 f藤津編年中期後半~後期前

トーーー
天目茶碗 片 半

6-4 6 土製品 小壷 1/4 (4.5) [2.0] 
a ロクロ成形 b:微砂雲母海綿骨針赤色粒やや組土 c:.黄桂色

トーーー
e:良好 f:かわらけ質

6-5 12 土製品
ロクロ

1/3 (8.0) (6.0) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

かわらけ(小)
1.5 

トーーー
粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄槍色 e:良好

6-6 14 土製品
ロクロ

2/3 (8.2) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b微砂

かわらけ(小)
5.6 1. 65 

トーーーー
雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c黄櫨色 e 良好

6-7 15 磁器
青磁 口縁部小

[3.4] 
b灰色精良墜鰍 d:灰緑色透明紬紬層うすい貫入あり f 大宰

ト一一ー
鏑蓮弁文碗 片 府龍泉窯系 II~m類

6-8 16 陶器
瀬戸

口縁部片 [2.0] 
b:黄灰色 良士 d:灰軸ツケガケ e・良好 f:藤揮編年後期前半か

ト一一ー
平碗

6-9 18 陶器
常滑

底部小片 [4.3] 
a粘土紐輪積技法 b灰色 砂 粒 長 石 小 石 粒 c灰色 e:良好 f:

ト一一ー
片口鉢 I類 内面磨滅高台貼付中野編年 6a型式か

6-10 31 鉄製品 釘 先端欠損
長 幅 厚 f 四角状鍛造

トーーーー
[3.1] 0.4 0.3 

6-11 土製品
ロクロ

1/2 (13.2) (7.5) 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母赤色

かわらけ(大)
3.3 

ト一一ー 34 
粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:燈色 e 良好

6-12 鉄製品 釘 先端欠損
長 市直 厚 f:四角状鍛造

ト一一ー
[13.1] 0.9 0.5 

常滑 口縁部小
縁帯 a粘土紐輸積技法内面横ナデ外面横ナデ b灰褐色長 石石英

6-13 35 陶器
費 片

[4.1] 幅 c 暗赤褐色 e 良好 f 中野編年 6a型式

ト一一ー
2.8 

6-14 42 陶器
常滑 口縁部小

[2.8] 
a粘土紐輪積技法 b灰褐色砂粒 白色粒 c茶褐色 e:良好 f:6a

ト一一ー
片口鉢E類 片 型式

6-15 43 土製品 平瓦 [7.1] [7.7] 2.4 
a:凸面.斜格子叩き目 凹面.布目痕離れ砂 b:灰白色砂粒白色粒

ト一一ー
粗土 c灰色 e:良好 f永福寺女瓦D類

6-16 鉄製品 釘 先端欠損
長 橋 厚 f:四角状鍛造

トーーー 45 
[4.7] 0.3 0.4 

6-17 銅製品 銭 完形
外径 内孔 重 f 元符通賓行書北宋 1098年

トーーー
2.5 0.6 2.9 

6-18 49 鉄製品 釘 一部欠損
長 理亘 厚 f 四角状鍛造

トーーー
[6.0] 0.4 0.5 

6-19 磁器
白磁 口縁部小

(10.8) [2.1] 
b灰白色精良堅徹 d灰白色半透明粕粕層薄い f 口唇部油煤痕

トーーー 51 
口JC皿 片 大宰府一白磁皿豆類

6-20 鉄製品 釘 先端欠損
長 幅 厚 f 四角状鍛造

ト一一ー
[4.0] 0.4 0.4 

6-21 54 土製品
ロクロ

1/2 (12.7) 
a ロクロ成形内底ナデ b:砂粒多量雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒

かわらけ(大)
[3.6] やや粗土 c:黄樫色 e:良好 f:口縁部、黒色に変色 口唇部、油煤

トーーー
痕あり

6-22 土製品
ロクロ

1/6 (8.0) (5.8) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒海綿骨

かわらけ(小)
2.0 

トーーー
針 泥 岩 粒 や や 粗 士 c:黄櫨色 e・良好 f:口唇部に抽煤痕

6-23 56 陶器 磨り常滑
最大長 最大幅 厚 f:側面磨耗か? 片口鉢E類の口縁部片を転用

トーーーー
4.0 2.8 O. 7~1. 2 

6-24 鉄製品 釘 頂部欠損
長 幅 厚 f 四角状鍛造

ト一一ー
[5.4] 0.7 0.4 

6-25 57 石製品
滑石 長 幅 厚 f埼玉県秩父市小川町周辺の滑石側面2ヶ所切り出し痕温石に加工途

ト一一ー
加工品 [10.9] [6.0] 1.5 中か?

6-26 土製品
ロクロ

1/4 (7.7) (6.0) 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状臣痕 b:微砂雲母赤色

かわらけ(小)
1.7 

ト一一ー
粒海綿骨針良土 c灰黄~黄樫色 e:良好

6-27 58 鉄製品 釘 先端欠損
長 幅 厚 f:四角状鍛造

トーーー
[4.6] 0.4 0.3 

6-28 鉄製品 釘 頂部欠損
長 首亘 厚 f:四角状鍛造

トーーー
[6.4] 0.4 0.3 

6-29 59 磁器
青磁 口縁部小

[3.0] 
b灰色精良堅鰍 d:灰緑色透明利紬層うすい気泡あり f 大宰

トーーー
鏑蓮弁文碗 片 府ー龍泉窯系青磁椀E類

6-30 磁器
青白磁

小片 [1. 3] 
a型押し b:淡灰白色精良堅徹 d:水青色透明細勅層薄い f外

合子(身) 面蓮弁文下部露胎
トーーー

重6-31 陶器
常滑

体部小片 [4.3] 
a粘土紐輸積技法内外面:横ナデ b檀色~灰褐色砂粒 白色粒 c

ト一一ー
費 暗赤褐色 e:良好 f格子状押印文

6-32 陶器
瀬戸

口縁部片 (14.4) [3.6] 
b灰色精良土 d:灰粕内面無利 e:良好

ト一一ー
碗か

6-33 土製品
ロクロ

1/4 (13.7) (8.5) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b微砂

かわらけ(大)
3.8 

ト一一ー
雲母赤色粒海綿骨針やや粗土 c黄樫色 e:良好

6-34 土製品
ロクロ

1/3 (8.5) (5.9) 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

かわらけ(小)
1.8 

トーーーー
雲母赤色粒海綿骨針やや粗土 c黄檀色 e:良好

6-35 士製品
ロクロ

1/3 (8.0) (6.0) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母赤色

構成土
かわらけ(小)

2.1 

トーーー
粒海綿骨針やや粗土 c:黄撞色 e 良好

6-36 陶器
常滑

肩部小片 [4.5] 
a粘土紐輪積技法内外面:横ナデ押印文 b:暗灰褐色砂粒白色粒

トーーー
聾 c 暗赤褐色 e 良好 f斜格子又は矢羽根状の押印文

6-37 陶器
常滑 口縁部小

[3.7] 
a粘土紐輪積技法内外面横ナデ b 淡灰褐色砂粒白色粒 c灰

トーーー
片口鉢 I類 片 色 e:良好 f 中野編年 5~6a型式か

6-38 陶器
常滑 口縁部小

[2.7] 
a粘土紐輪積技法内外面横ナデ b 暗灰褐色砂粒白色粒 c 暗

片口鉢E類 片 赤褐色 e 良好 f: 中野編年 5~6a型式か
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図番 出土
番号 材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 口径 底径 棒高 重 a成形・整形 b:胎土・素地・材質 c色調 d紬調 e焼成 f:備考

6-39 1 陶器
常滑 口縁部小

[4.8] 
a粘土紐輪積技法内外面横ナデ b 灰褐色砂粒白色粒 c 暗赤

構成 片口鉢E類 片 褐色 e 良好 f 中野編年 7~8類型式か

士
土製品

士製品
底部 1/3 (9.4) [2.1] 

a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒海綿骨
6-40 1 

器種不明 針やや粗土 c黄櫨色 e:良好 f かわらけ質

8-1 65 鉄製品 釘 先端欠損
長 幅 厚 f:四角状鍛造

[6.0] 0.5 0.3 
ト一一一

瀬戸 口縁部小 a ロクロ成形 b灰白色精良土 c黄灰色 d灰紬ハケ塗りか e 良
8-2 66 陶器

仏働具か 片
[2.9] 

好
ト一一ー

常滑 a粘土紐輪積技法内外面横ナデ b灰白色砂粒長石 c灰色 e
8-3 67 陶器 片口鉢I類 小片 7.9 良好 f 底部無調整高台欠損か中野編年6a型式か

←一一ー
か?

須恵器? 口縁部小 b:灰色砂粒白色粒良士 c:灰色 e:良好
8-4 73 土製品

坪 片
[2.2] 

トーーーー
ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒海綿骨

8-5 75 士製品
かわらけ(小)

1/4 (7.7) (4.6) 2.3 
針精良土 c黄櫨色 eやや甘い

ト一一一
ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b微砂

8-6 76 士製品
かわらけ(大)

4/5 (13.4) 7.0 3.5 
雲母赤色粒海綿骨量十泥岩粒精良土 c:黄撞色 e:良好

』ーーー
長 幅 厚 f:四角状鍛造

日7 91 鉄製品 釘 先端欠損
[5.4] 0.5 0.3 

t--
ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

8-8 95 土製品
かわらけ(大)

1/3 (11.4) (6.7) 4.0 
粒海綿骨針やや粗土 c:灰黄色 e:良好 f:穿孔あり

トーーーー
ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母赤色

8-9 98 士製品
かわらけ(小)

1/2 (7.5) (4.8) 1.6 
粒海綿骨針やや粗土 c:黄檀色 e 良好

ト一一一
a ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(回転速度遅い?) 板状圧痕 b

ロクロ
8-10 99 土製品

かわらけ(小)
1/3 (8.2) (7.2) 1.4 微砂雲母赤色粒海綿骨針やや粗土 c赤樫色 e 良好 f 穿孔

あり
ト一一ー

ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色
8-11 99 土製品

かわらけ(小)
1/5 (7.7) (5.6) 1.6 

粒海綿骨針粗土 c黄樫色 e:良好
←一一ー

長 市直 厚 f:四角状鍛造
8-12 99 鉄製品 釘 先端欠損

[5.1] 0.5 0.3 
トーーーー

砥沼 長 橋 厚 c灰白色 f:砥面 2面伊予産
8-13 104 石製品

中砥
小片

[8.5] 5.5 2.9 
ト一一一

白磁 口縁部小 b 白色精良堅鍛 d:灰白色半透明紬粕層薄い f 大宰府 白磁皿
8-14 115 磁器

口;冗碗 片
(8.8) [1. 7] 

E類
』ーーー

両麗青磁 b灰色精良堅鰍 d 暗灰緑色半透明紬粕層厚い f 象骸の文様
8-15 125 磁器

器種不明
小片 [2.8] 

t--
ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 e 良好 b 微砂

8-16 129 土製品
かわらけ(小)

1/4 (7.6) (6.0) 1.6 
雲母赤色粒海綿骨針やや粗士 c・黄樫色 e:良好

トーーー
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

ロクロ
8-17 129 土製品

かわらけ(小)
1/3 (7.6) (4.7) 2.1 粒海綿骨針やや粗土 c:黄樫色 e:良好 f:口縁部に油煤痕灯芯

痕あり 灯明皿
トーーー

ロクロ [1. 6~ a ロタロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
8-18 135 士製品

かわらけ(小)
1/2 (6.0) 4.4 

2.15] 雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒精良士 c赤樫色 e 良好
』ーーー

la 

瀬戸 口縁部小 a ロクロ成形卸し目 b灰色やや粗土 c:灰緑色 d灰紬ツケガケ
8-19 135 陶器

卸皿 片
[2.9] 

施勅:薄い e 良好 f: 藤津編年中 II~m期
t--

ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒海綿骨
8-20 137 土製品

かわらけ(小)
1/5 (7.6) (6.0) 1.7 

針泥岩粒やや粗士 c:赤樫色 e・良好 f:口唇部に煤痕
トーーー

ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
8-21 139 土製品

かわらけ(小)
3/4 4.7 [1. 9] 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒精良土 c:灰黄色 e:やや甘い
ト一一ー

青磁 口縁部小 b灰白色精良堅激 d緑灰色透明粕勅層うすい気泡あり f 大
8-22 140 磁器

蓮弁文碗 片
[3.1] 

宰府龍泉窯系青磁碗E類か
←一一ー

常滑 口縁部小 a:粘土紐輪積技法内外面・横ナデ b・灰白色砂粒 白色粒 c目灰白
8-23 141 陶器

片口鉢I類 片
[4.0] 

色 e:良好 f 中野編年 6a型式か
トーーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状臣痕 b:微砂雲母赤色
8-24 142 土製品

かわらけ
1/3 (11. 5) (6.6) 2.9 

粒海綿骨針やや粗土 c:赤燈色 e 良好
ト一一一

ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色
8-25 145 士製品

かわらけ(小)
1/3 (8.0) (5.8) 1.5 

粒海綿骨針やや粗土 c:黄檀色 e 良好
』ーーー

手づくね a 内外面口縁部横ナデ外面下半指頭痕 b:微砂雲母良土 c灰白
口縁部小

8-26 146 土製品 白かわらけ
片

[2.3] 色 e:やや甘い
(小)

←一一ー
瀬戸 a ロクロ成形 b灰白色 やや粗士 d 内面灰軸ツケガケ、部分的に鉄

8-27 陶器
皿か

底部片 (4.8) 
粕あり e:良好 f 内底見込みに重ね焼き痕あり(トチン)

トーーーー
構遺外

長 幅 厚 f:四角状鍛造
8-28 鉄製品 釘 完形

トーーー
[6.2] 1.2 0.7 

8-29 銅製品 覆輪?
長径 短径 高
4.4 4.0 1.0 

』ーーー
ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

8-30 士製品
かわらけ(大)

3/4 (12.2) 7.1 3.5 
粒海綿骨針 泥岩粒やや粗土 c黄樫色 e 良好

t--
ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

8-31 土製品
かわらけ(小)

1/4 (8.3) (5.8) 1.5 
粒海綿骨針泥岩粒やや粗士 c黄樫色 e:良好

トーーー
ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b微砂

8-32 土製品
かわらけ(小)

1/2 (7.7) (4.7) 2.1 
雲母赤色粒海綿骨針 やや粗土 c:赤樫色 e・良好

ト一一ー
青磁 口縁部小 b灰白色精良堅鍛 d灰緑色半透明利 f:大宰府ー龍泉窯系青磁

8-33 
構成土

磁器
折縁皿 片

[1. 7] 
坪E類

←一一ー
常滑 a粘土紐輪積技法内面横ナデ外面横ナデ b 暗灰褐色砂粒白

8-34 陶器
雪量

肩部片 [3.0] 
色粒 c 暗赤褐色 e 良好 f:格子文押印

トーーーー
常滑 口縁部小 a:粘土紐輪積技法内面・横ナデ外面・横ナデ b 暗灰褐色砂粒

8-35 陶器
壷 片

[4.0] 
白色粒 c暗赤褐色 e 良好 f:中野編年 5型式か

ト一一一
縁帯 a:粘土紐輪積技法 内外面:横ナデ b:灰色長石石英 c・暗褐色

常滑 口縁部小
8-36 陶器

広口壷 片
[旦 9] 幅 e 良好 f:縁帯部~肩部自然粕 中野編年 6a~6b 型式

2.0 
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図番 出土
番号 材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 口径 底径 器両 重 a成形・整形 b:胎土・素地・材質 c色調 d紬調 e焼成 f:備考

8-37 陶器
常滑 日縁部小

[2.3] 
a粘土紐輪積技法 b灰白色砂粒 白色粒 c灰白色 e:良好 f 中

』ーーー
片口鉢I類 片 野編年 5~6a型式?

8-38 陶器
瀬戸 口縁部小

[1.1] 
b淡黄色砂粒粗土 d:灰粕ツケガケ? e:良好 f 藤津編年中期後

』ーーー
折縁深皿 片 半

8-39 土製品 土器質火鉢
口縁部小

[2. 7] 
a 内外面:横ナデ b:にぶい黄櫨色砂粒雲母赤色粒良土 c に

片 ぶい黄樫色 e:良好 f 河野分類 1C類か

一
8-40 鉄製品 釘 先端欠損

長 幅 厚 f 四角状鍛造
[5.8] 1.2 。目8

日-41 鉄製品 釘 先端欠損
長 幅 厚 f 四角状鍛造
[7.4] 0.9 。目6

一
構成土自-42 la 鉄製品 釘 頂部欠損

長 幅 厚 f:四角状鍛造

ト一一ー
[生9] 0.7 。目6

8-43 鉄製品 釘 先端欠損
長 幅 厚 f:四角状鍛造

トーーーー
[生日] 0.6 0.5 

8-44 鉄製品 釘 先端欠損
長 幅 厚 f:四角状鍛造

トーーー
[3.4] 0.3 0.4 

8-45 銅製品 銭 完形
外径 内孔 重 f 天 聖 克 賓 家 書 北 宋 1023年

トーーー
2.5 0.6 3.2 

8-46 銅製品 銭 完形
外径 内孔 重 f 戚平克賓北宋 998年

同ーーー
2.4 0.6 3.1 

8-47 士製品
土師器 口縁部小

[1.5] 
a 内外面横ナデ b:灰色砂粒雲母赤色粒海綿骨針 c 内面:

費 片 櫨色 e 良好 f 相模型

11-1 149 陶器
渥美

体部小片 [4.9] 
a粘土紐輪積技法内面横ナデ外面叩き目横ナデ b:灰色砂粒

』ーーー
費 黒色粒 c灰色 e:良好 f 外面町き目痕

11-2 土製品
ロクロ

1/2 (13.3) (且2) 3目l
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b微砂

かわらけ(大) 雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒良士 c:黄檀色 e 良好

一
11-3 土製品

ロクロ
1/3 (12.5) (8.0) 3.1 

a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b微砂
かわらけ(大) 雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:樫色 e:良好

一
11-4 土製品

ロクロ
1/5 (7.9) (4.8) 1.5 

a ロタロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒海綿骨

トーーー 151 
かわらけ(小) 針良土 c:灰黄色 eやや甘い

11-5 土製品
ロクロ

完形 7.5 5.6 
a ロタロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b微砂

かわらけ(小)
1.4 

ト一一ー
雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c樫色 e:良好

11-6 土製品
ロクロ

1/3 (7.6) (4. 9) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

かわらけ(小)
1.9 

粒海綿骨針やや粗土 c:_黄檀色 e 良好
ト一一ー

11-7 石製品
砥沼

小片
長 市直 厚 b:頁岩 c・黄褐色 f:砥面 2面裏面は自然剥離後に砥面として使用か

トーーーー
仕上砥 [4. 7] 3.3 0.5 鳴滝産中山

11-8 155 木製品 器種不明 [30.0] 0.2~0.8 0.4~0.目 6
f 断面四角状 上部先端は溝状の削りにJlljの部材がはめ込まれている

トーーーー

土製品
手づくね

a:内底ナデ外底下半指頭痕 b:微砂雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒
11-9 163 

かわらけ(大)
1/5 (7.9) (4.8) 1.5 やや粗土 c黄櫨色 e:良好 f 口縁部油煤痕 内外面一部黒色に変

』ーーー
色

11-10 202 土製品 平瓦 [7.1] 白.回 2.2 
a 凸面:縄目叩き目凹面:布目痕ナデ b灰色砂粒白色 粒やや

』ーーー
粗土 c・灰色 e:良好 f:永福寺女瓦A類

11-11 252 陶器
瀬戸 口縁部小

[2.1] 
a ロクロ成形 b灰白色 精良土 c灰白色 d 自然紬 e:良好

器種不明 片

滑石製鍋 長 憶 厚
穿孔 f:温石か。

11-12 2 石製品 径
転用加工品 [5.9] [5.打 1.4 

0.7 
一
11-13 

254 
石製品

滑石製鍋 長 理亘 厚 f 温石か?

トーーー
転用加工品 [4. 4] [丘泊 1.6 

11-14 銅製品 銭 1/2 
外径 内孔 重 f 銭種不明

トーーー
2.4 0.6 1.0 

11-15 257 土製品
ロクロ

1/4 (7.4) (5.2) 1.6 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

ト一一ー
かわらけ(小) 粒海綿骨針やや粗土 c:樺色 e 良好

11-16 陶器
常滑 口縁部小

[4.4] 
a粘土紐輪積技法 b灰色砂粒長石 c にぶい樫色 e:良好 f 中

トーーーー 259 
片口鉢E類 片 野編年7型式

11-17 銅製品 銭 完形
外径 内孔 重 f:照寧ヌじ賓 築書北宋 1068年

ト一一一
2.5 0.7 3.1 

11-18 261 士製品
ロクロ

1/2 7.7 5.0 1.4 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

ト一一ー
かわらけ(小) 雲母海綿骨針精良土 c:灰黄色 eやや甘い

ロクロ a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色
11-19 270 土製品 かわらけ(極 1/3 (4.8) (3.8) 0.9 粒海綿骨針良土 c櫨色 e:良好

ト一一ー
小)

11-20 陶器
瀬戸 口縁部小

[3.6] 
b:灰白色やや粗士 c:灰白色 d:灰粕 e:良好 f:藤津編年後期前半

平碗? 片 色、

一
11-21 

構成土

陶器
渥美 口縁部小

[4.5] 
a:内面横ナデ外面白横ナデ b・灰色砂粒 白色粒 c:灰色 e: 

費 片 良好 f 中野編年 2b型式

11-22 陶器
渥美

肩部小片 [3.2] 
a粘土紐輪積技法 内外面・横ナデ線車tl b:灰色砂粒黒色粒 自

トーーー
費 色粒 c外 面 褐 色 内 面 灰 色 e:良好

11-23 士製品 平瓦 [7.0] [6.6] 2.1 
a 凸面:PPき目ナデ消し凹面:糸切り痕布目痕 b灰白色砂粒由
色粒粗土 c:灰白色 e:甘い f 永福寺女瓦D類

14-1 291 土製品
かわらけ

3.1 3.9 0.9 
h微砂雲母赤色粒海綿骨量十良土 c:黄檀色 e:良好

加工品

14-2 315 陶器
常滑 口縁部小

[2.5] 
a粘土紐輪積技法 b灰白色砂粒 白色粒 c:灰白色 e:良好

片口鉢I類 片

14-3 磁器
青磁 口縁部小

[3.7] 
b:灰白色精良墜轍 d:緑灰色透明軸軸層うすい f:大宰府ー龍泉

ト一一ー 遺構
劃花文碗 片 窯系青磁碗I類

3a 
外 常滑

a;粘土紐輪積技法 b:灰白色砂粒 白色粒石英 c;灰白色 e:良好
14-4 陶器

片口鉢E類
底部 1/3 (12.8) [5.7] f 内面回転ナデ・胎土は I類だが外面下部はへラによる縦位の整形でE

類に近似
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図番 出土
番号 材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 口径 底径 器両 重 a成形・整形 b:胎土・素地・材質 c色調 d紬調 e焼成 f:備考

14-5 土製品
ロクロ

1/6 (9.1) (6.7) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒海綿骨

かわらけ(小)
1.7 

トーーー
針やや粗士 c樫色 e:良好

14-6 土製品
手づくね

1/日 (13.7) 3.1 
a:内底ナデ外底下半指頭痕 b:微砂雲母赤色粒海綿骨針 良土

トーーー
かわらけ(大) c:灰黄色 e:やや甘い

14-7 3a 構成土 磁器
青磁 口縁部小

[3.2] 
b灰色精良堅紋 d:灰緑色透明紬紬層うすい気泡有り f 大宰

トーーー
劃花文碗 片 府龍泉窯系青磁碗 1-2類

14-日 陶器
常滑

体部片 [18.5] 
a粘土紐輪積技法 内外面横ナデ b:灰色砂粒 白色粒 c:暗褐

ト一一ー
費 色~褐色 e:良好 f 格子の押印文

14-9 土製品 平瓦 [8.8] [7.7] 2.1 
a 凸面・斜格子叩き目 離れ砂凹面・布目痕離れ砂 b灰白色砂粒

白色粒粗土 c灰白色 e 甘い f

17-1 325 土製品
手づくね

1/2 (9.0) 2.6 
a:内底ナデ外底下半指頭痕 b:微砂雲母赤色粒海綿骨針 良士

ト一一ー 4 
かわらけ(小) c櫨色 e:良好

17-2 
構成

士製品 丸瓦
玉縁~筒 [16.8] 13.7 

a 凸面:縄目叩きナデ消し凹面:布目痕 b:浅 黄 色 砂 粒 小石粒

土 部片
5.8 

長石良土 c:浅黄色 e 良好 f:東海系

20-1 
遺構

士製品 士錘 1/2 
長 幅 孔径 b徴砂雲母赤色粒海綿骨針良土 c:灰黄色

トーーー
外 [3.2] [3.6] 0.7 

20-2 土製品
ロクロ

1/4 (8.8) (6.8) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

かわらけ(小)
2.0 

トーーー
粒海綿骨針やや粗士 c:樺色 e 良好

20-3 土製品
手づくね

1/6 (13.4) 2.7 
a:内底ナデ外底下半指頭痕 b:微砂雲母赤色粒海綿骨針 良土

トーーー
かわらけ(大) c:灰黄色 e:やや甘い

20-4 士製品
手づくね

1/6 (12.8) 3.4 
a:内底ナデ外底下半指頭痕 b:微砂雲母赤色粒海綿骨針 良土

トーーーー
かわらけ(大) c黄櫨色 e:良好

20-5 士製品
手づくね

1/7 (9.0) 1.9 
a 内底ナデ外底下半指頭痕 b:微砂雲母赤色粒海綿骨針 良土

トーーー
かわらけ(大) c黄櫨色~灰色 e:良好

20-6 5 

構成土

土製品
手づくね

1/8 (10.0) 1.5 
a 内底ナデ外底下半指頭痕 b:微砂雲母赤色粒海綿骨針 良土

トーーー
かわらけ(大) c赤樫色 e:良好 f 歪みあり

20-7 陶器
常滑

底部小片 [4.5] 
a粘土紐輪積技法両台貼付 内面摩滅外面横位のへラ調整 b:灰色

トーーー
片口鉢 I類 砂粒小石粒長石 c:灰色 e:良好

20-8 土製品 平瓦 [5.9] [5.3] 1.8 
a 凸面:斜格子叩き目離れ砂凹面:布目痕 b:灰黄色砂粒 粗土

トーーー
c灰黄色 e 甘い f:永福寺女瓦D類

20-9 木製品 箸
長 幅 厚 f 柾目材

ト一一ー
[13.0] [0.7] [0.5] 

20-10 木製品 草履芯
最大長 最大幅 最大厚 f 柾目材

ト一一ー
[13.1] [3.0] [0.3] 

20-11 木製品 不明木製品
長 市直 厚 f:柾目材

[10.5] [1. 4] [0.6] 

24-1 士製品
ロクロ

1/4 (7.7) (5.3) 
a ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b微砂雲母赤色

かわらけ(小)
2.2 

ト一一ー
粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好 f 口唇部に煤痕

24-2 磁器
青磁

1/5 (5.6) [1. 7] 
b 灰白色精良堅激 d灰緑色半透明細 f:大宰府龍泉窯系青磁

トーーー
双魚文皿 亦m-4b類

24-3 陶器
瀬戸 口縁部小

[2.8] 
b灰色精良土 c:黄灰色 d:灰紬薄くハケ塗りか e:良好 f 藤津編

トーーー
仏倒具か 片 年後期か

24-4 陶器
瀬戸

1/6 (13.2) [3.8] 
b灰黄白色良土 c:灰白色 d灰勅ツケガケ外面下位、露胎 e 良

トーーー
浅碗 好 f:藤津編年後期か

24-5 

表土

土製品 丸瓦 小片 [6.6] [5.4] 1.1 
a 凸面:叩き目 凹面:布目痕 b 黄 灰 色 砂 粒 小 石 粒 c黄灰色 e

ト一一ー
良好

24-6 土製品 風炉 体部小片 6.2 
a粘土紐輪積技法 b:にぶい樫色砂粒 白色粒赤色粒 c にぷい樫

ト一一ー
色 e:良好 f 外面に珠あり

24-7 銅製品 銭 完形
外径 内孔 重 f 天稽通賓北沫 1017年

トーーーー
2.4 0.7 3.0 

25-1 土製品
ロクロ

2/3 (7.5) (5.0) 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

かわらけ(小)
1.8 

ト一一ー
雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c灰黄色 eやや甘い

25-2 陶器
常滑 口縁部小

[2.3] 
a粘土紐輪積技法 内外面:横ナデ b:褐灰色砂粒白色粒 c灰褐

トーーー
玉縁壷 片 色 e:良好

25-3 銅製品 銭 完形
外径 内孔 厚 重 f 元祐通賓家書北宋 1086年
2.41 0.74 0.12 3.2 
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表2 近代遺物観察表

図番 出土 項目 器種 絵付け方 遺存度 法量 顔料:紬色調:胎土 技法/文様/その他

号 遺構 法 口径 底径 器高

25・4 碗 磁器 手描き 5/6 7.8 3.0 4.0 顔料・酸化コバルト 胎土: 内外面:圏線畳付、高台内:露胎

百三7
白色粘質士粕薬:透明

皿 磁器 型紙摺絵 1/3 (5.8) [1.3] 顔料.酸化コバルト 胎土: 内面.植物文高台脇高台:圏線畳付.

円5-6

白色粘質土粕薬.透明 露胎

人形 磁器 2/5 (13.9) (8.8) 3.1 顔料:朱色緑色胎土:白 色絵

間7
色粕薬:透明

浮人形 磁器 鴨 長 4.1 高 胎士:白色紬薬:透明 内面露胎底部:露胎

回-8

[4.3] [3.0] 

花器 磁器 口径 屑部径 器両 胎土.白色粘質土粕薬.透

問す
代書

4.0 4.5 [8.9] 明

花器 磁器 3.2-3.4-3.7 11.6 胎土.白色粘質土粕薬.透 蓮の器形

国主
3.5 明

ピーノレ瓶 ガフス 2.1 5.0 24.6 褐色透明 上げ底

国-11

製品

瓦 土製品 側面小片 厚 胎土:灰色白色粒砂小

1.8 石粒粗土

田-12 釘 鉄製品 長 幅 厚 正四角状鍛造

国-1す
[10.0] 0.8-1.3 0.2 -0.3 

釘 鉄製品 長 幅 厚 正四角状鍛造

回-14

10.3 0.6-1.1 0.15-0.4 

釘 鉄製品 長 幅 厚 正四角状鍛造

[4.9] 0.9 0.4 

n
h
u
 

no 
q白



表3 遺物集計表

出土面 第 1面

種別 ピy ト 士坑

遺構名 1 1 2 3 1 4 5 16 9112 14 15 16118 19125 27 30 31132 33 34 35 42 43 45 47 48 49 51 52 53 54 56 57158 59 
書構成土

大 1 4 1 1 1 2 l 2 1 1 1 1 1 1 1 1 111 3 1 3 1 1 412 3 8 1 44 

色、 ロ 中

わ ク 2 2 1 1 1 1 1 l 2 1 1 1 1 1 1 1 1 18 
ら ロ

極小
け

l 

小片 2 1 1 1 1 1 5 1 2 1 1 1 1 46 

手担ね 大 1 1 1 1 2 

聾 2 1 1 1 1 1 1 2 1 4 1 10 

常滑
I類 1 1 3 

E類 1 2 

磨り常滑 l 

瀬戸 l 1 1 1 2 1 2 

青磁 1 1 

舶載 白磁

青白磁

伊勢系土鍋 l 

不明 l 

質瓦
火鉢 1 1 

瓦

銭 l 
金

釘 1 1 1 l 111 l 2 
属

不明 1 

石
滑石 1 

その他 1 l 8 

骨獣 4 1 1 1 1 1 8 

近代遺物

古代 l l 

合計 213 2 1 5 5 14 51 3 1 1 1 3 1 2 7 1 2 2 1 4 2 1 1 4 1 3 2 1 2 1 1 1 614 412 2 1 2 6 1 7 2 1 7 3 123 148 

出土面 第 la面

種別 ピット

遺構名 64 64 65 66 67 68 69 73 74175 76 79 80 81 85 87 88 89 91 92 93 94 95 98 99 101 102 103 104 105 106 108 109 111 

大 4 3 1 1 3 1 1 2 1 1 1 1 7 514 3 1 2 1 1 2 4 1 1 1 1 1 2 l 1 2 1 2 1 l 
ロ 中主、 ク

わ ロ 111 41 1 3 1 1 1 1 1 1 1 2 
ら 小片 4 1 1 1 2 314 2 1 5 2 1 1 4 l 
け

手握ね
大 1 1 1 

1 l 

費 1 1 1 1 1 

常滑 壷 1 

I類 1 1 1 1 

瀬戸 1 

渥美 1 

不明 1 

舶載
青磁 1 

その他 l 

伊勢系土鍋 2 

金 釘 1 1 
属 不明 l 

石製品

砥石 1 

滑石 1 

その他 2 

獣骨 1 l 

古代 1 

合計 6 1 3 5 1 4 5 1 1 2 1 3 2 114 614 5 1 3 2 1 5 7 1 3 121 5 4 1 7 1 1 3 8 1 2 1 2 4 1 1 7 2 
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出士面 第 1a面

種別 ピット 土坑

遺構名 112111311151116111811191121112211231125112611281131113211331134 1361137113811391140114111421143114411451 146 1147 
遺構外 構成土

大 3 3 1 1 1 5 1 3 2 2 3 120 4 自 1 8 1 2 1 95 

ロ 中 1 

7J' 
ク 小 1 1 3 1 1 2 3 1 2 17 

わ
ロ

極小
ら 小片 2 3 2 1 1 2 1 2 1 自 2 4 36 
け

手担ね
大 1 2 1 2 3 

l 2 

白かわらけ 1 1 1 

費 l 1 6 3 44 

常滑 壷 2 1 

I類 l 6 

瀬戸 l 1 2 1 

渥美 2 2 

山茶碗 北部
1 

南部 1 

青磁 1 1 1 

白磁 l 

高麗青磁 l 

褐草曲 l 

その他 1 

製士品

輔の羽口 1 

伊勢系土鍋 2 2 

不明 1 

火鉢 4 

質瓦 風炉 1 

瓦 l 

銭 1 5 
金

釘

量
2 4 

鉄津 2 

不明 l 1 1 

滑石 1 

その他 1 3 

不明 1 

獣骨 1 4 

近代遺物 l 2 

古代 3 l 1 

合計 。2 1 l 7 1 1 3 B 41 2 16 5 1 o 1 2 5 1 1 2 10 9 138 5 8 1 3 2 5 19 3 9 1241 

出土面 第 2面

種別 ピット 土坑

遺構名 149 151 153 155 161 166 167 168 170 171 173 177 180 182 197 200 202 208 209 225 226 231 248 250 252 254 256 257 258 259 

大 12 1 l 2 1 4 2 2 l 5 1 3 5 1 1 15 4 1 8 

ロ 中

か ク 5 2 1 1 1 l 1 1 4 2 2 
わ ロ

極小ら
け 小片 2 2 1 1 1 1 3 1 l 

手担ね
大 2 l 2 1 

1 

常滑
雪量 2 l l 1 1 1 2 14 11 

E類 1 

瀬戸 l 

渥美

青磁 1 

舶載 青白磁 1 

褐軍曲 1 1 

質瓦
火鉢 1 

瓦

金 銭 1 
属 釘 l 

製石品

砥石 1 

滑石 2 

その他 l 

獣骨 l 

近代遺物 1 

古代 1 l 2 

合計 3 1 20 2 5 1 2 1 7 1 1 1 3 5 4 4 1 6 2 1 1 7 2 1 4 。6 1 2 2 3 2 39 6 1 25 
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出士面 第2面 第 3面 第 3a面 第 第5面 第 ーー第-7rE面-
種別 土坑 ピット 4 ヒ'ット 6 

近代坑土

2601261制抑制 2691270 構空ぉ212911293 構空一m一 構空
面構成土 328134113501 352 13531355 遺構外 構成土 構成面土 一39一9 構空 廃土 表土 総計

遺構名

大 1 1 5 1 13 4 3 1 3 32 11 16 470 

ロ 中

か
ク 小 1 1 1 2 3 1 3 7 2 2 126 

わ
ロ

極小 1 2 
ら 小片 2 1 1 1 5 14 6 1 4 6 217 
け

手担ね
大 1 3 1 1 2 1 1 12 7 1 1 29 5 l 2 10 102 

2 1 l 1 3 2 5 1 4 2 5 34 

白かわらけ l 4 

費 1 3 1 3 3 2 2 18 l 9 162 

壷 l 5 

常滑 I類 1 1 1 1 1 l 1 24 

E類 1 6 

高 磨り常滑

瀬戸 1 1 3 2 23 

器 渥美 1 2 1 11 

山茶碗 北部
南部 1 l 3 

不明

青磁 3 l 2 13 

白磁 1 l l 5 

舶磁薦
青白磁 1 3 

両麗青磁 l 

器
褐粕 2 6 

天目 1 

その他

輔の羽口

製土品

伊勢系土鍋 1 。 日

磨りかわらけ l 

士錘 。
不明 4 

火鉢 l 8 

質瓦 風炉 l 

瓦 l l l 8 

金
銭 1 10 

員
釘 1 4 23 

鉄浮 l 3 

不明 7 

製石品

砥石 2 

滑石 3 

その他 l l 3 22 

形代

製木品

箸

草履芯 l l 

その他 4 1 1 l 6 

不明 6 2 1 10 

加工品

然遺物自

骨 獣骨 12 4 1 l 42 

人骨 l l 2 

貝 2 2 

種 7 7 

近代遺物 19 25 

古代 1 1 5 5 l 8 1 12 5 l 55 

合計 2 4 3 2 5 1 11 29 17 2 1 2 3 11 2 52 19 o 1 1 1 1 1 1 1 182 28 4 1 95 53 40 1477 
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第四章 材木座町屋遺跡の花粉分析とプラント・オパール分析

森将志(パレオ・ラボ)

1.はじめに

神奈川県鎌倉市に所在する材木座町屋遺跡において、遺跡周辺の古環境を検討するために土壌試料が採

取された。以下では、試料について行った花粉分析とプラント・オパール分析の結果を示し、考察を行っ

た。

2. 試料と方法

分析試料は、2区東壁から採取された計4点である(表 1)02区東壁では、下位から E1、E2が堆積しており、

その上位に人工造成とされる E3、E4が重なる。時期は、いずれの試料も中世と考えられている。これ

らの試料について、次の手順で分析を実施した。

表4 分析サンプル

地区 試料No.時期 土相 備考

E4 暗褐色粘質土

2区東壁
E3 

中世
暗黄褐色粘質土 人工造成

E2 暗茶褐色粘質土

E1 黒色粘質土

2-1.花粉分析

試料(湿重量約 3g) を遠沈管にとり、 10覧水酸化カリウム溶液を加え 10分間湯煎する。水洗後、46覧フッ

化水素酸溶液を加え 1時間放置する。水洗後、比重分離(比重 2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心

分離)を行い、浮遊物を回収し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理(無水酢

酸 9:濃硫酸 1の割合の混酸を加え 20分間湯煎)を行う。水洗後、残濯にグリセリンを滴下し保存用

とする。検鏡は、この残誼より適宜プレパラートを作製して行った。プレパラートは全面を検鏡し、そ

の聞に現れる花粉・胞子を全て数えた。また、保存状態の良好な花粉化石を選んで単体標本 (PLC.2383

，....... 2386) を作製し、写真を図版 lに載せた。

2-2. プラント・オパール分析

秤量した試料を乾燥後、再び秤量する(絶対乾燥重量測定)。別に試料約 19(秤量)をトールビーカー

にとり、約 0.02gのガラスビーズ(直径約 0.04mm) を加える。これに 30犯の過酸化水素水を約 20，....... 

30cc加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波洗浄機による試料の分散後、沈降法によ

りO.Olmm以下の粒子を除去する。この残誼よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作製し、検鏡

した。同定および計数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについてガラスピーズが 300

個に達するまで行った。また、保存状態の良好な植物珪酸体を選んで写真を撮り、図版 2に載せた。

3. 結果

3-1.花粉分析

ヴ，.
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和名 E4 E3 E2 E1 

Abies モミ属 一 1 2 

Tsuga ツガ属 1 1 - 1 

Picea トウヒ属 1 1 

Pinus subgen. Diploxylon マツ属(不明) 2 4 1 4 

Cryptomeria スギ属 一一一 1

Pterocarya -Juglans サワグルミ属ークルミ属 一 一 I 

Carpinus一 Ostrya クマシデ属ーアサダ属 1 

Alnus ハンノキ属 1 一 一 I 

Fagus ブナ属 l 

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 l 

Castanea クリ属 一一一 1

草本

Gramineae イネ科 4 5 6 7 

Polygonum sect. Persicaria -Echinocaulonサナエタデ節ーウナギツカミ節 一 一 l 

Chenopodiaceae -Amaranthaceae アカザ科ーヒユ科 一 一 3 

Caryophyllaceae ナデシコ科 一一 l

Tubuliflorae キク亜科 1 

Ligul iflorae タンポポ亜科 一 1 1 1 

シダ植物

monolete type spore 単条溝胞子 1 1 

trilete type spore コ条溝胞子 1 1 1 

Arboreal pollen 樹木花粉 8 7 4 8 

Nonarboreal pollen 草本花粉 5 6 12 8 

Spores シダ植物胞子 2 2 1 

Total Pollen ~ Spores 花粉・胞子総数 13 15 18 17 

unknown 不明 2 

検鏡の結果、 4試料からは十分な量の花粉化石が得られなかった。 4試料から検出された花粉・胞子の

分類群数は、樹木花粉 11、草本花粉6、形態分類のシダ植物胞子 2の、総計 19である。これらの花粉・

胞子の一覧表を表 2に示す。表においてハイフン(一)で結んだ分類群は、それらの分類群問の区別が困

難なものを示す。なお、花粉分布図を作成するに足る量の花粉化石が得られていないため、花粉分布図

は示していない。

3-2. プラント・オパール分析

同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から、試料 19当りの各

プラント・オパール個数を求め(表 3)、分布図に示した(図 1)。なお、以下に記す各分類群のプラント・

オパール個数は、試料 19当りの検出個数である。

検鏡の結果、 4試料からはイネとネザサ節型、ササ属型、他のタケ亜科、ヨシ属、キピ族、ウシクサ族

の7種類の機動細胞珪酸体が確認できた。これらの分類群はいずれの試料においても産出が確認できる

が、 2つの産出傾向が見られた。すなわち、 E1とE2ではイネ機動細胞珪酸体が少なく、その他の分類

群の産出量が多い傾向があり、 E3とE4ではイネ機動細胞珪酸体が多く、他の分類群の産出量が少ない

傾向である。また、 E2とE4ではイネの籾殻に形成される珪酸体、イネ穎破片の産出も見られた。
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若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

大町一丁目 1083番 l地点



例面

1.本報告は、鎌倉市大町一丁目 1083番 lにおいて実施した、若宮大路周辺遺跡群(鎌倉市 No.242)

の発掘調査報告である。

2. 発掘調査は平成 30年 7月 9日から同年 9月 14日にかけて、個人専用住宅の建設に伴う記録保存調

査として鎌倉市教育委員会文化財課が実施した。調査の対象面積は、 94.56rrfである。

3. 発掘調査体制は、以下のとおりである。

調査担当者 押木弘己(鎌倉市文化財課臨時的任用職員)

調査員 栂岡ケイト、松吉里永子(鎌倉市文化財課臨時的任用職員)

作業員 鯉沼稔、吉津功、星栄人、岡利文、西津靖明、小林貞明

(公益社団法人鎌倉市シルバー人材センター文化財班)

整理作業参加者 押木、栂岡、松吉、岡田慶子(鎌倉市文化財課臨時的任用職員)

4. 本報告の作成は、以下の分担で、行った。

本文執筆 押木、竹原弘展(パレオ・ラボ)

編集 押木

遺構挿図作成押木

遺物実測・挿図作成松吉、岡田

遺物観察表・カウント表作成 松吉、岡田

写真撮影・写真図版作成 押木

5. 本調査に係わる出土遺物および各種記録類は、鎌倉市教育委員会が保管している。本調査地の略称

は市教育委員会の統一基準に従って fWA1 8 0 2 Jとし、出土品への注記などに使用した。

凡例

1.挿図の縮尺は、遺構・遺物ともに図中に表示している。

2. 本書中に記載した国土座標値は、世界測地系(第E系:東日本大震災後の補正後)に基づいている。

3.挿図に示した方位標は座標北 (y軸)で、真北はこれより 00 09' 25"ほど東に振れている。

4. 遺構挿図中の水糸高は、海抜値を示す。

5. 出土遺物の年代観は以下の文献を参考としたが、 筆者が各所見を理解し切れていない部分もある0

.かわらけ・遺物全体の様相:宗蓋秀明 2019 f鎌倉出土かわらけの系譜と編年一東国社会の変質と

中世の成立(後):かわらけの編年と中世社会JW鶴見大学紀要 第 56号第4部人文・社会・

自然科学編』鶴見大学

。瓦質土器:河野員知郎 1993 f中世鎌倉火鉢考JW考古論叢神奈河 第 2集』神奈川県考古学会

。輸入陶磁器 :W大宰府条坊跡xv-陶磁器分類編-j]太宰府市教育委員会 2000 

。瀬戸窯製品:藤津良祐 2008 W中世瀬戸窯の研究』高志書院

。常滑・渥美窯製品 :W愛知県史 別編窯業 3 中世・近世常滑系』愛知県 2012 
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第一章 遺跡の位置と周辺の発掘調査成果

本調査地は鎌倉市大町一丁目 1083番 1に所在する。若宮大路と小町大路の 2本の南北道に挟まれ、

滑川の東岸(左岸)に所在する。

若宮大路周辺遺跡群は鎌倉低地の中心部を占め、史跡若宮大路を挟んで東西に展開している。現在の

鎌倉でも最も賑わう市街地に占地することから開発行為にともなう発掘調査の件数も多く、現在までに

約 190件が実施されている。それぞれの調査面積は小さなものだが、その積み重ねによって遺跡範囲に

おける地区ごとの土地利用の傾向も掴めるようになってきている。

本地点が所在する若宮大路の東側でも、「二の鳥居」の以南は 13世紀中頃以降に竪穴建物が繰り返し

構築された地区で、特に小町大路に近い地点で良好な検出・報告事例が多い。竪穴建物は居住用よりも

収蔵施設としての用途が主体であったと考えられ、小町大路+滑川という陸・水運機能も組み合わさる

ことで、当地区が中世都市鎌倉における物資流通・集積の中心的役割を果たしていたと想定されている。

近隣では、東に程近い図ト地点@で 16rriの調査が実施されている。表土直下の 1面で 3時期の遺構

が確認され、 13世紀前葉'"15世紀前葉の中で変遷したと考えられている。竪穴状遺構(建物)を主体

とした遺構展開で、井戸や土坑なども検出されている。地点@では 96rriの調査で新旧 2時期の遺構群

が確認されている。新段階では 6棟の竪穴建物が検出され、このうちの 1基では、底面に凝灰質砂岩の

切石(鎌倉石)が敷き詰められていた。長さ 80cmX幅 50cm前後の規格品が多用され、建物の所有者が

かなりの財力を保有していたことを窺わせる。本地点では最も新しい段階とされ、 14世紀前半の所産

と考えられている。古段階では、竪穴建物 3棟と井戸 1基などが検出された。井戸は上述の切石敷きを

表 1 周辺の主な調査地点(番号は図 1に対応)

No. 地番
調査年度 面積

所収文献
(開始年度) (rrf) 

@ 大町一丁目 1083番 1 2018年度 95 本報告

@ 大町一丁目 1084番 4 2007年度 16 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 34(第 5分冊u鎌倉市教育委員会永田史子・斎藤修佑 2018

@ 
大町一丁目 1084番 1、

2016年度 96 『若宮大路周辺遺跡群 (No.242) 発掘調査報告書~ (株)博通滝津晶子 2020
1085番 l

@ 
小町一丁目 276番

18・22・38
2010年度 803 『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書~ (株)博通 宮田虞・滝津晶子・安藤龍馬 2006

@ 小町一丁目 1028番 l 1990年度 164 『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書』若宮大路周辺遺跡群発掘調査団大何内勉 1997

@ 大町一丁目 1034番 9 2010年度 80 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 32(第 2分冊u鎌倉市教育委員会押木弘己 2016

@ 小町一丁目 333番 2 2006年度 180 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 36(第 l分冊u鎌倉市教育委員会押木弘己 2020

@ 小町一丁目 302番 1977年度 不明 『鎌倉市埋蔵文化財調査年報 1~鎌倉市教育委員会松尾宣方 1983

@ 小町一丁目 333番 15 2010年度 23 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 31 (第2分冊u鎌倉市教育委員会押木弘己 2015

⑪ 小町一丁目 325番イ外 1992年度 400 『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 10(第3分冊u鎌倉市教育委員会佐藤仁彦・小林重子 1994

@ 小町一丁目 329番 1・10 2010年度ほか 213 『若宮大路周辺遺跡群 (No.242) 発掘調査報告書~ (株)博通 宮田民・滝津品子・安藤樟馬 2014

@ 小町一丁目 322番 1992年度 685 『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書』若宮大路周辺遺跡群発掘調査団 宮田真・森孝子 1997

@ 小町一丁目 319番 l外 2017年度 706 『若宮大路周辺遺跡群 (No.242) 発掘調査報告書~ (株)斉藤建設三ッ橋勝・三ッ橋 E夫 2018
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取り外したところで確認され、井戸枠は角材が寝かせた状態で積み上げられた、他に類を見ない特殊な

構造を呈していた。本地点で最も古い遺構で、 13世紀前半の所産と考えられている。地点@は 803rrf 

とまとまった面積の調査が実施され、同一面で 12世紀末""'"'14世紀にわたる遺構群が検出されている。

その中でも、中心となるのは 13世紀中頃~後半と考えられている。ここでは調査区を東西に二分する

南北溝→柱穴列の変遷が確認され、これを挟んだ、東西に竪穴建物や井戸が分布していた。竪穴建物は

10棟ほど確認され、このうち西側区画に位置する 3棟では、竪穴の底面や壁面に泥岩ブロック(土丹)

を貼り付けたものであった。こうした事例は珍しく、切石敷き・切石積み建物の先行形態とする見方も

ある。地点@は 80rrfの調査で幅 2m程の南北道路の東側に竪穴建物が繰り返し構築され、 13世紀後半

""'"' 14世紀代の遺構群と考えられている。地点@は本覚寺境内の北側に位置し、約 180rrfの調査で上・

下層 2枚の遺構面が検出された。このうち下層遺構群は竪穴建物が主体で、建物聞では通路状の空間も

確認された。竪穴建物は 13世紀中葉""'"'14世紀前葉に盛行し、建物の本体構造は掘立柱から土台組みへ

変化する状況が見て取れた。掘立柱構造の建物 21では、倒れ込んだ壁板の下から完形に近い青磁碗や

山茶碗がまとまって出土しており、商品として保管していた製品が破損したため廃棄された痕跡と推測

されている。地点@以北~二ノ鳥居の若宮大路東側では竪穴建物が繰り返し構築され、切石を多用した

事例も散見される(地点@・.)。地点@では、瓦敷きという、他に類を見ない事例が確認されている。

二ノ鳥居以北では竪穴建物の濃密な展開は確認されておらず、こうした状況から、二ノ鳥居以南のー画

は「倉町j 的機能を有していたことが想定され、一方での宇津宮辻子への幕府の移転 (1225年)以降

は政権の中枢域にも近接していたことから、得宗家など幕府有力者が関与したエリアであったとも推測

されている。

地点@は本覚寺夷堂の建設に先立つて行われた調査で、小町大路に並行する石垣が検出されている。

写真が掲載されているのみなので具体的な様相は明らかでないが、夷堂以北の幾つかの調査地点では、

小町大路の前身と思われる中世の南北道路やこの西側溝が検出されており、側溝は素掘り→木組み護岸

→切石積み護岸へと変化することが確認されている(地点@・⑪・@など)。

滑川に接する地点@では、明確な遺構は発見されなかったが、当地点が中世にも滑川の河原であった

ことを窺わせる土層の堆積状況が確認されている。
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調査の方法と経過第二章

調査の経緯と経過第 1節

本発掘調査は個人専用住宅の建設工事に先立つ埋蔵文化財の記録保存調査として、鎌倉市教育委員会

文化財課(市教委)が実施した。建設計画では基礎工事として最大 5.7mの深さまで鋼管杭を打ち込む

設計であったことから、市教委では平成 30年 1月 17・18日に確認調査を行い、地表下 190cmまで掘り

下げた。その結果、地表下 80cm以下は中世遺物包含層が遺存しているものと判断され、地表下 120cm 

以下で遺物の出土量が多くなる状況が確認された。こうした所見を受け、建設計画の実施に当たっては

事前に本格的な発掘調査を行う必要があるという判断に至った。

発掘調査は平成 30年 7月 9日に工事範囲北半部(1区)から着手し、 8月 20日から南半部 (11区)

に移行した後、 9月 14日には調査用具の撤収を行って現地での全作業工程を終えた。

の整理作業と報告書の作成業務は文化財課分室で断続的に行った。

出土品・記録類
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第 2節調査 の方法

今回の発掘調査は鋼管杭の施工範囲を対象としたが、安全面を配慮して、隣地や道路・滑川護岸との

境界から十分な距離を取って掘削に当たった。調査面積は当初の予定では 95.6rriであったが、最終的

な実測値は 94.56rriとなった。

掘削にともなう発生土置き場を確保するため調査区は 2分割し、 I区(北半部)→E区(南半部)の

順に着手した(図 3)0 1 • n区とも地表下80cmまでは重機で掘り下げ、以下は人力による掘削に移行した。

両調査区とも、滑川に近い側では現代撹乱が深くまで入り込んでおり、部分的な掘り抜きにより中世層

に達するまでに 2mの深さまで掘り下げなければならないことが判明した。現況の滑川|護岸工事にとも

なう埋め立て土左判断され、安全面への配慮もあり、この部分については幅 2mほどの犬走として残す

こととした。調査区全体については、地表下 2mに達したところで掘削を終え、写真・測量図など記録

の作成に移行した。測量には国家座標系(JGD2011)基準軸を用いることとし、市道上に打たれた都市

再生街区多角点 3A219・3A220の 2点間関係から、開放トラパース測量により調査地内に基準点を移設

した(図 2)。標高は、節点 2A091 (5.476 m) から調査地内に移設した。

国土座標値は ]GD2011
5 10m 

(1/200) 
調査区周囲の数値は標高 (m)

図3 調査区配置図
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第三章基本土層

図4には、調査区壁の土層断面図を掲げた。基本土層の 1"，v'層までは近代以降の堆積土で、北西

の滑川方向に行くほど厚く堆積していることが確認された。前章でも述べたように、現況の滑川護岸と

なっているコンクリート擁壁を構築する際に、裏込めのために埋め立てられた土と考えられる。

地表下 70'"80 cmで検出されたVI層は基盤砂層で、本来はこの上に黒褐色~暗褐色粘質土(ネチャ)

が堆積していた筈であるが、削平によって失われていた。 VI層の遺存範囲はごく部分的なものに過ぎな

かったが、この検出レベルで竪穴建物や北西に向けた落ち込みなどが確認できた。現地では 2面とした

が、この上位の 1面が近・現代層に帰属することが分かつたため、以下、本報告では現地の 2面を①面

左呼び変えるこ左とした。①面では調査区の大部分が遺構の埋土であり、特に I区では調査区の大半が

北へ向けた落ち込みとなっており、 VI層を確認できる場所は皆無であった。

I区では、北向きの落ち込み埋土を取り除くと部分的に基盤砂層である四層を確認でき、この上面で

ピットが検出された。現地ではここを 3面としたが、既述の理由により、本報告では②面と呼び変える。

②面の検出レベルは地表下 190咽で、あり、北向きの落ち込みはさらに深く続くことが確認された。湧水

が始まったこともあり、検出できたピットのみを掘削・記録して調査を終了した。

E区では南東半部でVI"'VH層を確認できたが、北西に向けた落ち込みは地表下 2mを超えることから、

安全面を考慮して、これ以下の掘り下げは行わなかった。

なお、現地表面の標高は、図 3に示した。

調査区壁土層説明(図 4に対応.a-b-c-d-e) 

ト黄褐色土 現代埋め土。泥岩プロック多量。 5.暗褐色砂質土 泥岩粒少量。

11.黒色土 腐植土。 6.暗褐色砂質土 泥岩粒少量。

11'黒色砂 灰粒? 7.暗褐色砂質士 6層より砂質感強まる。泥岩粒ごく少量。

ill.暗褐色砂質土 泥岩粒多量。 8.暗褐色砂

N.黄褐色土 泥岩粒主体。 9.暗褐色砂質土 泥岩粒少量。

v.暗褐色砂質士 泥岩粒少量。 10.暗褐色砂質士

v'暗褐色砂質土 泥岩粒ごく少量。 11.暗褐色砂質土砂質感強い。

VI.暗黄褐色砂 vn層+腐植土。 12 暗褐色砂質土

vn.黄褐色砂 基盤砂層。 13.暗褐色砂質士

14.暗黄褐色砂 泥岩粒少量。

1.暗褐色砂質土 泥岩粒多量。 15.暗黄褐色砂質土

2.暗褐色砂 泥岩粒少量。 16.黒色砂

3.暗褐色砂 17.黒色砂 vn層の黄色砂混入。

4.暗褐色砂
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発見された遺構と遺物第四章

検出遺構第 1節

( 1 )表土除去後(図 5)

I"-'V' 層を取り除いたレベルで、遺構の確認を試みた。地表下 70"-'80 cm、標高は 5.7"-'5.8 mで

ある。北西に向けた近代埋土の落ち込み以外は中世遺構の埋土で、部分的に基盤砂層であるVI.vn層を

この時点では遺構の形状までは把握できなかった。

近代埋土を除去しつつ、精査を繰り返して①面の検出に努めた。

確認できたものの、

(2 )①面の遺構(図 6)

面上精査やサプトレンチ掘削による堆積状況の確認を進めると、標高 5.7"-'5.8 mで、泥岩ブロックが

土層断面を観察した結果、泥岩ブロックは南へ向けた竪穴状の落ち帯状に集中する箇所が確認、された。

これを竪穴建物と判断した(竪穴 1)。調査を

国
戸
市
町
田

N
l〉

込みの縁に貼り付くように積み上がっていたことから、

国

N
回
目
N
l〉

一橋-

ロ
円
回
目
N
l〉

X-75810 

X-75805 

X-75815 
国土座標値は ]GD2011

5m 。
(1/100) 

全体図表土除去後
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園 5



竪穴 l・3の北側と西側は滑川進めるに従い、泥岩集中部は南側の竪穴 3に切られることが判明した。

に向けた落ち込みとなっていたが、 2ヶ所で垂直に落ち込む部分が認められたことから、竪穴 2・4の

これらの埋土は斜面上の堆積土と一体化していたため、明確な建物範囲を把握ただ、遺構名を付した。

することはできなかった。

I区と E区を跨ぐ位置にあり、安全性の観点から未掘削部分が残った。

検出できたのは竪穴の北辺のみで、南側の大部分を竪穴 3によって切られていた。

竪穴 1

調査区の南側で検出された。

上述のように北壁に

沿って泥岩ブロックを積み上げており、東西 4.7m、南北1.2 mまでを計測できた(図 4中段)。北壁

のラインは、 N83
0

Eを指す。土層断面の観察から、部分的ながら①面上からの深さが約1.4 m、底面

標高は 4.5m前後であることを確認した。

積み上げた泥岩ブロックは拳~人頭程度の大きさで、表面に稜がなく摩滅したものが主体であった。

現在、調査地西隣を流れる滑川の河床は露頭した岩盤であり、大小の摩滅した転石を見ることができる。

至近の河床から転石を拾い山肌の岩盤を削り取ったのではなく、本遺構に使用された泥岩プロックも、

国
戸
市
町
田
一
円

l
〉

国

N
回
目

N
l〉

上げたものと考えられる。

一本-

。
円
山
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一
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〉

竪穴2

(北側斜面)

X-75805 

X-75810 

X-75815 
国土座標値は ]GD2011

5m 。
(1/100) 

全体図
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①面図6





小範囲の平坦面を確認したが、これが底面となるかは断言できない。埋土下位は黒色土で、中世基盤層(ネ

チャ)がベースとなっていた。ここからは手づくねかわらけが出土しており、古い土が落ち込んで、堆積

したものと思われる。

現地調査、および本報告では竪穴建物としての遺構名称を付したものの、その確証はきわめて乏しい。

人工の構築物であったとしても、浸食作用など河川からの影響を多分に受けていることは間違いない。

(3 )②面の遺構(図 7)

I区北側斜面の埋土を取り除くと標高 4.8m前後で四層以下の基盤砂層が部分的に露出し、この上面

を②面(現地では 3面)とした。ピット 3基が検出され、同じレベルで、銅製の錫杖(図 10-36) が出土

している。

ピット 1

長径 55c皿×短径 45cmで、深さは約 40cm、底面標高は 4.37mを測る。埋土は黒色砂であった。

ピット 2

長径 70cmX短径 65cmで、深さは約 30cm、底面標高は 4.48mを測る。埋土は黒色砂で、火打ち石の

素材となる石英の石核・剥片 578gを含んでいた。石英片は剥離した際の角や稜が明瞭に残っており、

火打ち石としての使用痕跡は認められなかった。これだけ多量の石英片がひとつの遺構からまとまって

出土した例は初めてで、流紋岩などの原材から石英部分を抽出し、火打ち石として適度なサイズに加工

した際の残津と考えている。大小 5点のサンプノレを抽出して蛍光 X線分析を試みたが、石英の産地同定

は困難という所見が示されている(第五章)。他、鉄釘も 205g出土している。石英の加工に用いたか、

鋳つぶして他の製品(火打ち金など?)を製作するためにストックしていたものであろうか。

ピット 3

I区の南西壁に接し、約1/2が検出された。径は 90cm以上、深さは約 50cm、底面の標高は 4.28mを

測る。埋土は黒色砂で、上下 2層に分層できた(図 4中段)。

第 2節出土遺物(図 8，..._， 15、表 2・3)

層位・遺構ごとの遺物出土量は表 2を、出土品個々の特徴については表 3を参照されることとして、

本節では出土遺物に関する大まかな傾向を述べるとともに、やや特殊な資料を紹介するにとどめたい。

排土山で見つかった 2は鍍金を施した銅製品で、中世に遡るものかは疑問が残る。 9'"'"'17は①面上

精査時に出土したもので、本来は竪穴建物や落ち込みの埋土にともなっていた可能性が高い。 18'"'"' 23 

は竪穴 1、24'"'"' 65は竪穴 2と北側斜面(落ち込み)から出土したものである。斜面埋土の最下層では、

五輪塔を象った銅製錫杖の先端部が出土している (36)。ごく一部分の破片だが、図版 6に復元イメー

ジ図を載せてみた。 37は弦状の銅製品で、提子にともなう部品であろうか。表面に円形文が房状に連なっ

て施されている。遺存する端部近くには棒状突起が付き、これを差し込んで本体部分と組み合わせたの

であろう。この他、実測図としては示さなかったが、前節で述べた多量の石英片や鉄製縫い針の束、ス

サ入り粘土などが出土している(図版 4)。

104 '"'"' 130はE区の竪穴 4と西側斜面(落ち込み)から出土した遺物で、手づくねかわらけに加え、

ロクロかわらけの小皿にも体部が短く古相を示す資料が見られる。 107のように内湾・深身器形の中皿

もあり、新旧の遺物様相が混在しているが、出土したエリアの埋土に中世基盤層(ネチャ)が混入して

いたことから、他の遺構・落ち込みよりも古い時期の遺物が残っていたといえる。本来、当地点一帯に

も中世基盤層が堆積していたことの証跡であるとともに、 13世紀前半には確実に土地利用が始まって
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表3 出土遺物観察表 ( ) =復元値 [ ] =残存値

遺物
法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・

番号
種別 器種 残存率 胎土

素材/表面 調整 圧痕 その他の特徴口径 底径 器寓 (g) 

確認調査時

図自
国産陶器

常滑窯
胴小片 粗 明褐/暗褐 胴部外面に菊花/格子押印

1 雪量

排土山

図B
銅製品

用途不明
不明

長さ 幅 厚さ
[9] 金銅装か(一部残存)

2 板状製品 [2.7] 1. 35 1.5 

I区撹乱1

図自
在地土器

ロクロ
4/5 8.3 5.3 1.6 

[52.7 b 
黄樫 ナデ 板状

3 かわらけ小 粗

図自
国産陶器

瀬戸窯
口小片 [3.7] やや密

淡灰黄
後 n~III期灰勅

4 折縁深皿 /灰緑

図自
国産陶器

常滑窯
肩小片

淡褐
外面に銭形押印

5 雪量 ~褐

図自
在地土器

瓦質火鉢
口小片 [3.7] やや密

白灰 内外面黒色処理+ミガキ
6 N類 /黒 外面貼付け連珠文+雷文押印

図B
瓦

丸瓦
一側面 [3.7] 密 黄灰

7 永福寺A類

I区撹舌L2

図8
在地土器

ロクロ
3/5 (7.6) 4. 7 2.0 

b 
燈 ナデ 板状

8 かわらけ小 密

I区1面上 中世遺物包含層

図9
国産陶器

瀬戸窯
1/8 (22.0) (10.8) 4.9 密

淡黄燈
後 I~n期灰糊

9 折縁深皿 /淡灰緑

図9
国産陶器

常滑窯
(完形)

長さ 市面 厚さ
51 褐 全面を研磨に使用

10 転用研磨具 7.2 6.2 1.0 

図9
石製品 碁石 Y信主¥:oillクg 

径 厚さ
3 黒

11 1.9 0.5 

図9
石製品

大村?
略完形

長さ 市面 厚さ
[49] 黄灰 全面を研磨に使用

12 中五E [6.5] 3.1 1.5 

図9
銅製品

北宋銭
Y信主¥:ol川Eク， 径 方孔径

2.8 家書 1038年初鋳
13 皇宋通費 2.4 0.75 

図9
銅製品

北宋銭
Y信主~m

径 方孔径
3.4 真書 1056年初鋳

14 嘉祐通費 2.4 0.7 

E区1面上 中世遺物包含層

図9
在地土器

ロクロ
略完形 7.7 5.0 1.7 [49J 

b 
樫 ナデ 板状

15 かわらけ小 粗

図9
在地土器

ロクロ
1/4 (7.2) 4.2 2.0 

b 
樫 ナデ 板状

16 かわらけ小 密

図9
国産陶器

常滑窯
胴小片 やや粗 赤褐 外面花弁/格子押印

17 雪堅

I区1面竪穴建物1

図9
国産陶器

備前窯
口小片 [5.9J 密

褐灰 上層内面6条のスリ目
18 すり鉢 /灰緑 口外面灰粕(自然粕)

図9
舶載磁器

白磁
1/3 (11. 1) (6.2) 3.0 密

灰白 上層底部外面一部無利

19 皿区類 /灰白 口唇部うすく泊煤付着

図9
鉄製品 釘か

先端部 長さ 幅 厚さ
[25J 上層鋳化顕著(膨張)

20 欠損 [13.0J [1. 4J 0.4 

図9
在地土器

ロクロ
2/5 (7.4) 4.6 1.9 

b 
樫 ナデ 板状 下層

21 かわらけ小 密

図9
銅製品

唐銭
Y信主己Sillタ， 2.4 

方孔径
2.8 下層 621年初鋳

22 開元通費 0.65 

図9
国産陶器

常滑窯
口小片 [8.7J 灰~ 下層下 6a型式

23 事 暗灰

I区1面竪穴建物2・北側斜面

図10
在地土器

ロクロ
4/5 7.5 4.5 1.8 

b 
檀 ナデ 板状 口縁歪む

24 かわらけ小 粗

図10
在地土器

ロクロ
4/5 7.2 5.0 1.8 

b 
黄桂 ナデ 板状

25 かわらけ小 密

図10
在地土器

ロクロ
3/4 (6.8) 4.6 1.8 

b 灰黄
ナデ 板状 器形歪む

26 かわらけ小 密 ~燈

図10
在地土器

ロクロ
2/3 6.8 4.6 2.1 

b 
軽量 ナデ 板状

27 かわらけ小 密

図10
在地土器

ロクロ
略完形 7.4 5. 1 2.4 [44J 

b 
黄燈 ナデ 板状 口縁部に泊煤付着

28 かわらけ小 粗

図10
在地土器

ロクロ
2/5 (12.6) (8. 1) 3.6 

b 
黄燈 ナデ 板状

29 かわらけ大 粗

図10
在地土器

ロクロ
2/3 12.2 8.0 3.5 

b 
燈 ナデ 板状

30 かわらけ大 粗

図10
国産陶器

瀬戸窯
口小片 [2.2J 

黄灰/
後E期以降 口縁部灰紬

31 卸皿 淡緑灰
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( ) =復元値 [ ] =残存値

遺物 法量(cm) 重量 色胴 肉底 外底 出土遺構・

番号
種別 器種 残存率 胎土

素材/表面 間整 匡痕 その他の特徴口径 底径 器高 (g) 

図10
国産陶器

瀬戸窯
口小片 [3.7J 

黄灰/
後 II~III期灰紬

32 折縁深皿 緑灰

図10
国産陶器

瀬戸窯
体小片

黄灰/
後E期以降鉄紬

33 すり鉢 暗赤褐

図10
石製品

鳴滝
両端欠

長さ 幅 厚さ
[24J 

黄白
一面のみ使用

34 仕上げ砥 [4.7J 2.9 0.7 ~褐

図10
石製品

鳴滝菖蒲ヶ谷
一端欠

長さ 幅 厚さ
[25J 淡桃 砥面剥落

35 仕上げ砥 [3.7J 3.4 1.1 

図10
銅製品 錫杖 先端部

長さ 幅 厚さ
[4J 先端部五輪塔形

36 [3.4J [2.4J 0.5 

図10
銅製品

用途不明 半径 幅 厚さ
[73J 表面に陰刻の連続円形文

37 弦状製品 [9.1J 1.7 0.5 

図10
銅製品

用途不明 全体形 エ[定112己.6 幅 厚さ
[14J 

38 板状製品 不明 1.0 0.2 

図10
銅製品

唐銭 Y信士百p工万岳ラ< 径 方孔径
2.7 

真書 621年初鋳

39 開元通賓 2.4 o. 7 背面背上月

図10
銅製品

北宋銭
Y恒主"G:I刀睦ラ< 径 方孔径

3.6 976年初鋳
40 太平通費 2.4 0.6 

図10
銅製品

北宋銭
Y恒主"G:I刀睦ラ< 

径 方孔径
3.3 976年初鋳

41 太平通費 2.4 0.6 

図10
銅製品

北宋銭
Y恒主"G:I刀Eラ4 

径 方孔径
3.3 行書 995年初鋳

42 至道元賓 2.4 0.6 

図10
銅製品

北宋銭
Y恒主"G:I刀Eラ4 

径 方孔径
2.8 998年初鋳

43 成平元賓 2.4 0.6 

図10
銅製品

北宋銭
Y信b己o7llタ< 

径 方孔径
3.9 1009年初鋳

44 祥符通費 2.4 0.6 

図10
銅製品

北宋銭
Y信b己o7llク< 

径 方孔径
3.3 家書 1023年初鋳

45 天聖元賓 2.4 0.7 

図10
銅製品

北宋銭
告Y主己S7llク< 

径 方孔径
3. 1 

真書 1038年初鋳

46 皇宋通費 2.4 0.7 背面に棒状突起

図10
銅製品

北宋銭
告y主己S7Ilク< 

径 方孔径
4.0 真書 1038年

47 皇宋通賓 2.4 0.6 

図11
銅製品

北宋銭
j三己~:I監ク< 径 方孔径

3.3 真書 1038年
48 皇宋通賓 2.3 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
信y主"G:I監ク< 径 方孔径

3.2 真書 1038年
49 皇宋通費 2.5 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
信y主"G7Ilク< 径 方孔径

3.2 真書 1038年
50 皇宋通費 2.4 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
信y主己S7Ilク< 

径 方孔径
3. 1 

家書 1038年
51 皇宋通費 2.4 0.8 方孔の四辺に凹み

図11
銅製品

北宋銭
一部欠

径 方孔径
[2. 1J 家書 1038年

52 皇宋通費 2.4 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
信Y主己S7Ilク< 

径 方孔径
3. 1 真書 1056年初鋳

53 嘉祐元賓 2.4 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
信Y主己"川Eク< 径 方孔径

3.2 真書 1056年初鋳
54 嘉祐通費 2.5 0.8 

図11
銅製品

北宋銭
信Y主己"川Eク< 径 方孔径

3.9 真書 1068年初鋳
55 照寧元賓 2.3 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
信Y主己"川Eク< 径 方孔径

3.4 家書 1068年初鋳
56 照寧元賓 2.4 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
Yc-己S7Ilク< 

径 方孔径
3.8 行書 1078年初鋳

57 元豊通費 2.4 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
Y信主己S7Ilク< 

径 方孔径
3.4 行書 1078年初鋳

58 元豊通費 2.4 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
y信主己S7Ilク< 

径 方孔径
3.3 行書 1078年初鋳

59 元豊通費 2.4 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
y信主己S7Ilク< 

径 方孔径
3.3 

行書 1086年初鋳

60 元祐通費 2.3 0.6 外縁一部直線

図11
銅製品

北宋銭
y信主己S7Ilク< 

径 方孔径
2.9 家書 1086年初鋳

61 元祐通費か 2.4 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
Y信主己sl岳ク< 径 方孔径

3.7 行書 1094年初鋳
62 紹聖元賓 2.3 0.7 

図11
銅製品

北宋銭
Y信主己sl岳ク< 

径 方孔径
2.7 行書 1101年初鋳

63 聖宋元賓 2.4 0.6 

図11
銅製品

北宋銭
Y信主己sl岳ク< 径 方孔径

2.3 築書 1101年初鋳
64 聖宋元賓 2.4 0.6 

図11
銅製品

北宋銭
1/3 (2.4) (0.7) [1. 7J 家書 1111年初鋳

65 政和通費か

図12
鉄製品 刀子か 茎欠 [10.3J 2.0 0.9 [36J 童毒化顕著(膨張)
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( ) =復元値 [ ] =残存値

遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・

番号
種別 器種 残存率 胎土

素材/表面 調整 圧痕 その他の特徴口径 底径 器高 (g) 

図12
鉄製品 釘 Y信主¥:oillクg 

長さ 幅 厚さ
23.4 鋳化顕著(膨張)

67 10.7 1.8 0.8 

図12
鉄製品 釘 Y信主¥:oillタg 

長さ 幅 厚さ
18.3 鋳化顕著(膨張)

68 10.7 1. 35 0.7 

図12
鉄製品 釘 Y信主¥:oillタg 

長さ 幅 厚さ
11. 8 鋳化顕著(膨張)

69 10.1 1.0 0.8 

図12
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[49.9J 鋳化顕著(膨張)

70 [10.3J 1.9 1.3 

図12
鉄製品 釘 Y信主¥:oil畳ク< 長さ 幅 厚さ

14.8 鋳化顕著(膨張)
71 10.1 0.6 0.6 

図12
鉄製品 釘 Y信主¥:oil岳ク< 長さ 幅 厚さ

12.4 鋳化顕著(膨張)
72 8.9 0.8 0.6 

図12
鉄製品 釘 Y信主¥:oil岳ク< 長さ 幅 厚さ

10.2 鋳化顕著(膨張)
73 9.9 1.0 0.7 

図12
鉄製品 釘 自Y己主川回?円F 

長さ 幅 厚さ
23.9 鋳化顕著(膨張)

74 9.0 0.6 0.5 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
22.6 銭化顕著(膨張)

75 10.1 1.1 0.8 

図12
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[9.7J 鋳化顕著(膨張)

76 [9.0] O. 7 0.6 

図12
鉄製品 釘 'A'f刀岳ラ< 

長さ 幅 厚さ
6.6 銭化顕著(膨張)

77 8.0 1.0 0.4 

図12
鉄製品 釘 'A'f刀岳ラ< 

長さ 幅 厚さ
5.4 鋳化顕著(膨張)

78 7.6 0.9 2.5 

図12
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[6.0J 銭化顕著(膨張)

79 [7.2] 0.8 0.7 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
11. 3 銭化顕著(膨張)

80 7.6 1.2 0.7 

図12
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[20.1J 銭化顕著(膨張)

81 [7.5] 1.7 2.8 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
17.2 銭化顕著(膨張)

82 7.8 2.0 0.7 

図12
鉄製品 釘 両端欠

長さ 幅 厚さ
[7.0J 銭化顕著(膨張)

83 [7.6J 1.0 0.6 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
8.0 銭化顕著(膨張)

84 7.1 0.4 0.6 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
8.7 鋳化顕著(膨張)

85 7.0 1.2 0.6 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
4.1 鋳化顕著(膨張)

86 6.7 0.8 0.4 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
13.6 鋳化顕著(膨張)

87 7.3 1.1 1.0 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
9.9 童書化顕著(膨張)

88 6.5 1.1 0.7 

図12
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
5.7 童書化顕著(膨張)

89 7.7 1.0 0.4 

図12
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[5.3J 銭化顕著(膨張)

90 [6.2J 0.9 0.4 

図12
鉄製品 釘 'A'f刀Eラ< 

長さ 幅 厚さ
4.4 鋳化顕著(膨張)

91 6.0 0.8 0.5 

図12
鉄製品 釘 'A'f刀Eラ< 

長さ 幅 厚さ
4.8 銭化顕著(膨張)

92 5.3 0.9 0.3 

図12
鉄製品 釘 '7さ¥:o'f刀Eラ< 

長さ 幅 厚さ
12.8 銭化顕著(膨張)

93 7.6 1.0 1.0 

図12
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[5.7J 銭化顕著(膨張)

94 [5.4J 0.7 0.6 

図12
鉄製品 釘 '7さ¥:o'f刀Eラ< 

長さ 幅 厚さ
6.4 銭化顕著(膨張)

95 5.9 1.1 0.6 

図12
鉄製品 釘 '7さ¥:o'f刀世ラ< 

長さ 幅 厚さ
8.7 銭化顕著(膨張)

96 5.9 1.3 0.7 

図12
鉄製品 釘 Y恒主¥:o'f刀pラ< 

長さ 幅 厚さ
4.8 銭化顕著(膨張)

97 5.2 0.8 0.7 

図12
鉄製品 釘 Y信主\:õ'f川~

長さ 幅 厚さ
3.7 銭化顕著(膨張)

98 5.0 0.8 0.6 

図12
鉄製品 釘か 端部欠

長さ 幅 厚さ
[6.0J 童書化顕著(膨張)

99 [9.9] 1.5 0.8 

図12
鉄製品 釘 Y信主\:õ'f川~

長さ 幅 厚さ
3.7 童書化顕著(膨張)

100 4.8 O. 7 0.6 

図12
鉄製品 釘 Y信主¥:o'f川Eク< 

長さ 幅 厚さ
2.4 銭化顕著(膨張)

101 4.1 0.6 0.6 
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( ) =復元値 [ ] =残存値

遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・
番号

種別 器種 残存率 胎土
素材/表面 調整 圧痕 その他の特徴口径 底径 器高 (g) 

図12
鉄製品 釘 y信主己"川Eクg 

長さ 幅 厚さ
2.8 童毒化顕著(膨張)

102 4.1 0.8 0.5 

図12
鉄製品 釘 y信主己5illクg 

長さ 幅 厚さ
1.1 童書化顕著(膨張)

103 3.7 0.4 0.4 

E区1面竪穴建物4・西側斜面

図13
在地土器

ロクロ
2/5 (9.0) (6.6) 1.8 

b 
黄櫨 ナデ 板状

104 かわらけ小 密

図13
在地土器

ロクロ
略完形 8.8 6.0 1.8 [60] 

b 
灰黄 ナデ 板状

105 かわらけ小 密

図13
在地土器

ロクロ
1/3 (10.0) (8.9) 1.6 b粗 黄澄 ナデ 板状

106 かわらけ小

図13
在地土器

ロクロ
1/3 (10.3) 6.8 2.7 

b 
櫨 ナデ 板状

107 かわらけ中 密

図13
在地土器

手づくね
略完形 13. 1 3.0 [156J d 黄灰

ナデ
108 かわらけ大 (先)

図13
在地土器

手づくね
4/5 9.0 2.3 d 灰黄

ナデ
111 かわらけ小 (先)

図13
在地土器

手づくね
y信主己5illクg 7.8 1.8 

b 
樫 ナデ

109 かわらけ小 密

図13
在地土器

手づくね
y信主己5illクg 9.0 2. 1 d 黄樫

ナデ
110 かわらけ小 (先)

図13
在地土器

手づくね
4/5 (9.3) 2.2 d 黄樫 ナデ

112 かわらけ小

図13 土器 手づくね
1/3 (7.8) 1.6 密

淡桃白 ナデ
113 (在地か) 白かわらけ小 ~黄白 (先)

図13
舶載磁器

龍泉窯系青磁
底1/6 (5.6) [2.1J 

密 白灰
外底面無利

114 皿 I類 気泡 /灰緑

図13
舶載磁器

白磁
口1/4 (10.5) [4.1J 

密 灰白
大宰府E類か

115 壷(四耳壷か) 気泡 /灰白

図13
舶載陶器 褐粕壷

胴下
(8.8) [5.1J 黒色粒

褐/ 外底面中央無利、内面自然紬
116 底1/3 暗褐 高台接地面に籾殻痕か

図13
搬入土器

瓦器
1/5 (9.4) (3.6) 2.9 密

灰白
口外面~内全面ヨコミガキ

117 主干 /黒

図13
石製品

伊予
1/2弱

長さ
3.0 2.5 [55J 黄白 砥面l面

118 中砥 [5.6J 

図13
銅製品

唐銭
完形

径 方孔径
3.3 小字か 621年初鋳

119 開元通賓 2.5 0.7 

図13
銅製品

銭
完形

径 方孔径
2.7 錆固着のため銭銘不明

120 口聖口口 2.5 0.7 

図13
銅製品

銭
完形

径 方孔径
3.2 錆固着のため銭銘不明

121 銭銘不明 2.6 0.5 

図13
銅製品

銭
1/4 

径 方孔径
[0.6J 

122 銭銘不明

図13
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
23.3 鋳化顕著(膨張)

124 8.8 1.4 O. 7 

図13
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
15.9 鋳化顕著(膨張)

125 7.7 1.6 0.8 

図13
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
5.3 鋳化顕著(膨張)

127 7.2 1.0 0.5 

図13
鉄製品 釘 完形

長さ 幅 厚さ
10.4 鋳化顕著(膨張)

126 7.0 0.9 0.8 

図13
鉄製品 槍錨? 茎端欠

長さ 幅 厚さ
[43.6J 

鋳化顕著(膨張)
123 [15.0J 2. 1 1.4 茎に獣骨付着(柄の残存か)

E区1面 竪穴建物4・西側斜面下層

図13
在地土器

ロクロ
4/5 9.1 6.8 1.9 

b 
燈黄 ナデ 板状

128 かわらけ小 密

図13
在地土器

手づくね
2/5 (8.6) 1.8 

d 
灰黄

ナデ
129 かわらけ小 粗 (先)

図13 古代須恵 南比企窯
底完存 6.0 [1. OJ 

密
暗褐 外底面回転糸切り痕+火棒痕

130 器 珂= 白針

E区1面土坑2

図13 在地土器 手づくね
略完形 8.9 2.0 [80.5J d 黄燈 ナデ 板状

131 かわらけ小

E区1面遺構外

図13 在地土器 かわらけ
(完形)

径 厚さ
5.7 

b 
底部片を摩擦で整形

132 転用円盤 2.7 O. 7 粗

I区2面ピット1

図14| | 唐銭 1 ~m 1 径 |方孔径|133 銅製.1'0 開元通費 月"'"形 2.3 I 0.7 1 2.4 1 |小字か叫初鋳
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( ) =復元値 [ ] =残存値

遺物 法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・

番号
種別 器種 残存率 胎土

素材/表面 調整 圧痕 その他の特徴口径 底径 器高 (g) 

図14
銅製品

北宋銭 y信主ロヂ工Jをク， 
径 方孔径

3.1 裏書 1023年初鋳
134 天聖元賓 2.5 o. 7 

図14
銅製品

北宋銭
7信主'[;工J岳ク， 

径 方孔径
2.6 真書 1038年初鋳

135 皇宋通費 2.5 0.8 

図14
銅製品

北宋銭
7主主'[;工J岳ク， 

径 方孔径
2.5 築書 1056年初鋳

136 嘉祐元賓 2.3 o. 7 

図14
銅製品

北宋銭 Y信主百，工刀岳?42 径 方孔径
3.3 築書 1056年初鋳

137 嘉祐元賓 2.3 0.6 

図14
銅製品

北宋銭 Y信主百，工万岳?42 径 方孔径
2.5 築書 1068年初鋳

138 照寧元賓 2.5 o. 7 

図14
銅製品

北宋銭 Y信主百，工万岳?42 径 方孔径
2.9 築書 1068年初鋳

139 照寧元賓 2.4 o. 7 

図14
銅製品

北宋銭 Y信主百，工万岳?42 径 方孔径
3.4 築書 1068年初鋳

140 照寧元賓 2.4 o. 7 

図14
銅製品

北宋銭 Y信主百，工万岳?42 径 方孔径
2.5 築書 1078年初鋳

141 元豊通費 2.4 o. 7 

図14
銅製品

北宋銭
完形

径 方孔径
3.3 家畜 1078年初鋳

142 元豊通費 2.3 0.6 

図14
銅製品

北宋銭
完形

径 方孔径
2.8 行書 1086年初鋳

143 元祐通費 2.5 0.7 

図14
銅製品

北宋銭
完形

径 方孔径
2.2 行書 1086年初鋳

144 元祐通費か 2.3 0.7 

図14
銅製品

北宋銭
完形

径 方孔径
2.6 家畜 1086年初鋳

145 元祐通費 2.4 0.8 

図14
銅製品

北宋銭
完形

径 方孔径
2.6 家書 1094年初鋳

146 紹聖元賓 2.3 0.6 

I区2面ピット2

図15
在地土器

ロクロ y信主百u万eラg 7.5 5.4 1.8 55 
b 

晴樫 ナデ 板状
147 かわらけ小 粗

図15
搬入土器 黒縁瓦器質碗

1/8 
(9.1) [3.0] 密

灰白/

148 底欠 口のみ黒

図15
銅製品

北宋銭 y信主百u万eラg 
径 方孔径

3.2 真書 1023年初鋳
149 天聖通賓 2.5 0.6 

図15
銅製品

銭 y信主百u万eラg 
径 方孔径

1.8 
嘉祐元賓(築書)か

150 嘉口元賓 2.4 0.8 北宋代1056年初鋳か

図15
銅製品

北宋銭 y信主百u万eラg 
径 方孔径

3.1 
真書 1068年初鋳

151 照寧元賓 2.4 O. 7 方孔の四辺に凹み

図15
銅製品

北宋銭 y信主百u万eラg 
径 方孔径

2. 7 築書 1098年初鋳
152 元符通賓 2.4 O. 7 

図15
銅製品

北宋銭 y信主百u万eラg 
径 方孔径

2.6 1107年初鋳
153 大観通賓 2.4 0.6 

図15
鉄製品 釘 y信主百u万~ 長さ 幅 厚さ

17.2 童書化顕著(膨張)
154 9.5 1.4 0.7 

図15
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[12.6] 鋳化顕著(膨張)

155 [8.4] 1.6 0.4 

図15
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[16.5] 銭化顕著(膨張)

156 [8. 1] 1.4 0.7 

図15
鉄製品 釘 y信主百u万e三~ 長さ 幅 厚さ

22.2 鋳化顕著(膨張)、石英国着
157 8.0 1.6 0.8 

図15
鉄製品 釘 y信主百u万e三~ 長さ 幅 厚さ

4.8 鋳化顕著(膨張)
158 7.0 O. 7 0.4 

図15
鉄製品 釘 y信主ロ?工刀会ラg 

長さ 幅 厚さ
5.8 鋳化顕著(膨張)

159 6.6 1.1 0.7 

図15
鉄製品 釘 Y信主ロ，工刀岳ラ， 

長さ 幅 厚さ
4.2 鋳化顕著(膨張)

160 6.3 1.3 0.5 

図15
鉄製品 釘 Y信主ロ，工刀岳ラ， 

長さ 幅 厚さ
3.0 鋳化顕著(膨張)

161 5.9 0.4 0.4 

図15
鉄製品 釘 7信主ロ，工刀岳ラ， 

長さ 幅 厚さ
6.1 鋳化顕著(膨張)

162 6.4 1.1 0.7 

図15
鉄製品 釘 下端欠

長さ 幅 厚さ
[9.6] 銭化顕著(膨張)

163 [6.2] 1.3 0.7 

図15
鉄製品 釘 7伝主ロァ工刀岳~ 長さ 幅 厚さ

6.6 銭化顕著(膨張)
164 5.9 0.9 0.6 

図15
鉄製品 釘 フ仁主ロァ工刀岳~ 長さ 幅 厚さ

5.9 
銭化顕著(膨張)

165 8.0 1.1 0.6 頭部折り曲げ

図15
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[5.9J 銭化顕著(膨張)

166 [6.0] 1.2 0.6 

図15
鉄製品 釘 Y仁主百ア主万岳ラ， 

長さ 幅 厚さ
4.8 銭化顕著(膨張)

167 5.7 0.9 0.7 
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( ) =復元値 [ ] =残存値

遺物
法量(cm) 重量 色調 肉底 外底 出土遺構・

番号
種別 器種 残存率 胎土

素材/表面 調整 圧痩 その他の特徴口径 底径 器高 (g) 

図15
鉄製品 釘 7仁主ロア主刀岳ラ< 長さ 幅 厚さ

11. 8 銭化顕著(膨張)
168 5. 1 1.2 0.9 

図15
鉄製品 釘 下端欠

長さ 幅 厚さ
[5.3J 鋳化顕著(膨張)

169 [4.5J 1.3 0.8 

図15
鉄製品 釘 7仁主ロァ工刀岳~ 長さ 幅 厚さ

3.0 鋳化顕著(膨張)
170 4.9 0.8 0.5 

図15
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[9.9J 銭化顕著(膨張)

171 [4.9J 1.2 0.9 

図15
鉄製品 釘 フ伝主ロア主刃岳ラ< 長さ 幅 厚さ

4.6 量毒化顕著(膨張)
172 4.9 1.4 0.5 

図15
鉄製品 釘 フ伝主ロア主刃岳ラ< 長さ 幅 厚さ

5.2 銭化顕著(膨張)、 2本が固着
173 4.9 1.5 0.4 

図15
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[3.1J 銭化顕著(膨張)

174 [4.4J 1.0 0.4 

図15
鉄製品 釘 先端欠

長さ 幅 厚さ
[3.5J 銭化顕著(膨張)

175 [4.1J 1.0 0.5 

図15
鉄製品 釘 y信主己，~

長さ 中層 厚さ
4.0 鋳化顕著(膨張)

176 4.3 1.5 0.3 

図15
鉄製品 釘 y信主己，~

長さ 車直 厚さ
2.5 鋳化顕著(膨張)

177 4.6 1.0 0.5 

図15
鉄製品 釘 下端欠

長さ 車直 厚さ
[4.5J 鋳化顕著(膨張)

178 [4.0J 0.9 0.7 

図15
鉄製品 釘 下端欠

長さ 車直 厚さ
[3.3J 鋳化顕著(膨張)

179 [3.7J 0.8 0.7 

図15
鉄製品 釘 下端欠

長さ 点圏 厚さ
4.4 鋳化顕著(膨張)

180 [4.0J 0.9 0.8 

図15
鉄製品 釘 頭部欠

長さ 点圏 厚さ
[2.6J 量毒化顕著(膨張)

181 [3.7J 0.8 0.4 

図15
鉄製品 釘 頭部欠

長さ 点圏 厚さ
[1. 4J 量毒化顕著(膨張)

182 [3.2J 0.6 0.3 

図15
鉄製品 釘 Y信主己，fflク< 

長さ 点圏 厚さ
4.0 鋳化顕著(膨張)

183 4.8 0.8 0.6 

図15
鉄製品 釘 両端欠

長さ 点圏 厚さ
[1. 3J 鋳化顕著(膨張)

184 [2.7J 0.6 0.5 

図15
鉄製品 釘 頭部欠

長さ 点圏 厚さ
[1. 1J 鋳化顕著(膨張)

185 [2.7J 0.7 0.5 

図15
鉄製品 釘 両端欠

長さ 点圏 厚さ
[1. 1J 鋳化顕著(膨張)

186 [2.4J 0.6 0.4 

図15
鉄製品 釘 両端欠

長さ 点圏 厚さ
[1. 5J 鋳化顕著(膨張)

187 [2. 1J 0.7 0.5 

図15
鉄製品 釘 下端欠

長さ 車直 厚さ
[0.7J 鋳化顕著(膨張)

188 [2. 1J 0.5 2.4 

図15
鉄製品 釘 頭部欠

長さ 幅 厚さ
[0.3J 鋳化顕著(膨張)

189 [2.0J 0.3 0.3 

凡例.在地産かわらけの胎土分類

a :粉質 b :泥質 c :精良・硬質 d :泥質・精良 e :砂質・硬質

いずれの胎土も白針(骨針化石)や雲母粒・泥岩粒を含む例が主体となる(多寡や欠落もあり)。

大よそ e・d→ b ・c→ aという順で新しくなり、 cは「薄手丸深」タイプに、 aは「戦国タイプ」に使用。
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第五章 若宮大路周辺遺跡群出土石材の蛍光 X線分析

竹原弘展(パレオ・ラボ)

1.はじめに

若宮大路周辺遺跡群(鎌倉市大町一丁目 1083番 l地点)より出土した石器について、蛍光 X線分析

を行い、石材を検討した。

2. 試料と方法

分析対象は、②面ピット 2より出土した白色~半透明白色の石器 5点である (No.1 ""' 5、図版 1)。

分析装置は、エスアイアイ・ナノテクノロジー株式会社製のエネルギ一分散型蛍光 X線分析計

SEA1200VXを使用した。装置の仕様は、 X線管が最大 50kV、1000μAのロジウム (Rh) ターゲット、 X

線照射径が 8mmまたは 1mm、X線検出器は SDD検出器である。また、複数の一次フィルタが内蔵されて

おり、適宜選択、挿入することで S/N比の改善が図れる。検出可能元素はナトリウム (Na)""'ウラン (U)

であるが、ナトリウム、マグネシウム (Mg)、アルミニウム (Al) といった軽元素は、蛍光 X線分析装

置の性質上、検出感度が悪い。

測定条件は、管電圧・一次フィノレタの組み合わせが 15kV(一次フィルタ無し)・ 50kV(一次フィルタ

Pb測定用・ Cd測定用)の計 3条件で、測定時間は各条件 500""' 1 OOOs、管電流自動設定、照射径 8mm、

試料室内雰囲気真空に設定した。定量分析は、酸化物の形で算出し、ノンスタンダード FP法による半

定量分析を行った。

また、電子天秤(株式会社エー・アンド・デイ製 GR-60に同比重測定キット AD-1653を使用)で測定

可能な No.2 ""' 5について、空気中重量と水中重量を測定し、比重を算出した。

3. 分析結果および考察

表 lに、半定量分析結果および比重を示す。

蛍光 X線分析の結果、 5点いずれもケイ素 (Si02) が全体の約 99犯を占め、ほかに微量のアルミニウ

ム (A1203)、リン (P205)、硫黄 (S03)、カリウム (K20)、カルシウム (CaO)、チタン (Ti02)、鉄 (Fe203)

等が検出された。また、比重測定では 2.5 ""' 2. 6の値を示した。

5点いずれも、ほぽケイ素 (Si02) のみからなり、石英製と確認された。火山ガラスや黒曜石のよう

な火山岩と異なり、石英の産地の特定は困難と考えられる。

参考文献

地学団体研究会編 (1996)新版地学事典. 1443p，平凡社.

黒田吉益・諏訪勧徳 (1983)偏光顕微鏡と岩石鉱物[第 2版J.343p，共立出版.

中井 泉編 (2005)蛍光 X線分析の実際 242p，朝倉書庖.
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第六章調査成果のまとめ

( 1 )遺跡の年代と性格について

今回は約 95rrfの調査面積のうち、その半分以上が近接する滑川に向けた落ち込みの埋土で、明確に

把握できた遺構は少なかった。重複する竪穴 1・3は建物と考えて良さそうだが、竪穴 2・4は斜面埋土

と一体化しており、建物と断定するには根拠が弱い。それでも近隣における調査成果と同様、竪穴建物

を主体とする中世土地利用の一端が明らかにできたかと思う。竪穴 1・3は年代推定の根拠が少ないが、

周辺で竪穴建物が盛行する鎌倉時代後半の事例と考えておきたい。この他、手づくねかわらけ~古瀬戸

後期様式の製品がわずかながら見られ、 13世紀前半"'-'15世紀前半まで営みがあったことの傍証となる。

今回の調査で特筆すべきは、②面ピット 2における多量の石英片の出土であろう。現地調査時に埋土

を全て水洗したので2皿以上のものは遺漏なく採集できたかと思う。こうした事例は鎌倉では初めてで、

火打ち石の製作に関する貴重な情報を得ることができた。伴出したかわらけ(図 15-147)から 13世紀

後半の遺構と考えられ、竪穴建物が展開したのと同じ頃、手工業生産が行われる場所でもあったことを

示していよう。

また、本地点は滑川の現流路に接していることから、中世における滑川関連施設の発見を期待したが、

安全面の問題から地表下 2m以上は掘り下げることができず、川側に向けて落ちる斜面地形を部分的に

確認したにとどまった。倉庫機能が想定される竪穴建物が河畔近くまで展開していたとすると、河川を

行き交う物資運搬の風景が想起されるが、船着きや荷揚げに直接関わるような痕跡は見出せなかった。

今後、都市鎌倉における物資の流通・集積や諸生産など、経済活動に関する考古学的情報が一層豊富に

なることを期待したい。

(2 )石英片の重量分布について

表 4には、 I区の「②面ピット 2J・「②面上清掃時」・「①面下(北側斜面埋土)J で出土した石英片

の重量を掲載し、この数値をもとに、図 16では各出土地における石英片の重量分布をグラフ化した。

②面ピット 2では最も軽い 0.5g以下の剥片が圧倒的に多く、重い破片ほど数が少ないことが明確に

見て取れる。②面上清掃時の資料も 5g以下の小片が大部分を占め、①面下(北側斜面埋土)でも同じ

傾向が見て取れるものの、 10g超の資料が一定比率 (12%弱)認められる点は異なる。

石英は流紋岩などの原材から割り取ったものと考えられ、火打ち石として適度な大きさに叩き割った

結果、多量の剥片が生じたのであろう。若宮大路周辺遺跡群の小町二丁目 333番 2地点(図ト地点8)

では竪穴建物の床面上で 23.8kgの原材が出土しており、石英の鉱脈が帯状に見て取れた。火打ち石の

平均的な重量について、これまで特段注目されることもなかったため十分な情報はないが、筆者が近年

調査・報告に携わった例では、上記の地点@と今小路西遺跡の由比ガ浜一丁目 163番 l地点(本書第 1

分冊掲載)で出土した資料各 1点を挙げることができる(図 17)。ともに敵打のため稜が潰れており、

火打ち石として使った痕を明瞭に残している。地点@の資料は長さ 3.2x幅 2.1x厚さ 0.8cmで 8.3g、

今小路西遺跡の資料は長さ 4.6x幅 4.1x厚さ 2.4cmで、 61.3 gであった。後者は全体に敵打痕が残る

ため完形であろう。火打ち石の一般的なサイズ・重量を知るには今少し情報を積み重ねる必要があるが、

本地点では上記 2例より小さい 5g以下の剥片が大多数を占め、また敵打痕を残す例も見られないこと

から、やはり消費の場ではなく生産との関連で理解すべき事例と考える。

管見では同様の事例を知らないため、基礎データと併せて所見を述べた。
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表4 石英片計量表 I区②面ピット 2 0001""" 0390 

No. 
重量

No. 
重量

No. 
重量

No. 
重量

No. 
重量

No. 
重量

(g) (g) (g) (g) (g) (g) 

0001 11. 9 0066 3. 7 0131 1.2 0196 1.7 0261 1.8 0326 o. 7 

0002 3.5 0067 1.9 0132 1.6 0197 0.6 0262 0.4 0327 0.4 

0003 2.8 0068 2.6 0133 1.0 0198 0.8 0263 1.0 0328 0.8 

0004 4.9 0069 1.9 0134 1.7 0199 0.8 0264 o. 7 0329 0.5 

0005 3.8 0070 1.1 0135 2. 1 0200 1.2 0265 0.9 0330 0.3 

0006 3.6 0071 2.9 0136 1.9 0201 1.1 0266 0.6 0331 0.9 

0007 4.5 0072 2.2 0137 2. 1 0202 0.5 0267 o. 7 0332 0.3 

0008 2.0 0073 3.3 0138 2.4 0203 1.1 0268 1.3 0333 0.5 

0009 4. 7 0074 3.5 0139 1.3 0204 1.2 0269 0.5 0334 0.4 

0010 3.8 0075 5.5 0140 1.0 0205 1.1 0270 1.0 0335 0.6 

0011 5.5 0076 2.8 0141 2. 1 0206 0.8 0271 1.0 0336 0.5 

0012 1.3 0077 2.5 0142 1.6 0207 1.0 0272 0.5 0337 0.6 

0013 7. 7 0078 3. 1 0143 1.8 0208 0.3 0273 o. 7 0338 0.3 

0014 2.8 0079 1.6 0144 1.1 0209 0.9 0274 0.9 0339 o. 7 

0015 4.2 0080 4.3 0145 1.5 0210 0.8 0275 2.3 0340 0.4 

0016 2.2 0081 2.8 0146 0.6 0211 0.6 0276 2.2 0341 0.4 

0017 2.0 0082 1.6 0147 1.5 0212 1.2 0277 0.8 0342 0.4 

0018 4. 7 0083 1.6 0148 0.8 0213 o. 7 0278 1.0 0343 0.4 

0019 2.0 0084 2.3 0149 1.6 0214 2.1 0279 0.8 0344 0.3 

0020 1.6 0085 2.0 0150 0.9 0215 1.3 0280 1.3 0345 0.4 

0021 2.0 0086 2.6 0151 1.3 0216 0.8 0281 0.9 0346 0.4 

0022 2.4 0087 2.4 0152 1.9 0217 0.3 0282 0.8 0347 0.2 

0023 2.9 0088 1.4 0153 1.2 0218 1.1 0283 1.3 0348 0.4 

0024 1.4 0089 1.7 0154 0.6 0219 1.0 0284 1.0 0349 0.5 

0025 6.6 0090 2.4 0155 0.8 0220 0.5 0285 1.1 0350 0.4 

0026 5.0 0091 o. 7 0156 1.4 0221 0.6 0286 1.0 0351 0.6 

0027 7. 7 0092 1.3 0157 0.8 0222 0.3 0287 0.6 0352 0.9 

0028 3.0 0093 1.5 0158 1.1 0223 1.0 0288 1.1 0353 0.6 

0029 4. 7 0094 2.0 0159 1.8 0224 o. 7 0289 1.0 0354 o. 7 

0030 6.8 0095 1.3 0160 2.3 0225 1.2 0290 0.8 0355 0.5 

0031 10.5 0096 1.0 0161 1.5 0226 1.1 0291 0.8 0356 0.9 

0032 4. 1 0097 1.5 0162 2.2 0227 0.9 0292 0.8 0357 0.4 

0033 15.3 0098 1.9 0163 1.3 0228 1.0 0293 1.0 0358 0.4 

0034 11. 6 0099 1.1 0164 1.4 0229 1.0 0294 0.6 0359 0.5 

0035 11. 3 0100 1.5 0165 0.8 0230 0.8 0295 0.8 0360 0.5 

0036 4. 7 0101 1.8 0166 o. 7 0231 1.2 0296 0.6 0361 1.1 

0037 7.6 0102 1.3 0167 1.2 0232 0.5 0297 o. 7 0362 0.5 

0038 5.9 0103 0.9 0168 0.5 0233 1.2 0298 0.6 0363 0.5 

0039 10.8 0104 0.9 0169 0.9 0234 0.6 0299 0.3 0364 0.6 

0040 5.0 0105 1.6 0170 1.5 0235 1.2 0300 0.5 0365 0.6 

0041 7.8 0106 1.0 0171 1.2 0236 1.6 0301 0.4 0366 0.3 

0042 5.4 0107 2. 7 0172 1.0 0237 0.9 0302 0.6 0367 0.4 

0043 4. 1 0108 2.5 0173 0.6 0238 0.5 0303 0.9 0368 0.2 

0044 3.4 0109 2.6 0174 1.1 0239 1.0 0304 0.9 0369 0.4 

0045 2.6 0110 1.9 0175 1.2 0240 1.0 0305 0.6 0370 0.4 

0046 5.9 0111 1.2 0176 1.3 0241 0.5 0306 o. 7 0371 0.6 

0047 4. 1 0112 2.0 0177 1.2 0242 0.8 0307 o. 7 0372 0.2 

0048 4.8 0113 1.6 0178 3.3 0243 0.8 0308 o. 7 0373 0.2 

0049 3.2 0114 1.7 0179 1.4 0244 1.0 0309 1.1 0374 0.4 

0050 3.4 0115 1.8 0180 1.3 0245 0.5 0310 o. 7 0375 0.3 

0051 4. 1 0116 1.4 0181 1.3 0246 0.4 0311 0.6 0376 o. 7 

0052 4. 7 0117 1.5 0182 0.9 0247 0.4 0312 0.9 0377 0.3 

0053 4.5 0118 1.6 0183 1.6 0248 1.2 0313 0.5 0378 0.5 

0054 3.5 0119 1.6 0184 0.8 0249 1.0 0314 o. 7 0379 0.2 

0055 3.9 0120 3.5 0185 1.8 0250 0.4 0315 0.4 0380 0.2 

0056 2.9 0121 1.5 0186 0.9 0251 0.6 0316 0.5 0381 0.3 

0057 3.1 0122 1.8 0187 o. 7 0252 0.8 0317 0.3 0382 o. 7 

0058 3.8 0123 1.3 0188 1.2 0253 0.6 0318 0.4 0383 0.3 

0059 6.1 0124 1.7 0189 0.5 0254 o. 7 0319 0.4 0384 0.4 

0060 5.1 0125 1.6 0190 0.5 0255 0.6 0320 0.4 0385 0.3 

0061 3.2 0126 0.6 0191 0.5 0256 1.0 0321 0.5 0386 O. 7 

0062 1.0 0127 3. 1 0192 1.1 0257 0.3 0322 0.5 0387 0.3 

0063 2.3 0128 2.4 0193 O. 7 0258 0.6 0323 0.4 0388 0.2 

0064 2.4 0129 2.2 0194 1.2 0259 0.5 0324 0.5 0389 0.4 

0065 3.8 0130 1.0 0195 0.5 0260 1.2 0325 0.5 0390 0.3 
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I区②面ピット 2 0391 '" 0780 

No. 
重量

No. 
重量

No. 
重量

No. 
重量

No. 
重量

No. 
重量

(g) (g) (g) (g) (g) (g) 

0391 o. 7 0456 0.5 0521 0.3 0586 0.3 0651 o. 1 0716 0.1-

0392 0.3 0457 0.2 0522 0.2 0587 0.1- 0652 0.2 0717 0.1-

0393 0.4 0458 0.4 0523 0.2 0588 0.2 0653 o. 1 0718 0.2 

0394 0.3 0459 0.3 0524 0.2 0589 0.2 0654 o. 1 0719 0.2 

0395 0.4 0460 0.3 0525 0.2 0590 0.1 0655 o. 1 0720 0.2 

0396 O. 1 0461 0.2 0526 0.2 0591 0.1 0656 0.2 0721 0.2 

0397 0.6 0462 0.4 0527 0.2 0592 0.1 0657 0.2 0722 O. 1 

0398 0.4 0463 0.1 0528 0.2 0593 0.2 0658 0.2 0723 0.2 

0399 0.4 0464 0.3 0529 0.4 0594 0.2 0659 O. 1 0724 O. 1 

0400 0.3 0465 0.3 0530 O. 1 0595 0.1 0660 0.2 0725 0.2 

0401 0.3 0466 0.1 0531 0.3 0596 0.1 0661 0.2 0726 O. 1 

0402 0.3 0467 0.5 0532 O. 1 0597 0.2 0662 O. 1 0727 O. 1 

0403 0.2 0468 0.4 0533 0.2 0598 0.2 0663 0.3 0728 0.2 

0404 0.4 0469 0.2 0534 O. 1 0599 0.4 0664 0.2 0729 O. 1 

0405 0.4 0470 0.3 0535 0.2 0600 0.1 0665 0.3 0730 O. 1 

0406 0.4 0471 0.2 0536 0.2 0601 0.1- 0666 0.1- 0731 0.2 

0407 0.3 0472 0.3 0537 0.2 0602 0.5 0667 0.2 0732 O. 1 

0408 O. 7 0473 0.1 0538 O. 1 0603 0.1- 0668 O. 1 0733 O. 1 

0409 0.3 0474 0.2 0539 0.2 0604 0.3 0669 O. 1 0734 0.3 

0410 0.2 0475 0.4 0540 0.2 0605 0.1- 0670 0.3 0735 0.2 

0411 0.4 0476 0.3 0541 0.1- 0606 0.1 0671 o. 1 0736 0.2 

0412 0.6 0477 0.2 0542 0.1- 0607 0.1- 0672 o. 1 0737 o. 1 

0413 0.2 0478 0.2 0543 0.2 0608 0.1- 0673 o. 1 0738 O. 1 

0414 0.2 0479 0.1 0544 0.2 0609 0.1 0674 0.3 0739 0.1-

0415 0.5 0480 0.1 0545 0.1- 0610 0.1 0675 0.3 0740 O. 1 

0416 0.4 0481 0.4 0546 O. 1 0611 0.2 0676 O. 1 0741 0.2 

0417 0.4 0482 0.4 0547 O. 1 0612 0.2 0677 0.2 0742 O. 1 

0418 0.8 0483 0.1 0548 0.4 0613 0.2 0678 O. 1 0743 0.2 

0419 0.4 0484 0.3 0549 O. 1 0614 0.2 0679 0.2 0744 O. 1 

0420 0.2 0485 0.2 0550 0.3 0615 0.1 0680 O. 1 0745 0.2 

0421 0.2 0486 0.4 0551 0.2 0616 0.2 0681 0.3 0746 0.2 

0422 0.6 0487 0.2 0552 0.2 0617 0.1 0682 0.2 0747 0.2 

0423 0.4 0488 0.3 0553 0.2 0618 0.2 0683 O. 1 0748 O. 1 

0424 0.6 0489 0.1 0554 0.5 0619 0.1 0684 O. 1 0749 O. 1 

0425 1.2 0490 0.1 0555 0.3 0620 0.1 0685 O. 1 0750 0.2 

0426 0.4 0491 0.1 0556 0.2 0621 0.1 0686 O. 1 0751 0.2 

0427 0.3 0492 0.1 0557 O. 1 0622 0.1 0687 0.3 0752 O. 1 

0428 0.4 0493 0.2 0558 0.2 0623 0.2 0688 O. 1 0753 O. 1 

0429 O. 7 0494 0.2 0559 0.3 0624 0.3 0689 O. 1 0754 0.2 

0430 0.4 0495 0.1 0560 0.2 0625 0.2 0690 0.2 0755 O. 1 

0431 0.3 0496 0.2 0561 O. 1 0626 0.1 0691 0.2 0756 O. 1 

0432 0.3 0497 0.1 0562 O. 1 0627 0.1 0692 o. 1 0757 o. 1 

0433 0.3 0498 0.2 0563 o. 1 0628 0.3 0693 0.2 0758 o. 1 

0434 0.3 0499 0.3 0564 o. 1 0629 0.3 0694 o. 1 0759 o. 1 

0435 o. 7 0500 0.1 0565 0.2 0630 0.2 0695 0.3 0760 0.1-

0436 0.5 0501 0.2 0566 0.2 0631 0.2 0696 0.2 0761 O. 1 

0437 0.4 0502 0.1- 0567 0.3 0632 0.1 0697 O. 1 0762 O. 1 

0438 0.3 0503 0.1 0568 0.2 0633 0.2 0698 O. 1 0763 O. 1 

0439 0.4 0504 0.2 0569 0.4 0634 0.3 0699 0.1- 0764 0.2 

0440 0.5 0505 0.1- 0570 0.2 0635 0.2 0700 0.2 0765 0.3 

0441 0.5 0506 0.3 0571 O. 1 0636 0.2 0701 0.1- 0766 O. 1 

0442 0.4 0507 0.2 0572 0.3 0637 0.1 0702 0.1- 0767 0.2 

0443 0.4 0508 0.1 0573 0.3 0638 0.3 0703 0.1- 0768 O. 1 

0444 0.3 0509 0.2 0574 0.2 0639 0.2 0704 0.1- 0769 O. 1 

0445 0.4 0510 0.3 0575 0.2 0640 0.3 0705 0.1- 0770 O. 1 

0446 0.2 0511 0.3 0576 0.2 0641 0.2 0706 0.1- 0771 O. 1 

0447 0.3 0512 0.2 0577 0.1- 0642 0.2 0707 0.1- 0772 O. 1 

0448 0.3 0513 0.4 0578 O. 1 0643 0.2 0708 0.1- 0773 0.3 

0449 0.3 0514 0.1- 0579 0.4 0644 0.4 0709 0.1- 0774 O. 1 

0450 0.3 0515 0.2 0580 0.2 0645 0.2 0710 0.2 0775 O. 1 

0451 O. 1 0516 0.2 0581 0.2 0646 0.3 0711 O. 1 0776 O. 1 

0452 0.4 0517 0.4 0582 0.2 0647 0.1 0712 0.1- 0777 O. 1 

0453 O. 1 0518 0.2 0583 O. 1 0648 0.1 0713 O. 1 0778 o. 1 

0454 o. 1 0519 0.1 0584 0.1- 0649 0.1 0714 o. 1 0779 o. 1 

0455 0.2 0520 0.3 0585 0.1- 0650 0.1 0715 0.3 0780 0.2 
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長谷小路周辺遺跡 (No.236)

鎌倉市長谷二丁目 274番 1の一部、 274番 2，275番 6地点



例面

1.本報は鎌倉市長谷二丁目 274番 lの一部、 274番 2、275番 6に所在する遺跡の発掘調査報告である。

2.発掘調査は個人住宅建築にかかる建築範囲約 69rrfを対象とし、平成 30年 12月 17日から平成 31年

1月 25日にかけて実施した。

3.現地における調査体制は以下の通りである。

調査担当者:後藤健

調査

作業

員:神田倫子・菊川泉

員:小林貞明・寺尾征夫・松津和通・吉津功

4.本報告作成は以下の分担により行った。

遺物実測:岩崎 卓治 ・須 佐直 子

遺物図版作成:後藤 健・岡本夏莱・清水由加里・田畑衣理

遺構図版作成:後藤健

観 察 表:岡本夏菜・田畑衣理

遺構写真:後藤健

遺物写真:須佐仁和

写真図版作成:後藤健・岡田慶子・岡本夏菜

執 筆:後藤健

5.発掘に関わる出土品などの資料は鎌倉市教育委員会が管理・保管している。

6.本報告の遺物図版の縮尺は以下の通りである。

遺物実測図1/3(一部1/4) 銭1/1 各挿図にはスケールを表示しである。

7.遺物は可能な限り復元して実測した。紙面の都合からすべての実測図を掲載していない。遺物に関

する詳細は観察表にまとめて記載。

・復原実測の遺物に関しては、計測値に oを付して表記している。

・木製品のうち器形から用途を確実に判別できないものは「…状」として提示しである。

・文章中の「かわらけ」はロクロ成形のかわらけを指し、手づくね成形のかわらけは「手づくね」と

記載している。

・ロクロ成形かわらけの底径は回転糸切りの外径部分で、手づくね成形かわらけの底径は、器面が接

地した箇所で計測している。

-陶磁器に関しては、常滑は中野晴久氏、瀬戸製品に関しては藤樺良祐氏、磁器は山本信夫氏の編年

に基づいて分類した。破片のため不明なものについては割愛した。

8. 発掘調査及び報告書作成に関しては次の方々よりご教授、ご協力を賜りました。記して深く感謝い

たします。(敬称略・五十音順)

伊丹まどか、押木弘巳、汐見一夫
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第一章 調査地点の位置と歴史的環境

第 1節歴史的環境(図 1) 

本調査地点は JR横須賀線鎌倉駅から直線距離で南東約1.5回、鎌倉市長谷二丁目 274番 Iの一部、274

番 2、275番 6地点に所在する。

長谷小路周辺遺跡は東西約 1km、南北約 300mの広大な範囲にわたり、調査地点は遺跡範囲内でも西

北部に位置している。

地形的には稲村より北に連なる丘陵によって形成される、南に向いて大きく開口する谷戸の開口部に

位置すると言える。調査地点周辺は北側の正陵からは 180mほど離れ、現在はやや平坦な地となってい

る。

由比ガ浜の海岸線までは約 380mで、現在の海岸線からはやや離れた箇所にあたる。西約 60mは稲

瀬川が流れる。稲瀬川は北に延びる長谷大谷を源流として、高徳院の東を通り、長谷寺前の交差点一帯

では暗渠となっているが、その南では現在でも流路が見られ、由比ガ浜に注ぐ。

南方へ約 170mには江ノ島電鉄長谷駅がある。北側には県道鎌倉葉山線が東西に通っている。六地蔵

に至るまでの区聞が一般には長谷小路と呼ばれている。この交通路は遺構としては確認されているわけ

ではないが、古東海道とも推定されている。また極楽寺切通を抜けてくる交通路と大仏坂切通を抜けて

くる交通路が交差する地点にもあたり、古くからの交通の要所であったと考えられる。

西へ約 280mには浄土宗梅光山長谷寺がある。長谷寺は海光山慈照院と号す。開山は徳道、開基藤原

房前で天平 8年 (736)創建と伝わる。実際の創建年代は不詳だが、鎌倉時代に存在していたことは鐘

銘より確実とされる。

北東約 200mには甘縄神明杜がある。甘縄神明社は縁起によれば和銅 3年 (710) に行基による創建

で染谷時忠が山上に神明宮を、麓に円徳寺を建立したのがその始まりとされる。

鎌倉時代以前創建と考えられる宗教施設が比較的多い地域でもある。

甘縄神明社の南方には、安達盛長の屋敷をはじめ千葉胤綱の屋敷も存在していたと推定されており、

調査地の北方は武家の屋敷が数多く立ち並んでいた地域である可能性もある。

周辺地域では幾つかの地点で考古学的調査が行われている。

第 2地点では 14世紀中葉の遺構面が確認されている。鉄津や輔の羽口が出土し、生産に関わる遺跡

の存在が推定される。

第 4地点では 14世紀前半~中葉と推定される遺構面が 2面確認されている。方形竪穴建物 2棟、大

量にかわらけが廃棄された土坑などが検出されている。また 7"'9世紀に属すると考えられる古代遺物

が出土している。

第5地点では 14世紀前半と想定される井戸、土坑、溝、ピットが検出中世の井戸と溝が検出されている。

第 7地点では、中世以前に属するとされる落ち込み、あるいは自然流路の氾濫源が東側で確認されて

いる。

第 9地点では、中世の河川跡が検出されている。河川は旧稲瀬川本流か支流に相当すると推定される。

他に 2基の井戸が検出されている。

第 10地点では 14世紀代の柱穴列が検出され、河川流路の方向に規制された区画が推定されている。

中世以前の遺構も検出。

ワ
t円。

円
ぺ

U



121213131414

1515

1616

1717

1818

1919

2020

2121

1111

1010

99

88

77

66

55

44

33

22
11



No. 名称 住所 調査者 調査 刊行 文献

長谷小路周辺遺跡 長谷一丁目 274番 1の部、274番 後藤 2018 2020 本報告

2、275番 6

2 長谷小路周辺遺跡 長谷一丁目 252番 1 菊川| 1989 1991 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 7-1

3 長谷小路周辺遺跡 長谷一丁目 115番 25 宮田・滝津 2014 2015 長谷小路周辺遺跡 (No.236)発掘調査報告書

4 長谷小路周辺遺跡 長谷一丁目 33番 3 斉木・伊丹 1997 1992 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 15第 2分冊 12

1998 鎌倉遺跡調査会調査報告日 長谷小路周辺遺跡 13

5 長谷小路周辺遺跡 長谷一丁目 284番 1 玉林・田代 1987 1988 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書4-5

6 長谷小路周辺遺跡 長谷二丁目 641番 福田 2004 2008 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 24-11

7 長谷小路周辺遺跡 長谷二丁目 633番2の一部外 瀬田哲夫 2006 2007 長谷小路周辺遺跡 (No.236)発掘調査報告書一長谷二丁目 633

-2の一部他7筆地点ー

8 長谷小路周辺遺跡 長谷一丁目 229番 l、114番 7地点 宮田・滝津 2019 2020 長谷小路周辺遺跡 (No.236)発掘調査報告書

9 長谷観音堂周辺遺跡 長谷二丁目 39番4 宗蓋 1993 1995 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 11 平成6年度発掘調査報告

(第2分冊) -8 

10 長谷観音堂周辺遺跡 長谷ニ丁目 41番イ 瀬田 1992 1994 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 10 平成5年度発掘調査報告

(第2分冊) -6 

11 両徳院周辺遺跡 長 谷 丁 目 290番 l 宗壷 1988 1989 長谷丁目 190-1地点遺跡両徳院周辺遺跡群内、グランフォ

ノレム鎌倉建設に伴う中世遺跡の発掘調査報告書

12 桑ヶ谷療病院跡 長谷一丁目 630番 17 木村 1990 1991 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 7-11

13 桑ヶ谷療病院跡 長谷二丁目 630番 l 田代 1990 1991 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 7-10

14 桑ヶ谷療病院跡 長谷ニ丁目 630番 1 伊丹(原) 2011 2019 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 35ー第 1分冊一5

15 甘縄神社遺跡群 長谷一丁目 271番 l他 4筆 2008 2008 甘縄神社遺跡群 (No.177)発掘調査報告書

16 甘縄神社遺跡群 長谷一丁目 271番 10 木村 1992 1995 甘縄神社遺跡群発掘調査報告書

17 甘縄神社遺跡群 長 谷 丁 目 238番 10 宮田・滝津 2015 2019 甘縄神社遺跡群 (No.177)発掘調査報告書

18 甘縄神社遺跡群 長谷一丁目 236番 1 福田 1991 1992 神奈川県埋蔵文化財調査報告 34

19 甘縄神社遺跡群 長谷一丁目 227番 大ニ輪 1978 1983 鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報 1-43

20 甘縄神社遺跡群 長谷一丁目 227番 25 馬淵 2003 2007 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 23第 1分冊 3

21 由比ガ浜南遺跡 長谷一丁目 122番札 10 斉木・汐見 1989 1990 神奈川県埋蔵文化財調査報告 32

第 16地点では 14世紀初頭......， 14世紀後半にかけて 3面の遺構面を検出。方形竪穴建物、木組、溝な

どが検出され、掘立柱建物が 20棟が確認されている。

第 17地点では 13世紀後半......， 14世紀前半にかけて 3期の遺構面が検出されている。掘立柱建物、井戸、

土止め遺構、溝と思しき段差が検出。

調査地点北側では中世の稲瀬川にかかわる流路が検出されており、流路が頻繁に流れを変えていたこ

とが想定される。この周辺の建物はその流路に合わせるような配置を取っている可能性が指摘されてお

り、尾根と河川に沿った区画がなされていた可能性も考えられる。

参考文献

貫達人・川副武胤 1980W鎌倉廃寺事典』有隣堂

鎌倉市史編纂委員会 1972W鎌倉市史 総説編』古川弘文館

鎌倉市史編纂委員会 1972W鎌倉市史 社寺編』吉川弘文館

nv 円。
円
ぺ

U



N



1　暗茶褐色粘砂質土 粘性弱い、締りなし。攪乱
2　黒褐色粘砂質土  粘性、締りなし。泥岩粒、炭化物、かわらけ少。
3　暗褐色粘質土  粘性、締りあり。泥岩塊多い。
4　黒褐色砂質土  粘性なし、締り弱い。泥岩粒少。炭化物やや多い、かわらけ少
5　茶褐色砂質土  粘性、締りなし
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1　暗褐色粘質土  粘性、締りあり。泥岩粒、かわらけ少。攪乱
2　暗褐色粘質土  粘性あり、締りややあり。泥岩粒やや少。かわらけ少。攪乱
3　暗褐色粘質土  粘性、締りあり。泥岩粒多い。炭化物、かわらけ少。攪乱
4　暗褐色粘質土  粘性あり、締りややあり。泥岩粒やや多い。かわらけ少
5　灰白砂質土　　  粘性なし、締り弱い。砂と暗褐色土の混合
6　暗茶褐色砂質土　 粘性なし、締りなし。茶砂と暗褐色土の混合土
7　灰白砂質土　　  粘性なし、締り弱い

1　赤橙粘質土　  粘性、締りあり。焼土。攪乱
2　黒褐色粘質土　  粘性、締り弱い。炭層。攪乱
3　暗茶褐色砂質土　 粘性なし、締り弱い。攪乱
4　暗褐色粘質土　  粘性、締りあり。泥岩少。炭化物、かわらけ少。攪乱
5　暗褐色粘質土　  粘性、締りあり。泥岩粒少。炭化物少、かわらけ少。攪乱
6　暗褐色粘/砂　  粘性やや弱い、締りややあり。泥岩粒極少。攪乱
7　暗褐色粘/砂　  粘性なし、締りなし。白砂と暗褐色粘質土。土の混合
8　黄緑砂質土　  粘性、締りなし
遺構31
9　暗褐色粘質土　  粘性、締りあり。泥岩粒少。炭化物、かわらけ少
遺構41
10　暗褐色粘質土　 粘性あり、締りややあり。泥岩粒やや少。炭化物、かわらけ少。
11　暗褐色粘質土　 粘性あり、締り強い。泥岩粒多い。炭化物、かわらけやや多い。
12　暗茶褐色粘質土　 粘性ややあり、締りやや弱い。泥岩粒、炭化物、かわらけ少。砂混入
13　暗茶褐色粘質土　 粘性あり、締り強い。泥岩極小。炭化物少。砂混入
14　暗茶褐色粘質土　 粘性なし、締り弱い。泥岩極少。炭化物少。砂混入
遺構42
15　黒褐色粘質土　 粘性なし、締り弱い。泥岩粒極少。炭化物少。砂混入
16　暗茶褐色粘質土　 粘性ややあり、締りあり。泥岩粒少。炭化物やや少。砂混入
17　暗褐色粘質土　 粘性ややあり、締りあり。炭化物やや少。砂混入
18　茶褐色粘質土　 粘性やや弱い、締りあり。炭化物少。砂混入
19　黒褐色粘質土　 粘性やや弱い、締りあり。泥岩粒少。炭化物少、かわらけ少。貝粒。砂多い
20　暗茶褐色粘質土　 粘性やや弱い、締りややあり。炭化物少、かわらけ。貝粒。砂多い

遺構50
8　暗茶褐色砂質土　 粘性、締りなし
9　暗褐色粘質土　　 砂粘性弱い、締りややあり。泥岩粒、かわらけ少
10　暗褐色粘質土　 砂粘性あり、締りややあり。泥岩粒極少。砂混じり

遺構11
6　暗褐色粘質土  粘性あり、締りややあり。炭化物、かわらけ少。覆土
遺構15
7　暗茶褐色粘砂質土 粘性、締りややあり。泥岩塊やや多い。炭化物、かわらけ少。
遺構16
8　黒褐色粘砂質土  粘性弱い、締りなし。泥岩粒少。炭化物、かわらけ少。底面に炭
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3
4
 
暗
茶
褐
色
砂
質
土
粘
性
、
締
り
な
し
。
黒
と
茶
の
混
合
砂

遺
構

16
3
5
 
黒
褐
色
粘
砂
質
土
粘
性
弱
い
、
締
り
な
い
担
岩

l
c
m粒

少
。
炭
化
物
少
、
か
わ
ら
け
少
。
底
面
に
炭

遺
構

1
18 

暗
褐
色
鮎
質
土
粘
性
あ
り
、
締
り
強
い
。
濯
岩
粒
多
い
。
炭
化
摘
、
か
わ
ら
け
や
や
多
い

19 
暗
褐
色
粘
質
土
粘
性
あ
り
、
締
り
や
や
あ
り
。
泥
岩
粒
多
い
。
炭
化
物
極
少
、
か
わ
ら
け
少

2
0
 
暗
褐
色
鮎
質
土
粘
性
ゃ
ゃ
あ
り
、
締
り
や
や
あ
り
。
泥
岩
粒
少
。
砂
混
じ
り

2
1
 
黒
褐
色
粘
質
土
粘
性
あ
り
、
締
り
や
や
あ
り
。
炭
化
物
合
む
。
か
わ
ら
け
少
。
炭
混
じ
り

2
2
 
暗
褐
色
鮎
砂
質
土
粘
性
ゃ
ゃ
あ
り
、
締
り
あ
り
。
泥
岩
粒
少
。
炭
化
物
や
や
多
い
、
か
わ
ら
け
少

2
3
 
暗
茶
褐
色
粘
質
土
粘
性
や
ゃ
あ
り
、
締
り
や
や
弱
い
。
泥
岩
粒
少
。
炭
化
物
、
か
わ
ら
け
少
。
砂
混
じ
り

2
4
 
暗
茶
褐
色
粘
/
砂
粘
性
ゃ
ゃ
あ
り
、
締
り
弱
い
。
砂
多
い

遺
構
3
0

2
5
 
暗
褐
色
結
砂
質
土
粘
性
ゃ
ゃ
あ
り
、
締
り
あ
り
。
泥
岩
粒
や
や
少
。
炭
化
物
、
か
わ
ら
け
少

2
6

黒
褐
色
粘
砂
質
土
粘
性
や
ゃ
あ
り
、
締
り
あ
り

遺
構
4
0

2
7
 
暗
茶
褐
色
粘
砂
質
土
粘
性
や
ゃ
あ
り
、
締
り
あ
り
。
泥
岩
粒
、
炭
化
物
、
1
i
J
>
1
>
量

28 
暗
褐
色
粘
砂
質
土
粘
性
ゃ
ゃ
あ
り
、
締
り
あ
り
。
泥
岩
粒
や
や
少
。
炭
弛
物
、
砂
少
量

l
 暗

褐
色
粘
質
土
粘
性
や
や
弱
い
、
締
り
や
や
あ
り
。
担
岩
粒
極
少
。
揖
乱

2
暗
褐
色
粘
質
土

粘
性
あ
り
、
締
り
や
や
あ
り
。
混
岩
粒
や
や
少
。
炭
化
物
少
。
撹
乱

3
暗
褐
色
粘
質
土
粘
性
あ
り
、
締
り
あ
り
。
担
岩
粒
や
や
多
い
。
炭
化
物
や
や
少
、
か
わ
ら
け
や
や
多
い
。
撹
乱

4
茶
褐
色
砂
質
土
粘
性
、
締
り
な
し

5
 暗

茶
褐
色
粘
質
土
粘
性
や
や
弱
い
、
締
り
弱
い
。
担
岩
粒
、
炭
化
物
少

6
茶
色
砂
質
土
粘
性
、
締
り
者
し

7
暗
褐
色
粘
質
土
粘
性
あ
り
、
締
り
あ
り
。
混
岩
塊
や
や
多
い
。
炭
化
物
や
や
少
、
か
わ
ら
け
少

8
暗
灰
色
粘
砂
質
土
粘
性
や
ゃ
あ
り
、
締
り
強
い
。
混
岩
粒
多
い
。
炭
化
物
少
、
か
わ
ら
け
多
い
。
灰
色
粘
着
土
混
入

9
暗
茶
褐
色
粘
砂
質
土
粘
性
、
締
り
や
ゃ
あ
り
。
泥
岩
粒
、
炭
化
物
や
や
少
、
か
わ
ら
け
や
や
多
い
。
茶
色
砂
混
入

1
0

晴
灰
色
粘
質
土
粘
性
あ
り
、
締
り
強
い
。
泥
岩
塊
多
い
。
炭
化
物
、
か
わ
ら
け
少

11 
晴
灰
色
粘
貿
土
粘
性
あ
り
、
締
り
強
い
。
泥
岩
塊
多
い
。
炭
化
物
、
か
わ
ら
け
少

12
黒
褐
色
粘
砂
質
土
粘
性
な
し
、
締
り
弱
い
。
泥
岩
粒
少
。
炭
化
物
や
や
多
い
、
か
わ
ら
け
少

1
3

茶
褐
色
砂
質
土
粘
性
、
締
り
な
し
。
泥
岩
。
炭
化
油
少

14
灰
白
色
砂
層
粘
性
、
締
り
な
し
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暗
褐
色
土
砂
質
土
粘
性
、
締
り
弱
い
。
泥
岩
粒
極
少
。
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暗
褐
色
粘
質
土
粘
性
や
や
弱
い
、
締
り
や
ゃ
あ
り
。
担
岩
粒
、
炭
化
物
極
少

1
7

暗
褐
色
砂
質
土
粘
性
、
締
り
な
し
。
炭
化
物
極
少
、
茶
砂
、
白
砂
、
暗
褐
色
土
混
合
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第 1面(図 5) ほぽ全体が近代の掘り込みより削平されてしまっており、僅かに北部 (2区)で中世

の遺構と考えられるピット等が確認されたため、中世面として取り扱っておく。遺構検出面の標高は

6. 26 "-' 6. 30 mであるが上方は近代の掘り込み等で相当削平されてしまっていると考えられる。整地層

はやや大型の泥岩を比較的多く混入した暗褐色土によるものである。遺構としてピット 6穴、土坑 4基

を検出した。全体が残っており平面形を推定できるのはごく一部のピットのみである。建物の明瞭なプ

ランなどは不明であり、切り合い関係もうかがうことはできない。

遺物は主にかわらけ、常滑、瀬戸、青磁、白磁、青白磁、土質火鉢、瓦器、鉄釘、滑石製品、自然遺

物などが出土している。

遺構

ピット

平面形は円形、楕円形を呈する。覆土は遺構 1、6、7は黒褐色粘質土でやや類似。締まりはやや弱い。

泥岩をやや多く含み、炭化物やかわらけ片は少量のみ。

それ以外のピットは暗褐色粘質土で、締まりはあり。泥岩はやや多く、炭化物やかわらけ片は少量の

みである。いずれの遺構からも図示できるような遺物は出土していない。

土坑

西北部にまとまって検出。切り合って可能性もあるが、近代の掘り込みで削平され不明。

遺構 9(図 5)

隅丸方形を呈する土坑。覆土は暗褐色粘質土で締まりあり。泥岩粒やや多く、炭化物、かわらけ片少。

出土遺物(図 6): 1はかわらけ

遺構 10(図 5)

楕円形を呈するピット。覆土は暗褐色粘質土で締まりあり。泥岩粒やや多く、炭化物、かわらけ片やや

少。出土遺物(図 6): 2はかわらけ

遺構 12(図 5)

やや大型の方形を呈すると考えらえる土坑。覆土は暗褐色粘質土で締まりあり。泥岩粒、炭化物、かわ

らけ片少。削平が激しく、規模や正確な形態は不明。図示可能な出土遺物はない。

1面構成土出土遺物(図 6)

1面より 2面検出までの聞の堆積より出土した遺物。 3"-' 15はかわらけ。 16は常滑空、 17は常滑片

口鉢 I類、 18は常滑片口鉢E類、 19は瀬戸器種不明、 20は磨り常滑、 21は土製の鍔釜、 22は円形の土

製品、 23は罪。 24"-' 27は中世以前。 24、25は須恵器聾類、 26、27は土師器書。
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わらけ片少。出土遺物(図 9): 40はかわらけ、 41は常滑片口鉢 I類、 42は東遠の壷か。 43は鉄釘。 44

は土師器奮。

遺構 38(図 7)

ややいびつな方形を呈する土坑。覆土は上層は暗褐色粘質土で締まりあり。泥岩粒多く、炭化物、か

わらけ片少。下層は暗茶茶褐色砂質土で泥岩を少量含む。出土遺物(図 10): 1 "'" 2は小型かわらけ。 3

は常滑片口鉢 I類、 4は亀山焼の曹、 5は土製鍋、 6は瓦質火鉢、 7は鉄釘、 8は鉄製の針状製品。 9"'"

10は中世以前の遺物でいずれも士師器奮。 11は完全に接合しないが同一個体と思われる。

遺構 40(図 7)

方形を呈する土坑。覆土は暗褐色粘質土で締まりあり。泥岩粒多く、炭化物少。出土遺物(図 10): 12 

は大型かわらけ、 13は小型かわらけ、 14は鉄釘、 15は加工骨で端部が炭化している。 16"'"17は中世

以前の遺物でいずれも土師器奮。

遺構 41(図 7、8)

方形を呈する大型の土坑。覆土は図 8参照。土坑中央にはかわらけを集中して廃棄した痕跡が確認され

た。覆土のやや中央であり、底部からはかなり高い位置から検出されたため、土坑を埋める途中で廃棄

したか。遺構はさらに下まで続くが、掘削深度制限にあたるため底部は完全に検出していない。出土遺

物(図 11): 1 "'" 24はかわらけの集中廃棄とともに検出した遺物。 1"'" 10は大型かわらけ、 11"'" 13は

中型かわらけ、 14"'"22は小型かわらけ。 23は白磁合子の蓋、 24は鉄釘。

それ以外の出土遺物は 25"'" 600 25 "'" 28は中型かわらけ、29"'"37は小型かわらけ。 28は青磁鏑蓮弁文碗、

39"'" 41は白磁碗。 42、43は常滑曹、 44は常滑の三耳査か。 46"'"48は常滑片口鉢 I類、 49は東濃型山

茶碗、 50は尾張型山茶碗、 51"'"52も尾張型山茶碗と思われる。 53は軽石で全体的に摩耗が激しい。 54

は鉄製の刀子か。 55"'"59は鉄釘。 60は中世以前の遺物で土師器番。

遺構 42(図 7)

方形を呈すると思われるが、近代の削平が激しい。覆土は暗褐色粘質土を主体とするが砂が混入し、下

部ではほぼ砂となる。出土遺物(図 10): 18は中型かわらけ、 19"'"20は小型かわらけ、 21が極小のか

わらけ。 22は亀山焼の曹、 23は鉄製の模か。 24は鉄釘、 25は不明鉄製品。 26は加工骨で切割痕がある。

27は中世以前の遺物で士師器の高坪の坪部か。

遺構 43(図 7)

方形を呈すると思われるが、削平が激しく不明。覆土は暗褐色粘砂質土。締まり弱い。白色砂粒を含む。

出土遺物(図 10): 28は小型かわらけ、 29は鉄釘。

遺構 44(図 7、8)

方形を呈する土坑。覆土は図 8参照。出土遺物(図 10): 30は常滑片口鉢E類、 31は瀬戸灰軸折縁皿

で下部より出土。 32"'"33は鉄釘。

遺構 46(図 7)

隅丸方形を呈する土坑。覆土は暗褐色粘砂質土で締まりやや弱い。白砂含む。下層は砂混じりの暗褐色

土。出土遺物(図 12): 1は中型かわらけ。

遺構 47(図 7)

方形を呈する土坑と思われるが削平が激しい。覆土は暗褐色粘砂質土で締まりやや弱い。出土遺物(図

12) : 2はかわらけ。 3は小型かわらけ。 4は常滑審、 5は鉄釘。

遺構 50(図 7)
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隅丸方形を呈すると考えられるやや大型の土坑。覆土は砂を多く含む暗褐色粘質土で、泥岩を少量含む。

出土遺物(図 12):6はかわらけ。 7は小型かわらけ。 8は常滑童、9は常滑片口鉢 I類、10は瀬戸灰紬卸皿、

11は亀山焼の費、 12'" 13は磨り常滑、 14は平瓦、 15は中砥の砥石。 16'" 20は鉄釘。 21'" 25は中世

以前の遺物で 21は灰軸陶器の皿、 22'" 23は土師器聾類の口縁、 24は胴部、 25は底部である。

特殊土坑

遺構 52(図 7、8)

円形を呈する土坑。壁際に沿ってやや浅い溝状の落ち込みが巡り、中央部も円形に深く掘り下げている

やや特異な形態をした土坑。西側は調査区外にあり、北側も遺構 41に破壊されているため、全体の形

状は正確には分からないが、調査区内では他に見られない特殊な形態である。その用途は不明。覆土は

図8参照。出土遺物(図 12): 26はかわらけ。 27は小型かわらけ。 28は鉄製の皿か。

2面遺構外出土遺物

2面の面上からは数点の遺物が検出されたが、図示可能なほど復元できる個体はない。
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主早第 考察とまとめ

中世の遺構面を 2面検出し、それぞれに建造物が確認された。第 I面は泥岩粒を混入した整地層で、

第 2面はほぼ砂層となる。第 2面は基本的に自然堆積であると思われ、この面を中世基盤層と判断した。

なお掘削深度制限が設定されていたため、第 2面の大型の遺構は底部を検出できていない遺構が多い。

第 1面

第 1面ほぽ全体が近代の掘り込みより削平されてしまっており、僅かに北部 (2区)で中世の遺構と

考えられるピット等が確認されたのみである。遺構検出面の標高は 6.26 '" 6. 30 mであるが上方は近代

の掘り込み等で相当削平されてしまっていると考えられる。整地層はやや大型の泥岩を比較的多く混入

した暗褐色土によるものである。遺構としてピット 6穴、土坑 4基を検出した。全体が残っており平面

形を推定できるのはごく一部のピットのみである。建物の明瞭なプランなどは不明であり、切り合い関

係もうかがうことはできない。

遺物は主にかわらけ、常滑、瀬戸、青磁、白磁、青白磁、土質火鉢、瓦器、鉄釘、滑石製品、自然遺

物などが出土している。 l面の時期は 14世紀後半に属すると考えられる。

第 2面

第 2面も一部は近代の遺構の掘り込みにより削平されてしまいってる。検出面の標高は 6.05 '" 6. 20 

mである。第 1面を構成する暗褐色土を取り去った茶褐色砂層および灰白色の砂層に構築されている。

遺構としてはピット 15穴、土坑 9基、方形土坑 18基を検出した。調査区全体で大小の方形土坑が基本

的に分布し、重複して切り合っており、同じような場所になんども構築されていることが伺える。覆士

は上方が硬くしまっている場合が多く、これらの大型の方形土坑を埋めるときにかなりしっかりと廃絶

したのではないかと思われる。

遺物は主にかわらけ、手づくねかわらけ、常滑、瀬戸、備前、亀山、青磁、白磁、青白磁、土質火鉢、

瓦質製品、瓦、銅銭、鉄釘などの金属製品、滑石製品などの石製品、自然遺物がが出土している。

出土遺物から所属時期は 13世紀末'"14世紀前半に属すると考えられる

なお、遺構からは相当数の土師器や須恵器が出土している。土師器は相模型が主流だが、古墳時代後

期の系譜をひくへラケズリの警や有稜杯が僅かに混じる。須恵器や灰軸陶器も含め、 8世紀後半"'9世

紀代の古代遺物が混入している。

古代以前と思われる遺構は検出していないが、混入の度合からみても下層に古代の遺構が存在してい

る可能性が高いのではないかと考えられる。今回の調査においては、それを確認することはできなかっ

たが、当地が中世以前から積極的に活用されていた地域であることを示しているのではないかと思われ

る。

第 l面はほぼ砂層を覆い隠すような形で構築されたのではないかと考えられ、構築される遺構の状況も

おそらく変化したのではないかと推測されるが、削平が激しいため、正確なところは明らかにし得なかっ

た。
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第 2面は大半が方形土坑であり、周囲の調査例の結果から職能に関わる人々の活動域である可能性が高

い。遺構の軸はおよそ現在の県道に一致しているようであり、他の地域で見られるような稲瀬川や交通

路の関係において、建物の方向の区割が決められていた可能性が高いと想定される。

近代の遺物が出土した遺構についてはほとんどが関東大震災前後の時期に不要物を廃棄したものと考え

られる。やや時間幅があると思われるが、主体は明治・大正期に属するであろう。寛永通宝など、一部

近世に遡るものも見られる。近代の鎌倉に関する物質文化としては比較的まとまって出土した良好な一

群の資料足りうると言えよう
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表 1 中世出土遺物観察表

図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎土・素地・材質 c:色調 d:紬調 e:焼成f:備考

6・1 9 土製品
ロクロ

1/3 (7.5) (5.8) 1.8 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

かわらけ(小) 雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:樺色 e:やや甘い
同ーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
6・2 10 土製品

かわらけ(小)
1/5 (7.3) (5.3) 1.6 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:檀色 e:やや甘い
同ーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b微砂
6-3 土製品

かわらけ(大)
1/2 (14.0) 7.8 3.45 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄檀色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
6-4 士製品

かわらけ(大)
1/3 (13.7) 7.8 3.8 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:樺色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) b:微砂雲母赤色
6-5 土製品

かわらけ(大)
1/2 (13.8) (7.4) 3.9 

粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや組士 c:黄櫨色 e:良好
』ーーー

ロクロ a:ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b・微砂
6・6 土製品

かわらけ(大)
1/3 (11.0) 6.6 3.1 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄檀色 e:良好
同ーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母白色粒海綿骨
6-7 土製品

かわらげ(大)
1/2 (11.0) (6.4) 2.9 

針泥岩粒やや粗土 c:槍色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) b:微砂雲母赤色
6-8 士製品

かわらけ(大)
完形 11.0 6.5 3.3 

粒白色粒海綿骨針 泥岩粒やや粗土 c:黄槍色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
6-9 土製品

かわらけ(大)
1/4 (12.7) (6.8) 3.9 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄燈色 e:良好
』ーーー

a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
ロクロ

6-10 土製品
かわらけ(小)

ほぼ完形 7.5 5.2 2.4 雲母赤色粒海綿骨針小石粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好 f:口縁

部数ケ所、打ち欠く
』ーーー

ロクロ a:ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
6-11 土製品

かわらけ(小)
2/3 7.5 4.5 2.2 

雲母白色粒海綿骨針小石粒やや粗土 c:黄灰色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
6-12 士製品

かわらけ(小)
ほぼ完形 7.7 5.0 2.25 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄樫色 e:良好
同ーーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
6・13 土製品

かわらけ(小)
完形 7.4 4.4 2.3 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針小石粒やや粗土 c:檀色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
6・14 土製品

かわらけ(小)
完形 7.1 5.1 2.15 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c・黄檀色 e:良好
同ーーー 1 

ロタロ a:ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b・微砂
6-15 

構成土

土製品
かわらけ(小)

2/3 (7.4) 4.5 2.0 
雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:檀色 e:良好

』ーーー
常滑 口縁部小 縁帯幅 a:粘土紐輸積技法 内外面.横ナデ b:黄灰色砂粒長石石英小

6-16 陶器 [7.5] 
要 片 3.0 石粒 c:黄灰色 e:良好正中野編年6b-7型式

ト一一一
a:粘土紐輪積技法貼付け両台内面:横ナデ内底部:磨滅外面.横

常滑
6-17 陶器

片口鉢I類
底部小片 [3.9] ナデ・底部脇へラケズリ b:灰色砂粒長石石英小石粒 c:灰色

e:良好
ト一一一

a:粘土紐輪積技法内面:横ナデ外面.口縁部横ナデ・体部縦位へラナ
常滑 口縁部小

6-18 陶器
片口鉢E類 片

[5.5] デ b:槍灰色 長石石英小石粒 c:樫灰色 e:良好正中野編年8

型式
同ーーー

瀬戸? 口縁部~ b:灰色砂粒精良士 c:灰黄色 e:良好
6-19 陶器

鉢 体部
[6.5] 

ト一一一
最大長 最大幅 厚 M 側面・内外面共に全体的に磨耗

6-20 陶器 磨り常滑
6.5 7.7 1.4 

ト一一一
口縁部小 a:内外面横ナデ b:灰白色微砂雲母 c:灰白色 e:良好

6・21 土製品 鍔釜
片

[2.1] 

』ーーー
かわらけ質 径 厚 b:微砂白色粒海綿骨針 良土 c:樫色 e:良好正用途不明

6・22 土製品
円板状 1.8 x 1.7 0.8 

同ーーー
加工品 長 。国 厚

6-23 骨製品
奔 [4.7] 0.5 -0.9 0.2 

ト一一一
須恵器 a:内面.同心円おさえ外面.平行叩き 共に後、弱いへラナデ b:赤灰

6-24 士製品
聾類

体部片 [4.2] 
色白色粒良土 c:灰色 e:良好

ト一一一
須恵器 a:内面横ナデ外面:櫛掻波状文 b:灰色 白色粒やや良土 c:内面:

6-25 土製品
蜜類

体部片 [3.8] 
灰褐色自然粕外面:黒色自然粕 e:良好正傾き不明

ト一一一
a:内面.横位のハケメ・へ7ナデ外面:ハケメ b:黄灰色黒色粒雲

土師器
6-26 土製品

蜜
体部片 [4.3] 母 白 色 粒 や や 粗 土 c:内面:黄檀色外面:黒褐色 e:良好正傾き

不明
ト一一一

土師器 a:内面.横ナデ外面:へラケズリ b:檀灰褐色砂粒雲母白色粒
6-27 土製品

聾
底部片 7.0 [2.5] 

良士 c:樫灰褐色 e:良好正内底部に数ヶ所、刃物痕

土師器
a:内外面横ナデ内面指押さえ外面下部へラケズリ b:槍色~暗灰色

9-1 13 土製品
杯

1/3 (12.6) 4.9 微砂雲母白色粒良土 c・黄灰色 e:良好正外底部焼成時の黒斑

あり
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
9・2 土製品

かわらけ(大)
完形 12.5 7.5 3.25 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針小石粒粗士 c:檀色 e:良好
』ーーー

白磁 b:灰白色砂粒精良堅級 気孔あり d:灰白色半透明粕粕層薄
9・3 磁器 口縁部片 (10.8) [2.2] 

2 口冗皿 、、 正大宰府ー白磁皿区類
』ーーー

青白磁 b:白色砂粒精良堅鰍 d:水青色半透明紬粕層厚い内面:露胎
9-4 28 磁器

袋物
体部片 [1.5] 

正口縁下より蓮弁状の文様瓜型の水注か
同ーーーー

長 幅 厚 正四角状鍛造
9-5 鉄製品 釘

[4.8] 0.8 0.4 
ト一一一

長 幅 厚 正四角状鍛造
9-6 鉄製品 釘

[5.1] 0.5 0.4 

円
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図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎土・素地・材質 c:色調 d:粕調 e:焼成正備考

9-7 土製品
ロクロ

1/3 (14.3) (8.0) 3.2 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母赤色

かわらげ(大) 粒海綿骨針小石粒粗土 c:淡樫色 e:良好
29 

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) b:微砂雲母白色
9-8 土製品

かわらけ(小)
ほl:f完形 7.4 5.2 1.9 

粒海綿骨針良土 c:樫色 e:良好

一 a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒白色粒

9-9 32 士製品
ロクロ

1/2 8.2 4.7 2.1 海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:黄灰色 e:やや甘い正底部ニヶ所
かわらけ(小)

穿孔有り 外底部2本切り込み有り

灰粕陶器 a:ロクロ成形 b:灰色微砂精良土 c:灰色 e:良好正内底面摩耗
9-10 33 陶器

碗
底部小片 [1.6] 

一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
9・11 土製品

かわらけ(大)
1/2 (13.8) (8.9) 3.5 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c・黄櫨色 e:良好
一 ロタロ a:ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b・微砂
9-12 土製品

かわらけ(大)
3/4 11.4 7.4 2.6 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄灰色 e:良好

一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
9-13 土製品

かわらけ(大)
1/3 10.9 7.0 2.9 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:樫色 e:良好
一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
9-14 土製品

かわらけ(大)
1/3 (10.8) (7.2) 2.8 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:暗樫色 e:良好

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
9・15 土製品

かわらけ(小)
1/4 (8.4) (6.4) 1.4 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄灰色 e・良好

一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
9-16 土製品

かわらけ(小)
1/5 (7.6) (6.2) 1.6 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄灰色 e:良好

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
9-17 土製品

かわらけ(小)
1/2 7.0 4.9 2.0 

雲母白色粒海綿骨針良土 c:樫色 e:良好

一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) b:微砂雲母海綿
9・18 土製品

かわらけ(小)
1/2 7.2 4.4 2.15 

骨針泥岩粒やや粗土 c:淡黄灰色 e:良好
一 ロクロ aロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b微砂
9-19 土製品

かわらけ(小)
1/3 (7.2) 5.2 1.8 

雲母白色粒海綿骨針良土 c:樫色 e:良好

青磁 b:灰白色精良堅敏 d:淡灰J緑色半透明粕粕層厚い貫入あり f・大
9-20 磁器

蓮弁折縁皿
1/6 (11.8) [2.1] 

宰府ー坪皿類

一 常滑 ロ縁部小 縁帯幅 a:粘土紐輪積技法 内外面.横ナデ b:暗灰色砂粒長石石英 c:
9-21 陶器

要 片
[5.6] 

2.5 暗茶褐色 e:良好 f:中野編年 6a-6b型式

常滑 口縁部小 a:粘土紐輪積技法内外面.横へ7ナデ b:暗灰色砂粒長石 石英
9・22 陶器

片口鉢E類 片
[9.6] 

小石粒 c・内面・晴茶褐色外面:晴檀色 e:良好正中野編年 6b型式
一 a粘土紐輪積技法 内面横ナデ指頭痕外面:へラナデ底部砂目

常滑
9・23 陶器

費
底部小片 [3.9] 底 b:暗灰色砂粒長石石英 c:内面.茶褐色外面:淡檀色 e:良

好
一 2 常滑 a:内面:横ナデ磨滅外面:縦へ7ナデ b:暗灰色砂粒白色粒長石
9・24 陶器

片口鉢E類
底部小片 [5.2] 

c:暗檀色 e:良好

一 備前 a:内外面;横ナデ b:淡檀色、芯部晴灰色砂粒白色粒 c:晴灰色 e:
9-25 36 陶器

播鉢
口縁部片 [5.0] 

良好 f:条線 7条以上

一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
9-26 鉄製品 刀子か?

[7.1] 1.1 0.3 

長 幅 厚 f:四角状鍛造
9・27 鉄製品 釘

[4.5] 0.5 0.3 
一 長 出直 厚 f:四角状鍛造
9・28 鉄製品 釘

[5.2] 0.3 0.3 
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
9-29 鉄製品 釘

[5.1] 0.5 0.35 
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
9-30 鉄製品 釘

[4.2] 0.4 0.2 
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
9-31 鉄製品 釘

[4.6] 0.6 0.5 

長 幅 厚 f:四角状鍛造
9・32 鉄製品 釘

[4.3] 0.4 0.25 
一 土師器 口縁部小 a:内面ノ、ケナデ外面横ナデ b:檀灰色砂粒雲母白色粒小石 粒
9・33 土製品

費 片
[2.3] 

やや粗土 c:暗櫨灰色 e:良好
一 土師器 口縁部小 a内外面横ナデ b:灰黒色砂粒雲母白色粒小石粒やや粗土 c
9-34 土製品

聾 片
[2.7] 

暗燈灰色 e:良好

土師器 a:ロクロ成形内外面横ナデ b:暗檀色砂粒雲母白色粒良土 c:
9-35 士製品

杯
底部小片 [2.0] 

暗樺色~暗灰色 e:良好
一 須恵器 a:ロクロ成形内外面横ナデ内面見込み研磨貼付高台 b:暗灰色砂
9-36 土製品

杯
1/3 (6.6) [1.4] 

粒白色粒良土 c:暗灰色 e:良好
一 a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

ロタロ
9・37 土製品

かわらけ(大)
1/7 (13.3) (9.3) 3.0 雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良

好
一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色 粒白色
9・38 土製品

かわらけ(大)
1/7 (12.4) (8.0) 3.0 

粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好
一 常滑 口縁部小 縁帯幅 a:粘土紐輪積技法 内面:横ナデ指頭痕外面:横ナデ b:灰色砂粒
9・39 陶器

窪 片
[6.0] 

長石石英 c:暗赤褐色 e:良好正中野編年 6a型式2.5 
一 ロタロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
9-40 37 土製品

かわらげ(小)
1/4 (8.0) (5.8) 1.6 

雲母白色粒海綿骨針やや粗土 c:黄灰色 e:良好
一 瀬戸? a:内面横ナデ b:灰白色 砂粒雲母白色粒やや粗土 c:灰白色
9-41 37 陶器

片口鉢 I類
口縁部片 [4.3] 

e:良好
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図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎士・素地・材質 c:色調 d:粕調 e:焼成正備考

9・42 土製品
東遠

底部小片 [3.2] 
a:内面横ナデ b:暗赤褐色砂粒白色粒良土 c:暗灰色 e:良好正

壷か? 貼付高台?欠損

一 長 市圃 厚 f:四角状鍛造
9-43 37 鉄製品 釘

[5.5] 0.4 0.3 
一 土師器 口縁部小 a:内外面横ナデ b:淡 櫨 灰 色 砂 粒 雲 母 白 色 粒 良 土 c:淡櫨灰色
9-44 土製品

聾 片
[2.0] 

e:良好

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒白色粒
10-1 土製品

かわらけ(小)
1/4 (7.4) (4.8) 1.6 

海綿骨針小石粒やや粗士 c:燈色 e:良好

一 ロタロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母赤色
10・2 土製品

かわらけ(小)
1/3 (7.3) 5.2 1.8 

粒白色粒海綿骨針小石粒粗土 c:櫨色 e:良好
一 常滑 口縁部小 a内外面:横ナデ b:暗灰色長石石英小石粒 c:暗灰色 e:良好
10-3 陶器

片口鉢E類 片
[2.5] 

f:中野編年 6a型式?

一 亀山 a:内面横ナデ外面.叩き目 b:灰白色砂粒白色粒 c:内面.灰白
10-4 陶器

聾
体部小片 [4.0] 

色外面:暗灰色

一 口縁部小 a:内外面横ナデ b:暗灰色砂粒雲母白色粒やや粗土 c:内面:暗
10-5 土製品 南伊勢系土鍋

片
[1.7] 

灰色外面:灰白色 e:良好

a:内面横ナデ外面横ナデ縦へアナデ→ミガキ 内底面斜格子暗文外
輪花型

10-6 
38 

土製品
火鉢

底部小片 [5.8] 底面砂底脚剥離 b:櫨灰色砂粒赤色粒白色粒やや粗土 c:内

面:灰黒色外面:檀灰色 e:良好正河野編年火鉢皿類
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
10-7 鉄製品 釘

[4.6] 0.4 0.3 

長 幅 厚 f:四角状鍛造
10-8 鉄製品 針状製品

3.2 0.2 0.1 
一 土師器 口縁部小 a:内面横位連続ハケ目外面縦位連続ハケ目 b:樫色微砂雲母赤色
10・9 土製品

費 片
[4.3] 

粒白色粒やや粗士 c:檀色 e:良好

土師器 口縁部小 a:内外面横ナデ b:燈色微砂雲母白色粒小石粒やや粗土 c:樫
10・10 土製品

要 片
[4.2] 

色 e:良好

一 口縁部片 a:内面へラナデ・磨耗外面縦位へアケズリ 外底部木葉痕 b:檀灰色

10・11 土製品
土師器

体部片 (19.8) (6.8) 砂粒雲母白色粒やや租土 c:檀色 e:良好正外底部火を受け黒
要

底部片 色に変色内底部白色物付着

a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
ロクロ

10-12 土製品
かわらけ(大)

完形 14.0 8.0 3.5 雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好

一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転)板状圧痕 b:微砂
10・13 土製品

かわらけ(小)
1/4 (8.0) (6.0) 1.4 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針小石粒やや粗士 c:櫨色 e:良好
一 長 市直 厚 f:四角状鍛造
10・14 鉄製品 釘

2 40 [5.7] 0.4 0.3 
一 長 幅 厚 f:穴が穿たれているか。 端黒く変色(炭化か)
10-15 骨製品 加工骨

[1.9] [4.0] [1.1] 
一 土師器 口縁部小 a:内外面横ナデ b:暗 灰 色 砂 粒 雲 母 白 色 粒 良 土 c:檀色 e:良好
10-16 土製品

要 片
[4.5] 

土師器 a:内外面横ナデ底部:木葉痕 b:櫨灰色砂粒雲母やや良土 c:暗
10-17 土製品

要
底部小片 [3.6] 

櫨褐色 e:良好

一 ロタロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒海 綿
10・18 土製品

かわらけ(大)
1/4 (12.6) (7.0) 2.8 

骨針小石粒やや粗土 c:樺色 e:良好
一 aロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

ロタロ
10・19 土製品

かわらけ(小)
1/3 (7.7) (5.4) 1.6 雲母赤色粒白色粒海綿骨針小石粒やや粗土 c:暗檀色 e:良好

一 a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
ロクロ

10・20 土製品
かわらけ(小)

ほ1:(完形 7.6 5.4 1.4 雲母赤色粒白色粒海綿骨針小石粒泥岩粒粗土 c:檀色 e:良好

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母白色

10-21 土製品 かわらけ 1/6 (3.8) (2.6) 1.0 粒海綿骨針良士 c:檀色 e:良好

一
(極小)

42 亀山 a:内面横ナデ外面.叩き目 b:灰色砂粒白色粒 c:内面.灰色
10-22 陶器

聾
体部小片 [4.1] 

外面:晴灰色

長 市宮 厚 f:形状的に縫か
10・23 鉄製品 鐙?

[6.3] 0.6 0.3 
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
10-24 鉄製品 釘

[5.3] 0.3 0.3 
一 長 市宮 厚 f:四角状鍛造
10・25 鉄製品 用途不明

[4.8] 0.7 0.3 
一 長 市圃 厚
10-26 骨製品 加工骨

[3.5] [1.7] [0.5] 
一 土師器 a:内外面横ナデ・ミガキ b:燈灰色微砂雲母白色粒泥岩粒良
10-27 土製品

高杯フ
口縁部片 (18.2) [6.3] 

土 c:樫色 e:良好
一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
10-28 土製品

かわらけ(小)
完形 7.6 5.5 2.2 

雲母白色粒海綿骨針良土 c:黄櫨色 e:良好
43 

長 市宮 厚 f:四角状鍛造
10・29 鉄製品 釘

4.9 0.55 0.4 
一 a:粘土紐輪積技法内面:横ナデ摩耗外面:横ナデ底部脇へアケズ

常滑
10・30 44 陶器

片口鉢E類
底部小片 [9.4] P 外底.砂目底 b:暗灰色 長石石英小石粒 c:内面:暗赤褐色

外面:樺色 e:良好
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図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎土・素地・材質 c:色調 d:紬調 e:焼成正備考

瀬戸
a:ロクロ成形外面:体部下位回転へフケズP 内底部:曲線の櫛描文

10-31 陶器
灰紬折縁皿

ほぼ完形 23.4 12.0 6.9 b:灰色良土 c:灰緑色 d:灰緑色ツケガケ施紬:薄い底部:露胎 e:

良好 f:外底部、故意に打ち欠いている 藤津編年中E期
ト一一一

44 長 幅 厚 f:四角状鍛造
10-32 鉄製品 釘

[5.3] 0.3 0.2 
ト一一一

長 幅 厚 f:四角状鍛造
10・33 鉄製品 釘

[5.2] 0.3 0.2 
トーーー

ロタロ a:ロタロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-1 土製品

かわらけ(大)
1/2 (14.3) 8.0 3.4 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄灰色 e:良好
トーーーー

ロタロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-2 土製品

かわらけ(大)
1/5 (14.0) (8.0) 3.5 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄樺色 e:良好
←一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-3 土製品

かわらけ(大)
2/3 13.9 8.0 3.6 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:黄燈色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11・4 土製品

かわらけ(大)
1/3 14.0 8.9 3.4 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c・黄櫨色 e・良好
トーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-5 土製品

かわらけ(大)
1/2 (13.9) (8.0) 3.3 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄澄色 e:良好
トーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) b:微砂雲母白色
11-6 土製品

かわらけ(大)
1/3 (13.4) (9.3) 3.3 

粒海綿骨針良土 c:黄糧色 e:良好
t---

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-7 土製品

かわらげ(大)
1/3 (13.8) 8.4 3.4 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好
』ーーー

ロクロ aロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-8 土製品

かわらけ(大)
1/3 (13.6) (7.8) 3.3 

雲母赤色粒海綿骨針小石粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-9 士製品

かわらけ(大)
ほぼ完形 13.3 7.5 3.7 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:樫色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-10 土製品

かわらけ(大)
3/4 13.2 8.0 3.4 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:黄櫨色 e:良好
トーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11・11 土製品

かわらげ(大)
ほr!完形 11.3 7.0 3.0 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒良土 c:檀色 e:良好
t---

ロクロ aロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-12 土製品

かわらけ(大)
ほぼ完形 11.0 7.5 2.9 

雲母赤色粒海綿骨針小石粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好
←一一一

a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
ロクロ

11-13 土製品
かわらけ(小)

ほぼ完形 8.4 5.0 2.5 雲母赤色粒海綿骨針やや粗土 c:檀色 e:良好正口縁部 1ヶ所打

ち欠いている 口唇部油煤痕
t---

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-14 土製品

かわらけ(小)
1/2 7.9 5.2 2.45 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄樺色 e:良好
←一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-15 2 土製品

かわらけ(小)
2/3 7.9 4.2 2.2 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:樺色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11・16 土製品

かわらけ(小)
2/3 7.5 4.3 1.7 

雲母赤色粒海綿骨針小石粒やや組土 c:黄櫨色 e:良好
ト一一一

41 ロタロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11・17 土製品

かわらけ(小)
完形 7.4 4.2 1.7 

雲母赤色粒海綿骨針良土 c・黄櫨色 e・良好
トーーー

ロタロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-18 土製品

かわらけ(小)
1/2 7.3 5.3 1.7 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好
t---

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) b:微砂雲母赤色
11-19 土製品

かわらけ(小)
ほぼ完形 7.1 5.4 1.9 

粒海綿骨針良土 c:槍色 e:良好
←一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) b:微砂雲母赤色
11-20 土製品

かわらけ(小)
完形 7.2 4.2 2.3 

粒白色粒海綿骨針良土 c:糧色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロタロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) b:微砂雲母白色
11・21 土製品

かわらけ(小)
ほr!完形 7.3 4.2 2.3 

粒海綿骨針良土 c・黄灰色 e:良好
トーーー

ロタロ a:ロタロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-22 土製品

かわらけ(小)
1/2 (7.4) (4.4) 2.5 

雲母海綿骨針小石粒泥岩粒やや粗土 c:黄灰色 e:良好
トーーー

白磁 口縁部小 a:型押し b:白色砂粒精良堅徹 d:白色半透明粕粕層薄い
11-23 磁器

合子蓋 片
[1.8] 

トーーーー
長 幅 厚 f:四角状鍛造

11-24 鉄製品 釘
[4.9] 0.4 0.2 

←一一一
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

11-25 土製品
ロクロ

1/5 (12.9) (6.5) 3.3 雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好
かわらけ(大)

トーーーー
a:ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

ロクロ
11-26 土製品

かわらけ(大)
2/3 10.6 6.2 3.0 雲母赤色粒海綿骨針良士 c:黄櫨色 e:良好正内外面口唇部に油

煤痕灯明皿として使用か?
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-27 土製品

かわらけ(大)
1/6 (11.0) (6.5) 2.8 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:灰黄色 e:良好
トーーーー

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-28 土製品

かわらけ(大)
1/5 (10.8) 5.9 2.8 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや組士 c:櫨色 e:良好
←一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母白色
11・29 土製品

かわらけ(小)
1/5 (8.2) (5.4) 1.8 

粒海綿骨針良土 c・灰黄色 e:良好
』ーーー

ロタロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-30 土製品

かわらけ(小)
1/2 (8.0) (5.6) 1.5 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄櫨色 e:良好
トーーー

ロタロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-31 土製品

かわらけ(小)
1/2 7.2 4.2 2.2 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針小石粒やや粗土 c:黄槍色 e:良好
ト一一一

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-32 土製品

かわらけ(小)
完形 7.8 5.3 2.2 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや組土 c:黄櫨色 e:良好
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図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 .:成形・整形b:胎土・素地・材質 c:色調 d:紬調 e:焼成正備考

11・33 土製品
ロクロ

1/4 (7.6) (4.8) 1.5 
.:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

かわらけ(小) 雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒粗土 c・暗檀色 e:良好
』ーーー

ロタロ .:ロタロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕強 b:微砂
11-34 土製品

かわらけ(小)
ほぼ完形 7.4 4.9 2.2 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:赤檀色 e:良好
トーーー

ロタロ .:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-35 土製品

かわらけ(小)
1/4 (7.9) (5.4) 1.7 

雲母白色粒海綿骨針小石粒やや粗土 c:樫色 e:良好
ト一一一

ロクロ .:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
11-36 士製品

かわらけ(小)
1/4 (7.6) (5.0) 1.6 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:暗樫色 e:良好
トーーーー

ロタロ .:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 板状圧痕 b:微砂雲母赤
11・37 土製品

かわらけ(小)
1/6 (7.2) (4.0) 1.7 

色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c・燈色 e:良好
t---

青磁 口縁部小 b:灰色精良堅撤 d:灰緑色半透明粕紬層やや厚い f:大宰府ー龍泉
11-38 磁器

蓮弁文碗 片
[2.0] 

窯碗E類
』ーーー

白磁 口縁部小 b:灰白色黒色粒精良堅鰍 d:灰緑色透明紬粕層薄い正大宰府ー
11-39 磁器

口瓦皿 片
[3.5] 

白磁皿区類
ト一一一

白磁 口縁部小 b:灰白色精良堅轍気孔あり d:灰白色半透明袖紬層薄い正大宰
11-40 磁器

口;疋碗 片
[3.0] 

府ー白磁皿医類
ト一一一

白磁 b:灰白色黒色微砂精良堅徹 d:緑味灰白色半透明紬を全面施紬
11・41 磁器

口冗皿
底部片 5.8 [1.4] 

底部紬は板状工具で伸ばす粕層やや厚め f:大宰府ー白磁皿区類
トーーー

常滑 口縁部小 縁帯幅 .:粘土紐輪積技法 内外面.横ナデ b:暗灰色砂粒長石石英 c:
11-42 陶器

要 片
[7.2] 

2.3 暗灰色 e:良好 f:中野編年 6.型式
←一一一

常滑 口縁部小 縁帯幅 .:粘土紐輪積技法 内外面:横ナデ b:晴灰色砂粒長石白色粒 c:
11-43 陶器

聾 片
[4.6] 

2.0 晴赤褐色 e:良好 f:中野編年 6.型式
ト一一一

常滑 口縁部小 .:粘土紐輪積技法 内外面.横ナデ b:暗灰色砂粒長石石英 c:
11・44 陶器

三耳壷? 片
[2.8] 

晴茶褐色 e:良好 f・中野編年年6.-6b型式
トーーー

.:粘土紐輪積技法 内面:指頭痕内外面:横へラナデ b:灰色砂粒
常滑

11・45 陶器
壷

底部小片 [4.3] 長石石英小石粒 c:内面:灰褐色外面:明褐色 e:良好正鳶口の

壷か
』ーーー

常滑 口縁部小 [4.1]- .:粘土紐輪積技法内外面.横ナデ b:灰色砂粒長石石英小石粒
11・46

41 
陶器

片口鉢 I類 片 [3.5] c:灰色 e:良好 f・中野編年7型式か
トーーー

常滑 口縁部小 a粘土紐輪積技法内外面横ナデ b灰色砂粒長石石英小石粒
11-47 陶器

片口鉢 I類 片
[4.5] 

c:灰色 e:良好 正中野編年6.型式
ト一一一

常滑 口縁部小 .:粘土紐輸積技法内外面.横ナデ磨滅 b:灰色砂粒長石石英
11-48 陶器

片口鉢 I類 片
[3.2] 

小石粒 c:灰色 e:良好 f:中野編年 6.型式
トーーーー

山茶碗 口縁部小 .:内外面:横ナデ b:灰白色黒色粒精良土 c:灰白色 e:良好
11-49 陶器

東濃型 片
[2.4] 

←一一一
山茶碗 口縁部小 .:内外面:横ナデ b:暗灰色黒色粒石英 c:暗褐色 e:良好

11・50 陶器
尾張型 片

[3.1] 

』ーーー
2 

山茶碗 a内底部横ナデ磨滅外底回転糸切 b:灰色砂粒白色粒良土 c灰
11-51 陶器

尾張型?
1/5 (7.8) [1.4] 

色 e:良好 f:貼付高台欠損か
トーーー

山茶碗 .:外底回転糸切貼付両台籾殻痕 b:灰色白色粒良土 c:灰色 e:
11-52 陶器

尾張型?
底部小片 [1.4] 

良好
ト一一一

最大長 幅 厚 c:灰白色正上下以外全面磨滅
11-53 石製品 軽石

7.7 3.0-4.0 3.0 -3.8 
トーーーー

長 幅 厚 f:末端部欠損
11-54 鉄製品 万子かワ

[8.3] 0.6 -1.4 0.2 -0.4 
t---

長 幅 厚 f:四角状鍛造
11・55 鉄製品 釘

[7.0] 0.6 0.4 
』ーーー

長 幅 厚 f:四角状鍛造
11-56 鉄製品 釘

ト一一一
6.6 0.4 0.3 

長 幅 厚 f:四角状鍛造
11-57 鉄製品 釘

[5.3] 0.4 0.3 
ト一一一

長 幅 厚 f:四角状鍛造
11-58 鉄製品 釘

[5.0] 0.5 0.2 
トーーー

長 幅 厚 f:四角状鍛造
11・59 鉄製品 釘

[3.6] 0.2 0.3 
t---

土師器 a内面:横ナデ外面縦位へラケズリ b:糧灰色砂粒白色粒良土
11-60 土製品

聾
底部小片 [1.7] 

c:暗檀灰色 e:良好正内外底部、刃物痕
←一一一

ロクロ .:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
12-1 46 士製品

かわらけ(大)
1/2 (10.6) 5.8 2.9 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針粗土 c:暗樫色 e:良好
ト一一一

ロクロ .:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
12-2 土製品

かわらけ(大)
ほぼ完形 13.2 8.0 3.6 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや組士 c:糧色 e:良好
ト一一一

ロクロ .:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
12・3 土製品

かわらけ(小)
完形 7.8 5.0 2.3 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c・黄櫨色 e・良好
トーーー 47 

常滑 縁帯部小 縁帯幅 b:暗 灰 色 砂 粒 長 石 石 英 小 石 粒 c:内面:樫色外面:暗赤褐色 e:
12-4 陶器

聾 片 5.6 良好 f:中野編年8型式
t---

長 幅 厚 f:四角状鍛造
12-5 鉄製品 釘

3.6 0.3 0.2 
←一一一

ロクロ .:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切板状圧痕 b:微砂雲母 赤色
12-6 土製品

かわらけ(大)
1/6 (13.5) (8.8) 3.6 

粒海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:黄燈色 e:良好
ト一一一

ロクロ .:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒白色粒
12・7 50 土製品

かわらけ(小)
1/7 (6.9) (4.7) 1.9 

海綿骨針小石粒やや粗土 c:櫨色 e・良好
トーーー

常滑 口縁部小 縁帯幅 .:粘土紐輪積技法 内面.横へ7ナデ指頭痕外面:横ナデ b:暗灰色
12-8 陶器

聾 片
[7.9] 

2.0 砂粒長石石英小石粒 c・暗赤褐色 e・良好正中野編年6.型式

n
h
u
 

ヴ，.
nぺ
U



図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎土・素地・材質c:色調 d:粕調 e:焼成正備考

12・9 陶器
常滑 口縁部小

[3.6] 
a:粘土紐輪積技法内外面.横ナデ b:灰色砂粒長石石英小石粒

片口鉢 I類 片 c:灰色~暗灰色 e・良好正中野編年 6b型式
一 a:ロクロ成形内底卸し目外底部糸切り痕底部脇横ナデ b:淡黄

瀬戸
12・10 陶器

灰粕卸皿
底部小片 [1.4] 色 砂粒白色粒小石粒やや粗土 c:淡黄色 d:ツケガケ e:良好

正藤津編年中期か
一 亀山 a:内面横ナデ外面:叩き目 b:灰白色砂粒白色粒 c:内面.灰白
12・11 陶器

聾
体部小片 [3.1] 

色外面:暗灰色
一 最大長 最大幅 厚 f:側面2面外面磨耗
12-12 陶器 磨り常滑

4.9 2.7 1.3 

最大長 最大幅 厚 f:側面3面磨耗
12-13 陶器 磨り常滑

5.1 3.9 1.1 
一 a:凸面:斜格子叩き目縦位ナデ離れ砂凹面:布目痕紐披き痕離

12-14 士製品 平瓦 [11.6] 1.9 れ砂 b:灰白色砂粒白色粒赤色粒小石粒やや粗士 c:暗灰色

e:良好

砥石 長 幅 厚 c:黄灰色正砥面 3面伊予産
12-15 石製品

中砥 [8.4] 4.3 2.7 
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
12-16 鉄製品 釘

[5.7] 0.4 0.3 
一 50 

長 幅 厚 f:四角状鍛造
12-17 鉄製品 釘

[5.3] 0.3 0.2 
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
12-18 

2 
鉄製品 釘

[4.8] 0.3 0.4 

長 幅 厚 f:四角状鍛造
12・19 鉄製品 釘

[5.3] 0.5 0.3 
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
12-20 鉄製品 釘

[6.0] 0.4 0.2 
一 灰粕問器 a:ロクロ成形貼付両台 b・灰色微砂精良土 c:灰色 d:灰緑色ハ
12-21 陶器

皿?
底部小片 (7.8) [1.5] 

ケヌリ e:良好 f:内底面:重ね焼曹の痕跡あり

土師器 a:内外面:横ナデ b:微砂雲母白色粒良土 c:淡檀色 e:良好
12-22 土製品

聾
口縁部片 [3.5] 

一 土師器 口縁部小 a:横ナデb:微砂雲母白色粒やや粗土 c:淡黄櫨色 e:良好
12・23 土製品

聾 片
[3.6] 

一 土師器 a:内外面:横位連続ノ、ケ目 b:微砂雲母白色粒良土 c:暗権灰色
12・24 土製品

聾
体部小片 [3.7] 

e:良好

一 土師器 底部片 a内面横位連続ノ、ケ目外面:横ナデ b:微砂雲母白色粒良士 c
12-25 土製品

聾 1/6 
[4.0] 

暗樟灰色 e:良好
一 a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

ロクロ
12-26 土製品

かわらけ(大)
1/6 (11.5) (6.0) 2.8 雲母海綿骨針良土 c:黄灰色 e:良好 f:内外面、火を受け呆色に変

色
一 52 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
12-27 土製品

かわらけ(小)
1/5 (7.7) (4.8) 1.6 

雲母白色粒海綿骨針やや粗土 c:暗樫灰色 e:良好
一 長 幅 厚 f:用途不明
12-28 鉄製品 不明

[6.3] [4.0] 2.9 -3.7 

14・1
撹乱

土製品
ロクロ

4/5 (13.0) 8.5 2.9 
a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂

1 かわらけ(大) 雲母赤色粒黒色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:檀色 e:良好

一 撹乱 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
14・2

2 
土製品

かわらけ(大)
1/3 (13.2) 7.6 3.4 

雲母赤色粒黒色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:檀色 e:良好
一 撹乱 士師器 口縁部小 a:内外面.横ナデ外面底部へラケズリ :b:にぶい樫色黒色粒雲母
14-14 土製品

杯 片
[3.3] 

白色粒 やや粗土 c:にぶい樫色 e:良好5 

東播系 a:内面横ナデ b:灰色砂粒黒色粒白色粒 c:灰色 d:口縁部自然
15-1 

撹乱
陶器

片口鉢
口縁部片 [4.3] 

紬(黒褐色)e良好

一 7 外径 内孔 重 f:景祐7G賓北宋 1034年築書
15・2 銅製品 銭

2.4 0.6 3.4 
一 砥石 長 幅 厚 c:黄白色 E砥面 2面鳴滝産年代 16c以降
16・5 石製品

仕上砥 [9.5] 6.2 [2.0] 
一 携乱 砥石 長 幅 厚 c:黄灰色と赤樫色のマープル状長砥面 2面天草産
16-6 

9 
石製品

中砥 [5.1] [6.4] [6.4] 
一 須恵器 a:内面;横ナデ外面:平行叩き目 b:灰色砂粒良士 c:内面:灰色降
16-7 近代 土製品

聾
体部片 [5.1] 

灰外面:灰色 e:良好

ロクロ a:ロクロ成形 内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
17-3 土製品

かわらけ(大)
ほぽ完形 13.8 7.4 4.0 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:燈色 e:良好

一 撹乱 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒白色粒
17・4

13 
土製品

かわらけ(小)
1/3 (8.0) (5.5) 1.4 

海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:淡黄櫨色 e:良好
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
17-5 鉄製品 釘

[5.2] [0.3] [0.6] 
一 亀山 a:内面横ナデ外面.格子叩き目 b:灰白色砂粒白色粒小石粒少
17-6 陶器

聾
底部 [3.2] 

c:内面.灰白色外面.暗灰色
一 撹乱 a:内面:ミガキ外面.幾何学文様陰刻 b:灰白色砂粒白色粒 c:明
17-7 

12 
士製品 器種不明 体部小片 [3.1] 

樫色 e:良好正香炉か

最大長 最大幅 径 内孔 b:微砂雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:淡黄灰色 f:表
17・8 土製品 土錘 体部小片

3.9 2.4 1.0 -1.1 0.7 面に若干焦げ痕あり

一 揖乱 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切 b:微砂雲母赤色粒白色粒
17-12 

14 
土製品

かわらけ(小)
1/4 (7.8) (6.0) 1.8 

海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:樺色 e:良好
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図番 出土 遺構
材質 種別 遺存度

法量 (cm) 観察項目

号 面 番号 口径 底径 器高 重 a:成形・整形b:胎土・素地・材質c:色調 d:粕調 e:焼成正備考

17・13 磁器
青白磁

体部小片 [3.8] 
b:淡灰白色精良堅級 d:水青色透明粕紬層薄い f:渦巻き文

梅瓶

一 常滑 口縁部小 a:粘土紐輪積技法内外面:横ナデb:灰色砂粒長石白色粒 c:灰色
17・14 陶器

片口鉢 I類 片
[3.9] 

e:良好 f:中野編年 6a型式
一 亀山 a:内面横ナデ外面:格子叩き目 b:灰白色砂粒白色粒 c:内面:灰
17-15 

撹乱
陶器

聾
体部小片 [5.4] 

色外面:暗灰色

14 かわらけ質 径 b:微砂雲母白色粒海綿骨針 良土 c:櫨色 e・良好正球体のー
17-16 士製品

球体 1.7 -1.8 部劇j離、蓋のつまみか?

一 須恵器 口縁部小 a:ロタロ成形内外面回転ナデ b:灰色砂粒白色粒多 c:暗灰色 e:
17・17 土製品

蓋 片
[1.0] 

良好 f:東海地方産
一 砥石 長 幅 厚 c:淡灰緑色 f:砥面 4面 上野産(砥沢)16c以降
17・18 石製品

中砥 [5.9] 2.6 -3.4 1.3 -2.6 
一 撹乱 常滑 口縁部小 縁帯幅 a:粘土紐輪積技法 内外面.横ナデ b:灰色砂粒長石白色粒 c:
17-19 陶器

聾 片
[2.7] 

暗赤褐色 e:良好 f:中野編年 6a型式
一

15 2.6 

撹乱 土師器 a:内面:横位ノ、ケメ・ナデ外面:横位ノ、ケメ b:赤灰色白色粒赤色
18-3 

21 
士製品

聾
体部片 [3.7] 

粒海綿骨針やや良土 c:内面:赤灰色外面:樫色 e:良好

土師器 a:内面:横位ハケメ・ナデ外面:縦位ハケ目 b:灰褐色黒色粒海綿
18・5

撹乱
土製品

要
体部片 [4.2] 

骨針やや粗土 c:黄澄色 e:良好

一 23 土師器 a:内面:横ナデ・棒状へ7 ミガキ 外面:横ナデ・へ7ケズリ b:灰褐色
18-6 土製品

亦
体部片 [3.1] 

黒色粒赤色粒海綿骨針良土 c:黄櫨色~黒褐色 e:良好

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
19・1 土製品

かわらけ(小)
1/2 (7.4) (5.4) 1.9 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:黄樫色 e:良好

一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
19・2 鉄製品 釘

[7.4] 0.8 0.8 
一 撹乱 長 幅 厚 f:四角状鍛造
19・3

25 
鉄製品 釘

6.1 0.5 0.6 
一 長 幅 厚 f:四角状鍛造
19-4 鉄製品 釘

[6.0] 0.5 0.5 
一 長 幅 厚 f:針状に加工
19-5 骨製品 針状製品

7.5 0.4 0.4 

a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切右回転板状圧痕 b:微砂雲

20-1 土製品
ロクロ

3/4 7.3 4.9 1.85 母赤色粒黒色粒海綿骨針やや粗土 c:檀色 e:良好 f:口唇部に
かわらけ(小)

ケズリあり
一 a:粘土紐輪積技法内面:磨滅外面:回転へヲケズリ 高台貼付 b:灰

常滑
20-2 

近代
陶器

片口鉢 I類
底部小片 [5.2] 色砂粒長石石英 c:灰色 e:良好 f:表面にケズリあり、二次加工

品か

長 幅 内径 a:外面棒状へラミガキ痕 b:微砂雲母黒色粒白色粒海綿骨針
20-3 

携乱
士製品 器種不明

[7.1] 3.5 0.7 やや粗土 c:黄樫色 e:良好

一 27 外径 内孔 重 f:・永通賓
23-48 銅製品 銭

2.3 0.6 2.7 

厚

23・49 骨製品 加工骨
長 市宮

[0.5-
[8.8] [3.9] 

2.8] 
一 厚

23-50 骨製品 加工骨
長 幅

[0.3-
[9.6] [13.5] 

2.8] 

ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
24-1 土製品

かわらけ(小)
1/3 (7.7) (5.6) 2.0 

雲母赤色粒海綿骨針泥岩粒やや粗士 c:檀色 e:良好

一 ロクロ a:ロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
24・2 土製品

かわらけ(小)
1/2 (7.2) 5.0 2.4 

雲母赤色粒白色粒海綿骨針やや粗土 c:黄檀色 e:良好
一 ロクロ aロクロ成形内底ナデ外底回転糸切(右回転) 板状圧痕 b:微砂
24-3 土製品

かわらけ(小)
1/4 (7.1) (5.0) 1.4 

雲母白色粒海綿骨針泥岩粒やや粗土 c:灰黄色 e:やや甘い

一 備前 a:粘土紐輪積技法内面:横ナデ外面横ナデ b:黄灰色白色粒 小
24-4 

揖乱
陶器

揺鉢
底部小片 [5.8] 

石粒精良土 c黄.灰色 e:良好硬質正条線 7本以上
一 28 残長 幅 厚 b:砂粒白色粒組土 c:灰黄褐色~赤褐色
24-5 士製品 輔の羽口

[8.7] [4.0] 1.1 

砥石 長 幅 厚 c:灰緑色正砥面 3面切り出し痕あり 上野産 16c以降-18c
24-6 石製品

中砥
ほぼ完形

8.3 2.4 2.5 
一 長 市宮 厚
24・7 鉄製品 釘

4.4 0.7 0.7 
一 長 市圏 厚
24-8 鉄製品 釘

[4.2] 0.6 0.5 

厚
撹乱

骨製品 加工骨
長 市圏

[0.1-24-16 
29 [4.6] [8.1] 

一
0.6.] 

同安窯 b:暗灰色精良堅鰍気孔あり d:灰緑色透明紬粕層厚い気泡あ
27・1 磁器 底部片 (4.8) [2.3] 

一
青磁櫛掻文碗 り

径 厚 c:黒色
27-2 石製品 碁石

2.2 0.1 -0.3 

no 
ヴ，.
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表 2 近代出土遺物観察表

図番 出土 項目 器種 絵付け方 遣存度 法量 顔料:軸色調:胎土 技法/文様/その他

号 遺構 法 口径 底径 器両

14-3 土瓶 磁器 手描き 口縁部小 (7.7) [2.0J 顔料:酸化コパルト胎土: 外面文様あり 内面上部露胎

臣
片 灰白色軸薬目透明

灯明皿 陶器 1/5 (10.7) (4.自) 1.9 胎土燈色勅薬錆紬 外面一部施粕内面施勅

播鉢 陶器 口縁部片 [5.6J 胎土赤樫色白色粒泥岩 色調赤檀色焼成良好

同-6

撹乱2 粒小石粒やや粗士

薬瓶 ガラス ほぽ完形 10.3 2.5 6.3 最大幅 透明 型合わせ目(口縁~底部)側面エンボス:目盛

円Z才
製品 2.7 り

用途不明 鉄製品 長 幅 厚 断面丸状鍛造

6.3 0.8~ 0.6~ 

0.5 0.4 

14-8 碗 陶器 底部片 4.5 [3.7J 胎土燈色砂粒雲母海 施粕ツケガケ外面一部施紬内面:施粕

綿骨針勅薬褐紬黒褐色~

EZ 
灰黄褐色

皿 陶器 底部 1/8 (12.0) [3.8J 胎土赤褐色 内面波状文

撹乱3
器種不明 鉄製品 長 幅 厚

8.0 

ロロT 器種不明 鉄製品 長 幅 厚 f:四角状鍛造

[10.8J 0.8 0.8 

ロ4-12 器種不明 鉄製品 長 幅 厚 f:四角状鍛造

[12.0J 0.4 0.4 

14-13 
撹乱4

釘 鉄製品 長 幅 厚 f:四角状鍛造

5.6 0.6 0.6 

14-14 灯明皿 陶器 口縁部小 [1. 9J 胎土灰白色白色粒粕 外面口縁部施紬外面 :j露胎内面施粕

円4-15
撹乱5

片 薬.灰紬

傘離櫨 木製品 長 最大幅 中心の支柱に竹材使用、炭化

[5.5J 4.5 

15-3 筒型湯呑 磁器 鋼板転写 1/3 (6.0) (3.7) 6.5 顔料酸化コパノレト 胎土 外 面 鶴 文 畳 付 :I霧胎

市寸
白色粘質土和薬透明

小郡 磁器 銅板転写 1/5 (7.9) (3.7) 4.5 顔料.酸化コバルト胎士. 外面・菊、草文見込み:植物文高台:圏線

百三F
白色粘質土勅薬透明

皿 磁器 手描き 小片 [2.7J 顔料紺色胎土白色粘質 内面圏線、文様あり 内底部:蛇目利剥ぎ

円5-6

士粕薬:淡緑色

皿 磁器 銅板転写 1/4 (11. 0) 1.8 顔料酸化コパノレト 胎土 内外面みじん唐草、人物文両台 圏線

円=す
白色粘質土軸薬・透明

急須蓋 磁器 手描き 完形 6.8 1.8 孔径 顔料酸化コバルト胎土 外面植物、波文

0.1 白色粘質土利薬透明

百三Z 蓋 磁器 手描き 1/3 (6.8) [1.4J 顔料酸化コパノレト 胎士 外面植物文

円百
白色粘質土軸薬透明

蓋 磁器 銅板転写 小片 [2.7J 顔料.酸化コバルト胎土. 外面植物、唐草文

115-10 

白色粘質土勅薬透明

湯呑 陶器 ほぽ完形 5.3 4.4 6.7 胎土白色和薬灰白色不 内外面貫入畳付露胎外面:八角形

臣
透明

灯明皿 陶器 5/6 7.4 3.3 1.9 胎土灰白色粕薬灰粕 施紬ツケガケ外面一部施紬内面:施紬

撹乱7 灯明皿 陶器 1/3 (10.4) 5.0 2.0 内径 胎土灰色和薬鋪紬 外面 部施勅内面:施勅

円5-13

(7.5) 

台付灯明 陶器 ほぽ完形 7.5 5.7 5.2 内径 胎土灰白色粕薬灰粕 内底部・外底部:露胎

円5-14

皿 4.4 

飲料瓶 ガラス ほぽ完形 [1. 8J 4.0 [15.3J 緑色透明気泡あり 型合わせ目(口縁~底部)側面エンボス「みかん」

厄-15

製品 「良品」底部エンボス:変形した。

飲料瓶 ガラス 4.0 [11. oJ 緑色透明気泡あり 型合わせ目(口縁~底部)側面エンボス「みかん」

ロロE
製品 「良品」底部エンボス:変形したO

広ロ薬品 ガラス ほぼ完形 3.0 3.4 5.4 無色透明内側上部擦りガ 型合わせ目(口縁~底部)

目-17

瓶 製品 ラス加工全体に気泡

染料瓶 ガラス [2.1J 2.6 [4.9J 淡緑色透明全体に気泡 型合わせ目(口縁~底部)側面エンボス「増井製」

甘口E
製品 底部エンボス r・上」

染料瓶 ガラス [2.0J 2.6 [4.8J 淡緑色透明全体に気泡 型合わせ目(口縁~底部)側面エンボス「谷利製」

間-19

製品 底部エンボス 「・上j

瓶 ガラス 3.8 [7.7J 緑色透明気泡あり 型合わせ目(肩部~底部)

115-20 

製品

硯 石製品 長 幅 厚 産地宮城雄勝硯江戸後期~明治?

[5.0J 8.5 1.9 

16-1 碗 磁器 銅板転写 口縁部小 (10.2) [3.1J 顔料:酸化コパルト胎土: 外面唐草、蝶文

百三T
身 片 白色粘質士軸薬透明

碗 磁器 銅板転写 口縁部小 [2.8J 顔料酸化コパノレト 胎土 外面植物文内面口縁部:困線見込み:困

円吉 撹乱8
片 白色粘質土軸薬透明 線、植物文高台内植物文畳付露胎

碗 磁器 手描き 1/3 (10.0) 5.8 2.9 顔料酸化コパノレト 胎士 外面文様あり向台圏線畳付露胎

ロ寸
白色粘質土軸薬透明

角皿 陶器 1/2 [10.IJ 8.7 2.9 胎士・灰白色粘質士紬薬・ 畳付.露胎

灰紬

16-8 碗 磁器 手描き 底部片 (3.5) [3.0J 顔料:酸化コパノレト 胎土: 外商花、植物文内面:花、青海波、その他

撹乱9 明灰白色粘質土利薬:透明 内外面口縁部:圏線高台:圏線畳付:露

胎

nv 
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図番 出土 項目 器種 絵付け方 遺存度 法量 顔料:軸色調:胎土 技法/文様/その他

号 遺構 法 口径 底径 器局

16-9 皿 磁器 銅板転写 1/5 (16.0) (9.2) 2.8 顔料:酸化コパルト胎土: 外面花、幾何学文、圏線内面口i縁部:圏線

白色粘質士粕薬・透明 見込み:圏線中央部に文様高台・圏線

116-10 

畳付露胎

筒型湯呑 磁器 手描き 1/3 (8.0) (3.7) 4.8 顔料:酸化コバルト胎土: 色調赤樫色焼成良好

1 16-11 

撹乱9 白色粘質士勅薬透明

播鉢 陶器 口縁部片 [11. 0] 胎 土 赤 樫 色 砂 粒 白 色 粒 型合わせ目(口縁~胴部) 側面エンボス 女

同士12

小石粒やや粗土 等間隔に6個並ぶ被熱

ランプ ガラス 2.0 [4.7] 淡緑色透明 外面露胎内面.，施粕

燃料瓶 製品

17-1 灯明皿 陶器 完形 7.3 3.6 1.4 胎士灰色粘着士軸薬:茶 外 面 花 文 内 面 :1霧胎

円古
撹乱 4.7 色

II 小壷 磁器 手描き 1/3 (2.7) 顔料・金彩・朱胎土:白色 外面.草花9 内面.人物、草花文

粘質土利:透明

17-9 碗 磁器 型紙播絵 体部小片 [3.5] 顔料:酸化コパノレト 胎土: 内外面露胎外面屑部:鳥、花、貼りつけ

市-10
撹乱

白色士紬:透明 注口口縁部:金色に施軸

土瓶 陶器 体部片 注口径 [9.1] 胎土灰色 外 面 施 紬 内 面 :1霧胎
12 

(1. 4) 

市-ll 灯明皿 陶器 1/4 (8.4) (3.5) 2.0 胎土白色粘質土利淡黄色 外面植物文

17-19 急須小 磁器 手描き ほぽ完形 2.6 2.5 3.1 顔料燈・黄・緑胎土:白 内面幾何学模様陰刻

回コ五 撹乱
色紬薬:透明

器種不明 陶器 口縁部~ [2.6] 胎土樫色砂粒良土色 削りだし高台外面.とびカンナ畳付:露胎
14 

体部片 調淡茶褐色~暗茶褐色紬

薬淡茶褐色

17-22 小亦 磁器 1/2 (8.2) (3.2) 4.0 胎士・白色粘質士粕薬:ク 外面・幾何学文高台外面:圏線畳付:露胎

ロム

出コE 筒型湯呑 磁器 手描き 1/2 (3.8) [3.5] 顔料:酸化コパルト 胎土: 内面松竹(梅)文外商:圏線高台内:角

市三24

白色粘質士勅薬透明 銘

皿 磁器 手描き 1/4 (9.6) [2.0] 顔料酸化コパノレト 胎土 内外面施勅外面ふき取り 内底粕剥ぎ痕

閉事
白色粘質土軸薬透明 外底.露胎

灯明皿 陶器 完形 7.3 3.0 1.5 胎土灰色粘着土軸薬:茶 内外面施勅外面ふき取り 内底粕剥ぎ痕
撹乱 色 外底:1露胎

昨士宮 15 
灯明皿 陶器 完形 10.1 4.4 1.9 胎士・灰色粘着士粕薬:茶 無文

昨三27

色

器種不明 陶器 1/4 (8.2) [2.0] 胎土黄白色粘質土利薬 人が座っている様子を型取り

市士宮
透明

かわらけ 土製品 長 幅 厚 胎土微砂良土色調:櫨色 外面体部下位施粕内面施紬ツケガ ケ

質 2.8 0.3~ 0.3~ 

人形? 2.1 0.6 

18-1 撹乱 瀬戸。 陶器 完形 8.8 3.5 2.6 胎士淡黄色粘質土軸:淡黄 外面施粕内面:施軸高台 :1露胎

16 皿 色不透明

18-2 撹乱 碗 陶器 1/4 [3.5] [1. 9] 胎士・灰白色白色粒黒色粒 型合わせ目(口縁~底部) 側面エンポス r赤
18 粕薬:灰黄色 十字Jr歯薬」

18-4 撹乱 薬瓶 ガラス 完形 1.0 1.4 4.7 藍色 外面:文様あり 見込み:文様あり

21 製品

18-7 碗 磁器 手描き 3/5 8.2 3.1 4.2 顔料酸化コパノレト 胎土 見 込 み 植 物 文 両 台 幾 何 学 文 両 台内角

円吉
白色粘質土軸薬透明 銘

撹乱
小鉢 磁器 手描き 小片 2.7 [1. 1] 顔料酸化コパノレト 胎土 外面施紬内面:施粕削りで波状文高台

ロ才 23 
白色粘質土利薬透明 内:蛇目紬剥ぎ後、茶褐色勅を施粕

鉢 磁器 底部小片 [2.0] 胎士・灰白色粘質士紬薬・ 外面・施紬内面:施軸緑、淡紅色による植

緑色不透明 物文、イ yチン高台露胎高台内陰刻の

文様あり

18-10 鉢 磁器 手描き 1/4 (12.0) (7.7) 4.5 胎士.白色粘質士粕薬:淡 無文

国土II

緑色

蕎麦猪口 磁器 9/10 5.0 2.7 3.5 胎土白色粘質土軸薬:透 外面.幾何学文底部.露胎

同士12

明

不明 磁器 手描き 小片 [2.3] 胎土白色粘質土粕薬:透 外面青緑、黄、櫨色による花文底部:露胎

国土13

明

ミーチュ 磁器 手描き ほぽ完形 2.2 2.2 3.1 胎土白色粘質土粕薬:灰 施粕ツケガケ外側面下部~底部露胎

撹乱 ア 色不透明

24 急須

T宜主 小杯 陶器 4/5 (6.8) 4.6 4.6 胎土灰白色粘質土紬薬 外面文字

国土15

鉄紬

貧乏徳利 陶器 手描き 胴部小片 [6.0] 胎土灰白色粘質土利薬 内外面横ナデ口唇部:ナデ

国土16

灰勅鉄軸

火鉢 士製器 口縁部片 [7.5] 胎土黒灰色微砂雲母 f:四角状鍛造

海綿骨針小石粒やや粗土黄

灰色~黒灰色

19-6 鉢 磁器 手描き 9/10 12.8 5.4 5.9 顔料酸化コパノレト 墨黒 f:四角状鍛造

撹乱
胎土白色粘質土軸薬:透

門主す 25 
明

皿 磁器 手描き 1/4 (12.3) (6.8) 2.9 顔料酸化コパノレト 胎土 f:四角状鍛造

白色粘質土軸薬透明
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図番 出土 項目 器種 絵付け方 遺存度 法量 顔料:軸色調:胎土 技法/文様/その他

号 遺構 法 口径 底径 器局

19-8 皿 磁器 手描き 口縁部小 [2.2J 顔料酸化コパノレト 胎土 内面金魚文両台内銘「・・・・」畳付:

円9-9

片 白色粘質士粕薬・透明 露胎

蓋 磁器 手描き 1/2 (6.6) 2.3 顔料酸化コパノレト 胎土 内面植物文畳付露胎

同士10

撹乱 白色粘質土軸薬透明

25 蓋 磁器 手描き 1/2 (7.4) [1. 6J 顔料酸化コパノレト 胎士 外面唐草文内面花、植物文

同士11

白色粘質土軸薬透明

筒型香炉 陶器 1/5 (10.0) (7.5) 6.6 胎土・灰黄色粘質土利薬・ 外面.梅、竹文

黄勅

20-4 碗 磁器 型紙揺絵 口縁部小 [4.9J 顔料:酸化コパノレト 胎土: 外面花、蔦、圏線

l2o-コt
片 白色粘質士軸薬・透明

碗 磁器 手描き ほぼ完形 7.6 3.4 4.2 顔料暗い青胎土白色粘 口縁部外面:施粕内面:露胎外面下部~底

l2o-写
質土利薬透明 部:1露胎外商胴部に花弁の陰刻

碗 磁器 手描き 完形 10.7 4.2 6.1 顔料暗い青胎土白色粘 外面植物、器、その他内面理落文

l2o-才
質土紬薬透明

碗 磁器 手描き 1/2 9.0 4.3 4.4 顔料・暗い青胎士・白色粘 外面・動物、幾何学文 口縁部田園線高台・

l2o-コZ
質土利薬透明 圏線、銘畳付露胎

碗 磁器 手描き 1/3 (8.8) (3.0) 4.2 顔料暗い青胎土白色粘 外面草花文、圏線見込み園高車、文様口

I 20-9 

質士紬薬透明 縁部・圏線高台:圏線畳付目露胎

碗 磁器 手描き 口縁部小 [4.8J 顔料暗い青胎土白色粘 外面燕、植物文口縁部:圏線畳付:露胎

目白E
片 質土勅薬透明

碗 磁器 手描き 胴部小片 [4.8J 顔料暗い青胎土白色粘 外面文様あり 口唇部:明茶色で着色内面

国寸
質士勅薬透明 見込み文様畳付露胎

碗 磁器 手描き ほぽ完形 8.6 3.5 4.2 顔料暗い育胎土白色粘 外面花文その他文様内面見込み:圏線口

同士12

質土軸薬透明 縁部圏線

碗 磁器 手描き 1/4 (9.0) (4.0) 4.7 顔料暗い青胎土白色粘 外面:文様あり 内面:圏線

国-13

質土軸薬淡青色

碗 磁器 手描き 1/4 (9.1) (4.5) 5.0 顔料・暗い育胎士・白色粘 外面:花文見込み:文様畳付:露胎

国土14

質土勅薬透明

小節 磁器 手描き 1/2 (8.8) 3.2 3.8 顔料:酸化コバルト 胎土: 外商:植物文見込み文様高台内朱色の

120-15 

白色粘質士紬薬:透明 銘畳付:露胎

小杯 磁器 手描き 2/3 (6.8) 2.6 4.8 顔料酸化コバルト胎土 外面:植物文見込み圏線、その他内面口

ロロE
白色粘質土軸薬:透明 唇部:圏線高台:圏線畳付露胎

小杯 磁器 手描き ほぽ完形 7.0 2.6 4.2 顔料酸化コパノレト 胎土 外面:植物文内面:植物見込み中央渦選

国-17

白色粘質土軸薬:透明 き高台脇高台内:圏線畳付露胎

小亦 磁器 手描き 口縁部小 [1. 6J 顔料・暗い青胎士・白色粘 外面:花文口縁部:圏線高台脇:圏線畳

国主
片 質土粕薬透明 付:露胎

鉢 磁器 手描き 3/5 10.6 4.2 5.9 顔料:酸化コパノレト 胎土: 外商:草木文口i縁部圏線高台脇圏線

国土19

白色粘質士粕薬:透明 畳付:露胎

小鉢 磁器 手描き 底部片 (3.4) [1. 8J 顔料酸化コバルト胎土: 外面:幾何学文内面雷文

出士宮
白色粘質土軸薬:透明

撹乱 皿 磁器 型紙梧絵 底部小片 [1. 5J 顔料酸化コバルト胎土: 外面:植物、帯状文内面口縁部:帯状文見

27 白色粘質土利薬:透明 込み:圏線見込み中央文様あり 高台:圏

恒三21

線畳付・露胎

皿 磁器 手描き 9/10 13.2 8.5 3.3 顔料酸化コバルト胎土: 外面:植物文両台:圏線畳付:露胎胴部

!吉右
白色粘質土軸薬:透明 面取り 八角形か?

皿 磁器 4/5 9.8 5.2 2.3 胎士白色粘質士紬薬:透 外面:文様あり 内面花、網代文高台脇

国-23

明 圏線畳付:露胎

皿 磁器 1/5 (23.0) (12.0) 2.7 胎土・灰白色粘質土軸薬: 外面:圏線、葉文内面・松、風景見込み・

白 圏線見込み中央:花文高台圏線量 付

EロZ
露胎破損部を継いで修復

湯呑 磁器 型紙播絵 1/3 (5.8) (3.5) 5.8 顔料.酸化コバルト 胎士: 内面見込み:雷文、その他文様

目立E
白色粘質土紬薬:透明

湯呑 磁器 手描き 1/2 (6.6) 3.4 5.2 顔料.酸化コバルト胎土: 外底部 5と陰刻

国士宮
白色粘質土紬薬:透明

湯呑 磁器 手描き 口i縁部片 [2.9J 顔料緑胎土白色粘質土 外面:ミジンコ小文内面口唇部:圏線両台

粕薬・内面、透明 外面、 圏線畳付 :1霧胎

間-27

淡緑色

蕎麦猪口 磁器 型紙揺絵 口i縁部片 [2.6J 顔料:酸化コパルト胎土: 内外口唇部:圏線外面植物文高台圏線

町三28

白色粘質士紬薬:透明 高台内銘畳付露胎

盃 磁器 底部 2.2 1.1 顔料酸化コパノレト 胎土: 外面:文様あり

出士宮
白色粘質土軸薬:透明

盃 磁器 1/2 (5.8) (1. 8) 1.4 胎土:白色粘質土軸薬:透 外面:ミジンコ小文 内面:手描き雷文

出-30

明

台付灯明 磁器 手描き 完形 9.0 5.2 5.7 受け部 顔料酸化コパノレト 胎土 見込み文字両台波形文両台内角 銘

皿 径 白色粘質土軸薬透明

回三31

5.0 

徳利 磁器 型紙刷絵 小片 [5.7J 顔料酸化コパノレト 胎土 外面:型押し蛸唐草風文内面無文施粕

t22-右
白色粘質士粕薬・透明 内面~口縁部高台内.陰哀u

徳利 磁器 手描き 胴部片 [13.3J 顔料酸化コパノレト 胎土 内面受け部風景、その他台部外面 「・福」

!古事
白色粘質土軸薬透明 畳付:露胎

小亦 陶器 3/5 (5.8) 3.0 4.0 胎士灰白色粘質士紬薬 外面 瑛玉喜文、点描の雲

毘三34

灰紬

小鉢 陶器 3/5 6.0 [5.1J 胎土・灰白色粘質土軸薬・ 外面.波文角銘

灰勅

。。
円
ぺ
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図番 出土 項目 器種 絵付け方 遺存度 法量 顔料:軸色調:胎土 技法/文様/その他

号 遺構 法 口径 底径 器局

22-35 蓋 陶器 1/5 (8.0) [2.3J 胎土灰色粘質土利薬:黒 施粕:ハケ塗り外面:施勅内面:施粕両台

間士宮
褐色緑茶 露胎

蓋 陶器 小片 [2.2J ツマミ 胎土灰色粘質土軸薬:茶 施粕ハケ塗り外面施粕内面:施粕見込

径 褐色 み中央.露胎高台.露胎

122-37 

(4.4) 

灯明皿 陶器 3/5 (10.3) 4.3 2.4 胎土黄灰色粘質土利薬 外 面 施 粕 内 面 :I露胎

間士宮
錆紬

灯明皿 陶器 ほぽ完形 10.0 5.1 2.1 胎土灰色粘質土粕薬:錆 外面 部ハケ塗り、櫛歯状工具による縦位の

回三39
紬 目ツマミ部露胎内面施紬

灯明皿 陶器 ほぽ完形 10.0 5.1 2.1 胎士黄灰色粘質士紬薬 施 粕 ツ ケ ガ ケ 外 面 部施紬内面 施紬

回コZ
錆紬

灯明皿 陶器 3/5 10.2 4.7 2.2 胎土灰色粘質土軸薬:錆 施紬.ツケガケ外面.一部施紬内面.施粕

厄コ7
撹乱 粕

27 灯明皿 陶器 1/2 (8.4) (4.0) 1.8 胎土灰色粘質土利薬:灰 施粕ツケガケ外面一部施紬内面施紬

恒三右
粕

台付灯明 陶器 4/5 8.0 5.6 6.1 内径 胎土灰白色 利薬:灰紬 施粕ツケガケ外面一部施紬内面施紬

皿 4.6 

回-43 乗燭 陶器 9/10 (3.7) 5.1 12.4 胎土赤灰色粘質土利薬 施 粕 ツ ケ ガ ケ 外 面 部施利内面 施紬

123-44 

鉄紬

急須 陶器 (14.9) (8.0) 7.8 胎土灰色粘質土軸薬:茶 内底部、外底部 :1露胎

国土45

褐色

徳利 陶器 手描き 口縁部~ (3.4) [14.2J 胎土灰色 外面施紬口唇部露胎受け皿内面中 央

国コZ
胴部 施粕畳付:露胎

瓶 ガラス 4/5 3.3 [4.8J 透明首部に擦り加工 外面.一部ハケ塗り 櫛歯状工具による縦位の

国コ?
製品 目 内面:施粕口唇部、底部:露胎

化粧品瓶 ガラス 4/5 1.4 [4.8J 透明首都に擦り加工 鉄絵文字あり

製品

24-9 皿 磁器 手描き 1/5 (13.0) (8.0) 3.5 顔料酸化コパノレト 胎土 型合わせ目(肩部)底部エンボス:roにタJ3カ

124-10 

白色粘質士粕薬・透明 所

碗 磁器 手描き 底部小片 (3.6) 1.8 顔料酸化コパノレト 胎土 型合わせ目(胴部)

tu:主
白色粘質土利薬透明

撹乱
碗 磁器 底部小片 (2.4) 1.1 顔料酸化コパノレト 胎士 f:四角状鍛造

白色粘質土軸薬透明

住吉 28 
碗 陶器 底部片 (4.0) [3.8J 胎土灰黄色精良土軸薬:f:四角状鍛造

124-13 

黄茶色

器種不明 不明 底部片 (6.0) [0.9J 胎土赤褐色白色粒雲母 外面唐草文圏線内面:花、扇、圏線、そ

精良士 の他蛇目凹型高台高台底部回一部露胎高

台内角銘

24-14 董 磁器 手描き 1/4 (6.6) [1. 2J 顔料:酸化コパルト 胎土: 外面:圏線見込み花文高台:圏線畳付

124-15 

撹乱 白色粘質士粕薬:透明 露胎

29 徳利 磁器 型紙刷絵 口縁部小 (2.6) [1.0J 顔料酸化コパノレト 胎土 無文畳付:露胎

片 白色粘質土軸薬:透明

25-1 碗 磁器 スタンプ 2/3 (9.6) 3.5 5.8 顔料酸化コパノレト 胎士 内外面刷毛目(黄茶色~白色) 畳付:露胎

12&才
白色利薬透明

碗 磁器 手描き 1/4 (10.6) (4.2) 6.1 顔料.酸化コパノレト 胎士. 外面白および高台底部.墨書痕?

12&才
白色粕薬透明

碗 磁器 型紙播絵 1/3 (11. 8) (4.3) 4.2 顔料:酸化コバルト 胎土: 外面:植物文、圏線身との接触部露胎

12&才
白色粘質土軸薬:透明

碗 磁器 ほぽ完形 7.8 2.9 1.9 胎土白色粕薬:クロム青 外面:ミジンコ文

T言す
磁

碗 磁器 手描き 口縁部小 (9.8) [3.9J 顔料酸化コパノレト 胎土 外面:菊、井桁文両台:圏線両台裏:銘

J--
片 灰白色紬薬透明 畳付:露胎

目-6 皿 磁器 銅板転写 口縁部小 [5.2J 顔料酸化コバルト胎土 内外面鳳風、植物文

片 白色粕薬目淡緑色

1 25-7 碗 磁器 銅板転写 口縁部小 (11. 8) [3.1J 顔料酸化コバルト胎土 外面:花菱、千鳥、青海波内面:千鳥

T言コr表土
片 白色軸薬透明

蓋 磁器 手描き 完形 7.3 2.4 ツマミ 顔料酸化コパノレト 胎土 外面花、植物文

径 白色粘質土勅薬・透明

125-才
1.3 

蓋 磁器 手描き ツマミ部 (5.6) [1.4J 顔料酸化コパノレト 胎土 外面植物文ツマミ内:角銘見込み:銘、

t2i口E
3/4 白色紬薬・淡緑色 圏線

小鉢 磁器 手描き 1/4 (自.4) [3.5J 顔料酸化コパノレト 胎土 外面羽根文、圏線内面口縁部:圏線見込

白色紬薬透明 み:植物、圏線

国土11 皿 磁器 手描き 1/4 (14.8) (8.0) 3.3 顔料暗い青胎土白色 内面:植物、圏線見込み:無利部分あり 内

紬薬淡緑色 底部:文様

国土12 皿 磁器 手描き 1/2 (14.0) (6.2) 3.3 顔料酸化コパルト胎士 口縁部・茶金色内面・植物、圏線見込み・

白色紬薬淡緑色 建物、植物文蛇目凹型高台高台底部:一部

t2i口言
露胎

皿 磁器 手描き 8/10 13.2 8.5 3.3 顔料酸化コパノレト 胎士 外面:圏線、葉文内面:松、風景見込み:

白色粘質土軸薬透明 圏線見込み中央:花文高台:圏線畳付

露胎

- 382 -



図番 出土 項目 器種 絵付け方 遺存度 法量 顔料:軸色調:胎土 技法/文様/その他

号 遺構 法 口径 底径 器局

25-14 皿 磁器 内鋼板 1/2 11. 3 6.2 2.5 顔料:酸化コパルト胎土: 外面口縁部圏線内面:道具文両台:圏線

転写 白色粘質士粕薬透明 畳付.露胎

国土15

外手描

皿 磁器 内銅板 小片 [2.5J 顔料.酸化コパルト胎土.

転写 白色粘質土軸薬透明

国土16

外.手描

香炉。 磁器 口縁部小 (10.8) [3.8J 胎土灰白色粕薬淡緑色

t25:コ主
片

御神酒徳 磁器 手描き 首部片 (1. 7) 8.9 顔料・暗い青胎士・白色

125-18 

手リ 粕薬淡緑色

碗 陶器 2/3 (8.6) 3.6 5.6 胎士・灰白色粕薬・透明~

125-19 

茶褐色

小皿 陶器 完形 6.4 2.9 1.0 胎土灰黄色粕薬灰粕

は|122666---22202 1 

灰色~灰黄色

灯明皿 陶器 1/3 (9.8) (5.7) 2.0 胎土灰白色軸薬灰軸

灯明皿 陶器 1/3 (11. 7) 6.0 2.2 胎士灰白色紬薬鋪粕

台付灯明 陶器 9/10 (8.6) 6.3 5.9 内径 胎土灰白色粘質土利薬

皿 5.4 灰紬灰白色~黄灰色

磨 播鉢 陶器 1/8 (27.8) (15.0) 13.0 胎士・樫色勅薬・茶色

コープ ガラス

国士宮
製品

調味料瓶 ガラス 完形 2.6 4.6 15.5 透明気泡有り

126-26 

製品

調味料瓶 ガラス 9/10 (2.7) 4.6 15.2 透明気泡有り

126-27 

製品

表土 薬品容器 ガフス 完形 器 器胴幅 器高 透明気泡有り 首都・擦り

製品 0.8 1. 25 6.6 ガラス加工
栓最 栓最 栓長

大幅 小幅 6.5 

0.85 0.2 

126-28 瓶 ガフス 完形 1.3 2.2 5.3 透明

国-29

製品

薬瓶 ガラス 完形 0.9 2.5 7.1 最大幅 無色透明

性6-30

製品 2.6 

瓶 ガラス 完形 0.8 1.6 5.9 透明

国土31

製品

化粧品 ガラス 完形 4.0 4.1 3.9 最大径 黒褐色不透明 クリーム瓶

瓶 製品 6.1 

126-32 化粧品瓶 ガラス 完形 1.2 6.4 14.0 緑色透明

国士宮
製品

ピ玉 ガラス 完形 径 厚 淡緑色透明全体に気泡

住吉Z
製品 1.7 1.7 

飲料瓶 ガラス 完形 2.3 5.6 19.5 最大幅

国士宮
製品 6.0 

用途不明 金属製 最大長 最大幅 厚 孔径

品 3.8 2.8 0.1~ 0.3 

国士宮
0.2 

釘 鉄製品 長 幅 厚

国土古
8.7 0.35 0.4 

模 鉄製品 長 幅 厚

9.2 2.1 ~ 0.5~ 

2.3 1.5 

27-3 碗 磁器 手描き 3/4 8.0 3.2 4.9 顔料酸化コバルト胎土

巾寸
白色紬薬淡灰緑色透明

碗 磁器 手描き 1/3 (8.0) (3.5) 4.3 顔料酸化コパノレト 胎士

百三F
白色紬薬透明

碗 磁器 手描き 3/4 4.0 [4.4J 顔料.酸化コパノレト 胎士.

町三Z
灰白色 紬薬:透明

碗 磁器 銅板転写 1/2 8.2 4.0 4.6 顔料.酸化コバルト 胎土.

同才 廃土
白色紬薬透明

皿 磁器 手描き 2/5 (13.9) (8.8) 3.1 顔料:酸化コパノレト 胎土:

出土Z
白色利薬透明

皿 磁器 銅板転写 1/2 (5.8) [1.9J 顔料:酸化コパノレト 胎土:

百戸F
白色軸薬透明

極小皿 磁器 手描き ほぽ完形 6.2 4.0 1.4 顔料酸化コパノレト 胎土

目-10

白色紬薬・透明

鉢 磁器 手描き 1/3 (11. 8) 11. 4 4.5 顔料酸化コパノレト 胎土

白色勅薬・透明

円。oo 
nぺ
U



図番 出土 項目 器種 絵付け方 遺存度 法量 顔料:軸色調:胎土 技法/文様/その他

号 遺構 法 口径 底径 器局

27-11 蓋 磁器 手描き 完形 6.8 2.4 ツマミ 顔料:酸化コパノレト 胎土:

経 白色粘質士勅薬透明

防士12

1.4 

蓮華 磁器 銅板転写 長 幅 高 底部長 顔料.酸化コパルト胎土.

[7.5] (4.1) 1.6 径 白色紬薬透明

防士13

3.3 

徳利 磁器 手描き 底部1/3 5.0 [2.5] 顔料.酸化コパノレト 胎士.

防士14

白色紬薬透明

器種不明 磁器 銅板転写 ほぼ完形 5.8 5.2 2.2 顔料.酸化コバルト胎土.

間-15

白色紬薬透明

小杯 磁器 銅板転写 完形 4.0 1.8 1.8 顔料:酸化コパルト胎土:

128-16 

白色利薬透明

蓋 陶器 完形 9.3 3.6 胎土淡黄燈色粘質土色

国土17 廃土

調淡黄櫨色紬薬透明

蓋 陶器 手描き 完形 5.0 2.2 ツマミ 胎土灰白色粘質土色調

径 灰白色軸薬:白

国土18 鉢 陶器 ほぽ完形 5.0 

1.1 

4.1 2.7 胎土灰白色軸薬灰白緑

同士19

色不透明

薬瓶 ガラス 完形 2.5 2.5 4.7 茶透明気泡有り

厄8-20

製品

薬瓶 ガフス 5/6 2.4 [5.6] 茶透明気泡有り

国土21

製品

ランプ ガフス 2.2 6.3 4.9 淡緑色透明気泡有り 外面圏線内面花菱、唐草、植物文畳付

国土22

燃料瓶 製品 露胎

石蹴り ガラス 7.4 厚 コパノレト青 透明

製品 0.9 

128-23 銭 銅製品 外径 内孔 重

2.35 0.7 2.0 

- 384 -



表3 遺物集計表

出土面 第 1面

種別 ピット 土坑

遺構 416 8 110 11 12 構成土

か ロ 大 413 5110 1 1 8 177 

わげら ク 215 33 
ロ

小片 516 49 

聾 1 1 1 412 120 

常滑 I類 7 

E類 4 

磨り常滑 1 

瀬戸 7 

南部系山茶碗 2 

青磁 3 

車白磁 1 

青白磁 1 

製土
火鉢 1 

鍔釜 1 

瓦器 1 

釘 1 1 

倉鉄浮 1 

不明 3 

石
硯 1 

滑石 1 

暴
骨加工品 1 

獣骨 20 

代書

16 

磁器 1 34 

陶器 24 

ガラス 11 

中世以前 213 10 

合計 615 13 23 8110 534 

出土面 第 Z面

種別 土坑 方形土坑

36 書遺構 27 28 29 32 33 34 36 高37 38 39 40 40 41 41 42 43 44 46 47 49 50 52 

大 2138 49 1 1 1 250 12 88 49 1 155 14 254 100 33 25 62 2122 106 461 1 
ロ 中 1 iJ> ク

わけら
ロ 1 1 3 8 1 1 34 51 9 5 217 3188 106 7 31 8 4 21 15 

小片 14 10 55 31 6 7 140 106 25 712 13 

手握ね
大 3 

1 

聾 5 1101 1 1 134 31 6 10 3 42 11 1 1 8 9 46 12 

常滑
壷 3 5 1 3 

I類 4 5 1 1 1 4 212 1 7 

E類 5 1 6 1 2 3 

磨り常滑 2 

瀬戸 1 1 1 1 1 2 1 5 

備前 1 1 

亀山 1 1 

山繍臨
1 1 2 

z 1 1 1 3 

青磁 3 z 5 

白磁 1 2 1 

青白磁 1 1 1 

不明 1 

器
火鉢 3 2 1 2 

吉備系土師器 1 

不明 1 1 

員
火鉢 2 1 

瓦 1 1 1 1 

量

銭 4 1 1 9 

釘 2 7 2 2 8 1 7 1 1 5 2 

鉄津 1 

不明 1 1 1 1 

石
砥石 1 

不明 3 1 1 3 

獣骨 312 6 1 1 1 7 2 3 

魚骨・鱗 1 2 

代近
1 1 

磁器 2 

中世以前 1 112 1 1 1 Z畠 5 1 13 37 10 2133 1 48 812 10 30 412 

合計 4187 80 412 1 1433 31 127 125 3178 20 520 317 112 40 119 2 161 31262 611 3 

「

Doo 
nぺ
U



出土面

種別

撹舌L撹首L 
援 撹 ~ 撹 提 ~ ~ 撹 撹 撹 撹 t置 撹 ~ 撹 T量 撹 捷 撹 撹 撹 捷 撹 f量 ~ 横 ~ 廃 合計

遺構 乱 乱 乱 昔日L乱 乱 舌L首L乱 乱 乱 乱 古L苦L乱 乱 乱 舌L首L 乱 乱 苦L 乱 舌L 苦L百L乱 土
112 

山3 1 4 5 1 6 718 9 110 11112 13 15 161 18 21 23 24 25 26 27 28 29 311 32 33 34 35 

大 111 5 3 1 6 61 43 4 56 20 自 38 4 5 1 10 3 1 8 1 1 5 1694 
ロ

中 1 5 7 
ク

色、
ロ 小 111 2 7 3 1 2 5 4 2 1 5 386 

わ
小片 41 1 17 28 20 5 1 6 519 ら

け
手担ね

大 3 

l 

不明 l 

蜜 2 1 1 3 1 7 415 814 14 32 4 1 2 3 1 1 4 5 5 1 1 2 4 1 1 425 

常滑
壷 1 13 

I類 3 5 1 2 49 

E類 1 23 

磁産陶国

磨り常滑 3 

瀬戸 3 22 

備前 2 

器 東播 l l 

亀山 l 4 

山茶碗臨
6 

1 10 

山皿 l l 

aa a書臨岳
青磁 13 

白磁 5 

青白磁 4 日

不明 l 

火鉢 11 

鍔釜 l 

製士品
輔の羽口 2 2 5 

吉備系土師器 l 

土錘 l 

不明 l 1 6 

瓦器 l 

質瓦 火鉢 3 

瓦 2 1 1 9 

金
銭 l 1 18 

製属品
釘 1 1 1 1 1 3 3 2 50 

鉄津 1 1 2 1 3 l 2 1 12 

不明 2 1 3 12 

砥石 2 3 

右製品

硯 l 

滑石 2 

碁石 1 1 

不明 1 8 

然遺物自

骨加工品 1 2 

獣骨 15 4 10 4 3 15 2 1 102 

魚骨・鱗 3 

炭化物 2 2 5 

近代遺物

1 1 1 1 1 5 4 1 2 l 6 1 1 4 2 30 4 4 4 88 

磁器 2 1 2 1 18 3 1 3 5 1 3 2 1 33 3 7 9 11 50 14 2 16 211 

陶器 2 1 6 5 1 6 1 2 2 1 4 7 1 20 2 1 1 1 6 14 4 4 110 

ガラス l 6 1 1 z 4 27 

中世以前 1 14 6 22 10 2 3 1 2 330 

不明 2 2 

合計 11119 30 314 21 27 5 112 20 43 17 1137 187 1 1 9 33 103 12 80 1 1102 83 19 131 23 5 110 8 134 4139 
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報告書抄録

ふ り 1主 な かまくらしまいぞうぶんかざいきんきゅうちょうさほうこくしょ

書 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書

高リ 書 ~ 令和2年度発掘調査報告

巻 次 37 (第 1分冊)

シ リ ズ 名

シリ ズ番号

編 著 者 押木弘己/伊丹まどか/後藤健/後藤健/押木弘己/後藤健

編 集 機 関 鎌倉市教育委員会

所 在 地 1'248 8686 鎌倉市御成町 18番 10号

発 行 年 月 日 西暦2021年3月26日

ふ り 1主 な ふりがな コド 調査面積

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調 査 原 因

(rrU 

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん 神奈川県鎌倉市 35
0 

139
0 

20120321 

若宮大路周辺遺跡群 小町一丁目 14204 242 19' 33' ~ 61. 50 個人専用住宅

331番 1 5# 12# 20120531 (柱状改良工事)

くぼうやしきあと 神奈川県鎌倉市 35。 139
0 

20130301 

公方屋敷跡 浄明寺四丁目 14204 268 20' 34' ~ 86.00 個人専用住宅

292番 1 8# 27# 20130524 (鋼管杭工事)

などえがやっいせき 神奈川県鎌倉市 35。 139。 20170111 

名越ヶ谷遺跡 大町四丁目 14204 231 18' 33' ~ 29.66 個人専用住宅

2370番2の一部 44# 26# 20170308 (表層改良工事)

ざいもくざまちゃいせき 神奈川県鎌倉市 35。 139
0 

20170703 

材木座町屋遺跡 材木座六丁目 14204 261 18' 33' ~ 44.20 個人専用住宅

647番 3の一部 18# 14# 20170913 (鋼管杭工事)

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん 神奈川県鎌倉市 35。 139。 20180709 

若宮大路周辺遺跡群 大町一丁目 14204 242 18' 33' ~ 94.56 個人専用住宅

1083番 1 59# 10# 20180914 (鋼管杭工事)

はせこうじしゅうへんいせき 神奈川県鎌倉市 35
0 

139
0 

20181217 

長谷小路周辺遺跡 長谷三丁目 14204 236 18' 32' ~ 69.00 個人専用住宅

247番2，275番6 45# 11# 20190125 (基礎工事)

所 収 遺 跡 名 種 )3IJ 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん 「小町大路」の前身

都 市 土器・陶磁器・木製
道路とみられる大規

若宮大路周辺遺跡群 城館跡
中世 道路・側溝

品・漆器
模な南北道路と西側
溝が連綿と構築され
ていた。

くぼうやしきあと

土器・国産陶器・舶載
かわらけ破棄遺構を

公方屋敷跡 城館跡 中世 土坑・ピット 磁器・員パレット・金
多く検出。

属製品・銭

なごえがやっいせき かわらけ・舶載磁器・
国産陶器・縄文土器・

逆川に直行するよう

~越ヶ谷遺跡 城館跡 中世
溝状遺構・土坑・ 須恵器・土師質・瓦質

な溝状遺構、縄文海
ピット 土器・土製品・石製

品・金属製品・木製
進期の砂層を確認。

品・骨角製品

ざいもくざまちゃいせき かわらけ・舶載陶磁
溝状遺構・掘立柱 器・国産陶器・須恵

複数期にわたる強固
材木座町屋遺跡 都 市 中世 建物・土坑・ヒ。ツ 器・土師質・瓦質土

ト 器・瓦・土製品・石製
な泥岩地業を確認。

品・金属製品・木製品

わかみやおおじしゅうへんいせきぐん

都 市
竪穴建物・斜面 ヒ。ット内から多量の

若宮大路周辺遺跡群 城館跡 中世 (河川束岸か) 土器・陶磁器・石製品 石英片が出土。火打
ピット 石製作時の残津かロ

かわらけ・舶載磁器・
国産陶器・土師器・須

はせこうじしゅうへんいせき 都 市
中世

方形土坑・土坑・ 恵器・土師質・瓦質土 多数の方形士坑を確

長谷小路周辺遺跡
城館跡 ピット 器・瓦・土製品・石製 認。

品・金属製品・骨角製
品

399 
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箇所 誤 正

90頁
13行目

清水由香里 清水由加里

181頁
14､15行目

サンプル5　調査区東壁19層
サンプル5　調査区東壁31層

サンプル5　調査区東壁29層
サンプル6　調査区東壁31層

185頁
7行目

出土遺物（図８）：７は 出土遺物（図７）：７は

200頁
12行目

33は底部に「AJINOMOTO」の～
34は底部に「S&B」の～

32は底部に「AJINOMOTO」の～
33は底部に「S&B」の～

219頁
キャプション

8-〇
※〇はそれぞれ番号です

8-〇となっている遺物写真は全て7-〇

220頁
キャプション

11-〇
※〇はそれぞれ番号です

11-〇となっている遺物写真は全て10-〇

221頁
キャプション

16-〇
17-〇　※〇はそれぞれ番号です

16-〇となっている遺物写真は全て11-〇
17-〇となっている遺物写真は全て12-〇

224頁
12､15行目

清水由香里 清水由加里

230頁
節名称

第３節　基本土層 第３節　堆積土層

257頁
4行目

それいについて それについて

284頁
キャプション

3b面構成土出土遺物 3a面構成土出土遺物

335頁
17､18行目

図3　調査区中央堆積土層図
図4　調査区壁面堆積土層図

図3　調査区壁面堆積土層図1
図4　調査区壁面堆積土層図2

347頁
表

遺構52
遺構53

削除
遺構52

395頁
キャプション

12-6
12-7
12-8
12-9
12-11
遺構53
12-14～12-26
12-27
12-28
遺構52

12-21
削除
12-25
12-26
12-28
遺構52
12-8～12-20
12-22
12-24
遺構50

奥付 令和３年度発掘調査報告 令和２年度発掘調査報告

第１分冊　正誤表
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